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外部評価報告書第 4 報発刊にあたって 

 

長野工業高等専門学校校長 黒田孝春 

 

2008年 9月のリーマン・ショック以来の世界的規模での金融危機や不況が続く中、2011年 3月

11日（金）に発生した東日本大震災と福島第一原発事故は我が国の経済・社会に深刻な打撃を齎

している。また、2050 年における 65 歳以上の高齢者率の推計が 30％を超えるとされる急激な少

子高齢化が進み、生産者人口も急減する中、これまでの科学技術創造立国である日本の経済発展

を支えてきた優秀な技術者の確保と資質向上への期待が強く求められている。 

このような状況の中、文部科学省は大学・高専を含めた高等教育機関に対し、2012年 6月に「大

学改革実行プラン～社会の変革のエンジンとなる大学づくり～」を発表した。その中で、求めら

れる教育として「学生の主体的な学びの確立」を掲げ、養成すべき人材像として「新たな価値を

創造する人材」、「優れた価値をグローバルに展開する人材」、「地域を支える人材」を掲げ、イノ

ベーション能力、コミュニケーション能力およびグローバル化への対応を求めている。 

さらに、安倍政権が公表した 2013年 6月の「日本再興戦略」では、世界的なグローバル化にお

ける日本の技術力の優位性への懸念が示され、人材こそが日本が世界に誇る最大の資源であるこ

と、高等教育等における留学機会を抜本的に拡充し、世界と戦える人材を育て「技術で勝ち続け

る国」を創る目標が掲げられた。 

本校では、これらの提言にある人材は少なからず参与会の中でも多くの意見を頂きながら、取

り組んできた入試活動、教育活動、研究活動や育成すべき人材像と深く関わっている。今後も地

域社会との協力・連携関係のもとで、学生の潜在的能力を信じながら、その能力を引き出し、伸

ばす教育を推進し、気力・体力、チャレンジ精神を培っていきたいと願っている。 

本校の第三者評価の一つである本評価は、地域社会との協力・連携関係のもとで、地域企業や

社会のニーズを反映した学校運営を図るために 2002 年度に外部評価委員会を設置し、2003 年度

に「外部評価報告書第 1報」を公表した。その後、2004年度に全国の国立高専が高専機構の下に

独立行政法人への移行に合わせて、学外有識者の方々による参与会を新たに設け、本校の教育・

研究・地域連携等の状況を検証・評価していただくこととし、第 1 回から第 3 回に実施した内容

を 2006年度に「外部評価報告書第 2報」、第 4回から第 7回に実施した内容を 2010年度に「外部

評価報告書第 3報」としてとりまとめた。 

この報告書は、それらに引き続き、第 8回から第 10回に実施した高専の将来計画、地域社会と

の連携および国際化の各課題に関する学校の取組への評価やご助言の内容を「外部評価報告書第

4 報」としてまとめたものである。お忙しい中、ご協力いただいた参与の皆様には心から感謝申

し上げます。今年で創立 50周年を迎えるに際し、これまでの参与の方々から頂戴したご意見、ご

助言を踏まえ、本校の教育・研究・地域連携活動・国際交流の一層の改善充実に努め、世界の将

来を担う自立した人材育成をさらに進めていく所存です。 
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1．外部評価実施概要 

 

1．1 参与会の設置 

長野工業高等専門学校（以下「本校」という。）では、1995年に「有識者との懇話

会」を設置し、長野県内有識者との意見交換会を開催して、本校の運営に反映してき

た。その後、外部評価活動を活性化することを目的として、2002年には「外部評価委

員会要項」を定め、同年に第 1回外部評価委員会を実施した。さらに、独立行政法人

化を控えた 2004年には、上述の「有識者との懇話会」および「外部評価委員会」を

整理統合し、新たに「参与会」を設置し、現在に至っている。なお、2003年 3月に「外

部評価報告書 第 1報」、2006年 10月に「外部評価報告書 第 2報」、2010年 6月に「外

部評価報告書 第 3報」を刊行した。以下に、長野工業高等専門学校参与会設置要項

を示す。 

 

 

長野工業高等専門学校参与会設置要項 

 

（設 置） 

第1条 長野工業高等専門学校（以下「本校」という。）に学外の有識者から広く意見を求めるた

め参与会を置く。 

（目 的） 

第2条 参与会は，本校の教育研究活動等の状況について検証及び評価を行ない，本校の自己点

検・評価に関する活動を支援するとともに，本校が将来にわたって目指すべき改革・改善の方

向性を提言することを目的とする。 

（任 務） 

第3条 参与会は，次の各号に掲げる事項について，校長の諮問に応じて検証及び評価ならびに提

言を行う。 

(1) 教育活動に関すること。 

(2) 研究活動に関すること。 

(3) 産学連携・地域貢献に関すること。 

(4) 管理運営に関すること。 

(5) 施設設備に関すること。 

(6) 入学者募集・卒業後の進路指導に関すること。 

(7) その他校長から諮問のあった事項 

（組 織） 

第4条 参与会は，本校の職員以外の者で次の各号に掲げる若干名をもって組織し，参与は，校長

が委嘱する。 

(1) 地方公共団体の関係者 

(2) 産業・経済界の関係者 

(3) 教育研究機関の関係者 
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(4) 本校を卒業した者 

(5) 本校後援会の関係者 

(6) その他高等専門学校に関してすぐれた識見を有する者 

（任 期） 

第5条 参与の任期は2年とし，再任を妨げない。 

（会長等） 

第6条 参与会に会長及び副会長を置き，校長が指名する。 

2 会長に支障あるときは，副会長がその職務を代行する。 

（運 営） 

第7条 参与会は，校長が招集し，会長がその議長となる。 

2 参与会は，原則として毎年1回以上開催する。 

（意見の聴取） 

第8条 会長が必要と認めたときは，参与以外の者に前条の会議への出席を求め，意見を聴くこと

ができる。 

（事 務） 

第9条 参与会の事務は，総務課において処理する。 

（補 則） 

第10条 この要項に定めるもののほか，参与会の運営に関し必要な事項は，校長が別に定める。 

 

附 則 

1 この要項は，平成16年6月30日から施行する。 

2 長野工業高等専門学校と有識者との懇話会設置要項（平成7年12月1日制定）は廃止する。 

附 則 

この要項は，平成16年11月1日から施行する。 

附 則 

この要項は，平成 19 年 4月 1日から施行する。 
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1．2 参与の委嘱 

2008年 10月以降に委嘱した参与は以下のとおり。 
 

≪2008年 10月 1日～2010年 9月 30日≫        （五十音順、敬称略） 

設置要項 

第 4 条 
氏名 現職 備考 

 

 

（1） 小 泉 敬 治 長野市教育委員会教育委員長  
 

 

（1） 

小 泉 博 司 

長野県商工部ものづくり振興課長  
 

 

長野県商工労働部ものづくり振興課長 H21.4.1～ 
 

 

小 林   宰 長野県商工労働部ものづくり振興課長 H22.4.1～ 
 

 

（2） 市 川 浩一郎 
長野高専技術振興会長 

不二越機械工業㈱代表取締役社長 
 

 

 

（2） 小根山 克 雄 

信越放送㈱代表取締役専務  
 

 

信越放送㈱代表取締役副社長 H22.6.1～ 
 

 

（2） 佐 藤   穣 社団法人長野県経営者協会常務理事  
 

 

（3） 

山 沢 清 人 信州大学工学部長 会長 
 

 

岡 本 正 行 信州大学工学部長 会長 H21.4.1～ 
 

 

（4） 村 岡 正 一 長野工業高等専門学校同窓会長 副会長 
 

 

（5） 塚 田 牧 子 長野工業高等専門学校後援会  
 

 

（6） 堀 井 正 子 文学研究家  
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≪2010年 10月 1日～2012年 9月 30日≫        （五十音順、敬称略） 

設置要項 

第 4条 
氏名 現職 備考 

 

 

（1） 

小 泉 敬 治 長野市教育委員会教育委員長  
 

 

近 藤   守 長野市教育委員会教育委員長 H22.12.24～ 
 

 

（1） 小 林   宰 長野県商工労働部ものづくり振興課長  
 

 

（2） 

市 川 浩一郎 
長野高専技術振興会長 

不二越機械工業㈱代表取締役社長 
 

 

 

池 田   明 
長野高専技術振興会長 

㈱ミマキエンジニアリング代表取締役会長 
H23.4.1～ 

 

 

（2） 小根山 克 雄 

信越放送㈱代表取締役副社長  
 

 

信越放送㈱代表取締役社長 H23.6.27～ 
 

 

（2） 関   安 雄 

社団法人長野県経営者協会専務理事  
 

 

社団法人長野県経営者協会参与 H23.4.27～ 
 

 

（3） 

岡 本 正 行 信州大学工学部長 会長 
 

 

大 石 修 治 信州大学工学部長 会長 H24.4.1～ 
 

 

（4） 

轟   修 平 長野工業高等専門学校同窓会長 副会長 
 

 

中 村 天 昭 長野工業高等専門学校同窓会長 副会長 H23.6.4～ 
 

 

（5） 塚 田 牧 子 長野工業高等専門学校後援会  
 

 

（6） 堀 井 正 子 文学研究家  
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≪2012年 10月 1日～2014年 9月 30日≫        （五十音順、敬称略） 

設置要項 

第 4条 
氏名 現職 備考 

 

 

（1） 近 藤   守 長野市教育委員会教育委員長 H22.12.24～ 
 

 

（1） 小 林   宰 
長野県商工労働部ものづくり振興課参事兼

課長 
 

 

 

（2） 池 田   明 
長野高専技術振興会長 

㈱ミマキエンジニアリング代表取締役会長 
H23.4.1～ 

 

 

（2） 小根山 克 雄 信越放送㈱代表取締役社長  
 

 

（2） 水 本 正 俊 社団法人長野県経営者協会専務理事  
 

 

（3） 大 石 修 治 信州大学工学部長 会長 
 

 

（4） 中 村 天 昭 長野工業高等専門学校同窓会長 副会長 
 

 

（5） 塚 田 牧 子 長野工業高等専門学校後援会  
 

 

（6） 堀 井 正 子 文学研究家  
 

 

 

 

 

＜参考＞ 

 

長野工業高等専門学校参与会設置要項（抄） 

 

（組織） 

第 4 条 参与会は、本校の職員以外の者で次の各号に掲げる者若干名をもって組織し、参与は、

校長が委嘱する。 

（1）地方公共団体の関係者 

（2）産業・経済界の関係者 

（3）教育研究機関の関係者 

（4）本校を卒業した者 

（5）本校後援会の関係者 

（6）その他高等専門学校に関してすぐれた識見を有する者 
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1．3 参与会実施概要 

第 1回（2004年度）から第 9回（2012年度）までの主な検討事項は以下のとおり。 
 開催日 主な検討事項 備考 

第１回 2004年 12 月 98日(水) 学校運営全般について 
※1 

 

第２回 2005年 95 月 26日(木) 教育の現状と課題について 
※1 

 

第３回 2006年 91 月 25日(木) 長野高専専攻科の教育について 
※1 

 

第４回 2007年 91 月 29日(月) 
長野高専各学科の現状と今後の課題に

ついて 

※2 

 

第５回 2008年 92 月 12日(火) 
長野高専のあり方について 

―高専特別委員会からの提言を受けて― 

※2 

 

第６回 2009年 91 月 30日(金) 
長野高専の現状と課題 

―長野高専の高度化に向けて― 

※2 

 

第７回 2010年 91 月 25日(月) 
長野高専における教育の質の向上につ

いて 

※2 

 

第８回 2011年 92 月 99日(水) 長野高専の将来計画について 
 

 

第９回 2012年 92 月 96日(月) 
長野高専における地域社会との連携に

ついて 

 

 

第 10回 2013年 92 月 94日(月) 長野高専の国際化について 
 

 

（※1：外部評価報告書第 2報参照、※2：外部評価報告書第 3報参照） 

 

なお、2002年 12月 25日(水)に、学校運営に係る現状と課題を検討事項として、参

与会の前身ともいえる外部評価委員会を開催した。（外部評価報告書第 1報参照） 
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1．3．1 第 8回参与会 

 

日時：2011年 2月 9 日（月） 13:30～16:00 

 

場所：長野工業高等専門学校第 1会議室 

 

主な検討事項：長野高専の将来計画について 

 

出席者： 

＜参与＞（五十音順、敬称略）： 

市 川 浩一郎［長野高専技術振興会会長／不二越機械工業株式会社代表取締役 

社長］ 

岡 本 正 行［信州大学工学部長］（会長） 

近 藤   守［長野市教育委員会委員長］ 

関   安 雄［社団法人長野県経営者協会専務理事］ 

塚 田 牧 子［長野工業高等専門学校後援会］ 

中 村 天 昭［長野工業高等専門学校同窓会長 轟修平参与の代理］ 

＜長野高専＞： 

大 島 有 史［校長］ 

岸   佐 年［副校長（研究・地域連携担当）／地域共同テクノセンター長］ 

藤 原 勝 幸［副校長（教育改善・第三者評価担当）］ 

前 田 善 文［副校長（教務主事）］ 

戸 谷 順 信［副校長（学生主事）］ 

小 澤 志 朗［副校長（寮務主事）］ 

山 﨑 保 範［副校長（専攻科長）］ 

水 野 正 志［広報企画室長］ 

宮 尾 芳 一［機械工学科学科長／技術教育センター長］ 

宮 嵜   敬［電気電子工学科学科長／情報教育センター長］ 

佐 野 安 一［電子制御工学科学科長］ 

押 田 京 一［電子情報工学科学科長］ 

柳 澤 吉 保［環境都市工学科学科長］ 

中 村 博 雄［一般科学科長］ 

山 本 隆 司［事務部長］ 

宮 﨑   素［総務課長］ 

中 野 俊 彦［学生課長］ 

 

議事： 

1．開会 

宮崎総務課長の進行により開会された。 
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2．校長あいさつ 

大島校長から、開会に際してのあいさつに引き続き、本校の将来計画及び第２期

中期目標・中期計画について説明があった。 

 

3．自己紹介（各参与・長野高専出席者） 

各参与からの自己紹介に引き続き、本校出席者から自己紹介があった。 

 

4．配付資料確認 

宮崎総務課長から、配付資料について確認があった。 

 

5．会長あいさつ 

岡本会長から、第 2期中期目標・中期計画、予算の獲得等、高専も大学も運営面

で非常に厳しい状況にある旨のあいさつがあった。 

 

以下、参与会設置要項第 7条第 1項の規定により岡本会長が議長となり、議事が進

行された。 

 

6．長野高専の将来計画について 

 

(1) 長野高専の現況 

大島校長から、「2010 学校要覧」「2011 入学案内」に基づき、志願者数、卒業後

の進路等の現況について報告があった。 

引き続き質疑応答が行われ、以下の意見が出された。 

 

近藤参与：特に南信地域に高専の存在が認識されていない。アピール不足があるの

ではないか。将来に亘る高専の良さをアピールすべき。 

岡本参与（議長）：若者の理工系離れも問題となっている。 

 

(2) 第 2期中期目標・計画期間における平成 22年度年度計画の進捗状況 

藤原副校長から、資料「平成 22 年度年度計画の活動実績」に基づき、今年度の

主な活動実績及び進捗状況について説明があり、特に私費留学生の受入について意

見を求めたい旨の発言があった。 

引き続き質疑応答が行われ、以下の意見が出された。 

 

岡本参与（議長）：日本との経済状況等の違いで、私費留学生の受け入れは難しい

面もあるが、高専は学生寮が充実していることは、有利となっているように思わ

れる。 

関参与：大企業はグローバル化し、留学生を積極的に採用している。長野県の財界

でも軽井沢にインターナショナルスクール（高校）を開校する予定がある。 

市川参与：日本人の学生に国際的なコミュニケーション能力の養成が必要と考える。

日本の学生が世界へ挑戦するという発想が必要ではないか。 
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近藤参与：高専生は TOEICより実践英語が必要と考える。 

中村参与（代）：国際会議において英語でのプレゼンテーションができ、さらに専

門書を読解できる英語能力が必要と考える。 

 

(3) JABEE認定継続審査受審報告 

藤原副校長から資料「JABEE 認定継続審査 一次審査報告書」に基づき、11 月 28

日～30日の間に行われた、JABEE 認定継続審査（訪問審査）の結果について報告が

あった。なお、審査結果については、1項目について「Ｗ（Week）」と評価されたこ

とにより、平成 22 年度から 3年間の認定となり、平成 24年度に中間審査を受審す

ることとなる予定である旨の説明があった。 

引き続き質疑応答が行われ、以下の意見が出された。 

 

中村参与（代）：企業にとって JABEEの評価は差異がある。JABEE の効果が不明確で

ある。 

 

(4) 長野高専キャンパスマスタープラン 

戸谷副校長から資料「長野高専キャンパスマスタープラン」に基づき、概ね 10

年後の将来像を視野におき、今後の予算要求等に向けての基本構想として作成した

旨の説明があった。 

引き続き質疑応答が行われ、以下の意見が出された。 

 

岡本参与（議長）：様々な理由から予算化を実現することは困難ではあるが、更な

る努力を期待したい。 

 

(5) 意見交換 

議長から、これまでの説明及び報告に対する意見並びに総括的な意見が求められ、

各参与から、以下の意見が出された。 

市川参与：一般的に受験を敬遠する傾向にあることから、高専の専攻科修了により、

学士の取得が可能である旨をアピールすべきである。 

 

大島校長：学士の習得とともに、高校から大学までの「一貫教育」ということをア

ピールしていきたい。 

岸副校長：専攻科への進学率の向上を目指し、教育内容等の更なるの充実が必要と

考える。 

近藤参与：特に南信地方は高専についての認知が不足しているように思われる。中

学校訪問を頻繁に行うべきではないか。 

大島校長：今後、全県を対象とした積極的な広報活動を展開したい。 

 

7．閉 会 

閉会に当たり、校長から謝辞が述べられ、議長により閉会が宣言された。 
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1．3．2 第 9回参与会 

 

日時：2012年 2月 6 日(月) 13:30～16:00 

 

場所：長野工業高等専門学校第 1会議室 

 

主な検討事項：長野高専における地域社会との連携について 

 

出席者： 

＜参与＞（五十音順、敬称略）： 

池 田   明［長野高専技術振興会会長／株式会社ミマキエンジニアリング 

代表取締役会長］ 

岡 本 正 行［信州大学工学部長］（会長） 

小根山 克 雄［信越放送株式会社代表取締役社長］ 

近 藤   守［長野市教育委員会委員長］ 

関   安 雄［社団法人長野県経営者協会参与］ 

塚 田 牧 子［長野工業高等専門学校後援会］ 

中 村 天 昭［長野工業高等専門学校同窓会長］（副会長） 

＜長野高専＞： 

大 島 有 史［校長］ 

岸   佐 年［副校長（研究・地域連携担当）］ 

水 野 正 志［副校長（総務主事）］ 

戸 谷 順 信［副校長（教務主事）］ 

大 澤 幸 造［副校長（学生主事）］ 

小 澤 志 朗［副校長（寮務主事）］ 

山 﨑 保 範［副校長（専攻科長）］ 

羽 田 喜 昭［機械工学科学科長］ 

宮 嵜   敬［電気電子工学科学科長／情報教育センター長］ 

小 野 伸 幸［電子制御工学科学科長／技術教育センター長］ 

楡 井 雅 巳［電子情報工学科学科長］ 

柳 澤 吉 保［環境都市工学科学科長］ 

大 西 浩 次［一般科学科長／図書館長］ 

押 田 京 一［地域共同テクノセンター長］ 

山 本 隆 司［事務部長］ 

山 本 直 之［総務課長］ 

中 野 俊 彦［学生課長］ 

 

議事： 

1．開会 

山本総務課長の進行により開会された。 
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2．校長あいさつ 

大島校長から、東日本大震災を契機とした防災対策として、非常用連絡システム

の導入、防災備蓄品の整備、書棚転倒防止策等を実施したこと、また、学生寮を増

築していること等の近況について報告があった。 

引き続き、本会のテーマである「地域社会との連携」について、各参与の立場か

ら、忌憚のない意見、要望等をいただきたい旨、また、平成 24 年度に受審予定の

独立行政法人大学評価学位授与機構による高等専門学校機関別認証評価、さらには、

平成 25年度に計画する創立 50周年記念事業等について、ご意見をいただきたい旨

のあいさつがあった。 

 

3．副会長指名 

大島校長から、参与会設置要項第 6条第 1項に基づき、参与会副会長に中村天昭

参与の指名があった。 

 

4．自己紹介（各参与・長野高専出席者） 

各参与に引き続き、本校出席者から自己紹介があった。 

 

5．配付資料確認 

進行から、配付資料の確認があった。 

 

6．会長あいさつ 

岡本会長から、運営費交付金の削減により大学や高専の運営は困難を極めており、

競争的資金や外部資金の獲得が重要な課題となっている。しかし、自助努力には限

界があることから、今回のテーマである「地域社会との連携」に関連して、各参与

から忌憚のない意見を伺い、今後の運営に継続させたい旨のあいさつがあった。 

 

以下、参与会設置要項第 7条第 1項の規定により岡本会長が議長となり、議事が進

行された。 

 

7．長野高専における地域社会との連携について 

 

(1) 地域共同テクノセンターが主体として取り組む地域連携の活動 

岸副校長から、配付資料（プロジェクター投影）に基づき、地域共同テクノセン

ターが主体として取り組む地域連携の活動について説明があった。引き続き、以下

のとおり質疑応答が行われた。 

 

大島校長：［補足説明として］本校の卒業生約 7,000 人の内、半数程度は県内に就

職しているものと推測される。また、専攻科修了生の約 90％は県内に就職してい

る。卒業（修了）後の進学先は、県外の大学が多い。今後、産学連携を推進する

とともに、インターンシップ等の場も開拓して、学生たちに地元の産業界や企業
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のことを知ってもらうことに注力したい。 

関参与：他高専と比した、卒業（修了）生の県内就職者の割合や近年の増減につい

て伺いたい。 

岸副校長：創立当初は卒業生の大半が県外に就職していたが、その後、県内に戻り

就職している者が多い。創立 10 年後には卒業生の 6 割程度が県内に就職してい

る。本校の卒業生の進路は就職と進学がほぼ同数であり、就職の場合は比較的県

内企業に就職している。他高専の場合は、地元の企業が少ない場合もあり、一概

に比較できない。また、進学に力を入れている高専もある。なお、県内には本校

の卒業（修了）生の就職を希望する地域や企業も少なくなく、自治体や商工会議

所等と協定を締結して連携を強化している。 

大島校長：高等専門学校は、地元の産業界の要望により全国に設置された経緯もあ

る。本校では、創立当初は県外に就職する者が多かったが、その後、地元に戻る

率が高くなっている。このことについては、地元の産業界、自治体、さらには大

学等の高等教育機関との連携をさらに強化する必要がある。 

岡本参与（議長）：信州大学工学部にも長野高専技術振興会と同様な組織があり、

130 社程度が加盟している。長野高専技術振興会は約 230 社が加盟とのことであ

るが、一番の利点はどのようなものか伺いたい。 

岸副校長：長野高専技術振興会の会員は、地域共同テクノセンターの実施するすべ

の講座を受講できることとしている。このことは、加盟企業等にとって人材育成

の面で大きな利点と考える。 

大島校長：卒業生の就職者先等の把握には卒業生名簿の整備が重要となるが、創立

50周年を機に、同窓会として名簿を整備する予定について伺いたい。 

中村参与：卒業生名簿は整備しているが、個人情報となることから、その管理や使

用については慎重に行う必要がある。なお、卒業生名簿は一般には公開していな

い。 

関参与：私立大学は寄附金を受ける上でも卒業者名簿の整備には力を入れている。 

岡本参与（議長）：信州大学工学部では、運営費交付金が削減される中、同窓生に

頼る面も多いが、その情報収集には苦慮している。なお、インターンシップ体験

は地元への就職と関連するものと考えるが、特に専攻科における取り組みについ

て伺いたい。 

山崎副校長：専攻科では、インターンシップの本来の趣旨を学生に教育した上で実

施している。現状としては、修了生の 4 割程度はインターンシップを行った企業

に就職している。また、インターンシップは共同研究の一環とするほか、地元企

業との連携に主眼を置いて実施している。なお、インターンシップの受入企業に

とって、長期間のインターンシップは継続的なプロジェクトへの参画が可能とな

ることから、相当な利点があるものと考える。 

岡本参与（議長）：インターシップの事前教育や、そのコーディネーターは誰が行

っているのか伺いたい。 

山崎副校長：専攻科では、1 単位分を事前教育に充てている。また、企業書生制度

も活用している。コーディネーターは専攻科長が担当している。なお、県内企業

にあっては長野高専技術振興会が受入母体となっている。 
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岸副校長：本科におけるコーディネーターは学級担任や教務委員会委員が担当して

いる。また、インターンシップ説明会、実務訓練、報告会という一連の流れで実

施している。 

 

(2) 広報企画室が主体として取り組む地域連携の活動 

水野副校長から、配付資料に基づき、広報企画室が主体として取り組む地域連携

の活動について説明があった。引き続き、以下のとおり質疑応答が行われた。 

 

近藤参与：教育委員会として、本校の実施する出前授業や公開講座に感謝している。

これらの広報について伺いたい。 

水野副校長：様々な広報を検討しているが、現時点では、本校 Web ページに掲載す

るとともに、各小中学校等に案内を発出している。 

岸副校長：本校で開催するキッズサイエンスも人気があり、今年度は参加者が大幅

に増加した。 

水野副校長：一方、県内各地域で開催される産業フェア等の来場者には、本校を知

らない人も多く、知名度向上のための取り組みを強化させる必要がある。 

大島校長：近年は、科学イベントや産業フェアを広報活動として位置付け、本校の

知名度の向上を図っている。 

水野副校長：特に南信地域での本校の知名度が低く感じている。 

近藤参与：本校の入試水準が高いこともあり、入学を希望する者が少ないこともあ

る。また、南信地域では豊田高専を希望するのが多いのではないか。 

 

8．創立 50周年記念事業について 

岸副校長から、配付資料に基づき、創立 50 周年記念事業の実施に係る各部門の実

施計画等について説明があった。引き続き、以下のとおり質疑応答が行われた。 

 

岡本参与（議長）：信州大学工学部の経験から、予算執行計画の立案を急ぎ、関係

する企業等に協力を依頼する必要がある。また、この機に同窓会名簿の整備が望

まれる。 

岸副校長：同窓会名簿の整備については、現在同窓会において準備を進めている。 

大島校長：創立 50 周年を機に本校を広くアピールしたい。 

 

9．総括 

岡本参与（議長）から、これまでの説明及び報告に対する意見並びに総括的な意見

が求められ、以下のとおり質疑応答が行われた。 

 

岡本参与（議長）：本校における研究費は外部資金に頼らざるを得ないという説明

があったが、実情を伺いたい。 

岸副校長：本校でも運営費交付金が削減されている状況から、教育・研究活動の推

進や円滑な管理運営のため、外部資金の獲得に努める必要を強く感じている。 

池田参与：産業界では円高による空洞化が進んでいる。本校には、世相を的確に捉
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え、将来を見据えた人材育成を望む。 

 

水野副校長から、配付資料に基づき、「本校における教育理念」、「教育・運営方針」、

「目標とする人材像」、「各学科における教育上の目的」、「身につける学力・資質・能

力(学習・教育目標)【本科】」及び「学習・教育目標【専攻科】」について説明があっ

た。引き続き、本校の教育理念等に関する意見・提言・要望等について、以下のとお

り質疑応答が行われた。 

 

大島校長：国際化に対応する人材育成の取り組みについては不十分な面がある。創

立 50周年を機に国際化推進のための基金を創設したい。 

近藤参与：大学ではグローバル化が求められており、東京大学の秋入学も話題にな

っている。本校における具体的な計画について伺いたい。 

戸谷副校長：国際化推進ワーキンググループで検討しているところであるが、学生

同士の交流、教員の共同研究等いろいろな段階がある。一気に実行することは難

しい状況にある。現在は、タイ王国のカレッジとの交流を検討中である。また、

専攻科生が海外インターンシップに参加するほか、教員や専攻科生の海外での研

究発表も行っている。 

関参与：それらは本校独自の取り組みか伺いたい。 

戸谷副校長：高等専門学校機構としての取り組みと、本校独自の取り組みがある。 

池田参与：産業界ではアジアへマーケットが移行している状況にある。バイオ関連

等に視点を置いた教育も必要ではないか。 

戸谷副校長：比較的低いレベルの技術は海外の現地技術者で賄えることから、日本

人技術者は高いレベルの技術を担うこととなる。しかし、技術者養成のためには

低いレベルからの経験が必要であり、それができる場が国内に減ってきていると

いうことは問題である。 

大島校長：高学年に学科横断のコースを構築し、教育分野の融合・複合化を図るこ

とも検討中である。また、これまで取り組むことのなかった分野についても検討

する必要がある。 

水野副校長：教員は自己の専門分野に特化してしまっている。視野を広げてもらう

こと、民間企業の人を採用するといった教育体制の見直しも必要ではないか。 

中村参与：非常勤講師として観察すると、本校における実践的な教育についてはほ

ぼ完成されているものと思われる。以下の取り組みについて伺いたい。 

① 教育・運営方針に掲げられる、創造力を身に付けた実践的技術者養成のための

教育体制について 

② 教育・運営方針に掲げられる、国際化に対応し得る技術者の育成及び目標とす

る人材像に掲げられる、文化の多様性を認識し、自ら諸外国との交わりに関心

を抱き、国際社会に貢献できる人材について 

③ 目標とする人材像に掲げられる、幅広い教養を備え、社会、環境等の諸問題に

自ら関心を示し、リーダーシップを発揮して積極的に「ものづくり」に取り組

める人材の養成について 

戸谷副校長：各学科における教育上の目的に、実践的・創造的な技術者の養成を掲
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げ、実験・実習を多く取り入れた教育を実践している。また、リーダーシップの

養成に関連するが、人と接する第一歩としての「あいさつ」のできない学生が多

いとの指摘もあり、学生会において「あいさつ運動」を春、秋に実施している。

なお、工嶺祭をリーダーシップの養成に絶好の機会として捉え、学生の自主性を

尊重した指導を徹底している。さらに、PBL（Problem Based Learning）教育も

積極的に取り入れている。国際社会における英語教育の必要性は認識しており、

本科 4年生全員に TOEICを受験させている。英語教育に関しては、会話力のみな

らず、積極性を重視した教育の実践を目指している。加えて、留学生との交流を

実践する等、国際社会に対応し得る人材の養成を目指した教育を模索している。 

大島校長：大きな可能性を持つ学生に対し、ものごとに積極的に立ち向かうための

教育を行い、リーダーシップや創造性を養成していきたい。これまで手が及んで

いなかった点を反省し、全人的な教育の実践に向けて努力する。 

 

10．閉会 

閉会に当たり、校長から謝辞が述べられ、議長により閉会が宣言された。 
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1．3．2 第 10回参与会 

 

日時：2013年 2月 4 日(月) 13:30～16:00 

 

場所：長野工業高等専門学校第 1会議室 

 

主な検討事項：長野高専の国際化について 

 

出席者： 

＜参与＞（五十音順、敬称略）： 

池 田   明［長野高専技術振興会会長／株式会社ミマキエンジニアリング 

代表取締役会長］ 

大 石 修 治［信州大学工学部長］（会長） 

小根山 克 雄［信越放送株式会社代表取締役社長］ 

近 藤   守［長野市教育委員会教育委員長］ 

塚 田 牧 子［長野工業高等専門学校後援会］ 

中 村 天 昭［長野工業高等専門学校同窓会長］（副会長） 

堀 井 正 子［文学研究家］ 

水 本 正 俊［社団法人長野県経営者協会専務理事］ 

＜長野高専＞： 

黒 田 孝 春［校長］ 

水 野 正 志［副校長（総務主事）］ 

戸 谷 順 信［副校長（教務主事）］ 

大 澤 幸 造［副校長（学生主事）］ 

小 澤 志 朗［副校長（寮務主事）］ 

山 﨑 保 範［副校長（専攻科長）］ 

押 田 京 一［副校長（研究・地域連携担当）／地域共同テクノセンター長］ 

羽 田 喜 昭［機械工学科学科長］ 

鈴 木   宏［電気電子工学科学科長］ 

小 野 伸 幸［電子制御工学科学科長／技術教育センター長］ 

楡 井 雅 巳［電子情報工学科学科長／情報教育センター長］ 

永 藤 壽 宮［環境都市工学科学科長］ 

大 西 浩 次［一般科学科長／図書館長］ 

山 本 隆 司［事務部長］ 

山 本 直 之［総務課長］ 

石 田 芳 邦［学生課長］ 

 

議事： 

1．開会 

山本総務課長の進行により開会された。 
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2．校長あいさつ 

黒田校長から、現在、高等専門学校機構及び本校において、国際化のための教育、

研究、国際交流、留学生支援等に取り組んでおり、今後の取り組みを強化させるた

め、参与の皆様から、忌憚のない意見を頂きたい旨のあいさつがあった。更に、来

年度の創立 50 周年記念事業の実施に向け、現在準備を進めており、参与の皆様に

もご協力をお願いしたい旨のあいさつがあった。 

 

3．会長・副会長指名 

黒田校長から、長野工業高等専門学校参与会設置要項第 6条第 1項に基づき、会

長に大石修治氏、副会長に中村天昭氏の指名があった。 

 

4．自己紹介（各参与・長野高専出席者） 

各参与に引き続き、本校出席者から自己紹介があった。 

なお、各参与から開陳された主な検討事項（長野高専の国際化について）に関す

る意見等は以下のとおり。 

大石参与：学術論文に関しても、1980年代になると英語での論文が主流となり、苦

労した記憶がある。また、信州大学でもグローバル化を推進している。国際化は

避けて通れないテーマと認識している。 

近藤参与：義務教育の中でも国際化について考えなければならない。 

小林参与：県内の企業も国際化について積極的に取り組んでおり、長野県テクノ財

団を通して国際化のバックアップを支援している。 

池田参与：ミマキエンジニアリングも海外に支店を有し、その国の文化をしっかり

理解し、現地で働ける人材を求めている。地域共同テクノセンター技術振興会の

会長も務めているが、企業間の繋がりもあり、他県に比べると恵まれた環境にあ

る。国内の産業の空洞化も叫ばれている中、将来に向けた国際化を考えていきた

い。 

小根山参与：地域に根差した放送局参与として長野高専の研究活動、学生の諸活動

についてテレビ・ラジオを通じて多く県民に知ってもらうのも役目と考えている。

長野県の放送エリアとしての国際化も考えて行きたい。 

水本参与：県内の企業については、国際化に対して積極的な企業と消極的な企業に

二極化されているように思える。 

中村参与：国際的に活躍している高専卒業生が目立つようになった。また、国際的

に活躍するためには、語学力のほかに、文化、信条を理解することにあると考え

る。 

塚田参与：後援会（親）の立場から、国際化について考えていきたい。 

堀井参与：中国での経験を踏まえ、子どものうちからの異文化体験、異文化コミュ

ニケーションの重要性を認識している。 

 

5．配付資料確認 

進行から、配付資料の確認があった。 



- 19 - 

 

6．会長あいさつ 

大石会長から、工業と工学は、歴史上人類を幸福にする分野であり、17～18世紀

に人口の増加により繁栄した工業は、その繁栄の基には社会科学と人文科学の存在

がある。工学の習得には、数学、理科のみならず、人文科学分野、体育、芸術分野

等の修得が必要である。長野高専からも世界で通用する技術を作れるようグローバ

ル化について意見をいただきたいとのあいさつがあった。 

 

以下、参与会設置要項第 7条第 1項の規定により大石会長が議長となり、議事が進

行された。 

 

7．長野高専の国際化について 

 

(1) 高専の国際交流の現状と今後期待される国際支援 

黒田校長から、配付資料（プロジェクタ投影）に基づき、高専の国際交流の現状

と今後期待される国際支援について説明があった 

 

(2) 長野高専における国際化の現状と課題 

戸谷副校長から、配付資料（プロジェクタ投影）に基づき、長野高専における国

際化の現状と課題について説明があった。 

 

引き続き、以下のとおり質疑応答が行われた。 

 

大石参与（議長）：大学では、一般的に私費留意学生が多いが、長野高専では国費

留学生、政府派遣留学生の割合が多いことが特徴である。また、黒田校長の説明

の中で、卒業生が英語力に劣等感を感じているとあったが、長野高専から信州大

学の大学院に進学した学生は、国際学会においても発表しており、英語に対する

コンプレックスは感じられない。 

小根山参与：長野高専を含む全国の高専における国際化は、思いのほか進んでいる

という印象を受けた。多くの教員を海外派遣していることは、学生への教育に効

果的と考える。今後は、長野高専の国際化を推進するため、行政との協力などに

より、二桁以上の留学生を受入れて欲しい。なお、留学生が東南アジアに集中し

ており、欧米諸国が少ない原因や、留学生の日本語教育の実態についてご教示願

いたい。 

黒田校長：高専の場合は大学と異なり、「ものづくり」をキーワードとした教育が

行われることから、必然的に新興国の東南アジアが中心となっている。なお、日

本語教育については、国費留学生にあっては、来日した後 1年間の日本語教育を

受けることとなる。マレーシア政府派遣留学生は、母国で 1年間の日本語教育を

受けている。 

近藤参与：高専の国際化は思いのほか進んでいると感じる。これは、高専の 5年間

の教育システムが海外に認められている結果と考える。「ものづくり」に関して
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も、東南アジアが重要な拠点となる。長野市では、小学校において「一校一国制

度」を取り入れ、海外との交流を行っているが、欧米諸国が中心となっている。

長野高専の東南アジアからの留学生が、城東小学校における海外との交流に協力

いただいていることに感謝する。今後、海外の学生で町が溢れるような状況にな

れるよう、学術や文化の面でも行政と連携し、留学生の受入れを促進して欲しい。 

小林参与：学生の海外進出へのプログラムが用意されていることに驚いている。本

プログラムへの学生の希望についてお聞きしたい。また、多くの学生が海外に派

遣させるプログラムも効果があると考える。 

戸谷副校長：希望学生については、プログラムにより差異はあるが、選考に苦慮す

るほどではない。本年 3月には、連携校である台湾科技大学を訪問する計画があ

り、12名の定員に対し 8名の応募があった。費用の面もあり、海外から学生を招

聘して国際化を推進することも考えている。一方、学生に海外を経験させるプロ

グラムの教育効果は大きく、今後充実を図りたい。 

池田参与：企業が社員を海外に派遣する際には、派遣される社員のプレゼンテーシ

ョン能力が重要であり、最低でも日本語で商品をプレゼンテーションできること

が条件となる。ただし、日常会話程度の英語力は必要である。長野高専において、

学生を海外に派遣することは予算の問題もあることから、多くの留学生を招聘す

ることが必要と考える。ほかには、海外でのホームステイや海外の就職先を紹介

することなどがある。 

水本参与：高専在学 5年間で習得する英語のレベルをどの程度に設定しているのか、

また、どのような人材を育てようとしているのかを教えていただきたい。併せて、

留学生が大学に編入する理由についても教えていただきたい。 

戸谷副校長：ものづくりは国内だけでなく海外にも目を向け、海外で抵抗感なく働

けるような能力を身につけさせる必要がある。 

小澤副校長：英語については、最低限のコミュニケーション能力を身につけさせる

ことを目標としている。また、積極的な自学を奨励している。 

黒田校長：専攻科については、TOEIC400点以上を修了の目標としている。このこと

から、必然的に、本科の卒業時には TOEIC400 点、英語検定 2 級レベルが目標と

なる。また、本科の入学者選抜検査では、英語、数学、理科について 2倍の配点

をしている。なお、留学生は、学士の学位を取得することを目的として大学に編

入学している。専攻科では、大学評価・学位授与機構の学士試験に合格すること

により、学士の学位が授与される。高専機構では、将来的に、課程認定により学

士試験を受けることなく学士の学位が取得できるようになると思われる。 

水本参与：留学生にとって学士の学位の取得が目的であれば、直接大学を受験すれ

ばよいのではないか。 

黒田校長：直接大学を受験する留学生は、大学院修了を目指す者が多い。高専への

留学生は日本語が堪能となり、帰国後、その語学力が活用されることとなる。私

費留学生の場合は、経済的な面の問題を解決する必要がある。 

山﨑副校長：専攻科に進学した場合、国費留学性は、国からの援助を打ち切られて

しまうことが大きな問題となる。 

中村参与：本校の地域共同テクノセンターのコーディネーターとしての経験から、
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企業も国際的な感覚をもった学生のニーズが高いことが伺える。また、経営者側

にも、ホームステイやインターンシップ等で積極的に留学生を受け入れる姿勢が

必要と考える。 

塚田参与：学校側の国際化に向けての取組みに感謝する。後援会の立場として、学

生が国際化に興味を持つように協力したい。 

堀井参与：1年間中国で生活したが、語学は環境により自然に身につくものである。

語学の修得のためには、環境作りが必要と考える。国レベルの支援となるが、フ

ランスでは国同士の人材養成のため、政府の資金で中国の大学にフランス語学部

を設置した例もある。また、武漢大学をはじめとした中国の大学の図書館には、

岩波書店から寄贈された岩波全書が揃っている。日本語を学べる環境という意味

でこのようなスケールの大きいこともあることを紹介する。 

近藤参与：学生が留学した場合や、留学生を受け入れた場合の単位互換制度につい

て伺いたい。 

黒田校長：単位の互換は行っていない。制度的に単位互換はできるが、留学で 1年

遅れたとしても、その分貴重な体験をすることから、1 年遅れても問題はないと

考えている。また、就職の際にも不利になるとは思えない。 

 

10．閉会 

閉会に当たり、校長から謝辞が述べられ、議長により閉会が宣言された。 
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2．参与会の提言を受けて 

第 8回参与会（2010 年度）から第 10回参与会（2012年度）まで 3回の会議を実施

し、参与の方々より本校の活動に対して非常に多くの貴重な意見および提言を頂戴し

た。これら多くの意見を本校の教育研究活動等の改善に反映させていただいた。さら

に今後の教育改善に向けた重要な検討材料としても活用させていただく予定である。 

 

(1) 参与会の提言を受けて本校の運営に反映させた主な事例 

① 入学生確保の取り組みについて 

これまで、入試広報も含めて本校における効果的な広報活動がほとんど実施で

きなかった経緯から 2010 年度に広報企画室を立ち上げて長野高専ブランドの認

知度を高める活動として、刊行物の見直し、新たなホームページ製作、各種イベ

ントの集約を行った。また、長野県内 4 地区の中で本校を目指す学生の少ない、

南信、東信地区のすべての中学校訪問を行い、中学校側の情報収集を行った。前

報告書にも述べているが、中学校への情報発信を効率的に行うために、長野高専

を含む県内 7 会場にて進学説明会を毎年実施している。この説明会に欠席した中

学校に対しては、副校長クラスの教員が本校の資料を持参し、説明に出向いてい

る。 

一日体験入学の日程を中学校の行事の合間に変更し、HPなど効果てきな広報を

行った結果平成 22 年度は中学生 361 名、保護者 242 名と従来と同等であったが、

平成 23年度は中学生 479名、保護者 318 名、平成 24年度は中学生 546名、保護

者 346名、と大幅な伸びを記録した。 

② 選抜方法について 

高専の学生として中学校における主要科目（数学、国語、理科、社会、英語）

を重視し、2011年度より推薦選抜において、主要５科目の評価点が５点の学生に

ついては、内申点を配慮し、審査を実施した。 

2013年度より学力選抜に傾斜配分を導入し、数学、理科、英語について 2倍の

配点とした。これらの変更による評価は、当該の学生の学年進行状況により確認

する。 

③ 外部資金の獲得について 

文科省大学間連携推進経費、高専機構改革推進経費などに積極的に申請を行い、

より多くの外部資金獲得を目指した。代表校以外にも積極的に連携校として参加

することで対外的な活動を充実させた。 

科学研究費補助金の申請件数、採択件数の増加を図るため教員研修として、「科

学研究費補助金制度説明会」を随時開催している。 

企業との連携を深める活動を行い、株式会社ミマキエンジニアリングと包括協

定を締結した。 

④ 長野高専の国際化について 

「高専機構の国際交流の現状と今後期待される国際支援」「長野高専における国

際化の現状と課題」という視点で海外との交流協定を推進し、タイ王国教育省傘
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下のテクニカルカレッジと国際交流協定締結、台湾国立台北科技大学との国際交

流協定締結を行った。また、それに伴い、学生の相互訪問を実施した。 

⑤ 長野高専の PR活動について 

従来より、中学校訪問、進路説明会、出前授業、公開講座を利用した PRのほか、

科学イベントおよび県内産業フェア等でも積極的な広報活動を展開してきている。

2010年度より、本校に広報委員会に代わり教務委員会から独立した広報企画室を

新設し、より効果的かつ積極的な情報発信を開始している。刊行物部門では、パ

ンフレット、学校要覧、ポスターなど刊行物の見直しを行い、より広報効果の高

い刊行物を提案、公開企画部門では、各種イベントにおける広報活動の企画、業

務集約、情報発信部門では、公式 HPの CMS化による情報発信力の強化、学生への

サービス（時間割、休講：補講情報の携帯サイト構築）を行った。 

⑥ 知的財産活動基盤の強化について 

本校では教員のうち、専門 5 学科の約半数にあたる 25 名の教員を対象として、

特許化アイデアの創出と、これをベースに特命教授として採用した弁理士による

特許明細書執筆の教育・訓練・指導を実施し、明細書執筆能力向上に努めている。 

従来の論文発表と同様、特許も教員の昇任に際し評価されるように「教員の校

内昇任規準」を改めた。なお特許出願教員にはインセンティブとして研究費の支

援も実施してきている。 

長野高専では 2010 年度に 13件、2011 年度に 6件、2012年度に 6件の特許を出

願した。 

 

(2) 参与会の提言に基づき今後検討すべき事項 

① 私費留学生対応（行政との連携を含む）について 

② 国際的なコミュニケーション能力の養成について 

③ JABEEの評価、効果について 

④ 出前授業や公開講座の広報活動について 

⑤ 研究費の獲得について 

⑥ 教員採用を含む創造力を身に付けた実践的技術者養成のための教育体制に 

ついて 

⑦ 国際社会に貢献できる人材について 

⑧ リーダーシップを発揮して積極的に「ものづくり」に取り組める人材の育成 

について 

⑨ 留学に関する単位互換制度について 

⑩ 高専生の英語力向上のための取り組みについて 

 

以上、平成 22年度からの 3回にわたり、「長野高専の将来像」、「研究連携活動」、「国

際化」に関する本校の活動報告として参与会の概要を報告したが、ご尽力いただいた

参与の皆様に深く感謝を申し上げるとともに、本報告書をまとめるにあたりご協力を

いただいた教職員に感謝の意を表する。 

 

（外部評価報告書第４報執筆編集担当：副校長 水野正志）  
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第 8 回参与会配付資料（2011 年 2 月 9 日） 

 

・長野工業高等専門学校参与会設置要項（添付省略） 

・第 8回長野工業高等専門学校参与会 ≪次第≫ 

・第 8回長野工業高等専門学校参与会 ≪出席者名簿≫（添付省略） 

・第 8回長野工業高等専門学校参与会 ≪座席表≫（添付省略） 

 

◆ 長野高専の現況 関係 

・2010学校要覧（添付省略） 

・2011入学案内（添付省略） 

 

◆ 第 2期中期目標・計画期間における平成 22年度年度計画の進捗状況 関係 

・長野高専 第 2期中期目標・中期計画（平成 21年度～平成 25年度） 

・長野高専 年度計画（平成 22年度概要） 

・長野高専 年度計画（平成 22年度） 

・長野高専 平成 22年度計画のフォローアップ 

・平成 22年度年度計画の活動実績（説明用） 

 

◆ JABEE認定継続審査受審報告 関係 

・JABEE認定継続審査 一次審査報告書 

・JABEE認定継続審査について（説明用） 

 

◆ 長野高専キャンパスマスタープラン 関係 

・長野高専キャンパスマスタープラン 

 

◆ その他 

・学園だより Vol.142，143，144，145（添付省略） 

・長野高専スカイパーク科学館 リーフレット（添付省略） 

・国立高専だより Vol.9（添付省略） 

・KOSENナビ（添付省略） 
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第 8回長野工業高等専門学校参与会 

≪次 第≫ 

 

日 時  平成 23年 2月 9日（水） 13:30～16:00 

 

会 場  長野工業高等専門学校 第 1会議室 

 

次 第 

1．開会 

2．校長あいさつ 

3．自己紹介（各参与・長野高専出席者） 

4．配付資料確認 

5．会長あいさつ 

6．参与会 テーマ：「長野高専の将来計画について」 

(1) 長野高専の現況 

(2) 第 2期中期目標・計画期間における平成 22年度年度計画の進捗状況 

(3) JABEE認定継続審査受審報告 

(4) 長野高専キャンパスマスタープラン 

(5) 意見交換 

7．閉会 
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  Ⅱ
 中

期
目

標
Ⅲ

 中
期
計

画
１
．
５
年
間
の
重
点
項
目

１
）
技
術
の
高
度
化
に
対
応
し
た
更
な
る
学
力
向
上

２
）
高
専
の
認
知
度
の
向
上

３
）
教
育
組
織
の
あ
り
方
と
教
職
員
の
資
質
向
上
お
よ
び
業
務
評
価

４
）
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
慮
し
た
施
設
・
設
備
計
画

５
）
財
務
体
制
の
強
化

６
）
教
育
と
研
究
等
に
関
わ
る
国
際
化
推
進

７
）
産
学
官
連
携
と
地
域
連
携

２
．
学
生
の
受
け
入
れ

１
．
学
生
の
受
け
入
れ

２
．
１
　
本
科

１
．
１
　
本
科

　
長
野
県
の
統
計
に
よ
れ
ば
，
15
歳
の
年
齢
の
人
口
は
平
成
2
0年

４
月
は
21
,7
9
91
人
，
平
成
1
6年

４
月
は
23
,4
9
3人

で
あ

り
約
10

％
減

で
あ

る
こ

と
が

示
さ

れ
て

い
る

。
将

来
的

に
も

こ
の

傾
向

が
続

く
と

す
れ

ば
単

純
に

は
５

年
後

に
は

15
歳
人

口
が
現

状
よ

り
10

％
減

と
な

る
。

こ
の

傾
向

を
考

慮
し

，
今

後
さ

ら
に

公
開

講
座

・
体

験
入

学
等

の
機

会
を

活
用

し
て

志
願
者
増
加
対
策
を
と
る
も
の
と
し
て
，
平
成
20
年
度
の
志
願
者
倍
率
を
上
回
る
倍
率
の
定
着
を
推
進
す
る
。

（
１
）
本
校
の
教
育
理
念
・
目
標
と
す
る
人
材
像
や
特
色
を
も
と
に
策
定
し
た
入
学
者
受
け
入
れ
方
針
に
新
た
な
社
会
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
入
学
者
受
け
入
れ
方
針
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

（
２
）
長
野
高
専
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
を
選
抜
で
き
る
よ
う
な
入
試
制
度
の
検
討
を
行
う
。

（
３
）
入
学
志
願
者
の
更
な
る
増
加
を
図
る
。
特
に
，
女
子
学
生
の
入
学
志
願
者
確
保
に
向
け
た
取
組
み
を
検
討
す
る
。

（
１
）
本
校
の
魅
力
と
入
学
者
受
け
入
れ
方
針
を
的
確
に
周
知
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
，
一
日
体
験
入
学
（
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
見
直
し
を
行
う
。

（
２
）
学
校
説
明
会
（
保
護
者
も
対
象
と
す
る
）
や
中
学
校
訪
問
の
拡
大
を
図
る
。

（
３
）
学
校
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
る
。
ま
た
，
志
願
者
向
け
に
電
子
メ
ー
ル
等
を
介
し
た

入
学
相
談
や
質
問
コ
ー
ナ
ー
を
準
備
す
る
。

（
４
）
中
学
校
に
対
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
，
広
く
社
会
一
般
に
対
し
て
長
野
高
専
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
こ
の

た
め
の
効
果
的
な
広
報
活
動
を
検
討
し
実
施
す
る
。
ま
た
，
的
確
な
情
報
公
開
・
情
報
開
示
を
行
う
。

（
５
）
志
願
者
増
と
女
子
志
願
者
増
を
図
る
た
め
に
科
学
イ
ベ
ン
ト
（
長
野
高
専
ス
カ
イ
パ
ー
ク
科
学
館
）
や
出
前
授
業

を
拡
大
し
て
女
子
向
け
テ
ー
マ
を
含
め
て
長
野
県
下
数
か
所
で
の
開
催
を
検
討
す
る
。

（
６
）
中
学
生
の
興
味
・
関
心
を
高
め
，
意
欲
・
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
，
中
学
生
を
対
象
と
し
た
定
期
的
な
体
験

型
学
習
講
座
の
開
講
を
検
討
す
る
。

（
７
）
入
学
者
の
ほ
と
ん
ど
を
県
内
出
身
者
が
占
め
る
現
状
を
鑑
み
て
，
県
内
中
学
校
教
員
等
と
の
連
携
を
目
的
と
し
た

懇
談
会
を
設
置
し
て
，
本
校
の
求
め
る
人
材
に
適
し
た
入
学
志
願
者
の
掘
り
起
こ
し
を
検
討
す
る
。
ま
た
，
近
隣
県
に
対

し
て
も
募
集
活
動
を
強
化
す
る
検
討
を
行
う
。

（
８
）
社
会
や
地
域
の
要
請
に
応
え
る
た
め
，
現
行
の
入
試
制
度
を
見
直
し
，
多
様
な
選
抜
方
法
と
適
正
な
定
員
割
合
，

試
験
科
目
と
配
点
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
９
）
個
々
の
入
学
者
に
つ
い
て
，
選
抜
時
の
試
験
成
績
，
入
学
後
の
成
績
，
進
級
状
況
及
び
進
路
動
向
に
つ
い
て
継
続

的
な
調
査
・
分
析
を
行
い
，
選
抜
方
法
の
評
価
と
改
善
に
反
映
さ
せ
る
。

（
10
）
高

校
か

ら
の

編
入

学
に

つ
い

て
さ

ら
に

検
討

を
加

え
，

受
け

入
れ

体
制

を
整

備
す

る
。

（
11
）
推

薦
選

抜
に

お
い

て
，

簡
単

な
「

も
の

づ
く

り
」

等
の

実
技

試
験

を
課

し
た

選
抜

制
度

の
導

入
を

検
討

す
る

。
（

12
）
学

校
の

Ｐ
Ｒ

に
出

前
授

業
，

公
開

講
座

を
利

用
す

る
。

こ
の

た
め

，
提

携
し

て
い

る
長

野
市

，
須

坂
市

，
塩

尻
市
，
佐
久
市
，
下
諏
訪
町
の
各
自
治
体
に
協
力
を
検
討
す
る
。

２
．
２
　
機
械
工
学
科

１
．
２
　
機
械
工
学
科

（
１
）
求
め
ら
れ
る
技
術
者
像
の
変
化
に
対
応
し
て
，
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
が
適
切
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
。

（
２
）
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
中
学
生
に
分
か
り
や
す
く
，
魅
力
的
な
内
容
や
文
言
を
検
討
す
る
。

（
３
）
中
学
生
に
対
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
，
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
当
学
科
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
浸
透

さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

（
１
）
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
再
検
討
し
中
学
生
に
分
か
り
や
す
く
，
魅
力
的
な
文
言
に
す
る
。

（
２
）
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
に
沿
っ
た
学
生
を
選
考
す
る
方
法
を
検
討
す
る
。

（
３
）
学
科
独
自
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
，
体
験
入
学
や
公
開
講
座
な
ど
で
中
学
生
に
配
布
し
，
機
械
工
学
科
を

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め
る
。

（
４
）
学
科
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
充
実
さ
せ
中
学
生
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
努
め
る
。

長
野
工
業
高
等
専
門
学
校
　
第
２
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
（
平
成
２
１
年
度
～
平
成
２
５
年
度
）
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  ２
．
３
　
電
気
電
子
工
学
科

１
．
３
　
電
気
電
子
工
学
科

（
１
）
次
世
代
の
新
し
い
技
術
の
教
育
を
掲
げ
た
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
検
討
す
る
。

（
２
）
中
学
生
に
対
し
て
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
目
に
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
，
学
科
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
，
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
参
照
で
き
る
よ
う
に
し
，
受
験
生
に
対
す
る
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ

シ
ー
の
周
知
を
行
う
。

（
３
）
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
実
験
や
授
業
を
通
し
て
体
験
で
き
る
機
会
と
，
電
気
電
子
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る

機
会
を
設
け
る
。

（
１
）
次
世
代
の
新
し
い
技
術
の
教
育
を
掲
げ
た
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
平
成
21
年
度
に
検
討
す
る
。

（
２
）
 学

科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
参
照
で
き
る
よ
う
に
平
成
21
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

（
３
）
体
験
入
学
に
お
い
て
，
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
の
周
知
を
行
う
。
ま
た
，
授
業
内
容
を
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ

リ
シ
ー
に
沿
っ
た
，
電
子
回
路
分
野
，
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
材
料
分
野
，
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
体
験
で
き

る
テ
ー
マ
を
平
成
21
年
度
よ
り
実
施
す
る
。

（
４
）
過
去
３
年
間
の
入
学
生
に
対
し
て
，
入
学
の
決
め
手
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
，
平
成

21
年
度
に
実
施
し
志
願
者
増
に
繋
が
る
対
応
を
検
討
す
る
。
ま
た
，
体
験
入
学
に
お
け
る
中
学
生
と
現
役
学
生
と
の
交
流

の
中
で
，
学
校
生
活
や
電
気
電
子
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
機
会
を
継
続
し
て
設
け
る
。

２
．
４
　
電
子
制
御
工
学
科

１
．
４
　
電
子
制
御
工
学
科

　
長
野
県
に
お
け
る
主
要
な
産
業
分
野
で
あ
る
機
械
お
よ
び
電
気
電
子
複
合
関
連
の
製
造
業
等
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成

を
目
標
と
し
，
下
記
に
掲
げ
る
当
学
科
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
に
し
た
が
っ
た
学
生
の
受
け
入
れ
を
推
進
し
て
い

く
。

（
１
）
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
ロ
ボ
ッ
ト
，
も
の
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
人

（
２
）
機
械
，
電
気
・
電
子
，
制
御
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
様
々
な
技
術
を
幅
広
く
学
習
し
た
い
人

（
３
）
も
の
づ
く
り
の
技
術
を
製
品
開
発
の
場
で
実
際
に
使
い
こ
な
せ
る
力
を
身
に
つ
け
た
い
人

（
１
）
当
科
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
い
，
当
科
志
望
の
受
験
生
の
増
加
を
図
る
。
ま
た
在
学
生
に
よ
る
中
学
校
訪
問
を
行

う
。

２
．
５
　
電
子
情
報
工
学
科

１
．
５
　
電
子
情
報
工
学
科

　
社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
総
合
技
術
を
教
育
す
る
と
い

う
，
こ
れ
ま
で
の
方
針
に
沿
っ
て
総
合
技
術
を
有
す
る
技
術
者
を
養
成
す
る
た
め
，
広
い
分
野
に
興
味
を
持
っ
た
学
生
を

受
け
入
れ
る
。

（
１
）
電
子
情
報
工
学
科
で
行
う
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
お
よ
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
総
合
的
な
教
育

内
容
が
必
ず
し
も
中
学
生
，
中
学
の
教
員
，
保
護
者
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
た
め
，
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。
具
体
的
に

は
，
中
学
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
，
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
見
直
し
と
充
実
を
行
う
。
ま
た
，
体
験
入
学

を
と
お
し
て
伝
え
て
行
く
。
さ
ら
に
上
記
の
Ｐ
Ｒ
に
出
前
授
業
，
公
開
講
座
を
利
用
す
る
。

（
２
）
上
記
方
針
を
推
薦
選
抜
に
反
映
す
る
。
推
薦
選
抜
に
お
い
て
は
，
当
科
の
受
け
入
れ
方
針
に
沿
っ
た
選
考
方
法
を

確
立
し
，
毎
年
一
貫
し
た
基
準
で
選
抜
す
る
よ
う
に
す
る
。

２
．
６
　
環
境
都
市
工
学
科

１
．
６
　
環
境
都
市
工
学
科

　
学
内
の
教
育
方
針
に
沿
っ
て
新
た
な
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
検
討
す
る
。

（
１
）
学
内
の
教
育
方
針
に
沿
い
な
が
ら
も
，
社
会
の
ニ
ー
ズ
で
も
あ
る
環
境
と
の
共
生
を
創
造
で
き
る
建
設
技
術
者
の

育
成
を
実
行
し
て
い
く
た
め
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
検
討
す
る
。

（
２
）
当
学
科
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
が
中
学
生
に
十
分
に
伝
わ
る
よ
う
に
文
言
な
ど
を
工
夫
す
る
。

（
３
）
当
学
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
充
実
，
体
験
入
学
お
よ
び
学
園
祭
に
お
け
る
魅
力
的
な
実
験
実

習
，
学
科
紹
介
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
当
学
科
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
の
周
知
を
行
う
。

（
４
）
当
学
科
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
に
し
た
が
っ
た
学
生
の
受
け
入
れ
を
推
進
す
る
。

（
１
）
中
学
生
向
け
環
境
都
市
工
学
科
独
自
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
体
験
入
学
お
よ
び
工
嶺
祭
な
ど
で
配
布
す
る
こ
と
で
，

環
境
都
市
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
広
く
情
報
提
供
す
る
。

（
２
）
体
験
入
学
に
お
い
て
，
構
造
実
験
，
防
災
実
験
，
遺
伝
子
実
験
，
Ｃ
Ａ
Ｄ
演
習
な
ど
環
境
都
市
工
学
科
の
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
に
沿
っ
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
設
計
・
実
施
す
る
。

（
３
）
環
境
都
市
工
学
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
，
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
お
よ
び
体
験
入
学
の
様
子
の
他
，
卒
業
研
究
，
研
究
室

紹
介
，
現
場
見
学
お
よ
び
実
験
実
習
の
様
子
，
進
路
先
等
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
の
理
解
を
助
け
る
情
報
発
信
を
広

く
行
う
。

２
．
７
　
専
攻
科

１
．
７
　
専
攻
科

　
準
学
士
ま
た
は
そ
れ
相
当
の
学
力
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
，
よ
り
高
度
で
幅
広
く
国
際
的
に
通
用
す
る
技
術
者
に
な
る

た
め
の
学
習
意
欲
を
持
っ
た
次
の
よ
う
な
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

（
１
）
技
術
や
科
学
の
素
養
が
あ
り
，
さ
ら
に
高
い
レ
ベ
ル
の
技
術
に
挑
戦
し
た
い
人

（
２
）
実
践
的
で
専
門
的
な
技
術
力
を
磨
い
て
社
会
で
活
躍
し
た
い
人

（
３
）
技
術
者
と
し
て
の
国
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
た
い
人

（
１
）
本
校
卒
業
者
で
推
薦
を
受
け
た
者
の
全
員
受
け
入
れ
に
努
力
す
る
。

（
２
）
他
高
専
卒
業
者
に
つ
い
て
も
，
本
校
卒
業
者
と
同
等
に
考
え
る
た
め
，
産
業
シ
ス
テ
ム
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
要
件
を

満
た
す
こ
と
（
当
該
高
専
の
取
得
単
位
科
目
の
本
校
科
目
と
の
同
等
性
）
を
事
前
に
審
査
す
る
体
制
を
再
構
築
す
る
。

（
３
）
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
分
か
り
や
す
く
魅
力
的
な
文
章
に
す
る
よ
う
に
検
討
す
る
。
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 ３
．
教
育
組
織
お
よ
び
教
職
員
配
置

２
．
教
育
組
織
お
よ
び
教
職
員
配
置

３
．
１
　
本
科

２
．
１
　
本
科

（
１
）
教
育
・
運
営
方
針
等
の
目
的
に
沿
っ
て
，
多
様
な
経
験
と
能
力
を
有
す
る
教
員
を
配
置
す
る
。

（
２
）
学
校
お
よ
び
学
科
運
営
が
よ
り
柔
軟
に
対
応
で
き
る
教
育
組
織
お
よ
び
教
職
員
の
体
制
を
検
討
す
る
。

（
３
）
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
・
技
術
教
育
セ
ン
タ
ー
・
地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
が
各
学
科
と
の
連
携
を
強
化
す
る
体

制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
，
新
た
に
経
営
的
な
分
野
や
感
性
的
な
分
野
を
盛
り
込
む
な
ど
新
た
な
選
択
教
科
の
導
入
を
検

討
し
，
理
工
系
大
学
等
と
の
連
携
を
図
り
，
社
会
の
要
請
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
技
術
者
を
養
成
で
き
る
体
制
を
整
備
す

る
。

（
４
）
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
の
で
き
る
教
員
お
よ
び
技
術
職
員
を
養
成
し
，
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
整
備
し
て
授
業
・
研
究
に
役
立
て
る
体
制
を
検
討
す
る
。

（
５
）
技
術
教
育
セ
ン
タ
ー
内
の
安
全
性
の
向
上
に
努
め
，
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
体
制
を
整
え
る
。

（
６
）
地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
強
化
し
設
置
目
的
を
果
た
す
た
め
に
，
専
任
教
員
の
配
置
を
含
め
た
体
制

を
検
討
す
る
。

（
７
）
教
育
の
目
的
に
沿
っ
た
技
術
室
の
機
能
・
体
制
を
整
備
す
る
。

（
１
）
学
生
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
，
か
つ
，
高
度
な
教
育
を
目
指
す
た
め
に
，
学
科
間
で
共
通
な
授
業
や
実
験
は
学

科
の
所
属
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
，
実
験
設
備
の
有
効
利
用
度
を
向
上
さ
せ
る
検
討
を
行
う
。

（
２
）
各
学
科
共
通
の
科
目
を
担
当
で
き
る
教
員
は
，
複
数
学
科
の
授
業
を
行
い
，
教
材
の
有
効
利
用
，
授
業
の
効
率
化

を
検
討
す
る
。

（
３
）

 企
業
の

退
職

技
術

者
な

ど
，

知
識

・
技

術
を

も
っ

た
意

欲
あ

る
企

業
人

材
を

活
用

し
た

教
育

体
制

を
構

築
す

る
。

（
４
）
他
学
科
の
授
業
科
目
を
担
当
で
き
る
教
員
を
増
や
す
た
め
の
学
科
間
交
流
を
検
討
す
る
。

（
５
）
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
で
授
業
時
間
外
に
課
題
や
演
習
を
行
う
学
生
か
ら
の
質
問
に
対
応
で
き
る
技
術
職
員
の
配
置

を
図
る
。

（
６
）
Ａ
Ｖ
Ｃ
室
の
準
備
室
に
お
い
て
教
員
ま
た
は
技
術
職
員
が
Ａ
Ｖ
Ｃ
室
の
管
理
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
７
）
技
術
職
員
が
，
時
代
に
対
応
し
た
技
術
の
研
鑽
が
で
き
る
よ
う
に
，
技
術
講
習
会
等
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
。

（
８
）
各
セ
ン
タ
ー
の
設
置
目
的
を
果
た
す
た
め
に
各
々
の
機
能
を
見
直
し
，
技
術
室
も
含
め
た
関
連
組
織
を
整
備
す
る

（
た
と
え
ば
，
機
械
系
・
電
気
電
子
系
・
情
報
系
を
系
統
的
に
教
育
で
き
る
総
合
技
術
教
育
セ
ン
タ
ー
構
想
（
施
設
も
含

め
て
）
を
検
討
す
る
）
。

（
９
）
教
育
の
目
的
に
沿
っ
た
技
術
室
の
機
能
・
体
制
を
整
備
す
る
。

　
①
各
セ
ン
タ
ー
と
の
関
連
組
織
を
整
備
し
，
技
術
職
員
の
役
割
と
仕
事
の
流
れ
を
明
確
に
す
る
。

　
②
技
術
職
員
の
教
育
へ
の
役
割
と
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
。

　
③
若
手
技
術
職
員
の
他
高
等
教
育
機
関
お
よ
び
民
間
企
業
等
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
設
定
を
検
討
す
る
。

（
10
）
地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

の
機

能
を

強
化

し
設

置
目

的
を

果
た

す
た

め
に

，
専

任
教

員
（

教
授

ま
た

は
准

教
授
）
の
配
置
を
検
討
す
る
。

３
．
２
　
一
般
科

２
．
２
　
一
般
科

（
１
）
教
育
の
目
的
に
沿
っ
た
年
齢
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
教
員
組
織
と
す
る
。

（
２
）
教
員
の
校
務
分
担
の
効
率
が
図
れ
る
よ
う
な
配
置
を
検
討
す
る
。

（
３
）
一
人
ひ
と
り
の
教
員
の
経
歴
，
専
門
性
を
生
か
し
た
配
置
を
検
討
す
る
。

（
１
）
教
員
組
織

　
退
職
者
・
転
勤
者
の
補
充
人
事
に
お
い
て
年
齢
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
す
る
。

（
２
）
教
員
配
置

①
事
務
処
理
を
含
め
た
校
務
全
体
の
軽
減
を
提
案
す
る
と
と
も
に
，
科
内
お
い
て
校
務
分
担
の
分
散
化
に
よ
っ
て
負
担
を

軽
減
す
る
。

②
文
系
・
理
系
，
実
験
系
・
非
実
験
系
等
，
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
の
構
成
員
が
相
互
に
一
層
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う

な
意
見
交
換
や
交
流
の
機
会
を
増
や
し
，
一
人
ひ
と
り
の
能
力
を
生
か
せ
る
教
育
研
究
環
境
を
一
層
充
実
さ
せ
る
。

３
．
３
　
機
械
工
学
科

２
．
３
　
機
械
工
学
科

（
１
）
機
械
工
学
分
野
だ
け
で
な
く
，
他
の
工
学
分
野
の
基
礎
的
知
識
を
持
っ
た
高
度
な
技
術
者
を
育
成
す
る
目
的
か
ら

常
勤
教
員
が
他
学
科
の
教
員
と
連
携
し
相
互
に
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。
非
常
勤
教
員
数
を
減
ら
す
こ
と
も

視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
。

（
１
）
機
械
工
学
分
野
だ
け
で
な
く
，
他
の
工
学
分
野
の
基
礎
的
知
識
を
持
っ
た
高
度
な
技
術
者
を
育
成
す
る
目
的
か
ら

常
勤
教
員
が
他
学
科
の
教
員
と
連
携
し
相
互
に
授
業
を
担
当
す
る
体
制
を
検
討
す
る
。
あ
わ
せ
て
，
非
常
勤
教
員
数
を
減

ら
す
こ
と
を
検
討
す
る
。

（
２
）
材
料
力
学
，
流
体
工
学
，
熱
力
学
，
機
械
力
学
，
材
料
学
，
制
御
工
学
お
よ
び
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
な
ど
を
専
門
と

す
る
教
員
を
配
置
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
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  ３
．
４
　
電
気
電
子
工
学
科

２
．
４
　
電
気
電
子
工
学
科

（
１
）
電
力
・
電
子
・
情
報
工
学
の
３
分
野
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
指
導
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

（
２
）
社
会
や
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
専
門
教
育
が
で
き
る
組
織
構
成
を
行
う
。

（
１
）
電
気
電
子
基
礎
科
目
は
常
勤
の
教
員
に
よ
り
担
当
す
る
。
高
学
年
の
応
用
科
目
で
は
，
非
常
勤
講
師
の
枠
を
有
効

活
用
し
な
が
ら
，
幅
広
い
分
野
で
の
知
識
と
技
術
を
指
導
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

（
２
）
社
会
と
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
専
門
教
育
を
実
現
す
る
た
め
，
担
当
教
員
の
専
門
分
野
と
担
当
科
目
が
可
能
な

限
り
整
合
す
る
よ
う
に
，
平
成
21
年
度
に
検
討
し
，
平
成
2
2年

度
よ
り
実
施
す
る
。

３
．
５
　
電
子
制
御
工
学
科

２
．
５
　
電
子
制
御
工
学
科

（
１
）
常
勤
教
員
と
，
非
常
勤
教
員
数
名
を
配
置
し
，
技
術
室
の
支
援
を
受
け
て
機
械
工
学
・
電
気
電
子
工
学
・
制
御
情

報
工
学
の
基
礎
知
識
に
加
え
，
シ
ス
テ
ム
を
制
御
す
る
た
め
に
必
要
な
各
種
工
学
分
野
の
要
素
を
体
系
的
に
学
習
し
，

「
も
の
づ
く
り
」
を
通
し
て
製
品
開
発
や
生
産
技
術
の
場
で
活
躍
で
き
る
技
術
者
を
教
育
す
る
。

（
１
）
今
後
の
教
員
の
採
用
に
関
し
て
は
電
子
制
御
工
学
科
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
に
記
載
の
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

や
ロ
ボ
ッ
ト
，
も
の
づ
く
り
に
関
し
民
間
企
業
あ
る
い
は
他
大
学
・
研
究
機
関
で
の
実
務
経
験
の
あ
る
人
物
を
積
極
的
に

採
用
し
て
い
く
。

３
．
６
　
電
子
情
報
工
学
科

２
．
６
　
電
子
情
報
工
学
科

（
１
）
現
在
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
し
，
必
要
な
改
定
を
検
討
す
る
。
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術

の
基
礎
と
な
る
電
気
電
子
系
科
目
と
情
報
系
科
目
で
あ
り
，
実
験
実
習
を
軸
と
し
て
，
各
科
目
を
設
定
す
る
。

（
２
）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
定
に
あ
わ
せ
，
教
員
の
適
正
な
配
置
を
検
討
す
る
。

（
３
）
教
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
，
教
育
技
術
の
向
上
，
研
究
活
動
の
活
性
化
を
目
指
す
。

（
１
）
現
状
の
調
査
分
析
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定
を
行
い
，
こ
れ
に
伴
っ
て
授
業
担
当
者
が
不
足
す
る
場
合
は
非
常

勤
の
措
置
を
と
り
，
新
規
採
用
予
定
の
人
材
リ
ス
ト
を
作
成
し
登
録
し
，
採
用
計
画
を
立
て
る
。
学
校
内
で
も
人
材
を
募

集
し
，
学
科
間
で
の
人
員
の
移
動
も
検
討
す
る
。

（
２
）
さ
ら
に
各
教
員
は
，
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
に
対
応
で
き
る
よ
う
，
必
要
に
応
じ
て
新
し
い
担
当
科
目
の
学
習
と
準

備
を
す
る
。

（
３
）
教
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
た
め
に
，
所
属
各
教
員
が
教
育
に
関
す
る
学
科
の
目
標
を
自
分
の
も
の
と
し
て

理
解
し
，
そ
の
遂
行
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
互
い
に
啓
蒙
し
合
う
。

（
４
）
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
，
各
教
員
の
労
働
環
境
を
良
く
す
る
よ
う
努
め
る
。
こ
の
労
働
環
境
と
は
，
施
設
・
物
質
面
以

外
に
，
労
働
時
間
，
精
神
面
お
よ
び
人
間
関
係
を
指
す
。

（
５
）
教
育
技
術
の
向
上
に
お
い
て
は
，
各
自
努
力
す
る
と
と
も
に
科
内
で
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
行
う

（
６
）
研
究
活
動
に
つ
い
て
は
，
高
等
専
門
学
校
は
研
究
・
開
発
を
行
っ
て
い
る
研
究
者
が
直
接
指
導
し
て
技
術
者
を
低

年
齢
層
か
ら
養
成
で
き
る
唯
一
の
機
関
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
，
そ
の
研
究
活
動
を
教
育
に
生
か
せ
る
よ
う
努
力
す
る
。

３
．
７
　
環
境
都
市
工
学
科

２
．
７
　
環
境
都
市
工
学
科

（
１
）
環
境
都
市
工
学
科
の
教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
力
学
系
，
計
画
系
，
環
境
系
，
建
設
設
備
系
の
教
員
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
配
置
す
る
。

（
２
）
広
範
な
建
設
環
境
分
野
に
対
応
す
る
た
め
，
企
業
等
か
ら
非
常
勤
講
師
を
配
置
す
る
。

（
３
）
測
量
お
よ
び
材
料
・
構
造
・
土
質
実
験
な
ど
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
作
業
や
，
規
模
の
大
き
な
実
験
器
具
を
操
作
す
る

た
め
，
建
設
環
境
分
野
に
精
通
し
た
技
術
職
員
を
要
求
す
る
。

（
１
）
環
境
都
市
工
学
科
の
教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
力
学
系
，
計
画
系
，
環
境
系
，
建
設
設
備
系
の
教
員
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
配
置
す
る
た
め
，
将
来
に
わ
た
り
各
専
門
分
野
の
教
員
採
用
方
針
を
決
め
る
。

（
２
）
実
践
技
術
者
の
養
成
を
目
標
に
，
現
場
と
の
関
わ
り
を
重
視
し
，
施
工
系
，
計
画
系
，
環
境
系
を
専
門
と
す
る
建

設
会
社
お
よ
び
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
か
ら
非
常
勤
講
師
を
５
名
以
上
置
く
。

（
３
）
実
験
実
習
指
導
の
必
要
性
か
ら
測
量
実
習
，
材
料
・
土
質
・
構
造
実
験
に
精
通
し
た
技
術
職
員
を
２
名
配
置
す

る
。

３
．
８
　
専
攻
科

２
．
８
　
専
攻
科

（
１
）
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
に
沿
っ
た
教
員
の
配
置
を
検
討
す
る
。

（
２
）
専
攻
科
長
，
生
産
環
境
シ
ス
テ
ム
専
攻
長
，
電
気
情
報
シ
ス
テ
ム
専
攻
長
，
専
門
５
学
科
お
よ
び
一
般
科
の
計
６

科
よ
り
選
出
し
た
各
々
1名

（
専
攻
長
は
代
表
を
兼
任
可
）
，
お
よ
び
，
学
生
課
長
で
専
攻
科
を
運
営
す
る
教
育
組
織
と
す

る
。

（
３
）
専
攻
科
運
営
委
員
の
教
員
が
専
攻
科
の
業
務
に
専
念
も
し
く
は
十
分
注
力
で
き
る
体
制
を
検
討
す
る
。

（
１
）
学
外
実
習
・
実
践
工
学
演
習
・
産
業
シ
ス
テ
ム
工
学
輪
講
・
産
業
シ
ス
テ
ム
工
学
概
論
・
特
別
研
究
（
発
表

会
）
・
学
士
試
験
指
導
な
ど
計
画
・
統
括
が
必
要
な
科
目
の
教
員
担
当
科
目
へ
の
繰
入
を
推
進
す
る
。

（
２
）
専
攻
科
運
営
委
員
の
教
員
が
専
攻
科
の
業
務
に
専
念
も
し
く
は
十
分
注
力
で
き
る
体
制
を
検
討
す
る
。

（
３
）
専
攻
科
を
担
当
す
る
教
員
（
専
門
学
科
教
員
）
に
は
，
学
生
へ
の
高
度
な
研
究
指
導
は
も
と
よ
り
地
域
企
業
と
の

共
同
研
究
等
を
十
分
に
行
い
得
る
人
材
を
配
置
す
る
よ
う
に
見
直
し
を
行
う
。
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  ４
．
教
育
内
容
お
よ
び
方
法

３
．
教
育
内
容
お
よ
び
方
法

４
．
１
　
本
科

３
．
１
　
本
科

（
１
）
教
育
の
目
的
に
沿
っ
て
，
工
学
の
専
門
知
識
を
学
び
，
専
門
技
術
を
習
得
し
て
有
能
な
技
術
者
と
し
て
成
長
す
る

た
め
の
基
本
的
学
習
態
度
を
身
に
付
け
，
基
礎
学
力
を
習
得
し
，
創
造
力
を
養
う
た
め
，
さ
ら
に
教
養
あ
る
技
術
者
，
品

性
が
高
い
社
会
人
と
な
っ
て
い
く
た
め
の
教
育
を
実
施
す
る
。

（
２
）
５
年
間
の
一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
生
か
せ
る
体
系
的
な
教
育
体
制
を
検
討
す
る
。

（
３
）
混
合
学
級
制
（
学
科
の
枠
を
越
え
て
学
級
を
編
成
す
る
制
度
）
を
基
盤
と
し
，
さ
ら
に
成
果
の
得
ら
れ
る
体
制
を

検
討
す
る
。

（
４
）
教
養
科
目
を
担
当
す
る
一
般
科
と
，
専
門
的
知
識
・
技
術
を
教
授
す
る
専
門
学
科
と
の
連
携
に
よ
り
，
総
合
的
な

工
学
基
礎
教
育
お
よ
び
複
合
的
な
教
育
の
充
実
を
目
指
す
。

（
５
）
「
も
の
づ
く
り
」
を
根
底
に
据
え
，
少
人
数
教
育
を
念
頭
に
置
い
た
実
践
的
な
技
術
者
教
育
を
行
う
。

（
６
）
工
学
基
礎
と
し
て
の
情
報
教
育
，
技
術
者
と
し
て
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を
推
進
す
る
。

（
７
）
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
た
技
術
者
を
育
成
す
る
た
め
に
語
学
教
育
を
中
心
に
し
た
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る
教
育

内
容
お
よ
び
方
法
を
検
討
す
る
。

（
８
）
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
創
造
性
育
成
教
育
を
推
進
す
る
。

（
９
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成
果
を
分
析
し
，
さ
ら
に
充
実
を
図
る
。

（
１
）
５
年
間
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
，
教
育
目
標
に
沿
っ
た
系
統
的
か
つ
教
養
教
育
科
目
と
専
門
教
育
科
目

と
の
連
携
を
考
慮
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
多
様
化
し
た
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
魅
力
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編

成
を
行
う
。

（
２
）
義
務
教
育
に
お
け
る
新
指
導
要
領
の
実
施
に
合
わ
せ
て
，
本
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行
い
，
必
要
に
応

じ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
を
行
う
。

（
３
）
シ
ラ
バ
ス
を
次
の
よ
う
な
指
針
で
充
実
さ
せ
る

①
授
業
に
関
し
て
十
分
な
情
報
を
合
理
的
に
提
供
す
る
た
め
，
書
式
を
明
確
に
し
て
全
教
員
へ
の
徹
底
を
図
る
。
専
門
学

科
と
一
般
科
（
教
養
科
目
）
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
明
示
す
る
。
な
お
，
シ
ラ
バ
ス
の
様
式
，
内
容
，
書
式
に
つ
い
て
は

定
期
的
に
見
直
し
，
改
善
に
努
め
る
。

②
シ
ラ
バ
ス
の
内
容
は
印
刷
物
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
す
る
。
教
科
ご
と
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
て
，
内
容
の

詳
細
を
周
知
す
る
。

③
各
授
業
の
達
成
目
標
と
成
績
評
価
基
準
を
明
示
し
，
成
績
評
価
方
法
も
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
示
す
。

（
４
）
学
力
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
能
力
別
ク
ラ
ス
編
成
や
学
生
の
履
歴
に
応
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
，
学
力
不
足
の
学

生
へ
の
補
習
・
演
習
授
業
の
活
用
，
少
人
数
教
育
の
推
進
を
積
極
的
に
検
討
し
，
必
要
に
応
じ
て
実
施
す
る
。

（
５
）
教
科
担
当
教
員
の
連
絡
会
等
を
活
用
し
て
，
講
義
及
び
実
験
・
実
習
間
の
関
連
付
け
と
系
統
化
を
推
進
し
学
生
に

周
知
す
る
。

（
６
）
少
人
数
教
育
及
び
パ
ソ
コ
ン
の
活
用
に
よ
り
，
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
英
語
教
育
の
実
施
を
目
指
す
。

（
７
）
卒
業
研
究
成
果
等
に
つ
い
て
，
学
会
等
外
部
で
の
発
表
を
推
奨
し
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
必
要
と
な

る
日
本
語
表
現
技
術
（
書
く
能
力
，
話
す
能
力
）
や
，
Ｉ
Ｔ
関
連
技
術
を
向
上
さ
せ
る
。

（
８
）
工
学
系
技
術
者
が
必
要
と
す
る
情
報
処
理
技
術
を
，
情
報
教
育
専
門
教
員
が
全
学
科
共
通
内
容
で
指
導
す
る
。

（
混
合
学
級
の
利
点
を
生
か
す
。
）

（
９
）
国
内
外
で
活
躍
で
き
る
技
術
者
に
必
要
と
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
た
め
，
学
科
卒
業
時
ま

で
に
実
用
英
検
準
２
級
以
上
あ
る
い
は
大
学
学
部
在
学
生
の
平
均
値
以
上
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
ス
コ
ア
取
得
を
教
育
水
準
と
す

る
。

（
10
）
技

術
者
倫
理

や
環

境
問

題
等

に
つ

い
て

，
学

科
高
学
年

に
対

し
て

小
論

文
を

課
し

，
指

導
す

る
。

（
11
）
長

期
休
業
期

間
中

の
実

務
訓

練
を

と
お

し
て

，
即
戦
力

と
な

る
実

践
的

技
術

者
に

必
要

な
感

性
を
養
成
す
る

。
評

価
は
，
受
け
入
れ
先
で
の
評
価
と
報
告
書
の
内
容
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
を
総
合
し
て
評
価
す
る
。

（
12
）
従

来
か
ら
実

施
し

て
き

た
キ

ャ
ン

パ
ス

内
情

報
化
計
画

（
イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ト
・

ス
ク

ー
ル

構
想
）
を
進
展

さ
せ

る
。
こ
れ
に
よ
り
，
e-
l
ea
r
ni
n
g等

の
新
た
な
教
育
環
境
を
発
展
さ
せ
，
情
報
関
連
授
業
に
と
ど
ま
ら
ず
，
多
種
の
科
目

の
教
育
に
対
応
さ
せ
，
学
生
の
基
礎
学
力
の
向
上
と
実
践
力
の
養
成
に
役
立
て
る
。
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  ４
．
２
　
一
般
科

３
．
２
　
一
般
科

（
１
）
教
養
教
育
に
関
わ
る
共
通
的
な
内
容

学
科
５
年
間
を
通
じ
，
教
養
科
目
（
人
文
科
学
，
社
会
科
学
，
自
然
科
学
，
保
健
・
体
育
・
芸
術
）
を
く
さ
び
形
に
配
置

し
，
専
門
科
目
を
学
ぶ
た
め
に
必
要
な
基
礎
学
力
と
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
る
教
育
を
実
施
す
る
。

（
２
）
人
文
・
社
会
系
科
目

人
間
性
豊
か
な
技
術
者
の
養
成
を
念
頭
に
お
き
，
質
の
高
い
教
材
を
と
お
し
て
，
人
間
性
及
び
社
会
性
に
関
す
る
幅
広
い

知
識
や
問
題
解
決
法
を
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
柔
軟
な
思
考
力
，
豊
か
な
表
現
力
を
身
に
付
け
る
教
育
を
実
施
す
る
。

（
３
）
理
数
系
科
目

低
学
年
で
の
基
礎
学
力
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
科
目
間
の
連
携
や
専
門
科
目
と
の
連
携
を
充
実
さ
せ
，
自
然
科
学
に

関
す
る
基
礎
知
識
と
こ
れ
ら
を
応
用
で
き
る
能
力
を
身
に
付
け
る
教
育
を
実
施
す
る
。

（
４
）
外
国
語

英
語
が
国
際
語
で
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
，
教
育
法
の
一
層
の
改
善
・
充
実
を
図
り
，
技
術
者
に
必
要
と
さ
れ
る
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
基
本
を
身
に
付
け
さ
せ
，
第
２
外
国
語
教
育
の
充
実
に
よ
り
国
際
性
の
幅
を
広
げ
る
教
育
を

実
施
す
る
。

（
５
）
保
健
・
体
育

各
種
運
動
の
合
理
的
実
践
に
よ
り
，
運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
体
感
し
，
各
種
技
能
や
体
力
を
高
め
る
と
と
も
に
，
生
涯

に
わ
た
り
継
続
的
に
運
動
が
で
き
る
資
質
や
能
力
を
育
て
る
。
ま
た
，
健
康
に
対
す
る
諸
問
題
や
健
康
と
運
動
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
，
心
身
の
健
康
を
保
持
・
増
進
す
る
態
度
や
能
力
を
身
に
付
け
る
教
育
を
実
施
す
る
。

（
１
）
人
文
・
社
会
系
科
目

国
語
：

低
学
年
（
１
．
２
学
年
）
に
お
け
る
漢
字
，
語
彙
力
，
正
確
に
聞
く
力
，
読
解
す
る
力
を
向
上
さ
せ
る
。
学
生
の
興
味
・

関
心
に
応
じ
た
科
目
を
選
択
で
き
る
コ
ー
ス
選
択
制
の
充
実
を
図
る
。
統
一
さ
れ
た
定
期
考
査
を
継
続
す
る
。

社
会
：

異
文
化
理
解
・
世
界
と
の
共
生
・
人
権
や
民
主
主
義
に
対
す
る
歴
史
的
理
解
を
図
る
。
教
育
方
法
と
し
て
，
映
像
資
料
を

効
果
的
に
利
用
す
る
。

（
２
）
理
数
系
科
目

数
学
：

①
科
目
間
連
携
を
更
に
充
実
さ
せ
，
現
在
の
開
講
科
目
，
開
講
時
期
が
妥
当
な
も
の
か
検
証
す
る
。

②
１
年
生
対
象
の
寮
で
の
勉
強
会
を
学
生
主
体
に
す
る
こ
と
に
よ
り
，
１
年
生
の
学
力
向
上
だ
け
で
な
く
，
指
導
す
る
上

級
生
の
学
力
向
上
を
も
目
指
す
。

③
す
で
に
行
っ
て
い
る
応
用
数
学
の
必
修
化
，
数
学
演
習
（
４
年
生
選
択
科
目
）
を
後
期
開
講
か
ら
前
期
開
講
に
改
善
，

線
形
代
数
I
I
の
追
加
が
う
ま
く
機

能
し
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。

理
科
：

①
教
務
委
員
会
が
進
め
る
低
学
年
基
礎
学
力
向
上
計
画
に
協
力
す
る
。

②
寮
務
委
員
会
の
担
当
す
る
低
学
年
（
１
，
２
年
生
）
対
象
の
勉
強
会
に
演
習
問
題
の
提
供
等
で
協
力
す
る
。

③
新
設
の
物
理
学
演
習
を
も
と
に
大
学
程
度
の
学
力
を
目
指
す
と
と
も
に
，
編
入
試
験
に
向
け
た
実
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

る
。

④
技
術
職
員
の
多
彩
な
能
力
を
活
用
し
た
，
効
率
的
な
実
験
テ
ー
マ
の
検
討
を
進
め
る
。

⑤
小
・
中
学
校
の
教
育
課
程
の
見
直
し
※
に
対
応
し
て
，
一
般
科
（
基
礎
専
門
を
含
む
）
理
科
と
専
門
教
科
の
連
携
に
よ

る
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
専
門
学
科
を
含
め
た
自
然
科
学
系
科
目
）
の
検
討
を
進
め
る
【
※
小
中
学
校

の
教
育
課
程
は
，
「
新
し
い
学
習
指
導
要
領
」
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
平
成
21
年
度
よ
り
移
行
措
置
が
と
ら
れ
，
移

行
措
置
期
間
中
に
，
教
科
書
の
編
集
・
検
定
・
採
択
を
行
い
，
小
学
校
は
平
成
23
年
度
か
ら
，
中
学
校
は
平
成
2
4年

度
か

ら
新
し
い
学
習
指
導
要
領
を
全
面
実
施
。
ま
た
，
新
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
は
，
平
成
25
年
度
入
学
生
か
ら
年
次
進
行

で
実
施
す
る
が
，
総
則
や
特
別
活
動
等
は
平
成
22
年
度
か
ら
，
数
学
と
理
科
は
平
成
2
4年

度
の
入
学
生
か
ら
先
行
実
施
。

こ
の
た
め
，
今
後
５
年
間
に
，
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
の
見
直
し
が
必
要
】
。
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３
）
外
国
語
科
目

英
語
：

少
人
数
ク
ラ
ス
編
成
に
よ
り
学
生
に
よ
る
発
信
の
機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
パ
ソ
コ
ン
等
も
利
用
し
４
技
能
（
聴
く
・
話

す
・
読
む
・
書
く
）
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
し
た
授
業
展
開
に
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
英
語
教
育
の
実
施
を
目
指
す
。

英
語
を
必
修
と
し
，
国
際
化
時
代
の
技
術
者
に
必
要
と
さ
れ
る
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
。
特
別
研
究

テ
ー
マ
に
関
し
て
技
術
工
学
分
野
の
英
語
文
献
を
読
む
力
，
特
別
研
究
論
文
の
英
文
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
を
記
述
す
る
力
，

英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
力
，
等
を
Ｅ
Ｓ
Ｐ
（
専
門
分
野
別
英
語
）
の
観
点
も
加
味
し
，
総
合
的
に
備
え
る

よ
う
指
導
す
る
。
併
せ
て
，
語
学
関
連
の
資
格
等
の
取
得
を
奨
励
す
る
。

第
２
外
国
語
：

有
名
な
古
典
や
評
価
の
高
い
教
科
書
・
文
献
，
視
聴
覚
教
材
等
の
質
の
高
い
教
材
を
用
い
て
，
ド
イ
ツ
語
は
初
級
・
中

級
，
中
国
語
と
ハ
ン
グ
ル
は
初
級
レ
ベ
ル
へ
の
到
達
を
目
指
し
，
第
２
外
国
語
と
し
て
の
修
得
を
評
価
す
る
。

（
４
）
保
健
・
体
育

①
全
学
年
で
体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
，
学
生
が
自
ら
の
体
力
に
つ
い
て
分
析
し
，
体
力
向
上
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
す

る
。

②
１
，
２
年
生
の
体
育
は
，
各
種
運
動
の
基
礎
的
知
識
・
技
術
の
習
得
に
重
点
を
お
き
，
３
年
生
以
上
で
は
，
学
生
が
興

味
・
関
心
を
も
っ
て
継
続
的
に
運
動
で
き
る
よ
う
種
目
選
択
を
中
心
に
展
開
す
る
。
４
，
５
年
生
は
前
期
の
み
の
開
講
と

な
る
が
，
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
向
け
て
，
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
，
実
践
力
を
高
め
る
。

③
２
年
生
の
保
健
で
は
健
康
に
関
わ
る
諸
問
題
や
防
止
策
，
改
善
策
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

④
地
域
の
特
性
を
生
か
し
，
１
年
生
で
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
実
習
，
２
，
３
年
生
で
ス
ケ
ー
ト
実
習
を
実
施
す
る
。

⑤
安
全
で
効
果
的
な
授
業
が
で
き
る
よ
う
，
体
育
施
設
・
設
備
を
点
検
し
，
改
善
に
努
め
る
。

４
．
３
　
機
械
工
学
科

３
．
３
　
機
械
工
学
科

（
１
）
機
械
工
学
の
進
歩
に
対
応
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
，
材
料
力
学
，
流
体
工
学
，
熱
力
学
，
機
械
力
学
に
関
連
し

た
分
野
の
基
礎
理
論
を
身
に
付
け
る
教
育
を
実
施
す
る
。

（
２
）
基
礎
理
論
に
基
づ
い
て
材
料
学
・
制
御
工
学
や
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
に
関
す
る
応
用
力
を
身
に
付
け
る
教
育
を
実
施

す
る
。

（
３
）
機
械
工
学
実
験
や
創
造
工
学
実
習
，
実
務
訓
練
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
重
視
し
，
実
践
的
・
創
造
的
な
業
務

執
行
能
力
が
備
わ
っ
た
技
術
者
の
養
成
を
目
指
し
た
教
育
内
容
お
よ
び
方
法
を
検
討
・
実
施
す
る
。

（
１
）
機
械
設
計
技
術
者
試
験
・
技
術
士
一
次
試
験
問
題
レ
ベ
ル
の
基
礎
学
力
を
習
得
さ
せ
る
。

基
礎
学
力
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
実
力
試
験
の
実
施
と
と
も
に
，
技
術
士
一
次
試
験
の
模
擬
試
験

を
行
い
，
上
記
の
受
験
者
数
の
増
加
を
図
る
。

（
２
）
機
械
工
学
等
に
関
す
る
基
礎
と
応
用
知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
，
さ
ら
に
創
造
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
教
育
を

実
践
す
る
。

も
の
づ
く
り
に
必
要
な
事
柄
を
自
覚
さ
せ
る
と
同
時
に
，
５
年
間
で
学
ぶ
知
識
や
技
術
の
動
機
付
け
と
な
る
よ
う
に
１
年

生
の
機
械
工
学
概
論
を
工
夫
す
る
。

（
３
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
に
配
慮
し
た
も
の
づ
く
り
が
で
き
る
教
育
を
実
践
す
る
。

関
連
科
目
の
講
義
で
，
材
料
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
な
ど
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
習
得
さ
せ
る
。

（
４
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
援
用
に
よ
る
設
計
・
製
造
・
解
析
を
行
う
能
力
を
向
上
さ
せ
る
教
育
を
実
践
し
，
３
次
元
Ｃ
Ａ

Ｄ
認
定
試
験
等
の
資
格
試
験
の
取
得
を
推
奨
す
る
。

２
年
の
工
作
実
習
で
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
導
入
を
行
い
，
４
年
の
工
学
実
験
に
お
い
て
は
Ｃ
Ａ
Ｅ
を
活
用
し
た
テ
ー
マ
で
実
験
を
行

う
。
さ
ら
に
５
年
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援
設
計
法
で
，
３
次
元
設
計
能
力
や
解
析
能
力
を
高
め
る
よ
う
に
し
，
Ｃ
Ａ
Ｄ
・

Ｃ
Ａ
Ｍ
・
Ｃ
Ａ
Ｅ
の
授
業
で
は
実
際
問
題
に
即
し
た
設
計
・
製
造
や
解
析
を
行
う
。
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  ４
．
４
　
電
気
電
子
工
学
科

３
．
４
　
電
気
電
子
工
学
科

（
１
）
電
気
お
よ
び
電
子
工
学
の
進
歩
を
踏
ま
え
て
，
将
来
の
進
歩
に
対
応
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
，
電
力
工
学
，
電
子

工
学
，
情
報
工
学
に
関
す
る
基
礎
理
論
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
，
社
会
と
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
構
築
す
る
。

（
２
）
電
気
電
子
工
学
実
験
や
創
造
工
学
実
験
，
実
務
訓
練
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
重
視
し
，
実
践
的
・
創
造
的
な

素
養
が
備
わ
っ
た
技
術
者
の
養
成
を
目
的
と
す
る
。

（
３
）
資
格
試
験
や
も
の
づ
く
り
に
関
す
る
課
外
活
動
な
ど
を
通
し
，
学
生
が
自
主
的
に
取
り
組
む
活
動
へ
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
，
自
主
学
習
や
も
の
づ
く
り
へ
の
意
識
の
醸
成
を
行
う
。

（
１
）
電
気
電
子
の
基
礎
科
目
で
あ
る
電
気
回
路
Ⅰ
，
Ⅱ
な
ら
び
に
電
磁
気
学
Ⅰ
に
お
い
て
，
成
績
不
振
者
な
ら
び
に
受

講
を
希
望
す
る
者
に
対
す
る
補
習
を
，
学
科
３
年
生
に
対
し
平
成
21
年
度
よ
り
実
施
す
る
。

（
２
）
講
義
と
連
携
し
た
実
験
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
を
平
成
21
年
度
に
検
討
し
，
平
成
2
2年

度
か
ら
学
年
進
行
で
実

施
す
る
．
ま
た
，
各
自
が
実
験
に
積
極
的
に
関
わ
れ
る
よ
う
な
電
気
電
子
工
学
実
験
を
行
い
，
電
気
電
子
事
象
を
分
析
・

考
察
で
き
る
能
力
を
養
う
。

（
３
）
低
学
年
に
対
し
て
，
専
門
教
育
の
動
機
付
け
と
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
体
験
で
き
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な

る
よ
う
に
，
授
業
と
実
験
科
目
を
平
成
21
年
度
に
検
討
し
，
平
成
2
2年

度
よ
り
実
施
す
る
。

（
４
）
創
造
工
学
実
験
や
実
務
訓
練
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
，
卒
業
研
究
を
通
し
た
も
の
づ
く
り
や
最
新
技
術
へ
の
意

識
の
醸
成
を
行
い
，
成
果
発
表
を
通
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
教
育
を
継
続
し
て
行
う
。

（
５
）
各
種
電
気
電
子
工
学
分
野
の
資
格
試
験
を
全
員
が
受
験
す
る
よ
う
に
動
機
づ
け
を
行
い
，
合
格
に
向
け
た
講
習
会

を
実
施
す
る
。

（
６
）
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
や
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
，
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
も
の
づ
く
り
に
関
す
る
課
外

活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
て
行
う
。

４
．
５
　
電
子
制
御
工
学
科

３
．
５
　
電
子
制
御
工
学
科

（
１
）
実
践
的
技
術
者
育
成
の
た
め
に
，
企
業
活
動
の
現
場
を
知
り
，
技
術
者
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
知

識
や
要
求
さ
れ
る
素
養
の
再
確
認
を
行
う
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
推
進
す
る
。

（
２
）
問
題
解
決
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
，
知
的
財
産
権
を
課
題
と
し
た
問
題
提
起
か
ら
解
決
ま
で
の
手
段
を
実
践

す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育
を
実
施
す
る
。

（
３
）
国
外
技
術
の
動
向
等
調
査
に
お
け
る
技
術
英
文
読
解
力
と
，
特
に
自
ら
の
考
え
を
表
現
す
る
た
め
の
技
術
英
文
作

成
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
，
現
在
の
英
文
特
許
明
細
書
の
読
解
を
主
体
と
し
た
工
業
英
語
を
，

技
術
英
語
の
読
解
と
英
作
文
を
主
体
と
す
る
実
用
的
な
教
育
内
容
に
見
直
す
。

（
４
）
総
合
技
術
者
と
し
て
の
能
力
育
成
の
た
め
、
機
構
、
制
御
回
路
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
か
ら
な
る
装
置
の
設
計
製
作
を

一
貫
し
て
行
い
、
複
合
的
な
技
術
の
要
素
と
そ
れ
ら
の
連
携
に
つ
い
て
体
系
的
教
育
内
容
と
方
法
を
推
進
す
る
。

（
５
）
基
礎
学
力
が
十
分
で
な
い
学
生
に
対
し
て
補
習
等
を
積
極
的
に
実
施
し
，
学
生
の
学
力
向
上
を
図
る
。

（
６
）
学
生
便
覧
，
シ
ラ
バ
ス
を
用
い
単
位
認
定
の
条
件
を
学
生
に
周
知
さ
せ
，
こ
れ
ら
の
条
件
に
基
づ
き
成
績
を
評
価

す
る
。

（
１
）
授
業
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
い
け
な
い
学
生
の
指
導
充
実
の
た
め
専
攻
科
生
な
ど
に
よ
る
Ｔ
Ａ
を
採
用
し
て
教
育
を

実
施
す
る
。

（
２
）
講
義
と
設
計
製
図
，
実
験
・
実
習
を
有
機
的
に
結
合
し
，
少
人
数
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
製
品
開
発
・
開
発
・
加
工
・

試
験
が
可
能
な
教
育
課
程
を
編
成
す
る
。

（
３
）
実
験
・
実
習
の
区
切
り
に
お
い
て
，
ノ
ー
ト
形
式
の
報
告
書
を
提
出
さ
せ
，
日
本
語
に
よ
る
論
理
的
記
述
力
を
評

価
す
る
。

（
４
）
実
験
，
卒
業
研
究
の
区
切
り
に
お
い
て
発
表
会
を
開
催
し
，
日
本
語
に
よ
る
論
理
的
記
述
力
，
口
頭
発
表
力
，
討

議
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
評
価
を
行
う
。

（
５
）
総
合
実
験
実
習
で
総
合
技
術
者
と
し
て
の
能
力
育
成
の
た
め
無
人
搬
送
車
の
開
発
を
主
テ
ー
マ
と
し
て
機
構
装
置

の
設
計
・
製
作
，
制
御
回
路
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
を
一
貫
し
て
行
い
，
複
合
的
な
技
術
の
要
素
と
そ
れ
ら
の
連
携
に

つ
い
て
体
系
的
に
指
導
す
る
。

（
６
）
４
年
次
の
夏
季
休
業
中
に
実
務
訓
練
と
い
う
科
目
名
で
約
２
週
間
に
わ
た
っ
て
実
施
す
る
。

（
７
）
５
年
次
に
創
造
性
開
発
工
学
に
お
い
て
知
的
財
産
権
を
課
題
と
し
た
問
題
提
起
か
ら
解
決
ま
で
の
手
段
を
実
践
す

る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育
を
実
施
す
る
。

（
８
）
工
業
英
語
の
内
容
を
科
学
技
術
論
文
の
技
術
英
語
の
読
解
と
英
作
文
を
主
体
と
す
る
実
用
的
な
内
容
に
見
直
す
。

低
学
年
の
共
通
英
語
教
科
と
の
整
合
性
を
図
る
。

（
９
）
学
科
棟
廊
下
，
実
験
室
，
教
室
で
の
電
灯
の
点
滅
，
実
験
・
実
習
で
の
材
料
消
費
と
リ
サ
イ
ク
ル
，
用
紙
の
有
効

活
用
な
ど
の
実
践
指
導
を
す
る
。

（
10
）
学

生
便

覧
，

シ
ラ

バ
ス

を
用

い
単

位
認

定
の

条
件

を
学

生
に

周
知

さ
せ

る
。

実
験

に
関

し
て

も
実

験
レ

ポ
ー

ト
の

採
点
方
針
を
学
生
に
周
知
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
に
基
づ
き
成
績
を
評
価
す
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
平
成
20
年
度
ま
で

と
同
様
で
あ
る
。
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  ４
．
６
　
電
子
情
報
工
学
科

３
．
６
　
電
子
情
報
工
学
科

（
１
）
現
状
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
学
生
の
意
識
と
出
口
で
あ
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
た
上
で
調
査
分
析
し
，
コ
ア
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
，
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
す
る
科
目
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置

し
，
学
科
の
教
育
方
針
に
則
し
て
総
合
的
に
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
と
す
る
。
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
，
卒
業
時
に

最
大
の
教
育
成
果
が
上
が
り
学
習
・
教
育
目
標
を
達
成
し
，
学
生
の
教
育
水
準
が
保
障
で
き
る
よ
う
，
こ
の
観
点
か
ら
教

育
内
容
を
変
更
す
る
。

（
２
）
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
，
教
員
の
授
業
技
術
の
向
上
を
目
指
す
。

（
３
）
電
子
情
報
工
学
科
が
先
駆
的
に
行
っ
て
き
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
見
直
し
を
行
う
。

（
１
）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
授
業
内
容
の
現
状
を
分
析
し
，
学
習
・
教
育
目
標
に
沿
っ
て
見
直
し
，
必
要
な
改
善
を
入
れ
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
定
を
行
う
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
分
析
に
お
い
て
は
，
工
夫
し
て
情
報
収
集
し
，
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
，
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
，
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
の
授
業
分
類
を
行
い
，
学
生
の
意
識
も
考
慮
し
て
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
か
検
討

す
る
。

平
成

21
年
度

前
期

中
に

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

原
案

を
作

成
し

，
平

成
2
2
年
度

の
シ

ラ
バ

ス
に

反
映

す
る

。
な

お
，

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
平
成
22
年
度
の
１
年
生
を
対
象
と
し
，
毎
年
，
学
年
を
追
う
毎
に
適
用
し
，
５
年
間
で
完
了
す
る
も

の
と
す
る
。

（
２
）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
に
あ
た
っ
て
は
，
一
貫
し
て
情
報
処
理
関
連
科
目
の
教
育
を
行
う
た
め
，
１
学
年
全
体
で

行
っ
て
い
る
情
報
処
理
基
礎
を
電
子
情
報
工
学
科
の
学
生
に
対
し
て
は
，
電
子
情
報
工
学
科
で
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

（
３
）
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育
を
行
う
た
め
，
期
間
の
長
い
実
験
実
習
を
設
定
す
る
。
必
要
で
あ
れ
ば
，
実
験
実
習
時
間
を
増
や
し

た
り
，
夏
休
み
の
集
中
形
式
で
の
実
験
実
習
あ
る
い
は
講
義
を
実
施
し
た
り
す
る
。
ま
た
，
実
験
実
習
お
よ
び
授
業
の
教

材
の
充
実
を
図
り
，
活
用
す
る
。

（
４
）
学
習
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
学
生
に
提
示
す
る
な
ど
し
，
学
生
が
自
分
の
学
習
ス
タ
イ
ル
を
確
立
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
担
任
，
各
教
科
担
当
は
，
ク
ラ
ス
単
位
で
勉
強
す
る
雰
囲
気
を
作
り
学
習
意
欲
が
向
上
す
る
よ
う
心
が
け
る
。
ま

た
，
学
生
の
マ
ナ
ー
向
上
に
努
め
る
。
こ
れ
ら
の
た
め
，
担
任
は
毎
日
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
行
う
な
ど
工
夫
す

る
。

（
５
）
学
生
の
学
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
す
る
た
め
，
授
業
の
工
夫
，
教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
行
う
。

教
員
の
授
業
技
術
を
向
上
す
る
た
め
，
関
連
科
目
を
担
当
す
る
複
数
の
教
員
で
少
人
数
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を
行
う
。
こ
の

グ
ル
ー
プ
単
位
で
，
関
連
し
て
効
果
的
に
授
業
が
行
え
る
よ
う
連
携
を
と
る
。
ま
た
，
試
験
問
題
や
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
前

に
，
そ
の
内
容
お
よ
び
レ
ベ
ル
等
に
つ
い
て
互
い
に
確
認
を
行
う
。
授
業
公
開
制
度
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
授
業
を
見
学

し
合
い
，
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
授
業
の
技
術
向
上
を
図
る
。
こ
の
中
で
，
学
生
の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
レ
ポ
ー
ト

の
量
を
削
減
す
る
。

（
６
）
一
般
科
目
と
専
門
科
目
の
連
携
を
促
進
す
る
た
め
，
上
記
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
一
般
科
目
担
当
教
員
と
連
絡
を
取

り
，
効
果
的
な
授
業
内
容
と
な
る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
連
携
を
と
お
し
て
，
一
般
科
目
担
当
教
員
と
専
門
科
目
担

当
教
員
と
の
溝
を
埋
め
る
よ
う
努
力
す
る
。

（
７
）
玄
関
，
各
実
習
室
，
教
室
に
つ
い
て
現
状
を
確
認
し
，
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
環
境
整
備
を
行
う
。
必
要
に
応
じ
て

営
繕
要
求
す
る
。

（
８
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
，
実
務
訓
練
の
現
状
把
握
を
行
い
，
何
の
た
め
に
行
う
の
か
，
そ
の
必
要
性
を

再
検
討
し
見
直
し
を
行
う
。
教
員
の
実
務
訓
練
に
つ
い
て
意
識
向
上
を
図
る
。

４
．
７
　
環
境
都
市
工
学
科

３
．
７
　
環
境
都
市
工
学
科

（
１
）
教
育
目
標
に
沿
っ
た
建
設
環
境
分
野
に
お
け
る
実
践
的
技
術
者
養
成
を
考
慮
し
，
構
造
力
学
，
水
理
学
，
土
質
工

学
，
都
市
計
画
，
建
設
環
境
衛
生
学
な
ど
の
力
学
系
・
計
画
系
・
環
境
系
・
建
設
設
備
系
の
講
義
科
目
お
よ
び
測
量
実

習
，
構
造
・
材
料
・
土
質
並
び
に
衛
生
実
験
な
ど
と
の
実
験
実
習
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
。

（
２
）
卒
業
後
所
定
の
実
務
経
験
を
経
て
，
建
設
業
界
に
お
け
る
も
の
づ
く
り
に
必
要
な
土
木
施
工
管
理
技
士
（
２
級
）

を
速
や
か
に
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
，
施
工
特
論
，
計
画
数
理
学
等
を
軸
と
し
た
学
力
水
準
の
養
成
を
図

る
。

（
３
）
建
設
業
界
に
お
い
て
実
務
遂
行
上
の
最
高
の
資
格
で
あ
る
技
術
士
取
得
に
向
け
，
各
科
目
の
試
験
内
容
を
工
夫
す

る
と
と
も
に
，
校
内
で
実
施
さ
れ
る
実
力
テ
ス
ト
も
有
効
に
活
用
し
，
第
一
関
門
の
技
術
士
補
試
験
取
得
に
必
要
な
基
礎

学
力
を
修
得
さ
せ
る
。

（
４
）
地
球
環
境
共
生
時
代
の
技
術
者
に
必
要
な
環
境
関
連
の
資
格
の
第
一
歩
と
し
て
，
ビ
オ
ト
ー
プ
管
理
士
を
取
得
で

き
る
よ
う
，
生
物
，
環
境
生
態
学
を
軸
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
工
夫
と
基
礎
力
養
成
を
行
う
。

（
５
）
情
報
処
理
，
卒
業
研
究
を
中
心
に
，
建
設
業
界
で
実
用
に
供
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
化
に
対
応
で
き
る
基
礎
力
を
養
成
す

る
。

（
１
）
実
践
的
技
術
者
を
養
成
す
る
た
め
，
専
門
科
目
取
得
単
位
の
う
ち
実
験
実
習
製
図
は
約
20
％
を
占
め
る
よ
う
に
科

目
構
成
す
る
。
ま
た
，
力
学
系
は
約
25
％
，
計
画
・
環
境
系
は
約
2
0％

，
建
設
設
備
系
は
約
７
％
を
占
め
る
よ
う
に
科
目

構
成
す
る
。

（
２
）
土
木
施
工
管
理
技
士
（
２
級
）
試
験
に
対
応
す
る
た
め
，
施
工
特
論
に
お
い
て
土
木
施
工
管
理
技
士
試
験
解
説
書

を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
す
る
。
ま
た
計
画
数
理
学
に
お
い
て
工
程
管
理
問
題
も
扱
う
。

（
３
）
技
術
士
取
得
レ
ベ
ル
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
す
る
と
と
も
に
，
実
力
テ
ス
ト
等
に
お
い
て
技
術
士
補
試
験
を
出
題

し
，
技
術
試
験
レ
ベ
ル
の
問
題
に
触
れ
さ
せ
る
。

（
４
）
ビ
オ
ト
ー
プ
管
理
士
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
，
生
物
お
よ
び
環
境
生
態
学
，
環
境
水
工
学
を
開
講
し
，
ビ
オ
ト
ー

プ
管
理
士
取
得
水
準
の
基
礎
力
養
成
を
行
う
。

（
５
）
情
報
処
理
，
Ｃ
Ａ
Ｄ
，
卒
業
研
究
に
お
い
て
情
報
処
理
技
術
の
向
上
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
リ

テ
ラ
シ
ー
を
意
識
し
た
教
育
を
施
し
，
建
設
業
界
で
実
用
に
供
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
化
に
対
応
す
る
。
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  ４
．
８
　
専
攻
科

３
．
８
　
専
攻
科

（
１
）
本
科
５
年
の
学
習
を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
教
育
内
容
と
す
る
。

（
２
）
学
位
授
与
機
構
に
よ
る
学
位
認
定
（
以
下
，
学
士
試
験
）
に
必
要
な
科
目
お
よ
び
産
業
シ
ス
テ
ム
工
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
修
了
に
必
要
な
教
育
を
本
科
各
科
４
，
５
年
次
の
教
育
内
容
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

（
３
）
学
外
実
習
（
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
，
地
域
企
業
へ
の
貢
献
・
共
同
研
究
促
進
の
意
味
も
含
め
て
，
継

続
・
発
展
さ
せ
る
。
さ
ら
に
，
機
構
本
部
と
連
携
し
て
の
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
導
入
を
図
る
。

（
４
）
国
際
的
に
通
用
す
る
技
術
者
の
育
成
の
一
環
と
し
て
英
語
教
育
を
行
う
。
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
限
ら
ず
，
Ｅ
Ｓ
Ｐ
な
ど

の
新
し
い
英
語
教
育
方
法
の
導
入
を
図
り
，
実
用
に
耐
え
る
英
語
力
を
養
成
す
る
。

（
５
）
学
外
実
習
，
実
践
工
学
演
習
，
産
業
シ
ス
テ
ム
工
学
輪
講
，
産
業
シ
ス
テ
ム
工
学
概
論
，
機
能
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の

両
専
攻
共
通
必
須
科
目
を
継
続
・
充
実
さ
せ
る
と
共
に
，
新
た
な
両
専
攻
共
通
科
目
を
検
討
す
る
。

（
６
）
学
会
・
地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
で
の
講
習
会
等
で
の
学
生
発
表
，
地
域
企
業
を
中
心
と
し
た
共
同
研
究
開
発

な
ど
，
学
術
的
課
外
活
動
を
促
進
・
支
援
す
る
。

（
１
）
本
科
各
学
科
の
科
目
と
専
攻
科
の
科
目
と
の
前
修
・
後
修
の
関
係
を
検
討
す
る
。

（
２
）
本
科
各
科
４
・
５
年
次
の
教
育
内
容
を
勘
案
し
な
が
ら
学
士
試
験
お
よ
び
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
認
定
に
必
要
な
科
目
の
継

続
的
な
見
直
し
を
行
う
。
特
に
，
基
盤
と
な
る
工
学
分
野
だ
け
で
な
く
，
他
の
分
野
の
知
識
を
複
合
し
て
問
題
解
決
が
で

き
る
教
育
を
検
討
・
改
善
す
る
。

（
３
）
学
外
実
習
，
実
践
工
学
演
習
，
産
業
シ
ス
テ
ム
工
学
輪
講
，
産
業
シ
ス
テ
ム
工
学
概
論
，
機
能
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の

両
専
攻
共
通
必
須
科
目
を
継
続
・
充
実
さ
せ
る
と
共
に
，
新
た
な
科
目
の
新
設
を
図
る
。

（
４
）
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
導
入
を
検
討
す
る
。

（
５
）
学
会
で
の
講
演
会
，
地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
で
の
講
習
会
等
で
の
学
生
発
表
件
数
お
よ
び
学
生
の
比
率
を
調

査
す
る
。

（
６
）
外
部
資
格
試
験
等
の
取
得
状
況
を
把
握
す
る
。

３
．
９
　
専
攻
科
共
通
科
目

（
１
）
多
様
な
選
択
科
目
の
開
講
に
よ
り
，
狭
い
領
域
の
専
門
性
の
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
視
野
の
広
い
技
術
者
を
目
指
し

た
学
習
が
可
能
な
環
境
を
整
え
る
と
同
時
に
，
自
然
科
学
・
文
科
系
教
養
科
目
を
充
実
さ
せ
て
，
社
会
性
と
国
際
性
が
身

に
つ
く
よ
う
指
導
す
る
。

（
２
）
英
語
教
育
に
お
い
て
，
Ｅ
Ｓ
Ｐ
な
ど
の
新
た
な
手
法
の
導
入
を
検
討
し
，
国
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
習
得
さ
せ
る
た
め
に
外
国
人
講
師
を
招
く
な
ど
し
て
英
語
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
さ
せ
，
併
せ
て
，
語

学
関
連
の
資
格
等
の
取
得
を
奨
励
す
る
。

（
３
）
技
術
者
倫
理
教
育
の
充
実
を
図
る
。

（
４
）
少
人
数
教
育
で
の
教
育
の
推
進
の
た
め
，
講
義
の
受
講
生
を
少
人
数
で
実
施
し
，
演
習
を
多
用
す
る
こ
と
で
，
自

主
的
な
問
題
解
決
能
力
を
高
め
る
よ
う
指
導
す
る
。

（
５
）
少
人
数
教
育
で
実
施
す
る
特
別
研
究
を
推
進
す
る
た
め
，
指
導
教
員
一
人
あ
た
り
１
～
２
名
（
２
つ
の
学
年
の
合

計
人
数
は
上
限
を
４
名
）
ま
で
と
す
る
こ
と
を
推
進
す
る
。

（
６
）
学
生
自
身
に
よ
る
特
別
研
究
の
成
果
等
に
つ
い
て
，
学
会
等
で
の
講
演
会
，
地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

お
け
る
講
習
会
等
で
の
学
生
発
表
等
，
学
術
的
課
外
活
動
を
推
進
す
る
。

（
７
）
学
外
実
習
（
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
，
学
外
者
（
企
業
人
）
に
よ
る
学
生
評

価
を
参
考
に
し
て
，
学
生
指
導
・
情
報
伝
達
の
方
法
の
改
善
を
図
る
等
，
教
育
方
法
を
整
備
す
る
。

（
８
）
学
外
実
習
に
お
い
て
，
特
別
研
究
担
当
教
員
と
実
習
先
機
関
と
の
共
同
研
究
の
推
進
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

（
９
）
放
送
大
学
や
信
州
大
学
の
科
目
聴
講
に
よ
る
取
得
単
位
を
，
一
定
範
囲
で
卒
業
単
位
と
し
て
認
め
る
こ
と
を
検
討

す
る
。

３
．
１
０
　
生
産
環
境
シ
ス
テ
ム
専
攻

（
１
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
情
報
ま
で
の
幅
広
い
基
礎
知
識
が
修
得
で
き
る
教
育
を
行
う
。

（
２
）
学
生
自
身
が
専
攻
す
る
専
門
に
見
合
っ
た
目
標
を
立
て
，
各
種
上
級
資
格
の
取
得
を
目
指
す
よ
う
に
情
報
提
供
等

の
支
援
を
行
う
。

３
．
１
１
　
電
気
情
報
シ
ス
テ
ム
専
攻

（
１
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ビ
デ
オ
教
材
を
駆
使
し
た
多
様
な
教
育
を
実
施
し
，
高
い
レ
ベ
ル
で
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を

習
得
さ
せ
る
。

（
２
）
学
生
自
身
が
専
攻
す
る
専
門
に
見
合
っ
た
目
標
を
立
て
，
上
級
の
電
気
主
任
技
術
者
試
験
や
上
級
の
情
報
処
理
技

術
者
試
験
等
の
資
格
取
得
を
目
指
す
よ
う
指
導
す
る
。
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  ５
．
教
育
の
到
達
水
準
お
よ
び
評
価

４
．
教
育
の
到
達
水
準
お
よ
び
評
価

５
．
１
　
本
科

４
．
１
　
本
科

５
．
１
．
１
　
教
育
課
程

４
．
１
．
１
　
教
育
課
程

（
１
）
当
該
専
門
学
科
の
基
礎
科
目
で
は
，
大
学
学
部
卒
業
生
と
同
等
以
上
の
学
力
レ
ベ
ル
と
し
，
か
つ
，
高
度
な
実

験
・
実
習
を
通
じ
て
，
実
践
的
な
技
術
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

（
２
）
基
礎
科
目
の
統
一
（
共
通
）
テ
ス
ト
や
資
格
取
得
の
た
め
の
模
擬
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
，
各
学
科
等
で

目
標
に
す
る
学
力
水
準
ま
で
の
達
成
度
を
評
価
す
る
。

（
３
）
工
学
の
基
礎
と
な
る
科
目
の
統
一
テ
ス
ト
を
実
施
し
，
学
生
の
学
力
の
定
着
度
を
把
握
す
る
。

（
４
）
国
際
的
に
通
用
す
る
技
術
者
と
し
て
不
可
欠
な
要
素
を
教
授
し
，
そ
の
評
価
方
策
の
一
つ
と
し
て
，
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ

の
継
続
受
審
を
目
標
と
す
る
。

（
５
）
卒
業
時
に
お
い
て
学
習
教
育
目
標
の
達
成
度
を
学
生
自
ら
が
評
価
す
る
た
め
に
５
年
生
に
対
し
て
調
査
を
実
施

し
，
教
育
改
善
に
役
立
て
る
。

（
１
）
シ
ラ
バ
ス
に
各
教
科
の
成
績
評
価
基
準
を
明
示
す
る
。

（
２
）
進
級
・
卒
業
に
関
す
る
評
価
規
定
の
見
直
し
を
行
う
。

（
３
）
各
教
科
等
で
目
標
に
す
る
学
力
水
準
ま
で
の
達
成
度
を
統
一
テ
ス
ト
等
の
実
施
に
よ
り
確
認
す
る
。

（
４
）
各
分
野
に
お
い
て
基
幹
的
な
科
目
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
と
技
術
の
修
得
状
況
や
英
語
力
を
把
握
し
，
教
育
課
程

の
改
善
に
役
立
て
る
た
め
に
，
学
習
到
達
度
試
験
を
実
施
し
，
試
験
結
果
の
分
析
を
行
う
と
と
も
に
公
表
す
る
。
ま
た
，

英
語
に
つ
い
て
は
，
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
，
技
術
者
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
英
語
力
を
伸
長
さ
せ
る
。

（
５
）
「
科
目
別
自
己
評
価
」
を
本
科
生
に
実
施
し
，
学
習
に
対
す
る
学
生
の
自
己
評
価
と
今
後
の
学
習
に
活
用
さ
せ

る
。

（
６
）
「
学
習
・
教
育
目
標
達
成
度
調
査
５
年
」
を
実
施
し
，
在
学
時
に
身
に
付
け
た
学
力
や
資
質
・
能
力
が
，
学
習
・

教
育
目
標
で
定
め
た
到
達
レ
ベ
ル
に
対
し
て
ど
の
程
度
ま
で
達
成
で
き
た
か
を
調
査
し
，
分
析
を
行
う
。

（
７
）
各
学
科
に
お
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
と
な
る
創
造
性
実
践
教
育
を
実
践
し
，
社
会
に
公
表
す
る
。
機
械
工
学
科

に
お
け
る
創
造
工
学
実
習
，
電
子
制
御
工
学
科
に
お
け
る
無
人
搬
送
車
製
作
，
電
気
電
子
工
学
科
に
お
け
る
創
造
工
学
実

験
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
の
実
績
を
生
か
す
。

（
８
）

全
教

員
(
常
勤

)の
授
業

に
お

い
て

，
創

造
性

育
成

を
念

頭
に

お
い

た
工

夫
が

可
能

か
を

検
討

し
，

実
践

可
能

な
教

科
に
つ
い
て
は
，
順
次
成
果
発
表
会
を
開
催
す
る
。

５
．
１
．
２
　
進
路

４
．
１
．
２
　
進
路

（
１
）
職
業
に
必
要
な
実
践
的
か
つ
専
門
的
な
知
識
お
よ
び
技
術
を
有
す
る
創
造
的
な
能
力
を
生
か
せ
る
進
路
を
目
指

す
。
進
路
先
に
つ
い
て
学
生
の
志
望
に
配
慮
し
な
が
ら
適
切
な
指
導
を
す
る
。

（
２
）
も
の
づ
く
り
を
行
う
創
造
的
な
技
術
者
を
育
成
し
て
き
た
観
点
か
ら
，
可
能
な
限
り
製
造
業
へ
の
就
職
指
導
を
重

視
す
る
。
特
に
，
本
校
は
地
域
へ
の
貢
献
を
重
視
し
て
い
る
観
点
か
ら
学
生
が
地
元
企
業
に
就
職
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

（
３
）
本
校
の
基
盤
と
な
る
工
学
分
野
（
機
械
，
電
気
電
子
，
情
報
ま
た
は
土
木
）
に
関
し
て
さ
ら
に
専
門
的
な
知
識
お

よ
び
技
術
を
習
得
で
き
る
理
工
系
専
門
分
野
へ
の
進
学
を
重
視
す
る
。

（
４
）
進
路
指
導
結
果
を
デ
ー
タ
と
し
て
さ
ら
に
詳
細
に
ま
と
め
て
評
価
す
る
。

（
５
）
卒
業
生
の
進
路
結
果
に
お
い
て
，
教
育
の
到
達
水
準
が
適
切
で
あ
り
，
指
導
内
容
が
適
切
で
あ
る
か
を
評
価
す
る

内
部
制
度
と
外
部
制
度
を
見
直
し
検
討
す
る
。

（
１
）
就
職
先
に
つ
い
て
，
も
の
づ
く
り
を
行
う
創
造
的
な
技
術
者
を
育
成
し
て
き
た
観
点
か
ら
，
製
造
・
建
設
業
へ
就

職
で
き
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

（
２
）
進
学
先
に
つ
い
て
，
基
盤
と
な
る
工
学
分
野
（
機
械
，
電
気
電
子
，
情
報
ま
た
は
土
木
）
に
関
し
て
専
門
と
す
る

理
工
系
専
門
分
野
へ
の
進
学
で
き
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

（
３
）
卒
業
生
の
進
路
先
に
つ
い
て
，
学
生
の
進
路
先
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
，
全
学
年
へ
の
進
路
指
導
の
資
料
と

す
る
。

５
．
１
．
３
　
課
外
活
動

４
．
１
．
３
　
課
外
活
動

（
１
）
代
表
的
自
主
的
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
部
・
同
好
会
活
動
に
お
い
て
，
運
動
系
，
文
科
系
の
活
動
を
と
お
し
て
学

校
の
目
的
に
沿
っ
た
人
間
性
の
形
成
に
繋
げ
る
こ
と
を
到
達
水
準
と
す
る
。

（
２
）
学
生
会
活
動
を
学
生
自
身
が
公
開
実
施
し
，
地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
。
ま
た
，
そ
れ
ら
の
活
動

の
成
果
を
広
く
社
会
に
広
報
す
る
。

（
１
）
運
動
系
，
文
科
系
の
部
・
同
好
会
活
動
の
成
果
お
よ
び
学
生
会
活
動
の
成
果
を
ま
と
め
，
様
々
な
方
法
を
通
じ
て

公
開
す
る
。
ま
た
，
そ
れ
ら
の
成
果
を
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
推
進
す
る
。
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  ５
．
２
　
一
般
科

４
．
２
　
一
般
科

（
１
）
教
養
教
育
に
関
わ
る
共
通
的
な
到
達
水
準
・
評
価
方
法
と
し
て
，
大
学
教
養
課
程
程
度
の
学
力
レ
ベ
ル
の
到
達
を

目
標
と
し
，
各
教
科
に
あ
っ
た
評
価
方
法
を
工
夫
す
る
。

（
２
）
人
文
・
社
会
系
科
目
と
し
て
，
人
間
性
及
び
社
会
性
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
や
課
題
解
決
法
，
柔
軟
な
思
考
力
，

豊
か
な
表
現
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。
議
論
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
も
と
に
，
ま
た
，
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
文
章
表
現

を
も
と
に
評
価
す
る
。

（
３
）
理
数
系
科
目
と
し
て
，
自
然
科
学
に
関
す
る
基
礎
知
識
と
こ
れ
ら
を
応
用
で
き
る
能
力
を
到
達
水
準
と
し
，
計
算

力
・
思
考
力
を
評
価
す
る
。

（
４
）
外
国
語
科
目
と
し
て
，
英
語
に
お
い
て
は
，
技
術
者
に
必
要
と
さ
れ
る
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
基
本

を
身
に
付
け
さ
せ
る
。
技
術
工
学
分
野
の
基
礎
的
な
英
語
文
献
を
読
む
力
，
卒
業
研
究
の
英
語
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
原
稿
を
書
く
力
，
実
際
に
そ
れ
を
発
表
す
る
力
を
到
達
水
準
と
し
，
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。

第
２
外
国
語
に
つ
い
て
，
ド
イ
ツ
語
に
お
い
て
は
初
級
・
中
級
レ
ベ
ル
，
中
国
語
・
ハ
ン
グ
ル
に
お
い
て
は
初
級
レ
ベ
ル

を
目
指
し
，
第
２
外
国
語
と
し
て
の
修
得
を
評
価
す
る
。

（
５
）
保
健
・
体
育
と
し
て
，
運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
体
感
し
，
各
種
技
能
や
体
力
を
高
め
る
と
と
も
に
，
健
康
に
対

す
る
諸
問
題
や
健
康
と
運
動
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
，
心
身
の
健
康
を
保
持
・
増
進
す
る
態
度
や
能
力
を
身

に
付
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
，
実
技
や
試
験
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

（
１
）
人
文
・
社
会
系
科
目

国
語
：
文
部
科
学
省
検
定
教
科
書
本
文
の
音
読
，
漢
字
・
熟
語
の
意
味
な
ら
び
に
書
き
取
り
が
無
理
な
く
行
え
る
水
準
に

達
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
，
定
期
考
査
等
で
そ
の
達
成
度
を
評
価
す
る
。

社
会
：
大
学
教
養
課
程
程
度
の
学
力
レ
ベ
ル
の
到
達
を
目
標
と
し
，
議
論
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
も
と
に
，
ま
た
，

レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
文
章
表
現
を
も
と
に
評
価
す
る
。

（
２
）
理
数
系
科
目

数
学
：
各
項
目
の
基
本
的
な
概
念
が
理
解
で
き
，
そ
れ
を
元
に
し
て
標
準
的
な
計
算
が
出
来
る
こ
と
に
よ
り
，
学
習
・
教

育
目
標
の
（
Ｃ
－
１
）
が
達
成
で
き
る
こ
と
が
目
標
で
あ
り
，
到
達
の
水
準
で
あ
る
。
各
学
年
と
も
，
普
段
の
授
業
で
演

習
を
課
し
た
り
，
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
宿
題
と
し
て
課
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
平
常
点
と
し
て
低
学
年
で
は
30
％
，
 
高
学
年

で
は
2
0
％
の

割
合
で
成

績
に

組
み

込
ん
で
い

る
。

定
期

考
査

は
低

学
年

で
は

学
年
共
通
問
題

に
す

る
こ

と
で

，
学

年
を

通
し
て
均
一
な
評
価
を
す
る
。
高
学
年
で
は
，
学
科
の
特
性
に
あ
わ
せ
た
試
験
問
題
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

理
科
：
低
学
年
に
お
い
て
は
，
物
理
Ⅰ
，
Ⅱ
あ
る
い
は
化
学
Ⅰ
の
検
定
教
科
書
の
内
容
を
理
解
し
，
応
用
で
き
る
水
準
を

目
標
と
す
る
。
高
学
年
で
は
，
微
積
分
を
用
い
た
力
学
や
剛
体
力
学
と
い
っ
た
，
よ
り
現
実
世
界
に
近
い
内
容
を
理
解
，

応
用
で
き
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
そ
の
評
価
は
定
期
試
験
で
行
う
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
，
２
学
年
後
期
に
行
う
本
校

独
自
の
実
力
試
験
（
物
理
，
化
学
）
や
３
学
年
後
期
の
学
力
到
達
度
試
験
（
物
理
）
で
も
行
う
。
ま
た
，
実
験
レ
ポ
ー
ト

の
内
容
で
も
上
記
水
準
達
成
度
の
評
価
を
行
う
。

（
３
）
外
国
語
科
目

英
語
：
英
語
が
国
際
語
で
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
，
技
術
者
に
必
要
と
さ
れ
る
総
合
的
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
基
礎
を
確
立
す
る
こ
と
を
到
達
目
標
と
す
る
。
低
学
年
に
お
い
て
は
，
文
部
科
学
省
検
定
教
科
書
を
用
い
，
語
彙
・
文

法
を
単
な
る
知
識
と
し
て
で
は
な
く
そ
の
機
能
を
意
識
し
，
４
技
能
（
聴
く
・
話
す
・
読
む
・
書
く
）
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

身
に
付
け
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
高
学
年
に
お
い
て
は
，
主
に
自
然
科
学
の
ト
ピ
ッ
ク
を
扱
う
中
級
レ
ベ
ル
の
テ
キ
ス

ト
を
用
い
，
技
術
工
学
分
野
の
基
礎
的
な
英
語
文
献
を
読
む
力
，
卒
業
研
究
の
英
語
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
原

稿
を
書
く
力
，
実
際
に
そ
れ
を
発
表
す
る
力
等
を
備
え
た
総
合
的
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
修
得
す
る
こ
と

を
目
標
と
す
る
。
低
学
年
で
は
学
年
統
一
の
定
期
試
験
に
よ
り
全
体
の
傾
向
に
注
目
し
つ
つ
個
々
の
学
生
の
伸
張
度
合
い

を
把
握
す
る
と
と
も
に
，
英
単
語
や
熟
語
の
確
認
テ
ス
ト
，
音
読
，
タ
ス
ク
等
の
達
成
度
を
も
っ
て
総
合
的
に
評
価
す

る
。
高
学
年
に
お
い
て
は
，
定
期
試
験
に
加
え
，
内
容
面
も
重
視
し
た
確
認
テ
ス
ト
や
口
頭
発
表
等
の
達
成
度
に
よ
り
総

合
的
に
評
価
す
る
。

第
２
外
国
語
：
ド
イ
ツ
語
は
初
級
・
中
級
，
中
国
語
と
ハ
ン
グ
ル
は
初
級
レ
ベ
ル
へ
の
到
達
を
目
指
し
，
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
を
生
か
し
た
試
験
に
よ
っ
て
第
２
外
国
語
と
し
て
の
修
得
を
評
価
す
る
。

（
４
）
保
健
・
体
育

①
１
・
２
年
生
で
は
，
各
単
元
に
お
い
て
種
目
の
特
性
や
内
容
，
練
習
方
法
等
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
自
分
の
体
力
や

技
能
を
把
握
し
，
目
標
，
課
題
を
も
っ
て
実
践
で
き
た
か
を
実
技
テ
ス
ト
お
よ
び
学
習
活
動
等
か
ら
評
価
す
る
。

②
３
年
生
以
上
の
体
育
で
は
，
種
目
選
択
を
通
し
て
各
種
運
動
技
能
お
よ
び
体
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
，
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
に
む
け
て
日
常
生
活
に
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
る
意
義
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
を
実

技
テ
ス
ト
お
よ
び
学
習
活
動
等
か
ら
評
価
す
る
。
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  ５
．
３
　
機
械
工
学
科

４
．
３
　
機
械
工
学
科

（
１
）
専
門
科
目
の
到
達
水
準
は
，
機
械
設
計
技
術
者
試
験
，
技
術
士
一
次
試
験
レ
ベ
ル
と
す
る
。

（
２
）
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
基
本
的
知
識
と
倫
理
観
を
身
に
付
け
た
技
術
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

（
３
）
各
科
目
の
シ
ラ
バ
ス
に
記
載
し
た
試
験
，
レ
ポ
ー
ト
等
の
方
法
で
水
準
に
到
達
し
て
い
る
か
を
評
価
す
る
。

（
４
）
学
内
統
一
で
行
わ
れ
る
実
力
試
験
に
お
い
て
，
到
達
水
準
に
合
致
し
た
レ
ベ
ル
の
試
験
を
行
い
，
評
価
す
る
。

（
５
）
到
達
度
評
価
を
し
た
結
果
に
つ
い
て
分
析
し
，
授
業
の
改
善
を
継
続
的
に
行
う
。

（
１
）
技
術
士
一
次
試
験
合
格
相
当
の
レ
ベ
ル
を
目
標
と
す
る
。

（
２
）
技
術
士
一
次
試
験
お
よ
び
そ
の
模
擬
試
験
等
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
教
育
を
行
い
，
技
術
士
一
次
試
験
や
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
認
定

試
験
等
の
資
格
試
験
の
受
験
を
推
奨
し
，
学
内
実
力
テ
ス
ト
に
お
い
て
総
合
評
価
を
す
る
。

５
．
４
　
電
気
電
子
工
学
科

４
．
４
　
電
気
電
子
工
学
科

（
１
）
４
，
５
年
生
に
対
し
て
電
気
電
子
総
合
の
実
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
，
学
習
到
達
度
を
評
価
す
る
。
ま
た
，
結
果
を

各
教
科
へ
の
授
業
改
善
と
し
て
活
用
す
る
。

（
２
）
資
格
試
験
の
取
得
状
況
か
ら
学
習
到
達
度
を
評
価
し
，
各
教
科
へ
の
授
業
改
善
と
し
て
活
用
す
る
。

（
１
）
実
力
テ
ス
ト
の
過
去
の
成
績
か
ら
授
業
改
善
に
活
か
せ
る
方
法
を
平
成
2
1
年
度
に
検
討
し
，
平
成
2
2
年
度
か
ら
実

施
し
て
評
価
す
る
。

（
２
）
資
格
試
験
の
過
去
の
取
得
状
況
か
ら
授
業
改
善
に
活
か
せ
る
方
法
を
平
成
2
1
年
度
に
検
討
し
，
平
成
2
2
年
度
か
ら

実
施
し
て
評
価
す
る
。

５
．
５
　
電
子
制
御
工
学
科

４
．
５
　
電
子
制
御
工
学
科

（
１
）
高
専
本
科
の
卒
業
到
達
水
準
は
準
学
士
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
到
達
す
べ
き
レ
ベ
ル
は
技
術
士
一
次
試
験
合
格
の
レ
ベ

ル
で
あ
る
。

（
２
）
評
価
方
法
は
シ
ラ
バ
ス
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
。

（
１
）
電
気
・
電
子
，
機
械
工
学
，
制
御
工
学
の
講
義
と
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
た
実
験
・
実
習
に
よ
り
，
メ
カ
ト
ロ
ニ

ク
ス
技
術
者
と
し
て
，
産
業
界
で
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
素
養
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。
評
価
方
法
（
試
験
内
容
）
は

教
員
相
互
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

（
２
）
実
験
，
卒
業
研
究
の
そ
れ
ぞ
れ
の
区
切
り
で
開
催
す
る
発
表
会
で
の
抄
録
及
び
口
頭
発
表
し
，
日
本
語
に
よ
る
論

理
的
記
述
力
，
発
表
力
，
討
議
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

（
３
）
地
域
企
業
と
連
携
し
て
実
施
す
る
実
験
・
実
習
に
よ
る
体
験
学
習
（
実
務
訓
練
）
に
よ
り
，
自
己
の
能
力
・
適
性

や
企
業
が
求
め
る
資
質
，
就
業
の
大
切
さ
を
認
識
・
把
握
さ
せ
る
。

（
４
）
社
会
／
企
業
⇔
高
専
間
の
ル
ー
プ
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
し
っ
か
り
と
回
し
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
か
け
教
育
す
べ
く
卒
業

生
，
進
路
先
，
企
業
か
ら
の
意
見
聴
取
を
確
実
に
実
施
す
る
。
特
に
採
用
活
動
時
の
企
業
か
ら
の
訪
問
に
際
し
て
は
情
報

を
入
手
し
や
す
く
こ
の
情
報
を
教
育
の
評
価
に
活
用
す
る
。

（
５
）
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
，
環
境
汚
染
，
リ
サ
イ
ク
ル
を
念
頭
に
し
た
循
環
型
も
の
づ
く
り
の
実
践
に
よ
り
，
技
術
者
と
し

て
環
境
保
全
に
配
慮
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

５
．
６
　
電
子
情
報
工
学
科

４
．
６
　
電
子
情
報
工
学
科

（
１
）
到
達
す
べ
き
レ
ベ
ル
は
，
シ
ラ
バ
ス
に
記
載
さ
れ
た
到
達
す
べ
き
内
容
と
す
る
。

（
２
）
学
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
と
と
も
に
，
正
し
い
評
価
方
法
を
検
討
す
る
。

（
３
）
卒
業
時
に
学
生
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
，
教
育
の
到
達
水
準
を
確
認
す
る
。

（
１
）
学
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
，
関
連
科
目
担
当
の
グ
ル
ー
プ
毎
に
各
科
目
の
評
価
方
法
を
確
認
し
，
学
力
が
正
し
く
判

断
で
き
る
よ
う
評
価
基
準
を
決
め
る
。

（
２
）
５
年
卒
業
時
に
行
う
到
達
度
調
査
を
利
用
し
，
学
生
側
か
ら
の
到
達
水
準
を
確
認
し
，
授
業
内
容
お
よ
び
評
価
基

準
に
反
映
す
る
。

５
．
７
　
環
境
都
市
工
学
科

４
．
７
　
環
境
都
市
工
学
科

（
１
）
シ
ラ
バ
ス
に
記
載
さ
れ
て
い
る
教
育
目
標
お
よ
び
技
術
士
一
次
試
験
等
の
資
格
試
験
水
準
を
達
成
す
る
。

（
２
）
授
業
形
態
の
改
善
を
継
続
的
に
行
う
。

（
３
）
環
境
に
対
す
る
総
合
的
判
断
力
と
論
文
作
成
能
力
を
養
成
す
る
。

（
４
）
シ
ラ
バ
ス
で
設
定
し
た
水
準
を
全
て
の
学
生
に
達
成
さ
せ
る
。

（
１
）
教
科
内
容
に
応
じ
た
演
習
課
題
を
課
し
，
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
提
出
さ
せ
，
定
期
試
験
と
総
合
し
て
評
価
す
る
。

（
２
）
定
期
試
験
，
レ
ポ
ー
ト
の
ほ
か
に
校
内
実
力
テ
ス
ト
結
果
も
活
用
し
，
学
生
の
学
習
目
標
の
達
成
度
を
判
定
し
評

価
す
る
。

（
３
）
授
業
形
態
の
改
善
を
継
続
的
に
行
う
た
め
，
試
験
結
果
と
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
併
せ
た
学
生
の
学
習
習
熟
度
の
分

析
を
個
々
の
教
員
が
行
う
。

（
４
）
環
境
に
対
す
る
総
合
的
判
断
力
と
論
文
作
成
能
力
を
養
成
す
る
た
め
，
地
域
に
密
着
し
た
環
境
都
市
工
学
に
関
わ

る
学
習
テ
ー
マ
を
学
生
に
課
し
，
調
査
結
果
の
整
理
・
分
析
・
考
察
を
加
え
た
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
る
。

（
５
）
シ
ラ
バ
ス
で
設
定
し
た
水
準
を
全
て
の
学
生
に
達
成
さ
せ
る
た
め
，
達
成
度
に
応
じ
た
ホ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
課
し
て

実
力
向
上
を
図
る
。



- 39 - 

  ５
．
８
　
専
攻
科

４
．
８
　
専
攻
科

（
１
）
修
了
要
件
に
規
定
さ
れ
て
い
る
科
目
の
シ
ラ
バ
ス
記
載
の
学
習
・
教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
身
に
つ
け
る
べ

き
内
容
を
到
達
水
準
と
す
る
。

（
２
）
外
部
評
価
で
あ
る
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
に
よ
る
学
位
授
与
審
査
(
学
士
試
験
)
に
合
格
す
る
レ
ベ
ル
を
到
達

水
準
と
す
る
。

（
３
）
国
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
水
準
と
す
る
。

（
４
）
学
会
・
地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
で
の
講
習
会
等
で
発
表
で
き
る
水
準
。
ま
た
，
外
国
語
（
英
語
）
に
よ
る
発

表
を
行
う
こ
と
を
目
指
す
。

（
５
）
外
部
資
格
試
験
等
に
よ
る
資
格
取
得
が
で
き
る
水
準
を
目
指
す
。

（
１
）
修
了
要
件
に
規
定
さ
れ
て
い
る
科
目
の
シ
ラ
バ
ス
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を
評
価
水
準
と
す
る
。

（
２
）
学
士
試
験
（
秋
季
）
の
合
格
率
1
0
0
％
を
目
指
す
。
補
助
的
に
春
季
の
合
格
を
指
導
す
る
。

（
３
）
外
部
資
格
試
験
等
に
よ
る
資
格
取
得
が
で
き
る
水
準
を
目
指
す
。

（
４
）
専
攻
科
が
定
め
る
教
育
課
程
の
科
目
に
お
い
て
，
シ
ラ
バ
ス
に
記
載
さ
れ
た
評
価
方
法
で
評
価
す
る
。

（
５
）
産
業
シ
ス
テ
ム
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
達
成
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
で
評
価
す
る
。

（
６
）
学
士
試
験
の
試
験
で
評
価
す
る
。

４
．
９
　
専
攻
科
共
通
科
目

（
１
）
英
語
が
技
術
工
学
分
野
の
国
際
語
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
，
技
術
者
に
求
め
ら
れ
る
総
合
的
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
到
達
目
標
と
す
る
。
基
本
的
な
技
術
工
学
分
野
の
英
語
文
献
を
読
む
力
，
論
文

の
英
文
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
を
記
述
す
る
力
，
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
力
，
等
を
Ｅ
Ｓ
Ｐ
（
専
門
分
野
別
英

語
）
の
視
点
も
取
り
入
れ
な
が
ら
，
総
合
的
に
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
評
価
方
法
に
つ
い
て
，
内
容
を
重
視

し
た
定
期
試
験
に
加
え
，
口
頭
発
表
，
ま
た
口
頭
発
表
に
対
す
る
質
疑
の
内
容
，
パ
ラ
グ
ラ
フ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
達
成
度

に
よ
り
総
合
的
に
評
価
す
る
。

（
２
）
技
術
者
と
し
て
必
要
な
レ
ベ
ル
の
国
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
し
て
，
実
用
英
検
２
級
以
上
あ
る
い

は
大
学
卒
業
者
の
平
均
値
以
上
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
ス
コ
ア
取
得
を
教
育
水
準
と
す
る
。

（
３
）
技
術
者
の
立
場
で
も
必
要
な
経
営
に
関
す
る
知
識
に
触
れ
て
起
業
家
と
な
り
得
る
素
養
を
持
つ
“
優
れ
た
人
間
”

と
な
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
方
法
と
し
て
，
倫
理
学
等
の
人
文
科
学
科
目
で
評
価
し
，
さ
ら
に
関
連
の
講
演
会
等
に
参

加
さ
せ
る
こ
と
で
評
価
す
る
。

（
４
）
工
学
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
物
理
学
等
の
自
然
科
学
科
目
を
専
門
科
目
と
同
様
に
重
視
し
て
評
価
す
る
。

４
．
１
０
　
生
産
環
境
シ
ス
テ
ム
専
攻

（
１
）
自
然
環
境
・
社
会
環
境
と
科
学
技
術
と
の
関
連
を
よ
く
理
解
し
，
自
ら
の
学
習
・
研
究
成
果
を
対
外
的
に
説
明
で

き
る
技
術
者
と
な
る
能
力
を
育
成
す
る
た
め
，
対
外
的
な
場
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
評
価
す
る
。

（
２
）
発
想
が
豊
か
で
，
率
先
し
て
企
画
・
提
案
が
で
き
る
技
術
者
と
な
る
た
め
に
，
外
部
の
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の

積
極
的
な
参
加
を
評
価
す
る
。

（
３
）
企
業
等
の
現
場
で
役
立
つ
先
進
技
術
を
身
に
付
け
る
た
め
に
，
先
進
の
設
計
手
法
等
を
学
び
，
各
種
資
格
の
取
得

を
評
価
す
る
。

４
．
１
１
　
電
気
情
報
シ
ス
テ
ム
専
攻

（
１
）
社
会
の
変
化
や
急
速
な
技
術
の
発
展
に
対
応
し
て
，
自
ら
も
変
革
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
持
っ
た
技
術

者
と
な
る
た
め
の
優
れ
た
情
報
収
集
・
活
用
能
力
を
評
価
す
る
。

（
２
）
各
種
情
報
処
理
・
応
用
関
連
資
格
の
取
得
を
可
能
と
す
る
よ
う
指
導
し
て
評
価
す
る
。

（
３
）
大
学
学
部
レ
ベ
ル
以
上
の
電
気
電
子
情
報
工
学
全
般
を
見
通
せ
る
力
を
育
成
し
て
評
価
す
る
。

６
．
学
生
支
援

５
．
学
生
支
援

６
．
１
　
学
習
支
援
、
資
格
支
援

５
．
１
　
学
習
支
援
、
資
格
支
援

（
１
）
個
人
の
適
性
に
応
じ
た
学
習
，
自
発
性
を
尊
重
し
た
学
習
を
可
能
と
す
る
環
境
を
検
討
す
る
。

（
２
）
留
年
者
，
退
学
者
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
教
育
指
導
体
制
を
検
討
す
る
。

（
３
）
様
々
な
産
業
分
野
で
必
要
と
な
る
資
格
の
中
で
，
学
生
の
進
路
に
お
い
て
重
要
か
つ
評
価
の
高
い
資
格
の
受
験
を

奨
励
し
，
在
学
中
の
資
格
取
得
者
増
を
図
る
。

（
１
）
希
望
す
る
進
路
に
合
わ
せ
た
補
習
，
個
人
指
導
（
Ｔ
Ａ
の
導
入
も
含
め
）
等
の
学
習
支
援
を
行
う
。

（
２
）
成
績
不
振
者
，
学
力
不
足
の
学
生
へ
の
補
習
（
Ｔ
Ａ
の
導
入
も
含
め
）
を
実
施
す
る
。

（
３
）
仮
進
級
制
度
等
の
制
度
を
検
討
す
る
。

（
４
）
資
格
試
験
に
向
け
て
の
補
習
の
実
施
を
検
討
す
る
。

（
５
）
学
校
行
事
等
の
満
足
度
調
査
を
行
い
，
学
生
の
満
足
度
，
要
望
等
を
把
握
し
改
善
を
図
る
。
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  ６
．
２
　
経
済
支
援

５
．
２
　
経
済
支
援

（
１
）
高
専
機
構
に
よ
る
入
学
料
免
除
ま
た
は
猶
予
，
授
業
料
免
除
，
さ
ら
に
日
本
学
生
支
援
機
構
の
他
各
種
団
体
に
よ

る
奨
学
金
募
集
に
対
し
て
経
済
的
支
援
を
的
確
に
遺
漏
な
く
実
施
す
る
。

（
２
）
入
学
料
，
授
業
料
の
滞
納
者
に
対
し
て
状
況
の
確
認
を
十
分
行
い
，
適
切
な
対
応
を
行
う
。

（
３
）
優
秀
な
学
生
，
顕
著
な
活
躍
を
し
て
い
る
に
も
係
ら
ず
，
安
心
し
て
修
学
に
取
り
組
め
な
い
学
生
等
に
対
し
て
学

内
外
に
お
い
て
称
え
る
と
共
に
奨
学
金
授
与
等
の
経
済
的
支
援
を
行
え
る
体
制
を
検
討
す
る
。

（
４
）
修
学
を
続
け
る
た
め
に
経
済
的
な
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
学
生
に
対
し
て
，
ア
ル
バ
イ
ト
の
許
可
お
よ
び
斡
旋

等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
安
心
し
て
学
生
生
活
を
行
え
る
よ
う
に
支
援
を
検
討
す
る
。

（
１
）
学
生
の
経
済
的
支
援
と
し
て
，
高
専
機
構
に
よ
る
入
学
料
免
除
ま
た
は
猶
予
，
授
業
料
免
除
，
さ
ら
に
日
本
学
生

支
援
機
構
の
他
各
種
団
体
に
よ
る
奨
学
金
等
の
経
済
的
支
援
を
的
確
に
遺
漏
な
く
実
施
す
る
。

（
２
）
入
学
料
，
授
業
料
の
滞
納
者
に
対
し
て
状
況
の
確
認
を
迅
速
な
確
認
を
行
い
，
未
納
者
お
よ
び
滞
納
者
に
対
し
て

は
学
級
担
任
を
通
じ
て
適
切
な
対
応
を
行
う
。

（
３
）
優
秀
な
学
生
，
顕
著
な
活
躍
を
し
て
い
る
に
も
係
ら
ず
，
安
心
し
て
修
学
に
取
り
組
め
な
い
学
生
等
に
対
し
て
学

内
外
に
お
い
て
称
え
る
と
共
に
奨
学
金
授
与
等
の
経
済
的
支
援
を
行
え
る
よ
う
検
討
す
る
。

（
４
）
修
学
を
続
け
る
た
め
に
経
済
的
な
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
学
生
に
対
し
て
，
ア
ル
バ
イ
ト
の
許
可
お
よ
び
斡
旋

等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

６
．
３
　
課
外
活
動
支
援

５
．
３
　
課
外
活
動
支
援

（
１
）
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
学
生
を
育
成
す
る
た
め
に
，
学
生
の
自
主
的
活
動
を
安
全
か
つ
健
全
に
行
え

る
よ
う
に
十
分
な
体
制
を
整
え
て
支
援
す
る
。
特
に
，
自
主
的
活
動
環
境
の
提
供
の
あ
り
方
，
自
主
的
活
動
資
金
の
支
出

の
あ
り
方
，
指
導
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
２
）
本
校
の
学
生
に
相
応
し
い
コ
ン
テ
ス
ト
，
競
技
大
会
，
コ
ン
ク
ー
ル
等
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
。

（
１
）
部
・
同
好
会
活
動
の
場
所
を
十
分
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
活
動
場
所
の
検
討
を
行
う
と
共
に
支
援
を
行
う
。

（
２
）
活
動
の
た
め
の
費
用
と
し
て
，
学
生
会
予
算
で
は
対
応
で
き
な
い
施
設
・
設
備
の
支
援
と
し
て
厚
生
補
導
経
費
の

適
正
な
運
用
を
行
う
。
特
に
年
度
ご
と
の
支
援
状
況
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
公
表
す
る
と
共
に
効
率
的
な
運
用
に
努
め

る
。

（
３
）
自
主
的
活
動
資
金
の
支
援
を
学
生
会
，
後
援
会
，
同
好
会
等
と
協
力
し
て
有
効
な
運
用
を
行
う
。

（
４
）
運
動
系
，
文
科
系
の
部
お
よ
び
同
好
会
の
指
導
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
，
運
動
部
お
よ
び
合
宿
を
行
う
文
科
系

の
部
の
指
導
を
効
果
的
に
行
う
よ
う
な
体
制
を
検
討
す
る
。

（
５
）
専
門
的
な
指
導
を
行
う
た
め
の
支
援
を
検
討
す
る
。
特
に
内
部
の
教
員
だ
け
で
な
く
，
外
部
の
コ
ー
チ
を
招
聘
す

る
体
制
を
検
討
す
る
。

（
６
）
教
員
の
指
導
業
務
量
が
過
剰
負
荷
に
な
ら
な
い
た
め
の
体
制
を
検
討
す
る
。

（
７
）
長
期
休
業
中
に
合
宿
を
行
う
た
め
の
指
導
体
制
を
整
え
る
た
め
の
検
討
を
す
る
。

（
８
）
コ
ン
テ
ス
ト
，
競
技
大
会
，
コ
ン
ク
ー
ル
等
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
。

６
．
４
　
進
路
指
導

５
．
４
　
進
路
指
導

（
１
）
卒
業
予
定
者
に
係
る
就
職
に
つ
い
て
の
申
合
せ
，
お
よ
び
長
野
工
業
高
等
専
門
学
校
職
業
紹
介
業
務
運
営
規
則
に

従
い
，
時
代
の
変
化
に
即
し
た
適
切
な
進
路
指
導
を
行
う
。

（
２
）
 
５
年
生
お
よ
び
４
年
生
の
学
生
だ
け
で
な
く
，
低
学
年
の
学
生
に
対
し
て
も
進
路
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。

（
３
）
技
術
者
と
し
て
の
職
業
人
意
識
を
根
付
か
せ
る
た
め
の
育
成
を
低
学
年
か
ら
行
う
体
制
を
整
え
る
。

（
４
）
進
学
を
希
望
す
る
低
学
年
の
学
生
に
対
す
る
支
援
体
制
を
確
立
す
る
。

（
１
）
卒
業
予
定
者
に
係
る
就
職
に
つ
い
て
の
申
合
せ
，
お
よ
び
長
野
工
業
高
等
専
門
学
校
職
業
紹
介
業
務
運
営
規
則
に

従
い
，
時
代
の
変
化
に
即
し
た
適
切
な
進
路
指
導
を
行
う
。

（
２
）
進
路
指
導
室
を
設
置
し
，
進
路
指
導
室
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。
特
に
，
５
学
年
お
よ
び
４
学
年
の
学
生
だ
け
で

な
く
，
低
学
年
の
学
生
に
対
し
て
も
，
進
路
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。

（
３
）
低
学
年
か
ら
技
術
者
と
し
て
の
職
業
人
意
識
を
根
付
か
せ
る
た
め
の
育
成
を
行
う
体
制
を
整
え
る
。
学
年
会
と
協

力
し
て
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
活
用
し
な
が
ら
社
会
人
教
育
の
た
め
の
講
演
会
を
企
画
す
る
等
の
検
討
を
行
う
。

６
．
５
　
心
身
の
健
康
に
関
す
る
支
援

５
．
５
　
心
身
の
健
康
に
関
す
る
支
援

（
１
）
学
生
の
心
身
の
健
康
に
関
し
て
，
学
級
担
任
，
学
年
会
，
学
科
，
教
務
委
員
会
，
学
生
支
援
委
員
会
，
寮
務
委
員

会
，
学
生
相
談
室
，
保
健
室
お
よ
び
関
係
事
務
等
が
連
携
し
て
支
援
す
る
。

（
２
）
学
生
，
教
職
員
の
法
定
伝
染
病
発
病
時
に
お
け
る
緊
急
体
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
３
）
学
生
の
心
の
悩
み
に
つ
い
て
早
期
発
見
，
早
期
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
関
係
部
署
が
緊
密
に
連
携
を
と
る
体
制

を
検
討
す
る
。

（
１
）
学
生
の
心
身
の
健
康
に
関
し
て
，
学
級
担
任
，
学
年
会
，
学
科
，
教
務
委
員
会
，
学
生
支
援
委
員
会
，
寮
務
委
員

会
，
学
生
相
談
室
，
保
健
室
お
よ
び
関
係
事
務
等
が
連
携
し
て
支
援
す
る
体
制
を
整
え
て
周
知
を
行
う
。

（
２
）
学
生
，
教
職
員
の
法
定
伝
染
病
発
病
時
に
お
け
る
緊
急
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
，
体
制
を
整
え
て
周
知
を
行
う
。

（
３
）
学
生
の
心
の
悩
み
に
つ
い
て
早
期
発
見
，
早
期
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
関
係
部
署
が
緊
密
に
連
携
を
と
る
体
制

を
整
え
て
教
職
員
へ
周
知
す
る
と
と
も
に
学
生
へ
呼
び
か
け
る
。

６
．
６
　
国
際
性
を
涵
養
す
る
た
め
の
支
援

５
．
６
　
国
際
性
を
涵
養
す
る
た
め
の
支
援

（
１
）
学
内
に
国
際
化
推
進
の
た
め
の
組
織
化
を
行
い
，
国
際
化
の
戦
略
を
明
確
に
し
た
上
で
体
制
を
整
備
し
，
推
進
す

る
。

（
２
）
組
織
が
他
の
組
織
と
協
力
し
て
学
生
が
国
際
性
豊
か
な
技
術
者
と
な
る
た
め
の
支
援
を
行
う
。

（
１
）
国
際
化
推
進
の
た
め
の
組
織
化
を
行
い
，
国
際
戦
略
を
明
確
に
し
た
上
で
国
際
推
進
を
実
施
す
る
。

（
２
）
学
生
が
国
際
性
豊
か
な
技
術
者
と
な
る
た
め
の
国
際
交
流
等
の
企
画
・
実
施
を
検
討
す
る
。
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  ６
．
７
　
留
学
生
指
導

５
．
７
　
留
学
生
指
導

（
１
）
地
域
の
国
際
交
流
機
関
や
団
体
と
の
連
携
を
深
め
る
。

（
２
）
長
期
休
業
期
間
中
の
留
学
生
の
寮
生
活
に
お
け
る
安
全
管
理
・
生
活
指
導
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

（
３
）
留
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
。
こ
と
に
女
子
留
学
生
に
つ
い
て
は
，
女
子
寮
の
増
築
を
早
期
に
実
現
し
，
受

け
入
れ
人
数
の
増
加
を
図
る
。

（
１
）
入
学
後
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め
，
受
け
入
れ
前
の
指
導
を
充
実
さ
せ
る
。

（
２
）
全
国
の
高
専
在
籍
中
の
留
学
生
に
対
す
る
イ
ベ
ン
ト
（
例
え
ば
ス
キ
ー
実
習
）
を
主
管
し
，
留
学
生
及
び
チ
ュ
ー

タ
ー
の
交
流
活
性
化
推
進
を
検
討
す
る
。

６
．
８
　
学
生
の
要
望
の
把
握

５
．
８
　
学
生
の
要
望
の
把
握

（
１
）
学
校
の
教
育
・
運
営
に
関
す
る
学
生
の
要
望
を
聞
く
体
制
と
し
て
，
意
見
交
換
会
，
メ
ー
ル
目
安
箱
の
体
制
を
推

進
す
る
。

（
２
）
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
学
校
の
教
育
・
運
営
に
的
確
か
つ
確
実
に
反
映
す
る
体
制
を
検
討
す
る
。

（
１
）
本
科
学
生
の
意
見
交
換
会
，
専
攻
科
学
生
と
の
懇
談
会
を
実
施
す
る
。

（
２
）
学
生
の
要
望
，
意
見
を
ま
と
め
て
，
必
要
に
応
じ
て
改
善
を
行
う
。

７
．
学
生
寮

６
．
学
生
寮

　
個
々
の
寮
生
が
「
寮
生
活
の
手
引
き
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
基
本
的
な
規
則
を
守
り
，
事
故
・
事
件
の
な
い
平
穏
な
寄

宿
舎
環
境
を
確
保
・
維
持
す
る
。

７
．
１
　
学
習
支
援

６
．
１
　
学
習
支
援

（
１
）
｢
確
か
な
学
力
｣
を
獲
得
す
る
た
め
，
低
学
年
寮
生
の
基
礎
学
力
を
向
上
さ
せ
る
。

（
２
）
学
習
環
境
の
整
備
を
行
い
，
学
習
お
よ
び
生
活
指
導
体
制
を
検
討
す
る
。

（
１
）
低
学
年
寮
生
の
基
礎
学
力
向
上
の
た
め
，
学
習
習
慣
を
確
立
す
る
方
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
，
基
礎
科
目
の
学

習
支
援
を
実
施
す
る
。

①
学
習
時
間
帯
に
お
け
る
コ
ア
タ
イ
ム
の
設
定
と
当
直
教
員
に
よ
る
巡
視
の
実
施

②
成
績
不
振
者
の
学
習
指
導
を
検
討
し
，
可
能
な
も
の
か
ら
実
施

（
２
）
日
課
を
基
準
と
し
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
寮
生
活
か
ら
，
自
学
自
習
の
雰
囲
気
づ
く
り
を
行
う
。

①
自
主
的
な
勉
強
会
に
対
す
る
施
設
・
設
備
な
ど
の
物
的
支
援

②
学
習
と
課
外
活
動
の
両
立
を
基
本
と
し
て
，
学
生
支
援
委
員
会
と
連
携
し
た
指
導
の
実
施

７
．
２
　
生
活
支
援

６
．
２
　
生
活
支
援

（
１
）
学
生
寮
で
の
共
同
生
活
を
通
じ
て
，
自
律
性
と
社
会
性
を
醸
成
す
る
。

（
２
）
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
｢
豊
か
な
人
間
性
｣
を
磨
き
，
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
執
れ
る
学
生
を
育
成
す
る
。

（
３
）
 
学
校
生
活
に
お
け
る
障
害
者
の
支
援
体
制
と
連
動
し
て
，
障
害
を
抱
え
る
寮
生
の
生
活
支
援
体
制
を
検
討
す
る
。

（
１
）
自
己
管
理
で
き
る
生
活
習
慣
お
よ
び
自
己
責
任
に
よ
る
行
動
か
ら
自
律
性
を
学
び
，
共
同
生
活
の
中
か
ら
他
者
へ

の
思
い
や
り
や
い
た
わ
り
の
心
，
感
謝
す
る
気
持
ち
，
互
譲
の
精
神
な
ど
を
身
に
つ
け
，
こ
れ
ら
を
通
じ
て
外
来
者
や
教

職
員
に
対
し
て
，
ま
た
，
寮
生
同
士
で
気
持
ち
の
よ
い
挨
拶
が
自
然
に
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

（
２
）
寮
生
会
役
員
・
指
導
寮
生
・
階
長
・
館
長
等
，
上
級
生
の
指
導
に
力
を
入
れ
，
寮
内
の
秩
序
維
持
お
よ
び
下
級
生

の
指
導
に
役
立
つ
人
材
の
育
成
を
図
る
。
ま
た
，
寮
お
よ
び
地
域
の
自
主
的
な
奉
仕
活
動
の
企
画
と
運
営
を
寮
生
会
が
主

体
と
な
っ
て
実
行
し
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
を
寮
生
全
員
が
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
障
害
者
の
受
け
入
れ
に
際
し
，
教
務
委
員
会
，
学
生
支
援
委
員
会
等
と
連
携
し
て
，
迅
速
で
確
実
な
支
援
体
制
が

で
き
る
よ
う
規
則
等
の
整
備
を
実
現
す
る
。

７
．
３
　
施
設
・
設
備

６
．
３
　
施
設
・
設
備

（
１
）
低
学
年
の
入
寮
希
望
者
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
寮
の
増
築
・
改
修
お
よ
び
他
の
方
法
を
検
討
し
，
可
能
な
も
の
か

ら
実
施
す
る
。

（
２
）
安
全
で
快
適
な
寮
環
境
を
確
保
・
維
持
す
る
た
め
，
学
生
寮
の
整
備
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。

（
３
）
学
生
寮
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制
を
確
立
す
る
。

（
１
）
男
子
寮
お
よ
び
女
子
寮
定
員
に
対
す
る
入
寮
希
望
者
の
不
均
衡
を
是
正
し
，
そ
の
男
女
比
に
よ
っ
て
柔
軟
に
対
応

で
き
る
施
設
と
す
る
た
め
，
男
子
寮
の
一
部
を
改
修
し
て
こ
れ
に
当
て
る
こ
と
を
検
討
し
，
予
算
要
求
を
行
う
。
ま
た
，

慢
性
的
な
寮
室
不
足
を
解
消
す
る
た
め
，
寮
の
増
築
を
引
き
続
き
要
求
し
て
い
く
。
高
専
周
辺
の
居
住
施
設
（
ア
パ
ー
ト

等
）
と
契
約
を
行
い
，
退
寮
者
に
便
宜
を
図
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

（
２
）
寮
内
の
点
検
を
定
期
的
に
行
い
，
危
険
箇
所
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
速
や
か
に
安
全
対
策
を
施
す
。
ま
た
，
故
障

や
破
損
な
ど
に
つ
い
て
は
随
時
修
理
し
，
現
有
設
備
の
維
持
管
理
と
更
新
を
実
施
す
る
。

（
３
）
火
災
や
災
害
時
の
避
難
方
法
の
周
知
を
行
う
と
と
も
に
，
避
難
訓
練
を
実
施
し
，
不
都
合
箇
所
を
確
認
し
て
そ
の

改
善
を
図
る
。
ま
た
，
寮
内
の
消
火
設
備
お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
関
す
る
寮
生
向
け
講
習
会
を
逐
次
実
施
し
，
的
確
な

初
期
対
応
が
可
能
な
体
制
づ
く
り
を
行
う
。
感
染
症
に
関
し
て
は
，
 
寮
内
の
感
染
拡
大
を
抑
制
す
る
方
法
を
検
討
し
て
，

感
染
症
発
生
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。
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  ８
．
学
術
・
教
育
研
究

７
．
学
術
・
教
育
研
究

８
．
１
　
研
究
の
体
制

７
．
１
　
研
究
体
制

（
１
）
本
校
の
教
育
内
容
を
技
術
の
進
歩
に
即
応
さ
せ
，
教
員
自
ら
の
創
造
性
を
高
め
る
た
め
に
，
研
究
活
動
を
活
性
化

さ
せ
る
た
め
の
支
援
の
体
制
を
推
進
す
る
。

（
２
）
研
究
活
動
は
本
校
の
教
育
の
質
を
保
障
し
，
知
的
情
報
の
発
生
源
と
し
て
教
育
へ
の
還
元
と
社
会
へ
の
貢
献
を
す

る
た
め
の
支
援
の
体
制
を
推
進
す
る
。

（
３
）
学
術
の
最
先
端
を
担
う
基
礎
的
研
究
と
と
も
に
地
域
産
業
の
現
実
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
技
術
開
発
的
研
究
を
行

う
支
援
の
体
制
を
整
え
る
。

（
１
）
教
育
内
容
を
技
術
の
進
歩
に
即
応
さ
せ
，
教
員
自
ら
の
創
造
性
を
高
め
る
た
め
に
，
研
究
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
方
策
を
検
討
し
実
施
す
る
。

（
２
）
高
専
で
の
研
究
活
動
は
，
最
先
端
を
担
う
基
礎
的
研
究
よ
り
は
，
地
域
産
業
の
現
実
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
技
術

開
発
的
研
究
を
重
視
す
る
意
識
を
拡
げ
る
た
め
の
体
制
整
備
を
検
討
す
る
。

（
３
）
研
究
支
援
委
員
会
の
機
能
体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
，
委
員
（
学
科
長
）
の
義
務
と
立
場
を
強
化
明
確
に
し
，
以

下
の
事
柄
を
推
進
す
る
。

①
各
教
員
の
研
究
動
向
お
よ
び
成
果
を
把
握
し
，
研
究
の
量
的
質
的
向
上
を
促
す
。

②
研
究
成
果
の
公
表
（
著
書
，
学
会
論
文
発
表
，
特
許
申
請
，
製
品
化
な
ど
）
を
促
す
。

③
知
的
財
産
戦
略
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
有
効
活
用
し
，
知
的
財
産
取
得
活
動
を
推
進
す
る
。

④
競
争
的
研
究
費
（
学
内
・
学
科
内
）
を
増
額
し
，
学
内
（
学
科
内
）
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
優
先
配
分
を
検
討

し
実
施
す
る
。

⑤
教
員
が
所
属
す
る
学
会
で
の
活
動
の
増
大
を
促
す
。

８
．
２
　
研
究
の
成
果

７
．
２
　
研
究
の
成
果

（
１
）
研
究
の
成
果
は
公
表
（
著
書
，
学
会
論
文
発
表
，
特
許
申
請
，
製
品
化
な
ど
）
し
，
社
会
へ
の
還
元
を
促
す
。

（
２
）
研
究
内
容
，
研
究
公
表
方
法
，
教
育
お
よ
び
社
会
へ
の
寄
与
等
に
つ
い
て
成
果
を
紀
要
の
「
研
究
発
表
題
目
一

覧
」
や
「
自
己
点
検
評
価
報
告
書
」
な
ど
に
適
切
に
ま
と
め
，
評
価
す
る
。

（
３
）
地
域
産
業
の
現
実
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
得
る
技
術
開
発
的
研
究
の
成
果
を
効
果
的
に
活
用
さ
せ
る
。

（
４
）
研
究
活
動
で
得
た
知
的
財
産
と
し
て
ま
と
め
，
地
域
と
の
共
同
研
究
・
受
託
研
究
へ
の
積
極
的
な
流
通
を
促
進
す

る
。

（
５
）
共
同
研
究
の
成
果
を
特
許
や
学
術
論
文
と
し
て
表
し
，
相
手
先
企
業
や
技
術
者
の
研
究
能
力
を
高
め
る
成
果
に
繋

げ
，
あ
わ
せ
て
教
員
の
資
質
向
上
の
成
果
と
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

（
１
）
研
究
の
成
果
を
公
表
（
著
書
，
学
会
論
文
発
表
，
学
会
口
頭
発
表
，
特
許
申
請
，
製
品
化
な
ど
）
し
，
社
会
へ
の

還
元
に
努
め
る
。

（
２
）
人
材
の
育
成
と
い
う
教
育
面
の
社
会
貢
献
に
加
え
て
，
地
域
に
密
着
し
た
実
用
に
供
し
得
る
技
術
開
発
的
研
究
を

地
域
と
共
に
実
践
し
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
，
教
育
に
も
研
究
に
も
打
ち
込
む

状
況
を
評
価
す
る
方
策
を
検
討
し
実
施
す
る
。

（
３
）
地
域
産
業
の
現
実
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
得
る
技
術
開
発
的
研
究
を
実
践
す
る
た
め
に
，
教
員
と
地
域
企
業
と
の
接

点
を
増
や
す
機
会
を
多
数
設
定
す
る
。

（
４
）
研
究
活
動
で
得
た
知
的
財
産
を
活
用
し
て
，
地
域
と
の
共
同
研
究
・
受
託
研
究
へ
の
積
極
的
な
取
組
み
を
促
進
す

る
た
め
に
，
シ
ー
ズ
集
な
ど
種
々
の
広
報
手
段
を
検
討
し
実
施
す
る
。

（
５
）
共
同
研
究
の
成
果
に
よ
り
，
次
の
事
柄
を
実
施
す
る
。

①
相
手
先
企
業
や
技
術
者
の
技
術
力
を
高
め
る
支
援
を
行
う
。

②
新
製
品
開
発
を
実
現
し
特
許
な
ど
の
知
的
財
産
の
取
得
に
結
び
付
け
る
。

③
学
術
論
文
化
に
よ
り
学
会
活
動
を
促
進
し
，
そ
の
成
果
と
し
て
企
業
技
術
者
の
学
位
取
得
に
結
び
付
け
る
。

（
６
）
「
長
野
高
専
に
お
け
る
教
員
顕
彰
に
関
す
る
申
し
合
せ
」
の
顕
彰
対
象
項
目
に
，
「
顕
著
な
研
究
業
績
を
上
げ
た

教
員
」
を
織
り
込
む
こ
と
を
検
討
す
る
。

８
．
３
　
研
究
成
果
の
教
育
へ
の
寄
与

７
．
３
　
研
究
の
教
育
へ
の
寄
与

（
１
）
研
究
成
果
を
教
育
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
実
施
体
制
を
検
討
す
る
。

（
２
）
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
技
術
開
発
的
研
究
を
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
共
同
教
育
に
反
映
さ
せ
る
。

（
３
）
研
究
活
動
で
得
た
知
的
財
産
を
活
用
し
て
，
学
生
だ
け
で
な
く
，
社
会
人
技
術
者
に
対
す
る
知
的
財
産
権
教
育
へ

反
映
さ
せ
る
体
制
を
整
え
る
。

（
１
）
研
究
活
動
は
，
教
育
の
質
を
保
障
す
る
上
で
の
重
要
な
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
，
教
育
へ
の
還
元
と

社
会
へ
の
貢
献
が
主
た
る
目
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
教
育
に
も
研
究
に
も
打
ち
込
む
状
況
を
評
価
す
る
方
策
を
検
討
し
実

施
す
る
。
紀
要
の
「
研
究
発
表
題
目
一
覧
」
や
「
自
己
点
検
評
価
報
告
書
」
な
ど
に
よ
り
成
果
の
程
度
を
確
認
す
る
。

（
２
）
研
究
成
果
が
教
育
現
場
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
し
て
い
る
か
を
評
価
し
，
教
育
改
善
に
活
用
す
る
。

（
３
）
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
技
術
開
発
的
研
究
を
実
践
し
，
成
果
を
共
同
教
育
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
方
策
に
長
期
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を
重
点
的
に
活
用
す
る
。

（
４
）
研
究
活
動
で
得
た
知
的
財
産
を
活
用
し
て
，
地
域
と
の
共
同
研
究
・
受
託
研
究
へ
積
極
的
な
取
組
み
を
実
施
す

る
。
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  ９
．
産
学
官
連
携
お
よ
び
地
域
連
携

８
．
産
学
官
連
携
お
よ
び
地
域
連
携

９
．
１
　
産
学
官
連
携
の
体
制
ま
た
は
組
織

８
．
１
　
産
学
官
連
携
の
体
制
ま
た
は
組
織

（
１
）
地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
の
機
能
体
制
を
整
備
す
る
。

（
２
）
技
術
室
の
機
能
体
制
を
整
備
す
る
。

（
３
）
長
野
高
専
技
術
振
興
会
の
体
制
を
整
備
す
る
。

（
４
）
包
括
協
定
・
連
携
協
定
を
結
ん
だ
自
治
体
・
団
体
と
の
共
同
事
業
を
さ
ら
に
推
進
す
る
。

（
１
）
地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
の
機
能
体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
，
以
下
を
検
討
し
実
施
す
る
。

①
地
元
企
業
と
の
連
携
の
窓
口
業
務
を
集
約
的
に
行
う
た
め
の
組
織
で
あ
る
こ
と
を
，
運
営
構
成
員
お
よ
び
担
当
者
と
再

確
認
す
る
。

②
地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
技
術
研
究
所
の
機
能
を
有
効
活
用
し
，
地
域
企
業
か
ら
の
技
術
相
談
な
ど
に
対
す
る
迅
速

で
柔
軟
な
対
応
体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
，
各
部
門
（
チ
ー
ム
）
と
そ
の
構
成
員
の
見
直
し
を
検
討
し
実
施
す
る
。

③
地
域
企
業
と
連
携
し
共
同
研
究
の
機
会
を
増
大
さ
せ
，
競
争
的
研
究
資
金
の
獲
得
方
策
を
検
討
す
る
た
め
に
技
術
交
流

会
の
回
数
を
増
や
し
企
業
と
の
出
会
い
の
機
会
の
増
加
を
図
る
。

④
学
内
定
員
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
，
専
任
教
員
の
配
置
を
検
討
す
る
。

⑤
大
型
外
部
資
金
に
依
存
し
な
い
で
可
能
と
な
る
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
配
置
を
検
討
し
実
施
す
る
。

⑥
広
報
機
能
を
強
化
し
地
域
企
業
と
の
相
互
連
絡
網
を
構
築
す
る
た
め
に
，
情
報
交
換
の
手
法
改
善
を
検
討
し
実
施
す

る
。

⑦
校
内
外
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
方
策
を
検
討
す
る
。

（
２
）
技
術
室
の
機
能
体
制
を
整
備
す
る
。

①
技
術
職
員
の
地
域
連
携
に
果
た
す
べ
き
役
割
と
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
た
め
の
検
討
を
行
う
。

②
地
域
連
携
活
動
を
通
じ
て
，
若
手
技
術
職
員
の
民
間
企
業
等
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
を
検

討
す
る
。

（
３
）
長
野
高
専
技
術
振
興
会
の
体
制
の
整
備
を
支
援
す
る
。

①
長
野
高
専
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
に
対
し
，
よ
り
一
層
の
協
力
を
図
る
と
と
も
に
，
地
域
産
業
界
と
の
連
携
・
交
流

を
深
め
る
。

②
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
配
置
を
実
現
し
，
こ
れ
に
よ
り
広
報
活
動
を
強
化
し
，
加
盟
企
業
数
の
増
大
な
ど
に
よ
り
活

動
基
盤
の
整
備
を
検
討
す
る
。

（
４
）
（
財
）
長
野
県
テ
ク
ノ
財
団
（
同
善
光
寺
バ
レ
ー
地
域
セ
ン
タ
ー
）
，
（
財
）
長
野
経
済
研
究
所
な
ど
の
協
力
団

体
と
の
共
同
歩
調
体
制
を
強
化
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
し
実
施
す
る
。

（
５
）
（
株
）
信
州
Ｔ
Ｌ
Ｏ
と
の
共
同
事
業
を
推
進
し
，
知
的
財
産
関
連
事
業
に
限
ら
な
い
広
範
な
新
規
事
業
を
企
画
し

実
施
す
る
。

（
６
）
包
括
協
定
・
連
携
協
定
を
結
ん
だ
自
治
体
・
団
体
と
の
共
同
事
業
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
に
，
方
策
を
検
討
し

実
施
す
る
。

（
７
）
県
内
19
大
学
・
高
専
が
組
織
す
る
信
州
産
学
官
連
携
機
構
に
お
い
て
，
中
心
的
役
割
を
果
た
す
た
め
の
学
内
組
織

を
検
討
す
る
。

（
８
）
起
業
の
郷
・
企
業
書
生
制
度
を
推
進
し
，
地
域
連
携
（
共
同
研
究
）
事
業
と
複
合
さ
せ
た
新
し
い
方
式
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
の
展
開
を
図
る
た
め
の
方
策
を
検
討
し
実
施
す
る
。

（
９
）
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
高
等
教
育
機
関
と
し
て
存
続
す
る
た
め
に
，
従
来
か
ら
の
学
生
教
育
事
業
（
本
科
・
専
攻

科
で
の
通
常
の
教
育
活
動
）
の
ほ
か
に
，
地
域
企
業
と
連
携
し
た
創
造
性
豊
か
な
実
践
的
技
術
者
育
成
コ
ー
ス
の
開
設
・

社
会
人
生
涯
学
習
コ
ー
ス
開
設
な
ど
，
新
し
い
切
り
口
の
教
育
事
業
の
展
開
を
検
討
す
る
。
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  ９
．
２
　
産
学
官
連
携
の
実
施

８
．
２
　
産
学
官
連
携
の
実
施

（
１
）
地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
の
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
研
究
会
事
業
を
さ
ら
に
推
進
す
る
。

（
２
）
長
野
高
専
技
術
振
興
会
の
発
展
と
推
進
に
向
け
て
活
動
す
る
。

（
３
）
地
域
企
業
と
連
携
し
た
新
し
い
方
式
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
検
討
す
る
。

（
４
）
地
域
企
業
人
材
の
育
成
・
社
会
人
の
生
涯
学
習
な
ど
を
視
野
に
入
れ
た
，
教
育
事
業
の
展
開
を
検
討
す
る
。

（
５
）
行
政
や
公
共
団
体
に
関
す
る
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

（
１
）
地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
の
各
種
研
究
会
事
業
を
さ
ら
に
推
進
し
，
各
地
域
で
も
出
前
講
座
と
し
て
展
開
す
る

手
法
を
拡
大
す
る
た
め
に
，
各
地
の
商
工
会
議
所
な
ど
と
共
同
で
検
討
し
実
施
す
る
。

（
２
）
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
み
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
高
専
等
を
活
用
し
た
中
小
企
業
人
材
育
成
支
援
事
業
，
社
会
人

の
学
び
な
お
し
ニ
ー
ズ
対
応
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
成
果
を
，
自
立
事
業
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
を
検
討
し
実
施

す
る
。

（
３
）
長
野
高
専
技
術
振
興
会
へ
の
加
盟
企
業
数
の
増
大
に
よ
る
地
域
連
携
事
業
へ
の
活
動
費
の
確
保
を
検
討
し
支
援
す

る
。

（
４
）
起
業
の
郷
・
企
業
書
生
制
度
の
推
進
に
よ
り
，
地
域
企
業
と
連
携
し
た
新
し
い
方
式
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

の
展
開
法
を
検
討
し
実
施
す
る
。

（
５
）
地
域
企
業
人
材
の
育
成
・
社
会
人
の
生
涯
学
習
な
ど
を
視
野
に
入
れ
た
教
育
事
業
を
展
開
す
る
た
め
の
方
策
を
検

討
し
実
施
す
る
。

（
６
）
地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
強
化
し
て
地
域
連
携
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
推
進
す
る
こ
と
で
，
地
域
企

業
や
市
民
団
体
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

（
７
）
行
政
や
公
共
団
体
に
関
す
る
各
種
審
議
委
員
や
各
種
調
査
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
推
奨
す
る
。

９
．
３
　
地
域
連
携
の
体
制
ま
た
は
組
織

８
．
３
　
地
域
連
携
の
体
制
ま
た
は
組
織

（
１
）
こ
れ
ま
で
地
域
の
小
中
学
生
を
中
心
に
実
施
し
て
き
た
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
直
し
，
総
合
的
な
充
実
を
図
る
た
め

の
体
制
お
よ
び
組
織
を
検
討
す
る
。

（
２
）
一
般
社
会
，
地
域
と
の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
を
検
討
す
る
。

（
１
）
平
成

21
年
度

は
，

科
学

イ
ベ

ン
ト

担
当

者
の

も
と
に
地

域
支

援
検

討
部

会
の

組
織

お
よ

び
体

制
を
作
り
，
試

行
的

な
組
織
活
動
の
中
か
ら
次
年
度
以
降
に
向
け
て
必
要
と
な
る
事
項
の
抽
出
を
行
う
。
特
に
初
年
度
は
公
開
講
座
，
出
前
授

業
，
科
学
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
各
地
域
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
位
置
付
け
，
実
施
目
的
を
明
確
に
す
る
。

（
２
）
平
成

22
年
度

よ
り

，
各

地
域

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
を
掌
握

す
る

と
と

も
に

こ
れ

ら
を

統
括

し
，

実
施
時
期
を
含

め
た

効
果
的
な
実
施
方
法
を
検
討
し
，
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映
し
て
い
く
。

９
．
４
　
地
域
連
携
の
実
施

８
．
４
　
地
域
連
携
の
実
施

（
１
）
地
域
社
会
ま
た
は
他
の
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
小
中
学
生
あ
る
い
は
学
生
・
社
会
人
に
対
し
て
科
学
・
技
術
・
文

化
に
出
会
う
機
会
を
提
供
す
る
企
画
を
行
う
。

（
２
）
小
中
学
生
に
対
す
る
教
育
活
動
の
支
援
を
検
討
す
る
。

（
３
）
も
の
づ
く
り
教
育
の
人
材
育
成
の
支
援
を
検
討
す
る
。

（
４
）
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
支
援
を
検
討
す
る
。

（
１
）
長
野
高
専
が
も
つ
人
的
資
源
（
教
職
員
・
学
生
）
お
よ
び
施
設
・
設
備
な
ど
の
物
的
資
源
を
活
用
し
，
地
域
の
小

中
学
生
あ
る
い
は
学
生
・
社
会
人
に
対
し
て
科
学
・
技
術
・
文
化
に
出
会
う
機
会
を
提
供
し
，
小
中
学
生
の
教
育
活
動
，

も
の
づ
く
り
人
材
育
成
の
支
援
，
地
域
の
活
性
化
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
支
援
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。

（
２
）
各
地
域
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
的
な
実
施
が
可
能
と
な
る
よ
う
組
織
を
立
上
げ
，
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
と
り
ま
と

め
を
行
い
，
こ
れ
を
支
援
す
る
。
ま
た
，
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
に
共
通
し
た
満
足
度
調
査
を
実
施
し
て
，
こ
れ
を
反

映
さ
せ
る
。

（
３
）
運
営
資
金
に
つ
い
て
は
，
外
部
資
金
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
た
予
算
の
獲
得
を
検
討
す
る
。

（
４
）
公
開
講
座
に
つ
い
て
，
夏
季
休
業
な
ど
の
長
期
休
業
あ
る
い
は
休
日
に
開
催
し
，
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

テ
ー
マ
の
設
定
を
検
討
す
る
。

（
５
）
出
前
授
業
に
つ
い
て
，
出
前
授
業
の
継
続
実
施
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
支
援
体
制
を
確
立
す
る
。
ま
た
，
実
施

テ
ー
マ
と
内
容
の
見
直
し
を
各
担
当
者
に
依
頼
し
，
問
題
点
の
抽
出
と
解
決
方
法
の
検
討
を
年
度
ご
と
に
行
い
，
次
年
度

の
実
施
に
反
映
さ
せ
る
。

（
６
）
科
学
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
，
長
野
高
専
ス
カ
イ
パ
ー
ク
科
学
館
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
，
他
の
地
域
に

お
け
る
同
様
な
科
学
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
検
討
す
る
。

（
７
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
，
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
を
奨
励
し
，
特
に
本
校
団
体
で
取
り
組

む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
と
り
ま
と
め
と
支
援
を
行
う
。

（
８
）
小
中
学
校
教
員
の
た
め
の
研
修
講
座
に
つ
い
て
，
理
科
・
技
術
科
を
中
心
と
し
た
小
中
学
校
教
員
の
た
め
の
研
修

講
座
を
計
画
し
，
可
能
な
も
の
か
ら
実
施
す
る
。
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  １
０
．
施
設
お
よ
び
設
備

９
．
施
設
お
よ
び
設
備

１
０
．
１
　
教
育
課
程
の
実
現
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
・
設
備
お
よ
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

９
．
１
　
教
育
課
程
の
実
現
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
・
設
備
お
よ
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

（
１
）
技
術
の
高
度
化
に
ふ
さ
わ
し
い
実
験
設
備
，
教
育
設
備
を
整
え
る
。
老
朽
化
し
た
実
験
・
実
習
設
備
に
つ
い
て
必

要
な
更
新
を
図
り
，
技
術
の
進
展
に
即
し
た
高
度
な
実
技
教
育
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
）
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
充
実
さ
せ
，
利
用
し
や
す
く
す
る
。
あ
わ
せ
て
，
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
，
Ａ
Ｖ
Ｃ
室

お
よ
び
図
書
館
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
，
同
一
の
環
境
で
効
率
的
に
管
理
・
運
用
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

（
３
）
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
e
-
l
e
a
r
n
i
n
g
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
い
，
教
育
内
容
の
多
様
化
・
高
度
化
を
図

る
。

（
４
）
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
の
演
習
室
の
狭
隘
状
況
を
解
消
し
，
快
適
な
学
習
環
境
の
実
現
を
検
討
す
る
。

（
５
）
技
術
教
育
セ
ン
タ
ー
内
の
施
設
お
よ
び
設
備
が
安
全
衛
生
法
に
適
応
し
，
安
全
性
，
作
業
環
境
が
向
上
す
る
よ
う

に
努
め
る
。

（
６
）
学
内
の
教
育
施
設
，
設
備
機
器
の
共
通
化
・
集
約
化
を
検
討
し
，
無
駄
を
排
し
た
効
率
的
な
運
用
方
法
を
図
る
。

（
１
）
教
室
に
お
け
る
端
末
機
の
使
用
，
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
使
用
を
可
能
に
す
る
。

（
２
）
冷
暖
房
設
備
を
整
備
し
快
適
な
学
習
環
境
を
実
現
す
る
。

（
３
）
校
内
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
促
進
す
る
。

（
４
）
平
成
2
3
年
度
の
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｃ
の
設
備
更
新
に
備
え
て
，
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
，
Ａ
Ｖ
Ｃ
室
お
よ
び

図
書
館
セ
ン
タ
ー
に
新
た
に
同
一
の
実
習
教
育
シ
ス
テ
ム
を
検
討
す
る
。

（
５
）
学
内
の
建
物
等
の
改
修
に
伴
う
通
信
路
の
新
設
お
よ
び
撤
去
を
速
や
か
に
行
い
，
シ
ン
プ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

成
の
構
築
を
行
う
。

（
６
）
Ａ
Ｖ
Ｃ
室
の
設
備
，
Ａ
Ｖ
機
器
を
現
行
の
設
備
に
合
わ
せ
た
改
善
を
行
い
，
各
種
科
目
の
授
業
に
役
立
て
る
。

（
７
）
学
生
の
言
語
教
育
を
促
進
す
る
た
め
に
ネ
ッ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
を
最
新
の
も
の
を
導
入
し
，
継
続
的
に
利
用
し
て
い

く
。

（
８
）
導
入
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
運
用
に
お
い
て
，
そ
の
対
応
年
数
を
超
え
た
も
の
を
順
次
交
換
す
る
と
と
も
に

ベ
ン
ダ
ー
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
高
い
保
守
・
運
用
体
制
を
検
討
す
る
。

（
９
）
e
-
l
e
a
r
n
i
n
g
 
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
教
育
・
研
究
の
要
望
に
答
え
る
た
め
，
各
種
サ
ー
ビ
ス
サ
ー
バ

を
順
次
更
新
す
る
。

（
1
0
）
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
の
第
二
端
末
室
で
も
一
ク
ラ
ス
が
授
業
で
き
る
よ
う
に
改
善
を
検
討
す
る
。

（
1
1
）
技
術
教
育
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
し
た
施
設
・
設
備
の
更
新
を
図
る
。

（
1
2
）
地
域
連
携
事
業
に
よ
る
競
争
的
外
部
資
金
の
獲
得
を
通
じ
て
，
従
来
の
教
育
活
動
や
予
算
規
模
で
は
実
現
で
き
な

か
っ
た
最
新
の
設
備
機
器
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
導
入
を
検
討
し
実
施
す
る
。

１
０
．
２
　
研
究
の
実
施
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
・
設
備
お
よ
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

９
．
２
　
研
究
の
実
施
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
・
設
備
お
よ
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

（
１
）
研
究
の
活
性
化
に
対
応
し
た
研
究
施
設
，
研
究
設
備
を
整
備
す
る
。

（
２
）
学
内
の
研
究
施
設
，
設
備
機
器
の
共
通
化
・
集
約
化
を
検
討
し
，
無
駄
を
排
し
た
効
率
的
な
運
用
方
法
を
図
る
。

（
３
）
地
域
企
業
と
連
携
し
て
競
争
的
外
部
資
金
（
補
助
事
業
資
金
）
を
獲
得
し
，
共
同
研
究
の
推
進
に
必
要
と
な
る
最

新
の
設
備
機
器
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
導
入
を
図
る
。

（
１
）
地
域
企
業
と
連
携
し
て
競
争
的
外
部
資
金
（
補
助
事
業
資
金
）
を
獲
得
し
，
共
同
研
究
の
推
進
に
必
要
と
な
る
最

新
の
設
備
機
器
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
導
入
を
検
討
し
実
施
す
る
。

（
２
）
学
内
の
研
究
施
設
設
備
機
器
の
共
通
化
・
集
約
化
を
検
討
し
，
無
駄
を
排
し
た
効
率
的
な
運
用
方
法
を
検
討
し
実

施
す
る
。

１
０
．
３
　
図
書
館
お
よ
び
図
書
資
料

９
．
３
　
図
書
館
お
よ
び
図
書
資
料

（
１
）
学
生
の
学
習
や
課
外
活
動
，
教
職
員
の
教
育
・
研
究
に
対
応
し
た
施
設
，
資
料
の
整
備
を
推
進
す
る

（
２
）
地
域
住
民
に
広
く
利
用
さ
れ
る
施
設
，
資
料
を
整
備
す
る
。

（
３
）
文
化
・
情
報
を
広
く
発
信
す
る
施
設
・
設
備
を
検
討
す
る
。

（
１
）
授
業
や
課
外
活
動
，
研
究
へ
の
協
力
を
強
化
す
る
た
め
の
閲
覧
室
，
書
架
ス
ペ
ー
ス
，
書
庫
等
を
拡
張
し
，
参
考

図
書
，
雑
誌
等
の
充
実
を
図
る
。

（
２
）
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
。

（
３
）
講
演
会
や
講
習
会
を
開
催
し
て
地
域
貢
献
を
推
進
す
る
た
め
の
施
設
・
設
備
を
整
備
す
る
。

（
４
）
学
園
だ
よ
り
や
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
等
に
よ
る
図
書
館
関
連
の
情
報
発
信
を
充
実
す
る
。

（
５
）
学
生
や
教
職
員
，
地
域
住
民
等
か
ら
の
要
望
を
効
率
的
に
集
め
，
図
書
館
運
営
や
利
用
者
の
向
上
を
図
る
。

１
０
．
４
　
そ
の
他
の
施
設
・
設
備
：
課
外
教
育
、
福
利
厚
生

９
．
４
　
そ
の
他
の
施
設
・
設
備
：
課
外
教
育
、
福
利
厚
生

（
１
）
学
生
・
教
職
員
が
安
全
で
健
康
に
快
適
な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
。

（
２
）
定
期
的
に
施
設
・
設
備
の
点
検
を
行
い
，
改
修
及
び
設
備
の
更
新
が
必
要
な
施
設
を
把
握
す
る
。

（
３
）
施
設
・
設
備
の
細
や
か
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
図
り
，
施
設
改
修
，
設
備
更
新
を
計
画
的
に
進
め
る
。

（
１
）
改
修
等
が
必
要
な
老
朽
化
し
た
設
備
に
つ
い
て
優
先
的
に
更
新
を
図
る
。

（
２
）
軽
微
な
改
修
等
で
改
善
さ
れ
る
よ
う
な
施
設
は
，
緊
急
度
の
高
い
も
の
か
ら
優
先
順
位
を
付
け
て
整
備
す
る
。

（
３
）
近
隣
住
民
を
考
慮
し
て
部
室
，
特
に
音
を
発
す
る
部
が
利
用
し
て
い
る
部
屋
の
改
修
を
計
画
的
に
図
る
。

（
４
）
課
外
活
動
に
お
け
る
ケ
ガ
・
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
，
救
急
時
の
対
処
方
法
等
の
講
習
を
行
い
，
知
識
を
高
め

安
全
管
理
の
体
制
を
整
え
る
。

（
５
）
学
生
食
堂
等
の
設
備
に
つ
い
て
老
朽
化
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
，
計
画
的
に
更
新
を
図
る
。

（
６
）
教
職
員
・
学
生
の
健
康
管
理
に
必
要
な
機
器
・
設
備
の
新
規
設
置
，
更
新
を
図
る
。



- 46 - 

 １
０

．
５

　
施

設
・

設
備

の
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

９
．

５
　

施
設

・
設

備
の

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
（

１
）

学
内

の
キ

ャ
ン

パ
ス

全
体

が
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

配
慮

し
た

，
か

つ
有

効
な

活
用

を
目

指
し

て
マ

ス
タ

ー
プ

ラ

ン
を

策
定

し
，

将
来

に
向

け
た

新
た

な
キ

ャ
ン

パ
ス

を
検

討
す

る
。

（
２

）
学

内
の

全
て

の
施

設
お

よ
び

設
備

の
稼

働
率

調
査

を
行

い
，

施
設

お
よ

び
設

備
の

有
効

な
活

用
を

目
指

す
。

（
３

）
C
O
2
削

減
に

向
け

た
取

組
み

を
検

討
す

る
。

（
４

）
施

設
の

耐
震

改
修

の
実

施
に

向
け

た
検

討
を

行
う

。

（
１

）
キ

ャ
ン

パ
ス

全
体

の
有

効
な

活
用

を
目

指
し

て
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

を
検

討
す

る
。

（
２

）
学

生
や

教
職

員
が

気
軽

に
歓

談
で

き
る

ス
ペ

－
ス

を
確

保
す

る
。

（
３

）
耐

震
改

修
工

事
期

間
に

お
い

て
学

生
生

活
に

支
障

が
な

い
よ

う
利

用
計

画
を

立
て

る
。

（
４

）
図

書
館

の
耐

震
改

修
の

実
施

に
向

け
た

検
討

を
行

う
。

（
５

）
学

内
の

全
て

の
施

設
お

よ
び

設
備

の
稼

働
率

調
査

を
行

い
，

施
設

お
よ

び
設

備
の

有
効

な
活

用
を

検
討

す
る

。

１
１

．
教

育
研

究
等

の
質

の
向

上
１

０
．

教
育

研
究

等
の

質
の

向
上

１
１

．
１

　
教

育
改

善
シ

ス
テ

ム
１

０
．

１
　

教
育

改
善

シ
ス

テ
ム

１
０

．
１

．
１

　
教

育
改

善
シ

ス
テ

ム
の

体
制

（
１

）
定

期
的

に
授

業
改

善
シ

ス
テ

ム
を

点
検

し
，

当
シ

ス
テ

ム
の

効
果

的
な

運
用

を
目

指
し

，
シ

ス
テ

ム
の

改
善

お
よ

び
適

切
な

体
制

の
整

備
に

努
め

る
。

（
２

）
教

育
改

善
に

つ
な

が
る

新
規

取
組

み
を

立
上

る
。

ま
た

，
こ

の
取

組
み

を
推

進
す

る
た

め
に

，
文

部
科

学
省

等
の

支
援

事
業

を
活

用
す

る
。

さ
ら

に
，

学
校

を
挙

げ
て

の
組

織
・

体
制

作
り

を
行

う
。

（
３

）
学

科
の

枠
を

越
え

た
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
な

運
営

を
心

が
け

，
授

業
・

研
究

指
導

に
お

い
て

学
科

横
断

的
な

教
育

体
制

を
検

討
す

る
。

（
４

）
学

科
組

織
に

つ
い

て
は

，
効

果
的

な
運

営
が

な
さ

れ
る

よ
う

柔
軟

に
編

成
す

る
。

ま
た

，
必

要
に

応
じ

て
学

科
間

の
人

事
交

流
を

行
う

体
制

を
検

討
す

る
。

（
５

）
業

務
見

直
し

の
組

織
を

設
置

し
，

教
員

の
業

務
見

直
し

お
よ

び
簡

素
化

を
図

る
と

と
も

に
日

常
業

務
全

体
に

占
め

る
教

育
・

研
究

活
動

の
比

率
を

高
め

る
よ

う
努

め
る

。

１
０

．
１

．
２

　
教

育
改

善
シ

ス
テ

ム
の

実
施

（
１

）
校

長
お

よ
び

教
員

相
互

に
よ

る
授

業
評

価
（

授
業

公
開

）
や

学
生

に
よ

る
授

業
評

価
（

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
）

を
実

施
し

，
そ

の
内

容
を

授
業

方
法

等
の

改
善

に
役

立
て

る
。

（
２

）
学

習
・

教
育

目
標

の
達

成
度

に
関

す
る

学
生

の
自

己
評

価
を

実
施

し
，

そ
の

結
果

を
学

習
指

導
等

に
役

立
て

る
。

ま
た

，
自

己
評

価
結

果
の

活
用

状
況

に
つ

い
て

点
検

し
，

よ
り

効
果

的
な

活
用

に
努

め
る

。

（
３

）
学

生
と

の
意

見
交

換
会

・
メ

ー
ル

目
安

箱
等

を
利

用
し

て
，

学
生

か
ら

の
意

見
・

要
望

を
調

査
し

，
そ

の
内

容
を

改
善

に
役

立
て

る
。

（
４

）
保

護
者

や
第

三
者

に
対

し
て

授
業

を
公

開
し

て
，

広
く

社
会

に
意

見
を

求
め

，
そ

の
意

見
等

を
改

善
に

役
立

て
る

。

（
５

）
教

育
の

質
を

保
証

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

，
試

験
問

題
レ

ベ
ル

の
保

証
確

認
を

行
う

。

（
６

）
他

高
専

・
他

大
学

と
の

人
事

交
流

を
推

進
し

，
そ

の
成

果
を

本
校

の
教

育
に

反
映

さ
せ

る
。

（
７

）
海

外
の

大
学

等
と

の
学

術
交

流
等

を
検

討
す

る
。

１
１

．
２

　
研

究
支

援
シ

ス
テ

ム
１

０
．

２
　

研
究

支
援

シ
ス

テ
ム

１
０

．
２

．
１

　
研

究
支

援
シ

ス
テ

ム
の

体
制

（
１

）
研

究
活

動
の

成
果

公
表

・
知

的
財

産
創

出
な

ら
び

に
活

用
の

推
進

・
教

員
の

研
究

意
欲

向
上

を
動

機
づ

け
る

な
ど

の
先

導
的

な
機

能
を

果
た

す
た

め
に

更
な

る
体

制
の

充
実

化
を

検
討

し
実

施
す

る
。

（
２

）
地

域
企

業
と

の
共

同
研

究
を

推
進

し
，

地
域

企
業

の
技

術
者

育
成

の
た

め
の

技
術

講
習

会
・

研
究

会
な

ど
の

開
催

に
よ

り
，

地
域

企
業

の
技

術
力

向
上

へ
貢

献
す

る
役

割
を

さ
ら

に
充

実
さ

せ
る

体
制

を
検

討
し

実
施

す
る

。

１
０

．
２

．
２

　
学

外
関

係
者

か
ら

の
評

価

（
１

）
地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

の
各

種
研

究
会

・
講

習
会

事
業

等
を

通
じ

て
地

域
企

業
か

ら
研

究
に

対
す

る
評

価
を

受
け

る
。

（
２

）
長

野
高

専
技

術
振

興
会

加
盟

企
業

，
(
財

)
長

野
県

テ
ク

ノ
財

団
（

同
善

光
寺

バ
レ

ー
地

域
セ

ン
タ

ー
）

，
(
財

)
長

野
経

済
研

究
所

な
ど

の
協

力
団

体
お

よ
び

㈱
信

州
Ｔ

Ｌ
Ｏ

等
と

の
共

同
事

業
を

通
じ

て
研

究
に

対
す

る
評

価
を

受
け

る
。

（
１

）
教

育
改

善
シ

ス
テ

ム
（

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

シ
ス

テ
ム

）
の

体
制

・
組

織
を

整
備

・
改

善
す

る
。

（
２

）
定

期
的

に
学

校
の

教
育

改
善

シ
ス

テ
ム

を
点

検
・

評
価

し
，

シ
ス

テ
ム

が
効

果
的

か
つ

効
率

的
に

機
能

す
る

よ
う

に
努

め
る

。
（

３
）

教
育

の
質

の
保

証
お

よ
び

向
上

を
目

指
し

た
新

規
取

組
み

を
検

討
す

る
。

（
４

）
定

期
的

に
学

内
お

よ
び

学
外

関
係

者
よ

り
，

教
育

に
関

す
る

意
見

・
要

望
を

聴
取

し
，

そ
の

内
容

を
改

善
に

反
映

さ
せ

る
。

（
５

）
教

育
・

研
究

等
の

活
動

が
効

果
的

か
つ

効
率

的
に

実
施

で
き

る
よ

う
に

，
教

員
の

日
常

業
務

を
見

直
し

，
簡

素
化

を
図

る
。

（
１

）
教

職
員

の
研

究
活

動
の

成
果

公
表

・
知

的
財

産
の

創
出

な
ら

び
に

活
用

の
推

進
や

研
究

意
欲

の
向

上
を

図
る

な

ど
，

教
育

内
容

向
上

の
た

め
の

研
究

推
進

の
体

制
を

図
る

。
（

２
）

地
域

企
業

と
の

共
同

研
究

を
推

進
し

，
地

域
企

業
の

技
術

者
育

成
の

た
め

の
技

術
講

習
会

・
研

究
会

な
ど

の
開

催

に
よ

り
，

地
域

企
業

の
技

術
力

向
上

へ
貢

献
す

る
役

割
を

さ
ら

に
充

実
さ

せ
る

こ
と

で
教

職
員

の
研

究
を

支
援

す
る

。
（

３
）

学
外

関
係

者
か

ら
研

究
支

援
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
意

見
要

望
を

聴
く

機
会

を
設

け
，

適
切

に
反

映
で

き
る

体
制

を

検
討

す
る

。
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  １
１
．
３
　
教
員
Ｆ
Ｄ

１
０
．
３
　
教
員
Ｆ
Ｄ

（
１
）
教
育
理
念
，
教
育
・
運
営
方
針
等
に
沿
っ
て
定
め
ら
れ
た
，
学
習
・
教
育
目
標
の
達
成
の
た
め
に
，
Ｆ
Ｄ
の
あ
り

方
を
検
討
し
，
効
果
的
な
Ｆ
Ｄ
活
動
を
実
施
す
る
体
制
を
整
備
す
る
。

（
２
）
定
期
的
に
Ｆ
Ｄ
研
修
会
を
開
催
し
，
教
員
の
資
質
お
よ
び
教
育
の
ス
キ
ル
の
向
上
に
努
め
る
。

（
３
）
Ｆ
Ｄ
活
動
の
効
果
を
点
検
し
，
教
育
へ
の
寄
与
を
評
価
す
る
。

（
４
）
教
員
の
学
内
学
科
間
お
よ
び
他
高
専
・
他
大
学
と
の
人
事
交
流
を
促
進
す
る
。

（
１
）
効
果
的
な
Ｆ
Ｄ
活
動
の
あ
り
方
お
よ
び
推
進
方
策
を
検
討
し
，
Ｆ
Ｄ
活
動
の
充
実
さ
せ
る
体
制
を
整
備
す
る
。

（
２
）
教
員
Ｆ
Ｄ
活
動
の
成
果
が
教
育
改
善
に
反
映
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
（
報
告
会
の
開
催
等
）
。

（
３
）
教
員
に
必
要
と
さ
れ
る
資
質
・
ス
キ
ル
を
分
析
・
整
理
し
，
効
果
的
な
学
内
Ｆ
Ｄ
研
修
会
を
企
画
・
開
催
し
，
そ

の
効
果
を
点
検
評
価
す
る
。

（
４
）
学
習
指
導
方
法
，
教
材
作
成
等
の
教
育
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
学
内
研
修
会
を
企
画
・
開
催
し
，
そ
の
効
果
を
点

検
評
価
す
る
。

（
５
）
教
員
の
外
部
研
修
会
へ
の
参
加
を
奨
励
し
，
外
部
と
の
情
報
交
換
を
積
極
的
に
行
い
，
そ
の
効
果
を
点
検
評
価
す

る
。

（
６
）
近
隣
高
専
と
の
定
期
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
教
育
，
研
究
，
運
営
，
社
会
貢
献
）
の
開
催
を
検
討
し
，
Ｆ
Ｄ
活
動

の
充
実
に
努
め
，
そ
の
効
果
を
点
検
評
価
す
る
。

（
７
）
も
の
づ
く
り
教
育
に
適
し
た
教
員
人
材
を
育
成
確
保
す
る
た
め
に
，
他
高
等
教
育
機
関
お
よ
び
民
間
企
業
等
と
の

人
事
交
流
（
ま
た
は
若
手
教
員
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
制
度
を
検
討
し
実
施
す
る
。

（
８
）
教
員
に
民
間
的
運
営
方
法
等
を
学
ば
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修
制
度
の
導
入
を
検
討
す
る
。

（
９
）
新
任
教
員
向
け
の
教
授
法
等
に
関
す
る
学
内
研
修
会
の
開
催
を
検
討
す
る
。

１
１
．
４
　
職
員
Ｓ
Ｄ

１
０
．
４
　
職
員
Ｓ
Ｄ

（
１
）
教
育
理
念
，
教
育
・
運
営
方
針
等
に
沿
っ
て
定
め
ら
れ
た
，
学
習
・
教
育
目
標
の
達
成
の
た
め
に
，
事
務
職
員
お

よ
び
技
術
職
員
の
意
識
改
革
並
び
に
資
質
向
上
の
た
め
の
Ｓ
Ｄ
を
実
施
す
る
体
制
を
整
備
す
る
。

（
２
）
職
員
の
役
割
お
よ
び
各
部
署
に
お
け
る
問
題
・
課
題
に
対
し
，
的
確
・
迅
速
・
主
体
的
に
向
き
合
う
中
核
的
な
職

員
の
育
成
を
目
指
し
た
Ｓ
Ｄ
を
実
施
す
る
こ
と
で
業
務
の
見
直
し
に
役
立
て
る
。

（
３
）
Ｓ
Ｄ
に
よ
り
教
員
の
教
育
お
よ
び
研
究
を
支
援
す
る
と
と
も
に
，
学
生
の
向
学
心
の
向
上
と
健
全
な
学
生
生
活
の

充
実
を
支
援
す
る
な
ど
の
教
育
等
へ
の
寄
与
を
図
る
。

（
４
）
Ｓ
Ｄ
に
よ
り
窓
口
対
応
の
改
善
を
図
り
，
奉
仕
の
精
神
を
涵
養
す
る
。

（
５
）
技
術
職
員
が
担
当
で
き
る
技
能
分
野
を
広
め
，
本
校
の
も
の
づ
く
り
教
育
等
に
貢
献
で
き
る
体
制
を
図
る
。

　
中
期
目
標
達
成
の
た
め
，
以
下
の
事
項
ご
と
に
具
体
的
な
計
画
を
策
定
し
，
実
施
す
る
。

（
１
）
職
員
の
役
割
や
各
部
署
に
お
け
る
問
題
・
課
題
を
分
析
し
，
明
確
に
す
る
と
と
も
に
，
実
効
性
の
あ
る
Ｓ
Ｄ
の
実

施
計
画
を
策
定
し
，
実
施
し
，
検
証
す
る
。
ま
た
，
機
構
本
部
等
の
開
催
す
る
研
修
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

（
２
）
各
部
署
に
共
通
す
る
研
修
の
実
施
計
画
を
策
定
し
，
実
施
す
る
。

（
３
）
特
定
の
部
署
（
領
域
）
に
特
化
し
た
研
修
の
実
施
計
画
を
策
定
し
，
実
施
す
る
。

（
４
）
他
高
専
お
よ
び
外
部
機
関
等
の
開
催
す
る
研
修
会
等
の
情
報
を
収
集
し
，
職
員
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
と
と
も

に
，
研
修
参
加
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
を
本
校
の
Ｓ
Ｄ
に
反
映
す
る
。

（
５
）
Ｓ
Ｄ
の
成
果
を
目
標
の
達
成
に
活
か
す
た
め
，
Ｓ
Ｄ
の
効
果
を
検
証
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

と
と
も
に
，
他
高
専
・
大
学
等
の
Ｓ
Ｄ
の
実
施
状
況
を
調
査
し
，
よ
り
充
実
し
た
Ｓ
Ｄ
の
実
施
を
検
討
す
る
。

（
６
）
職
員
個
人
に
お
い
て
，
Ｓ
Ｄ
に
よ
っ
て
習
得
す
る
こ
と
の
で
き
た
知
識
お
よ
び
技
術
等
を
実
務
に
活
か
し
，
日
々

の
研
鑽
に
努
め
る
と
と
も
に
，
個
々
の
業
務
改
善
等
目
標
に
反
映
さ
せ
る
。

（
７
）
若
手
技
術
職
員
の
他
高
等
教
育
機
関
お
よ
び
民
間
企
業
等
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
制
度
を
検
討
し
実
施
す

る
。

（
８
）
技
術
職
員
が
Ｐ
Ｃ
，
サ
ー
バ
お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
管
理
・
運
用
す
る
に
必
要
な
技
術
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

研
修
を
受
講
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
９
）
職
員
Ｓ
Ｄ
が
教
育
・
研
究
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
点
検
評
価
す
る
。
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  １
１
．
５
　
教
職
員
の
採
用

１
０
．
５
　
教
職
員
の
採
用

（
１
）
教
育
理
念
，
教
育
・
運
営
方
針
等
に
沿
っ
て
定
め
ら
れ
た
，
学
習
・
教
育
目
標
の
達
成
の
た
め
に
，
優
れ
た
教
職

員
の
配
置
を
行
う
。

（
２
）
教
育
・
研
究
領
域
の
劇
的
か
つ
急
速
な
進
歩
，
高
度
で
か
つ
多
様
な
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
資
質
の
教
員
の

確
保
と
，
そ
の
根
幹
を
支
え
る
事
務
職
員
お
よ
び
技
術
職
員
を
，
中
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
，
計
画
的
に
確
保
す
る
。

（
３
）
柔
軟
で
多
様
な
人
事
制
度
を
構
築
す
る
と
と
も
に
，
積
極
的
な
人
事
交
流
を
推
進
す
る
た
め
の
採
用
体
制
を
検
討

す
る
。

（
４
）
女
性
教
員
の
積
極
的
な
採
用
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

　
中
期
目
標
達
成
の
た
め
，
以
下
の
事
項
ご
と
に
具
体
的
な
計
画
を
策
定
し
，
実
施
す
る
。

（
１
）
採
用
体
制

①
教
員
に
あ
っ
て
は
公
募
を
原
則
と
し
，
選
考
方
法
の
透
明
性
お
よ
び
公
平
性
を
よ
り
一
層
高
め
る
。
ま
た
，
公
募
の
対

象
を
教
育
機
関
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
，
民
間
企
業
や
官
庁
等
に
広
く
そ
の
対
象
を
拡
大
し
，
有
益
な
人
材
の
登
用
を
図

り
，
教
員
組
織
の
流
動
性
を
向
上
さ
せ
る
。
な
お
，
教
員
人
事
の
停
滞
抑
制
お
よ
び
適
正
な
配
置
を
目
的
と
し
て
，
必
要

に
応
じ
て
校
内
で
の
人
事
異
動
を
行
う
と
と
も
に
，
大
学
並
び
に
他
高
専
等
と
の
人
事
交
流
を
検
討
す
る
。

②
女
性
教
員
を
積
極
的
に
採
用
で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備
を
検
討
す
る
。

③
事
務
職
員
に
あ
っ
て
は
，
広
範
な
視
野
を
有
す
る
職
員
を
確
保
す
る
た
め
，
現
行
の
信
州
大
学
と
の
人
事
交
流
を
継
続

す
る
ほ
か
，
中
長
期
的
な
人
事
計
画
に
基
づ
き
，
他
高
専
と
の
人
事
交
流
お
よ
び
本
校
独
自
の
採
用
を
推
進
す
る
。

④
技
術
職
員
に
あ
っ
て
は
，
専
門
領
域
を
有
す
る
と
と
も
に
，
多
岐
に
わ
た
る
領
域
の
技
術
及
び
技
能
を
有
す
る
職
員
を

確
保
す
る
た
め
，
本
校
独
自
の
採
用
を
継
続
す
る
ほ
か
，
他
高
専
も
し
く
は
近
隣
大
学
等
と
の
人
事
交
流
を
検
討
す
る
。

（
２
）
教
員
経
歴

①
民
間
企
業
，
研
究
所
等
に
お
い
て
，
幅
広
い
分
野
の
実
務
経
験
を
有
す
る
教
員
を
積
極
的
に
採
用
す
る
。
結
果
と
し

て
，
多
様
な
経
歴
を
持
つ
教
員
の
割
合
が
６
０
％
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

②
国
際
化
社
会
に
対
応
し
，
語
学
教
育
を
中
心
と
し
た
国
際
的
教
養
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
授
業
科
目
を
担
当
す
る
，
外

国
人
教
員
の
採
用
を
検
討
す
る
。

③
男
女
共
同
参
画
社
会
の
理
念
に
基
づ
く
と
と
も
に
，
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
女
子
学
生
の
精
神
的
支
援
を
視
野
に
入

れ
，
女
性
教
員
の
重
点
的
な
採
用
を
図
る
。

（
３
）
教
員
の
昇
格
に
つ
い
て
は
，
そ
の
業
績
の
条
件
等
で
公
平
性
を
維
持
し
，
教
育
・
運
営
に
有
効
に
作
用
す
る
よ
う

常
に
見
直
し
等
の
検
討
行
う
。

１
２
．
管
理
・
運
営
お
よ
び
広
報

１
１
．
管
理
・
運
営
お
よ
び
広
報

１
２
．
１
　
管
理

１
１
．
１
　
管
理

（
１
）
独
立
行
政
法
人
化
に
伴
い
構
築
さ
れ
た
機
動
力
の
あ
る
管
理
体
制
を
最
大
に
活
か
し
，
第
１
期
中
期
目
標
・
計
画

期
間
に
お
い
て
行
っ
て
き
た
様
々
な
取
組
み
を
第
２
期
中
期
目
標
・
計
画
期
間
に
お
い
て
も
，
よ
り
機
能
的
か
つ
効
率
的

な
学
校
運
営
を
目
指
し
，
更
に
機
動
性
を
活
か
し
た
管
理
体
制
の
構
築
を
行
う
。

（
２
）
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
管
理
体
制
を
確
立
す
る
。

（
３
）
危
機
管
理
体
制
と
し
て
，
教
職
員
に
対
す
る
労
働
安
全
衛
生
法
，
消
防
法
等
を
踏
ま
え
，
安
全
管
理
・
事
故
防
止

お
よ
び
緊
急
時
の
対
応
に
関
す
る
規
定
等
を
見
直
し
，
危
機
管
理
体
制
を
構
築
す
る
。

（
４
）
危
機
管
理
体
制
と
し
て
，
学
生
に
対
す
る
安
全
管
理
・
事
故
防
止
お
よ
び
緊
急
時
の
対
応
に
関
す
る
教
育
訓
練
を

実
施
し
，
啓
蒙
活
動
に
努
め
る
。

　
中
期
目
標
達
成
の
た
め
，
以
下
の
事
項
ご
と
に
具
体
的
な
計
画
を
策
定
し
，
実
施
す
る
。

（
１
）
校
長
，
副
校
長
，
委
員
会
の
役
割

機
構
本
部
等
の
動
向
を
迅
速
か
つ
的
確
に
捉
え
た
企
画
，
運
営
（
実
施
）
，
評
価
・
点
検
，
改
善
を
行
う
た
め
，
次
の
取

組
み
を
行
う
。

①
平
成
2
1
年
度
か
ら
発
足
し
た
副
校
長
体
制
を
効
果
的
に
機
能
さ
せ
る
た
め
，
各
副
校
長
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
，
教

職
員
に
周
知
す
る
。

②
各
委
員
会
の
役
割
お
よ
び
所
掌
業
務
を
精
査
し
，
改
め
て
各
委
員
会
に
提
示
し
，
実
施
を
促
す
。

③
自
己
点
検
評
価
体
制
お
よ
び
外
部
評
価
体
制
を
強
化
し
，
評
価
結
果
を
迅
速
に
改
善
に
繋
げ
る
。

（
２
）
危
機
管
理
体
制

①
　
教
職
員

（
ａ
）
危
機
管
理
に
関
す
る
規
定
を
見
直
し
，
防
火
・
防
災
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
，
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
お
よ

び
緊
急
連
絡
網
を
整
備
し
，
周
知
す
る
。

（
ｂ
）
安
全
管
理
意
識
を
徹
底
す
る
た
め
，
講
演
会
お
よ
び
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
。

（
ｃ
）
定
期
的
な
校
内
安
全
衛
生
巡
視
を
実
施
し
，
改
善
を
要
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
，
迅
速
に
対
応
す
る
。

②
　
学
生

（
ａ
）
学
生
向
け
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
よ
り
事
故
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
，
災
害
発
生
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
を
整
備
し
，
周
知
す
る
。

（
ｂ
）
安
全
管
理
意
識
を
徹
底
す
る
た
め
，
講
演
会
お
よ
び
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
。

（
ｃ
）
学
生
支
援
委
員
会
に
対
す
る
連
絡
体
制
を
見
直
し
，
緊
急
連
絡
網
の
整
備
等
複
数
の
連
絡
手
段
を
確
保
す
る
。
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  １
２
．
２
　
運
営

１
１
．
２
　
運
営

（
１
）
本
校
に
お
け
る
新
た
な
取
組
み
や
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
取
組
み
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
に
，
教
職
員
が
体
系

的
に
理
解
し
，
認
識
す
る
た
め
の
各
種
規
則
お
よ
び
申
合
せ
等
の
制
定
並
び
に
改
廃
を
実
施
す
る
。

（
２
）
具
体
的
か
つ
明
確
な
表
現
を
用
い
た
諸
規
則
を
整
備
す
る
。

（
３
）
明
解
な
規
則
お
よ
び
申
合
せ
等
に
基
づ
く
活
動
に
つ
い
て
全
教
職
員
の
理
解
・
協
力
を
促
し
，
そ
の
点
検
・
評
価

を
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
す
る
。

（
４
）
諸
規
定
に
沿
っ
た
活
動
の
結
果
と
点
検
・
評
価
等
を
，
必
要
に
応
じ
て
公
表
す
る
。

　
中
期
目
標
達
成
の
た
め
，
以
下
の
事
項
ご
と
に
具
体
的
な
計
画
を
策
定
し
，
実
施
す
る
。

（
１
）
新
た
な
取
組
み
に
つ
い
て
，
目
的
，
組
織
お
よ
び
所
掌
業
務
等
を
明
記
し
た
明
解
な
規
則
を
制
定
し
，
教
職
員
に

周
知
す
る
。

（
２
）
既
に
制
定
さ
れ
て
い
る
規
則
お
よ
び
申
合
せ
等
を
精
査
し
，
必
要
に
応
じ
，
一
部
改
正
も
し
く
は
廃
止
を
行
い
，

教
職
員
に
周
知
す
る
。

（
３
）
諸
規
定
に
沿
っ
た
活
動
の
結
果
と
公
表
に
つ
い
て
，
新
た
な
活
動
や
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
活
動
の
結
果
（
成

果
）
に
あ
っ
て
は
，
そ
の
内
容
に
よ
り
，
公
表
の
是
非
お
よ
び
範
囲
並
び
に
方
法
等
を
検
討
し
，
必
要
に
応
じ
て
公
表
す

る
。

１
２
．
３
　
広
報

１
１
．
３
　
広
報

１
１
．
３
．
１
　
広
報
の
体
制

（
１
）
学
園
だ
よ
り
担
当
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
，
学
校
要
覧
担
当
等
の
チ
ー
フ
を
置
き
，
広
報
を
行
う
。

（
２
）
本
校
の
認
知
度
を
増
加
す
る
た
め
の
広
報
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
体
制
を
整
備
す
る
。

（
３
）
広
報
委
員
会
と
他
の
組
織
と
の
連
携
を
強
め
，
正
確
で
迅
速
，
か
つ
効
果
的
な
広
報
体
制
を
整
備
す
る
。

１
１
．
３
．
２
　
広
報
の
実
施

（
１
）
地
域
に
お
け
る
科
学
技
術
に
関
す
る
催
し
物
に
学
生
・
教
職
員
が
積
極
的
に
参
加
し
，
本
校
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
。

（
２
）
中
学
校
等
へ
の
広
報
活
動
に
学
生
を
積
極
的
に
参
画
さ
せ
る
。

（
３
）
地
域
社
会
へ
の
出
前
授
業
や
地
域
開
放
事
業
を
通
し
て
，
本
校
へ
の
理
解
を
深
め
る
。

（
４
）
保
護
者
や
第
三
者
が
参
加
す
る
公
開
授
業
を
実
施
し
て
，
社
会
に
広
く
意
見
を
求
め
る
。

（
５
）
地
域
向
け
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
開
催
し
，
地
域
住
民
か
ら
の
声
を
吸
い
上
げ
，
学
校
運
営
に
反
映
さ
せ
る
。

（
６
）
本
校
の
研
究
活
動
と
教
育
活
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
，
地
域
の
機

関
等
へ
の
利
便
を
図
り
，
情
報
発
信
を
活
発
に
す
る
。

（
７
）
地
元
報
道
機
関
に
対
す
る
窓
口
を
明
確
に
し
，
定
期
的
に
報
道
関
係
者
へ
の
発
表
を
行
い
，
地
域
へ
の
情
報
発
信

を
行
う
。

１
３
．
財
務

１
２
．
財
務

１
３
．
１
　
財
務
管
理
体
制

１
２
．
１
　
財
務
管
理
体
制

　
校
長
が
本
校
を
統
括
し
，
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
す
る
こ
と
で
，
教
職
員
の
コ
ス
ト
意
識
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ

り
，
財
務
処
理
の
迅
速
化
・
合
理
化
・
能
率
化
を
図
り
，
財
務
体
質
の
改
善
・
向
上
・
強
化
を
図
る
。

　
校
長
が
長
野
高
等
工
業
専
門
学
校
を
統
括
し
，
更
な
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
す
る
た
め
の
財
務
管
理
体
制
を
構
築

す
る
た
め
に
，
事
務
部
長
を
中
心
に
以
下
の
事
項
を
検
討
す
る
。

（
１
）
高
等
専
門
学
校
設
置
基
準
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
，
最
低
限
の
教
員
の
給
与
相
当
額
お
よ
び
各
年
度
特
別
に
措
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
を
除
き
，
運
営
費
交
付
金
を
充
当
し
て
行
う
事
業
に
つ
い
て
は
，
第
２
期
中
期
目
標
の
期
間

中
，
毎
事
業
年
度
に
つ
き
一
般
管
理
費
（
人
件
費
相
当
額
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
３
％
，
そ
の
他
は
１
％
の
業
務
の
効

率
化
を
図
る
体
制
作
り
を
検
討
し
，
導
入
す
る
。

（
２
）
総
務
課
課
長
補
佐
を
含
め
，
係
長
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
業
務
内
容
の
分
析
・
業
務
改
善
の
方
策
を
検
討
し
，
実

施
す
る
。

（
１
）
本
校
の
教
育
・
研
究
活
動
，
産
学
官
連
携
お
よ
び
地
域
貢
献
を
広
く
公
表
す
る
た
め
の
広
報
の
体
制
を
検
討
し
改

善
す
る
。

（
２
）
本
校
の
様
々
な
活
動
に
対
す
る
財
務
諸
表
，
会
計
監
査
等
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
公
表
す
る
た
め
の
体

制
を
図
る
。
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  １
３
．
２
　
収
入
と
支
出

１
２
．
２
　
収
入
と
支
出

（
１
）
経
常
的
収
入
と
し
て
，
概
算
要
求
関
連
資
料
を
基
礎
に
算
定
し
，
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
よ
り
配
分
さ
れ
る
運

営
費
交
付
金
・
授
業
料
等
学
生
の
納
付
金
お
よ
び
職
員
宿
舎
貸
付
・
寄
宿
舎
収
入
外
の
雑
収
入
を
も
っ
て
，
教
育
・
研
究

の
向
上
に
効
果
的
な
当
初
予
算
配
分
方
針
を
定
め
配
分
す
る
。

（
２
）
臨
時
的
収
入
と
し
て
，
教
育
部
門
を
強
化
・
発
展
す
る
臨
時
的
収
入
と
し
て
，
科
学
研
究
補
助
金
・
共
同
研
究
・

受
託
研
究
等
，
外
部
資
金
の
獲
得
増
を
図
る
方
法
を
検
討
し
，
支
援
組
織
を
策
定
す
る
。

（
３
）
経
常
的
収
支
に
関
し
て
は
，
業
務
運
営
の
効
率
性
及
び
国
民
の
信
頼
性
の
観
点
か
ら
，
物
品
等
の
予
算
の
有
効
な

資
源
活
用
に
努
め
る
。

（
１
）
経
常
的
収
入

　
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
よ
り
配
分
さ
れ
る
当
初
予
算
は
，
運
営
の
た
め
の
基
礎
的
資
金
で
あ
る
の
で
，
配
分
・
執
行

に
当
た
っ
て
は
，
経
費
の
抑
制
に
つ
い
て
具
体
的
方
策
を
検
討
し
，
実
施
す
る
。

①
予
算
の
有
効
な
活
用
の
た
め
の
方
策
を
検
討
し
，
予
算
配
分
方
針
を
定
め
る
。

②
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
研
究
・
検
討
に
よ
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
を
策
定
し
，
学
校
行
事
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
経
費

削
減
を
図
る
。

③
会
議
お
よ
び
事
務
に
お
い
て
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
図
り
，
管
理
的
経
費
を
削
減
す
る
。

④
部
署
別
に
管
理
的
経
費
の
削
減
目
標
を
策
定
し
，
経
費
の
有
効
活
用
を
図
る
。

⑤
学
生
の
受
験
者
数
の
増
加
を
図
り
，
財
源
を
確
保
す
る
。

（
２
）
臨
時
的
収
入

外
部
か
ら
の
教
育
研
究
そ
の
他
自
己
収
入
の
増
加
を
図
る
方
策
と
し
て
，
以
下
の
事
項
を
実
施
す
る
。

①
外
部
資
金
の
獲
得
の
た
め
，
研
究
協
力
・
産
学
連
携
係
と
セ
ン
タ
ー
と
の
協
力
体
制
に
よ
り
，
信
州
大
学
他
と
の
連
携

を
図
り
，
外
部
資
金
の
獲
得
増
を
図
る
。

②
科
学
研
究
補
助
金
や
公
共
団
体
の
補
助
金
の
獲
得
申
請
に
，
各
学
科
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
。

③
外
部
資
金
（
共
同
研
究
・
受
託
研
究
・
寄
付
金
）
の
増
収
を
図
る
た
め
，
事
務
を
含
め
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
る
。

④
研
究
成
果
を
知
的
財
産
化
（
特
許
）
し
，
そ
の
果
実
に
よ
り
教
育
研
究
資
金
の
獲
得
を
目
指
す
。

⑤
科
学
研
究
費
補
助
金
・
共
同
研
究
・
受
託
研
究
・
寄
付
金
等
，
外
部
資
金
の
獲
得
に
対
し
，
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
考
慮

し
た
研
究
費
の
予
算
配
分
を
検
討
し
，
実
施
す
る
。

（
３
）
経
常
的
収
支

業
務
運
営
の
効
率
性
及
び
国
民
の
信
頼
性
の
観
点
か
ら
，
物
品
等
の
購
入
に
当
た
っ
て
は
，
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
，
随
意
契
約
の
適
正
化
を
推
進
し
，
購
入
物
品
等
の
検
収
行
為
の
適
正
化
確
保
を
図
り
，
契
約
に
関
し
て
は
一
般
競
争

入
札
等
に
よ
る
こ
と
と
し
，
有
効
な
予
算
活
用
に
努
め
る
。
予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は
，
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る

活
用
に
よ
り
，
教
育
・
研
究
費
予
算
執
行
状
況
の
把
握
と
教
育
・
研
究
費
予
算
の
有
効
活
用
の
た
め
の
方
策
の
検
討
に
よ

り
，
収
支
均
衡
を
図
る
。

１
３
．
３
　
資
源
配
分

１
２
．
３
　
資
源
配
分

　
高
等
専
門
学
校
設
置
基
準
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
最
低
限
の
教
員
の
給
与
相
当
額
お
よ
び
各
年
度
特
別
に
措
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
経
費
を
除
き
，
運
営
費
交
付
金
を
充
当
し
て
行
う
事
業
に
つ
い
て
は
，
第
２
期
中
期
目
標
の
期
間
中
，
毎

事
業
年
度
に
つ
き
，
一
般
管
理
費
（
人
件
費
相
当
額
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
３
％
，
そ
の
他
は
１
％
の
業
務
の
効
率
化
を

図
る
。

　
中
期
目
標
の
期
間
中
，
毎
事
業
年
度
に
つ
き
一
般
管
理
費
（
人
件
費
相
当
額
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
３
％
，
そ
の
他

は
１
％
の
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
，
予
算
配
分
基
準
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
に
よ
り
，
教
育
・
研
究
に
有
効
か
つ
効

果
的
な
配
分
を
行
う
と
と
も
に
，
校
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
校
長
裁
量
経
費
の
確
保
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
考
慮
し
た
特
別
経
費
（
申
請
研
究
費
・
設
備
更
新
充
実
費
）
を
，
第
１
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
期
間
同
様
，
可
能
な

限
り
確
保
す
る
。
契
約
に
つ
い
て
は
，
資
源
の
有
効
な
活
用
か
ら
，
随
意
契
約
は
も
と
よ
り
基
本
契
約
は
一
般
競
争
を
原

則
と
し
，
複
数
年
契
約
等
に
よ
り
経
費
の
節
約
を
図
る
。

　
第
２
期
中
期
目
標
に
お
け
る
効
率
化
係
数
の
見
直
し
に
当
た
り
，
予
算
配
分
基
準
の
見
直
し
を
行
い
，
教
育
・
研
究
に

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
配
分
を
行
う
と
と
も
に
，
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
校
長
裁
量
経
費
の
確
保
と
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
考
慮
し
た
特
別
経
費
を
確
保
す
る
。
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  １
４
．
点
検
お
よ
び
評
価

１
３
．
点
検
お
よ
び
評
価

１
４
．
１
　
自
己
点
検
評
価
体
制
と
実
施

１
３
．
１
　
自
己
点
検
評
価
体
制
と
実
施

（
１
）
自
己
点
検
評
価
の
た
め
の
組
織
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
。

（
２
）
定
期
的
に
学
内
の
自
己
点
検
評
価
を
実
施
し
，
そ
の
点
検
結
果
を
改
善
に
役
立
て
る
。

（
１
）
毎
年
１
回
，
第
２
期
中
期
目
標
・
計
画
の
達
成
状
況
を
点
検
し
，
当
目
標
・
計
画
が
予
定
ど
お
り
遂
行
で
き
る
よ

う
に
努
め
る
。

（
２
）
定
期
的
に
学
内
各
種
委
員
会
の
活
動
状
況
を
点
検
し
，
そ
の
結
果
を
改
善
に
役
立
て
る
。
ま
た
，
点
検
方
法
に
改

善
を
加
え
，
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
点
検
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

（
３
）

平
成

22
年
度

と
平

成
2
4
年
度

に
自

己
点

検
評

価
を

実
施

し
，

そ
の

内
容

を
報

告
書

（
自

己
点

検
評

価
報

告
書

）
等

に
よ
り
公
表
す
る
。
ま
た
，
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
も
と
に
，
そ
の
後
の
改
善
を
図
る
。

１
４
．
２
　
外
部
（
卒
業
生
、
修
了
生
、
企
業
、
有
識
者
）
か
ら
の
評
価
体
制
と
実
施

１
３
．
２
　
外
部
（
卒
業
生
、
修
了
生
、
企
業
、
有
識
者
）
か
ら
の
評
価
体
制
と
実
施

（
１
）
学
外
関
係
者
よ
り
学
校
運
営
に
関
す
る
意
見
お
よ
び
要
望
を
聴
取
す
る
評
価
体
制
を
確
立
す
る
。

（
２
）
定
期
的
に
学
外
関
係
者
よ
り
意
見
お
よ
び
要
望
を
聴
取
し
，
そ
の
内
容
を
改
善
に
役
立
て
る
。

（
１
）
定
期
的
に
有
識
者
懇
談
会
（
参
与
会
）
を
実
施
し
，
そ
の
内
容
を
改
善
に
役
立
て
る
。
ま
た
，
実
施
内
容
に
つ
い

て
は
報
告
書
に
よ
り
公
表
す
る
。

（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
，
卒
業
生
お
よ
び
企
業
に
対
し
て
学
校
運
営
に
関
す
る
意
見
・
要
望
の
聴
取
を
組
織
的

に
行
い
，
そ
の
内
容
を
改
善
に
役
立
て
る
。
ま
た
，
調
査
の
分
析
結
果
等
に
つ
い
て
は
報
告
書
に
よ
り
公
表
す
る
。

（
３
）
地
域
向
け
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
公
開
講
座
，
出
前
授
業
，
技
術
交
流
会
，
地
域
向
け
講
演
会
等
）
を
開
催
し
，
地
域

住
民
か
ら
の
声
を
吸
い
上
げ
学
校
運
営
に
反
映
さ
せ
る
。

（
４
）
大
学
・
大
学
院
・
企
業
等
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
る
水
準
の
維
持
・
発
展
を
図
る
。

１
４
．
３
　
第
三
者
評
価
機
関
か
ら
の
評
価
体
制
と
実
施

１
３
．
３
　
第
三
者
評
価
機
関
か
ら
の
評
価
体
制
と
実
施

（
１
）
教
育
の
質
の
保
証
お
よ
び
向
上
に
向
け
た
継
続
し
た
教
育
改
善
に
努
め
，
定
期
的
に
第
三
者
評
価
機
関
に
よ
る
審

査
を
受
け
る
体
制
を
さ
ら
に
確
立
す
る
。

（
２
）
定
期
的
に
第
三
者
評
価
機
関
に
よ
る
審
査
を
受
け
る
。
ま
た
，
そ
の
審
査
結
果
を
教
育
改
善
に
役
立
て
る
。

（
１
）

平
成

22
年
度

に
Ｊ

Ａ
Ｂ

Ｅ
Ｅ

の
継

続
審

査
を

受
け

，
そ

の
評

価
結

果
を

学
校

運
営

に
反

映
さ

せ
る

。
（

２
）

平
成

25
年
度

に
大

学
評

価
・

学
位

授
与

機
構

に
よ

る
機

関
別

認
証

評
価

の
審

査
を

受
け

，
そ

の
審

査
結

果
を

学
校

運
営
に
反
映
さ
せ
る
。
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【１．教育に関する事項】

（１）入学者の確保（学生募集活動、女子学生確保、入試方法の改善　等）

（２）教育課程の編成（学科再編、大括り化・コース制の導入、専攻科の充実　等）

（３）優れた教員の確保（採用方針、女性教員採用、他機関との交流、ＦＤ　等）

（４）教育の質の向上・改善（自己点検評価、ＪＡＢＥＥ認定、共同教育、企業人材の活用　等）

長野高専　年度計画（平成２２年度概要）

○本校の魅力と入学者受け入れ方針を的確に周知するための方策として、一日体験入学の見直しを行うとともに、
新たにオープンキャンパス等の実施について検討する。
○学校説明会や中学校訪問の拡充を図る。
○入学者の選抜時の試験成績、入学後の成績、進級状況及び進路動向について継続的な調査・分析を行い、選
抜方法を検討する。
○高専教育にふさわしい入学者を確保するため、現行の入試制度を見直し、試験科目と配点等について検討し、
実施可能なものから導入する。
○高校からの編入学について、工業高校以外からの受け入れの可能性などを検討する。
○広報企画室を設置し、各組織との連携の上、本校の認知度を向上させ、入学者の確保を図る。
○入学志願者増加のための対策として中学生とその保護者および中学校への対応を充実させる。
○女子学生確保のための対応を充実させる。

○産業の進展や社会のニーズに対応する教育課程の構築について検討する。
○創造性育成教育の充実に向けた検討を行う。
○教員が他学科の教員と連携し相互に授業を担当する体制を検討する。また、学科間で共通な授業や実験は学
科の所属にとらわれることなく行うことや実験設備の有効利用度を向上させるための検討を行う。
○専攻科の学習・教育目標及びカリキュラム等について、教育プログラムのさらなる充実に向けた継続的な見直し
を行い、実施可能なものから導入する。

○幅広い分野の実務経験を有する教員を積極的に採用する。
○男女共同参画社会の理念に基づくとともに、近年増加傾向にある女子学生への支援を視野に入れ、女性教員
の重点的な採用の促進を図る。
○他高専・他大学との人事交流を推進する。
○専攻科を担当する教員（専門学科教員）には、学生への高度な研究指導はもとより地域企業との共同研究等を
十分に行い得る人材を配置するように努める。
○教員の昇任については、業績等の公平性の確保に留意し、昇任基準の検討を行う。
○効果的なＦＤのあり方および推進方策を検討し、ＦＤ研修会の企画・開催等の効果を点検評価する。

○教育改善システム（ＰＤＣＡシステム）の体制・組織を継続的に見直す。
○学内各種委員会の活動状況を点検する。
〇自己点検評価を実施し、報告書（自己点検評価報告書）等により公表する。
〇有識者懇談会（参与会）を実施し、報告書（外部評価報告書）等により公表する。
〇卒業生および企業に対して学校の教育に関する意見・要望等をアンケートにより調査する。
〇JABEE認定継続審査を受審する。
〇校長および教員相互による授業評価や学生による授業評価を実施する。
〇授業公開を実施し、意見の分析を行う。
○成績不振者，学力不足の学生への補習を実施する。
○本科・専攻科ともにインターンシップを積極的に行うことにより、学外者（企業人）による学生評価を教育方法等
の参考にする。
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（５）学生支援・生活支援（メンタルヘルス、生活支援、キャリア教育　等）

（６）教育環境の整備・活用（施設マネジメント、教育環境充実、環境配慮、寄宿舎整備　等）

【２．研究に関する事項（外部資金獲得、産学連携、知財管理　等）】

○学生の心身の健康・安全に関して、学内各組織の円滑な連携に努める。
○修学支援に対して適正な対応を行い、授業料免除、奨学金の円滑な支援を行う。
○修学を続けるために経済的な支援を必要としている学生に対する支援策を検討する。
○女子を含めた志願者増に伴う入寮背希望者増に対する受け入れ態勢を検討する。
○寮においては寮生会活動などを通して人材の育成を図る。
○長野高専進路支援システムの円滑な運営に努めるとともに、進路指導室を活用し、５学年および４学年の学生
だけではなく低学年の学生に対しても進路に関する情報を提供する。
○進路の希望を実現できるように編入学試験・就職試験のための支援を行う。
○資格取得のための支援を行う。
○学生，教職員の法定伝染病等の発生の予防と発生時における連絡網など緊急対応体制の整備に努める。

○キャンパス全体の有効な活用を目指してマスタープランの作成を推進する。
○学内の施設および設備の稼働率調査を行い、有効な活用を検討する。
○環境への取り組みを学校としての基本方針を宣言し、環境マネジメント組織を立ち上げ、環境改善を推進するシ
ステムを検討する。
○図書館の耐震改修を行う。特に、授業や課外活動、研究への協力を強化するための情報化設備を備えた閲覧
室、書架スペース、書庫、多目的室等を拡張する。
○慢性的な寮室不足を解消するため寮の増築を引き続き検討する。増築に際しては男子寮および女子寮定員に
対する入寮希望者の不均衡に柔軟に対応できる施設とする。また、留学生等の受け入れも可能になるようにす
る。
○学生食堂等の設備について老朽化しているものについては、計画的に更新を検討する。
○教職員・学生の健康管理に必要な環境・機器・設備の整備に努める。

○地域共同テクノセンター技術研究所の機能を有効活用し、さらに地域企業からの技術相談などに対する迅速で
柔軟な対応体制を整備するために、各技術研究部門内のチームとその構成員との見直しを検討する。
○包括協定・連携協定を締結している自治体・団体との共同事業をさらに推進するための方策を検討する。
○地域産業の現実的なニーズに応え得る技術開発的研究を実践するために、開催回数や参加利用者数の具体
的目標を掲げて教員と地域企業との接点を増やす。
○知的財産活用基盤の強化のために、産学連携戦略展開プロジェクトを有効活用して相当数の特許申請件数を
目標に掲げて知的財産取得活動を推進する。
○専攻科学外実習（長期インターンシップ）および起業の郷・企業書生派遣事業を契機として、特別研究担当教員
と実習先機関との共同研究を推進する。
○文部科学省所管の外部資金に限らず、広く助成金を得るように努める。

○学生が国際性豊かな技術者となるための国際交流等の企画・実施を検討する。
○地域企業と連携した技術者育成コースの開設など地域企業人材の育成・社会人の生涯学習などを視野に入れ
た教育事業を展開するための方策を検討する。
○長野高専がもつ人的資源（教職員・学生）および施設・設備などの物的資源を活用し、地域の小中学生あるいは
学生・社会人に対して科学・技術・文化に出会う機会を提供し、小中学生の教育活動、ものづくり人材育成の支
援、地域の活性化とボランティア活動に対する支援を計画的に実施する。

【３．社会との連携、国際交流等に関する事項（地域技術者育成への貢献、理科教育支援、卒業生ネットワーク
の構築、国際交流協定の締結、学生の海外派遣、留学生の受入 等）】
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【５．業務運営の効率化に関する事項（一般管理費の縮減、随意契約の見直し　等）】

【６．その他】

○業務の効率化を図るとともに財務管理体制を検証し改善する。
○適正かつ効果的な収入と支出の実施と収入増加のための検討を行う。
○有効かつ効果的な資源配分を実施する。

【４．管理運営に関する事項（危機管理体制、教職員の服務監督・健康管理、職員の研修、人事交流　等）】

○地域産業のニーズに応えるため、平成21年度に設立した地域共同テクノセンター寄附研究部門「制御システム
開発研究部門」に焦点化して、シンポジウムや講習会を通して研究成果を公表し、さらに教育実践のための知識と
材料として蓄積する。
○「高専における設計教育高度化のための産学共同ワークショップ」を実施する。

○管理運営組織の精査および評価体制の推進として、機構本部等の動向を迅速かつ的確に捉えた企画，運営
（実施），評価・点検，改善を行う。
○教職員および学生に対する危機管理体制を検証し改善に繋げる。
○職員の資質向上のための研修を推進する。
○職員の資質向上のための人事交流を推進する。
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【１．教育に関する事項】

（１）入学者の確保（学生募集活動、女子学生確保、入試方法の改善　等）

長野高専　年度計画（平成２２年度）

○本校の魅力と入学者受け入れ方針を的確に周知するための方策として、一日体験入学の見直しを行うとともに、
新たにオープンキャンパス等の実施について検討する。
・一日体験入学の回数や実施方法について検討する。
・一日体験入学とは別にオープンキャンパスの実施を検討する。

○学校説明会や中学校訪問の拡充を図る。
・これまでの中学校の先生を対象とした学校説明会だけでなく、保護者を対象とした説明会を検討する。
・全中学校を対象として、教職員や学生が学校訪問を行うことを検討する。

○入学者の選抜時の試験成績、入学後の成績、進級状況及び進路動向について継続的な調査・分析を行い、選
抜方法を検討する。
・1年生から５年生までの学力選抜入試成績と入学後の進級状況、学年末成績の状況を調査し、継続的にデータを
蓄積し分析を行う。
・推薦選抜入学者の進級状況、学年末成績を調査し分析を行う。
・入学志願者の調査書(内申点)の分析を行う。

○高専教育にふさわしい入学者を確保するため、現行の入試制度を見直し、試験科目と配点等について検討し、
実施可能なものから導入する。
・入学志願者の調査書（内申点）の調査分析により、選抜方法の検討を行う。
・アドミッションポリシーを検討し、ふさわしい入学者を確保するために入試制度の見直しを図る。

○高校からの編入学について、工業高校以外からの受け入れの可能性などを検討する。

○広報企画室を設置し、各組織との連携の上、本校の認知度を向上させ、入学者の確保を図る。
・広報パンフレット、ホームページ、メールマガジン等の情報発信の充実を目指す。
・参加型イベント（科学イベント等）を企画し、実施する。特に女子小・中学生向けの企画を検討する。
・女子入学志願者増を目指した情報発信を検討する。

○入学志願者増加のための対策として中学生とその保護者および中学校への対応を充実させる。
・志願者向けに電子メール等を介した入学相談や質問コーナーを検討する。

○女子学生確保のための対応を充実させる。



- 56 - 

 

  

（２）教育課程の編成（学科再編、大括り化・コース制の導入、専攻科の充実　等）

○産業の進展や社会のニーズに対応する教育課程の構築について検討する。
・教育目標に沿った系統的かつ一般科目と専門科目並びに専門科目相互の連携を考慮したカリキュラム編成を検
討する。
・義務教育における新指導要領の実施に合わせて、本校のカリキュラムの見直しを行い、必要に応じてカリキュラ
ムの改訂を行う。
・多様化した学生のニーズに対応した選択科目の見直しを行う。

○ 創造性育成教育の充実に向けた検討を行う。
・機械工学科における創造工学実習、電気電子工学科における創造工学実験Ⅰ・Ⅱ、電子制御工学科における
無人搬送車製作などのような創造性を育てる科目を増やすことを検討する。

○教員が他学科の教員と連携し相互に授業を担当する体制を検討する。また、学科間で共通な授業や実験は学
科の所属にとらわれることなく行うことや実験設備の有効利用度を向上させるための検討を行う。
・科目間連携会議を定期的に開催し、一般科目と専門科目を系統的に学習できる教育内容の配列を検討する。
・学科の枠にとらわれず、相互に授業を担当する方法や、一つの科目を複数の教員で担当し、授業内容、分野に
応じて教員の専門性を生かす方法を検討する。
・校内設備をリストアップし学内グループウェアで公開する。

○専攻科の学習・教育目標及びカリキュラム等について、教育プログラムのさらなる充実に向けた継続的な見直し
を行い、実施可能なものから導入する。
・融合・複合対応科目の内容充実。
・融合・複合対応科目新設の検討。
・融合・複合対応を意識したデザイン科目の充実検討。
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（３）優れた教員の確保（採用方針、女性教員採用、他機関との交流、ＦＤ　等）

○幅広い分野の実務経験を有する教員を積極的に採用する。
・多様な経歴を持つ教員、また、専門科目（理系の一般科目を含む）については、博士の学位を持つ者や技術士等
の職業上の高度の資格を持つ者、一般科目については、修士以上の学位を持つ者や民間企業等における経験を
通して高度な実務能力を持つ者など優れた教育能力を有する者の採用の促進を図る。

○男女共同参画社会の理念に基づくとともに、近年増加傾向にある女子学生への支援を視野に入れ、女性教員
の重点的な採用の促進を図る。

○他高専・他大学との人事交流を推進する。

○専攻科を担当する教員（専門学科教員）には、学生への高度な研究指導はもとより地域企業との共同研究等を
十分に行い得る人材を配置するように努める。

○教員の昇任については、業績等の公平性の確保に留意し、昇任基準の検討を行う。
・業績として認める項目の見直しを常に行う。

○効果的なＦＤのあり方および推進方策を検討し、ＦＤ研修会の企画・開催等の効果を点検評価する。
・教員に必要とされる資質およびスキルを分析・整理し、その結果を学内FDに反映させる。
・アンケート調査によりFDの効果を点検し、その結果を改善に役立てる。
・他高専教員の短期間派遣についても検討を行う。
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（４）教育の質の向上・改善（自己点検評価、ＪＡＢＥＥ認定、共同教育、企業人材の活用　等）

○教育改善システム（ＰＤＣＡシステム）の体制・組織を継続的に見直す。

○学内各種委員会の活動状況を点検する。

〇自己点検評価を実施し、報告書（自己点検評価報告書）等により公表する。

〇有識者懇談会（参与会）を実施し、報告書（外部評価報告書）等により公表する。

〇卒業生および企業に対して学校の教育に関する意見・要望等をアンケートにより調査する。

〇JABEE認定継続審査を受審する。

〇校長および教員相互による授業評価や学生による授業評価を実施する。
・授業方法改善に向けた効果的な運用について検討する。
・集計作業手順，報告書作成方針を検討する。

〇授業公開を実施し、意見の分析を行う。
・保護者への授業公開を実施する。
・授業方法の改善に向けた効果的な運用について検討する。
・関連分野の教員のグループ化および相互参観について検討する。
・一般（中学生）への公開を検討する。
・１・２年学級懇談会（保護者）の実施について検討する。

○成績不振者、学力不足の学生への補習を実施する。
・実力テスト・学習到達度試験の効果的な運用について検討する。
（事前指導、結果の分析・評価およびフィードバックの検討）
・学生自身による学習達成度の評価と分析を行い、教育の質の向上・改善に資する。
・低学年に対する補習の効果的な方法（学生TAによる効果的な方法）について検討する。
・低学年寮生の基礎学力向上のため、 学習習慣を確立する方策を検討するとともに、基礎科目の学習支援を実施
する。

○本科・専攻科ともにインターンシップを積極的に行うことにより、学外者（企業人）による学生評価を教育方法等
の参考にする。
・インターンシップ中に教員が企業を訪問し、学生の学力水準や不足する技術分野（科目）を聴取し、それを教員に
周知することで改善に活用する方法を検討する。
・“起業の郷・企業書生派遣事業”を活用し、教育の質を向上させることを検討する。
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（５）学生支援・生活支援（メンタルヘルス、生活支援、キャリア教育　等）

○学生の心身の健康・安全に関して、学内各組織の円滑な連携に努める。

○修学支援に対して適正な対応を行い、授業料免除、奨学金の円滑な支援を行う。

○修学を続けるために経済的な支援を必要としている学生に対する支援策を検討する。

○女子を含めた志願者増に伴う入寮希望者増に対する受け入れ態勢を検討する。

○寮においては寮生会活動などを通して人材の育成を図る。
・寮生会活動を支援し、寮生会役員・指導寮生・階長・館長等、上級生の指導に力を入れ、下級生の指導に役立つ
人材の育成を図る。

○長野高専進路支援システムの円滑な運営に努めるとともに、進路指導室を活用し、５学年および４学年の学生
だけではなく低学年の学生に対しても進路に関する情報を提供する。

○進路の希望を実現できるように編入学試験・就職試験のための支援を行う。
・定期的な補習を実施する。
・個人指導を行う。

○資格取得のための支援を行う。
・定期的な補習を実施する。
・個人指導を行う。

○学生、教職員の法定伝染病等の発生の予防と発生時における連絡網など緊急対応体制の整備に努める。
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（６）教育環境の整備・活用（施設マネジメント、教育環境充実、環境配慮、寄宿舎整備　等）

○キャンパス全体の有効な活用を目指してマスタープランの作成を推進する。
・マスタープランを基に施設・設備の年度計画を策定する。

○学内の施設および設備の稼働率調査を行い、有効な活用を検討する。

○環境への取り組みを学校としての基本方針を宣言し、環境マネジメント組織を立ち上げ、環境改善を推進するシ
ステムを検討する。

○図書館の耐震改修を行う。特に、授業や課外活動、研究への協力を強化するための情報化設備を備えた閲覧
室、書架スペース、書庫、多目的室等を拡張する。
・参考図書、雑誌等の充実を図るとともに、蔵書管理システムの充実に向けての検討を行う。
・耐震改修工事期間において学生生活に支障がないよう利用計画を立てる。

○慢性的な寮室不足を解消するため寮の増築を引き続き検討する。増築に際しては男子寮および女子寮定員に
対する入寮希望者の不均衡に柔軟に対応できる施設とする。また、留学生等の受け入れも可能になるようにす
る。

○学生食堂等の設備について老朽化しているものについては、計画的に更新を検討する。

○教職員・学生の健康管理に必要な環境・機器・設備の整備に努める。
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【２．研究に関する事項（外部資金獲得、産学連携、知財管理　等）】

○地域共同テクノセンター技術研究所の機能を有効活用し、さらに地域企業からの技術相談などに対する迅速で
柔軟な対応体制を整備するために、各技術研究部門内のチームとその構成員との見直しを検討する。

○包括協定・連携協定を締結している自治体・団体との共同事業をさらに推進するための方策を検討する。

○地域産業の現実的なニーズに応え得る技術開発的研究を実践するために、開催回数や参加利用者数の具体
的目標を掲げて教員と地域企業との接点を増やす。
・技術研究会・技術講習会・技術交流会等の開催回数を100回以上、参加利用者数は2000人以上を目指し、企業
との出会いの機会の増加を図る。

○知的財産活用基盤の強化のために、産学連携戦略展開プロジェクトを有効活用して相当数の特許申請件数を
目標に掲げて知的財産取得活動を推進する。
・10件以上の特許申請件数を目指す。

○専攻科学外実習（長期インターンシップ）および起業の郷・企業書生派遣事業を契機として、特別研究担当教員
と実習先機関との共同研究を推進する。
・インターンシップ先・企業書生派遣先との共同研究件数の増加を目指す。

○文部科学省所管の外部資金に限らず、広く助成金を得るように努める。
・企業との共同研究あるいは寄附金、経済産業省所管の助成金を企業と共同または単独で、また、地方自治体所
管の各種助成金の獲得を目指す。
・外部資金獲得のために教職員に対する研修会を実施する。
・外部機関と連携して資金獲得や研究資産所有のための方策を検討する。
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○学生が国際性豊かな技術者となるための国際交流等の企画・実施を検討する。
・日本学生支援機構と連携して交流会を実施する。
・タイ王国教育機関と協力して交流を引き続き実施することを検討する。

○地域企業と連携した技術者育成コースの開設など地域企業人材の育成・社会人の生涯学習などを視野に入れ
た教育事業を展開するための方策を検討する。

○長野高専がもつ人的資源（教職員・学生）および施設・設備などの物的資源を活用し、地域の小中学生あるいは
学生・社会人に対して科学・技術・文化に出会う機会を提供し、小中学生の教育活動、ものづくり人材育成の支
援、地域の活性化とボランティア活動に対する支援を計画的に実施する。

【３．社会との連携、国際交流等に関する事項（地域技術者育成への貢献、理科教育支援、卒業生ネットワーク
の構築、国際交流協定の締結、学生の海外派遣、留学生の受入 等）】
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【４．管理運営に関する事項（危機管理体制、教職員の服務監督・健康管理、職員の研修、人事交流　等）】

○管理運営組織の精査および評価体制の推進として、機構本部等の動向を迅速かつ的確に捉えた企画、運営
（実施）、評価・点検、改善を行う。
・各委員会の役割および所掌業務を精査し、改めて各委員会に提示し、実施を促す。
・自己点検評価体制および外部評価体制を検証し、評価結果を迅速に改善に繋げる。

○教職員および学生に対する危機管理体制を検証し改善に繋げる。
（教職員）
・危機管理に関する規定を見直し、防火・防災計画を策定するとともに、安全管理マニュアルおよび緊急連絡網を
整備し，周知する。
・安全管理意識を徹底するため、講演会および総合防災訓練を実施する。
・定期的な校内安全衛生巡視を実施し、改善を要する事項については、迅速に対応する。
（学生）
・学生向け安全管理マニュアル等により事故防止に努めるとともに、災害発生時の対応マニュアル等の整備に着
手する。
・安全管理意識を徹底するため、講演会および総合防災訓練を実施する。
・緊急時に対する連絡体制を見直し、緊急連絡網の整備等複数の連絡手段を検討する。

○職員の資質向上のための研修を推進する。
・職員の役割や各部署における問題・課題を分析し、明確にするとともに、実効性のあるＳＤの実施計画の策定に
着手する。また、機構本部等の開催する研修に積極的に参加する。
・他高専および外部機関等の開催する研修会等の情報を収集し、職員の積極的な参加を促す。
・技術職員がＰＣ、サーバおよびネットワークを管理・運用するに必要な技術を向上させるための研修への参加を
促す。

○職員の資質向上のための人事交流を推進する。
・事務職員にあっては、広範な視野を有する職員を確保するため、現行の信州大学との人事交流若しくは本校独
自の採用を継続する。
・技術職員にあっては、専門領域を有するとともに、多岐にわたる領域の技術および技能を有する職員を確保する
ため、本校独自の採用を継続する。
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【５．業務運営の効率化に関する事項（一般管理費の縮減、随意契約の見直し　等）】

○業務の効率化を図るとともに財務管理体制を検証し改善する。
・高等専門学校設置基準により必要とされる、最低限の教員の給与相当額および各年度特別に措置しなければな
らない経費を除き、運営費交付金を充当して行う事業については、第２期中期目標の期間中、毎事業年度につき
一般管理費（人件費相当額を除く。）については３％、その他は１％の業務の効率化を図る。
・財務担当業務内容の分析・業務改善の方策を検討し、実施する。

○適正かつ効果的な収入と支出の実施と収入増加のための検討を行う。
（経常的収入）
・予算の有効な活用のための方策を検討し、予算配分方針を定める。
・省エネルギー計画を策定し、学校行事として実施することにより経費削減を図る。
・会議および事務においてペーパーレス化を図り、管理的経費を削減する。
・部署別に管理的経費の削減目標を策定し、経費の有効活用を図る。
・入学志願者の増加を図るための経費の有効活用を図る。
（臨時的収入）
・外部資金の獲得のため、信州大学等との連携を図る。
・科学研究補助金や公共団体の補助金の獲得に積極的に取り組む。
・外部資金（共同研究・受託研究・寄附金）の増収を図るため、具体的な方策を検討する。
・研究成果を知的財産化（特許）し、その果実により教育研究資金の獲得を目指す。
・科学研究費補助金・共同研究・受託研究・寄附金等、外部資金の獲得に対し、インセンティブを考慮した研究費
の予算配分を検討し、実施する。
（経常的収支）
・業務運営の効率性及び国民の信頼性の観点から、物品等の購入に当たっては、資源の有効活用を図るため、
購入物品等の検収行為の適正化確保を図り、契約に関しては随意契約についての見直しを図り、一般競争入札
によることを原則とし、有効な予算活用に努める。予算執行に当たっては、財務会計システムの更なる活用によ
り、教育・研究費予算執行状況の把握と教育・研究費予算の有効活用のための方策により、収支均衡を図る。

○有効かつ効果的な資源配分を実施する。
・平成２２年度における予算配分の見直しをすることにより、教育・研究に有効かつ効果的な配分を行うとともに、
教育改善充実費（校長裁量経費）を確保し、さらに、校長がリーダーシップを発揮できるインセンティブを考慮した裁
量的特別経費（申請研究費・設備更新充実費）を、教育改善充実費（校長裁量経費）と同額以上を確保する。
・資源の有効な活用から、随意契約はもとより基本契約は一般競争を原則とし、複数年契約等により経費の節約
を図る。



- 65 - 

 

【６．その他】

○地域産業のニーズに応えるため、平成21年度に設立した地域共同テクノセンター寄附研究部門「制御システム
開発研究部門」に焦点化して、シンポジウムや講習会を通して研究成果を公表し、さらに教育実践のための知識と
材料として蓄積する。
○「高専における設計教育高度化のための産学共同ワークショップ」を実施する。
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す
る

。

○
広

報
企

画
室

を
設

置
し

、
各

組
織

と
の

連
携

の
上

、
本

校
の

認
知

度
を

向
上

さ
せ

、
入

学
者

の
確

保
を

図
る

。

○
入

学
志

願
者

増
加

の
た

め
の

対
策

と
し

て
中

学
生

と
そ

の
保

護
者

お
よ

び
中

学
校

へ
の

対
応

を
充

実
さ

せ
る

。

○
女

子
学

生
確

保
の

た
め

の
対

応
を

充
実

さ
せ

る
。

○
教

務
委

員
会

で
検

討
し

、
今

年
度

に
つ

い
て

は
,従

来
の

と
お

り
、

一
日

体
験

入
学

を
７

月
3日

（土
）

に
開

催
し

、
中

学
生

36
1名

、
保

護
者

24
2名

、
中

学
校

教
諭

13
名

が
参

加
し

た
。

ま
た

、
来

年
度

に
つ

い
て

は
授

業
公

開
と

合
わ

せ
て

一
日

体
験

入
学

と
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

○
県

内
７

ヵ
所

で
中

学
校

の
教

員
を

対
象

に
進

学
説

明
会

を
行

な
う

ほ
か

、
9月

5日
（日

）に
長

野
市

内
で

開
催

さ
れ

た
進

学
フ

ェ
ア

に
参

加
し

学
校

説
明

を
行

な
っ

た
。

ま
た

、
夏

季
休

業
期

間
中

に
１

年
生

の
母

校
訪

問
も

実
施

し
た

。
さ

ら
に

、
県

内
全

中
学

校
を

対
象

と
し

て
中

学
校

訪
問

を
行

っ
て

い
る

。

○
入

学
者

の
選

抜
時

の
試

験
成

績
と

入
学

後
の

成
績

に
つ

い
て

の
相

関
資

料
を

作
成

中
で

あ
り

、
前

期
の

成
績

が
確

定
し

た
後

、
在

学
生

の
成

績
に

つ
い

て
分

析
を

行
な

い
、

選
抜

方
法

を
検

討
す

る
予

定
で

あ
る

。

○
入

試
制

度
の

見
直

し
、

試
験

科
目

の
配

点
等

に
つ

い
て

、
上

記
の

分
析

と
並

行
し

て
検

討
す

る
。

○
普

通
高

校
か

ら
編

入
し

た
場

合
の

受
け

入
れ

の
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

す
る

予
定

で
あ

る
。

○
本

年
4月

に
広

報
企

画
室

を
設

置
し

、
学

校
紹

介
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

ポ
ス

タ
ー

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

、
エ

コ
バ

ッ
グ

の
作

成
な

ど
を

行
な

っ
た

。
ま

た
、

一
日

体
験

入
学

、
進

学
説

明
会

、
進

学
フ

ェ
ア

、
中

学
校

訪
問

、
科

学
イ

ベ
ン

ト
な

ど
に

お
い

て
関

係
各

組
織

と
連

携
し

て
、

積
極

的
に

本
校

の
認

知
度

を
向

上
さ

せ
、

入
学

者
の

確
保

に
努

め
て

い
る

。

○
進

学
フ

ェ
ア

、
科

学
イ

ベ
ン

ト
（ス

カ
イ

パ
ー

ク
科

学
館

等
）、

各
地

の
産

業
フ

ェ
ア

に
お

い
て

小
中

学
生

お
よ

び
保

護
者

に
対

し
て

学
校

紹
介

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

工
嶺

祭
（学

園
祭

）に
お

い
て

も
進

学
説

明
会

を
実

施
す

る
計

画
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
各

地
で

の
進

学
説

明
会

へ
の

保
護

者
の

参
加

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
。

○
進

学
説

明
会

、
進

学
フ

ェ
ア

、
中

学
校

訪
問

、
科

学
イ

ベ
ン

ト
な

ど
で

機
構

作
成

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
「キ

ラ
キ

ラ
高

専
ガ

ー
ル

」を
配

付
し

、
女

子
生

徒
へ

の
高

専
紹

介
に

努
め

て
い

る
。

各
高

専
　

平
成

２
２

年
度

年
度

計
画

（
４

月
に

提
出

し
た

概
要

を
記

載
し

て
下

さ
い

。
）

平
成

２
２

年
度

年
度

計
画

に
対

応
し

て
実

施
も

し
く

は
実

施
予

定
の

事
業

内
容

☆
☆

長
野

高
専

　
平

成
２

２
年

度
年

度
計

画
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
☆

☆
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（
２

）
教

育
課

程
の

編
成

（
学

科
再

編
、

大
括

り
化

・
コ

ー
ス

制
の

導
入

、
専

攻
科

の
充

実
　

等
）

○
産

業
の

進
展

や
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

教
育

課
程

の
構

築
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
創

造
性

育
成

教
育

の
充

実
に

向
け

た
検

討
を

行
う

。

○
教

員
が

他
学

科
の

教
員

と
連

携
し

相
互

に
授

業
を

担
当

す
る

体
制

を
検

討
す

る
。

ま
た

、
学

科
間

で
共

通
な

授
業

や
実

験
は

学
科

の
所

属
に

と
ら

わ
れ

る
こ

と
な

く
行

う
こ

と
や

実
験

設
備

の
有

効
利

用
度

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の
検

討
を

行
う

。

○
専

攻
科

の
学

習
・教

育
目

標
及

び
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
等

に
つ

い
て

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
さ

ら
な

る
充

実
に

向
け

た
継

続
的

な
見

直
し

を
行

い
、

実
施

可
能

な
も

の
か

ら
導

入
す

る
。

○
教

務
委

員
会

に
お

い
て

、
卒

業
生

・企
業

向
け

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
結

果
お

よ
び

参
与

会
か

ら
提

言
さ

れ
た

意
見

な
ど

を
踏

ま
え

、
来

年
度

の
教

育
課

程
の

充
実

を
検

討
し

て
い

る
。

ま
た

、
電

子
情

報
工

学
科

に
お

い
て

、
平

成
2
3
年

度
入

学
生

に
つ

い
て

の
教

育
課

程
の

変
更

を
検

討
し

て
い

る
。

環
境

都
市

工
学

科
で

は
、

卒
業

後
の

2級
建

築
士

受
験

資
格

取
得

の
た

め
に

、
現

2年
生

か
ら

「
建

築
環

境
」等

を
新

た
に

開
設

し
た

。
専

攻
科

で
は

、
分

野
横

断
的

な
工

学
課

題
に

も
対

応
で

き
る

技
術

者
の

養
成

を
図

る
た

め
の

科
目

と
し

て
、

平
成

2
2
年

度
か

ら
「
マ

イ
コ

ン
応

用
」
を

新
た

に
開

設
し

た
。

○
従

来
か

ら
、

各
学

科
に

お
い

て
は

創
造

工
学

実
習

、
創

造
工

学
実

験
な

ど
、

専
攻

科
に

お
い

て
は

機
能

デ
ザ

イ
ン

な
ど

の
創

造
性

育
成

教
育

を
実

施
し

て
お

り
、

今
後

こ
れ

ら
の

さ
ら

な
る

充
実

に
向

け
て

検
討

を
行

な
う

予
定

で
あ

る
。

○
学

科
・科

目
間

連
携

会
議

と
し

て
、

電
子

情
報

工
学

科
と

一
般

科
と

の
意

見
交

換
を

実
施

し
、

学
生

の
学

習
意

欲
向

上
の

た
め

の
方

策
を

検
討

し
た

。
今

後
、

関
連

分
野

間
に

お
け

る
連

携
に

つ
い

て
検

討
す

る
予

定
で

あ
る

。
従

来
か

ら
、

専
攻

科
棟

実
験

設
備

は
全

学
科

共
用

を
条

件
と

し
た

設
置

許
可

制
と

し
て

お
り

、
電

子
情

報
工

学
科

と
一

般
科

（化
学

）
、

電
気

電
子

工
学

科
と

環
境

都
市

工
学

科
に

お
け

る
共

同
研

究
や

各
教

員
・
学

生
の

研
究

な
ど

に
設

備
を

有
効

活
用

し
て

い
る

。

○
平

成
21

年
度

の
専

攻
科

の
学

習
・
教

育
目

標
の

検
討

に
よ

り
、

分
野

横
断

的
な

工
学

課
題

に
も

対
応

で
き

る
技

術
者

の
養

成
を

図
る

た
め

の
科

目
と

し
て

、
平

成
2
2
年

度
か

ら
「
マ

イ
コ

ン
応

用
」
を

開
設

し
た

。
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（
３

）
優

れ
た

教
員

の
確

保
（
採

用
方

針
、

女
性

教
員

採
用

、
他

機
関

と
の

交
流

、
Ｆ

Ｄ
　

等
）

○
幅

広
い

分
野

の
実

務
経

験
を

有
す

る
教

員
を

積
極

的
に

採
用

す
る

。

○
男

女
共

同
参

画
社

会
の

理
念

に
基

づ
く
と

と
も

に
、

近
年

増
加

傾
向

に
あ

る
女

子
学

生
へ

の
支

援
を

視
野

に
入

れ
、

女
性

教
員

 の
重

点
的

な
採

用
の

促
進

を
図

る
。

○
他

高
専

・
他

大
学

と
の

人
事

交
流

を
推

進
す

る
。

○
専

攻
科

を
担

当
す

る
教

員
（
専

門
学

科
教

員
）に

は
、

学
生

へ
の

高
度

な
研

究
指

導
は

も
と

よ
り

地
域

企
業

と
の

共
同

研
究

等
を

 十
分

に
行

い
得

る
人

材
を

配
置

す
る

よ
う

に
努

め
る

。

○
教

員
の

昇
任

に
つ

い
て

は
、

業
績

等
の

公
平

性
の

確
保

に
留

意
し

、
昇

任
基

準
の

検
討

を
行

う
。

○
効

果
的

な
Ｆ

Ｄ
の

あ
り

方
お

よ
び

推
進

方
策

を
検

討
し

、
Ｆ

Ｄ
研

修
会

の
企

画
・
開

催
等

の
効

果
を

点
検

評
価

す
る

。

○
平

成
22

年
4
月

1
日

付
け

で
、

2
名

の
教

員
を

採
用

し
た

。
・
准

教
授

 1
名

【
一

般
科

（
英

語
）、

民
間

企
業

・
非

常
勤

講
師

・
客

員
研

究
員

を
経

験
】

・
助

教
 1

名
【
機

械
工

学
科

、
民

間
企

業
・
Ｒ

Ａ
・
研

究
員

を
経

験
】

○
平

成
22

年
4
月

1
日

付
け

採
用

の
2名

の
教

員
の

う
ち

、
1
名

に
あ

っ
て

は
女

性
教

員
を

採
用

し
た

。

○
平

成
22

年
4
月

1
日

付
け

で
、

高
専

・
両

技
科

大
学

間
教

員
交

流
制

度
に

よ
り

、
3
名

の
教

員
を

受
け

入
れ

た
（
東

京
高

専
・石

川
高

専
・
岐

阜
高

専
よ

り
）
。

ま
た

、
同

制
度

に
よ

り
、

1
名

の
教

員
を

派
遣

し
た

（
石

川
高

専
へ

）
。

○
専

攻
科

に
お

い
て

、
教

育
・
研

究
効

果
を

考
慮

し
た

上
で

、
教

員
の

も
つ

資
質

・
経

験
を

十
分

に
発

揮
し

得
る

科
目

を
設

定
す

る
と

と
も

に
、

専
門

性
に

優
れ

た
教

員
を

選
任

し
、

配
置

し
て

い
る

。
な

お
、

平
成

2
2
年

度
か

ら
、

産
業

シ
ス

テ
ム

工
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

工
学

（融
合

複
合

・
新

領
域

）
関

連
分

野
に

対
応

す
る

科
目

と
し

て
、

「
マ

イ
コ

ン
応

用
」
お

よ
び

「
応

用
理

論
回

路
設

計
」を

新
設

し
た

。

○
平

成
21

年
1
2
月

に
、

教
員

の
選

考
基

準
お

よ
び

昇
任

選
考

に
係

る
取

扱
い

の
一

部
を

改
正

し
、

公
平

性
を

よ
り

高
め

る
と

と
も

に
、

同
基

準
お

よ
び

取
扱

い
に

基
づ

き
、

平
成

2
2
年

4
月

1
日

付
け

で
3
名

の
昇

任
人

事
を

実
施

し
た

（
講

師
か

ら
准

教
授

：2
名

、
助

教
か

ら
准

教
授

1名
）。

今
後

、
同

基
準

お
よ

び
取

扱
い

に
つ

い
て

精
査

し
、

必
要

に
応

じ
た

改
正

を
検

討
す

る
。

○
平

成
21

年
度

に
実

施
し

た
F
D

研
修

会
の

効
果

の
点

検
を

行
な

っ
た

。
テ

ー
マ

の
設

定
に

つ
い

て
は

概
ね

妥
当

、
有

用
性

に
つ

い
て

は
検

討
の

必
要

有
り

と
の

結
果

を
得

た
。

平
成

2
2
年

度
に

お
い

て
は

、
以

下
に

示
す

計
3回

の
F
D

研
修

会
を

開
催

し
た

。
・
第

1
回

「
優

秀
な

受
験

生
獲

得
の

秘
策

-
長

野
県

下
の

現
状

と
長

野
高

専
の

課
題

」
・
第

2
回

「
科

学
研

究
費

補
助

金
申

請
書

の
作

成
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
」

・
第

3
回

「
高

専
に

お
け

る
国

際
化

の
推

進
-
現

状
と

今
後

の
あ

り
方

-
」

な
お

、
1
2
月

中
旬

に
第

4回
の

F
D

研
修

会
（テ

ク
ニ

カ
ル

・ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

）
の

開
催

を
計

画
し

て
い

る
。
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（
４

）
教

育
の

質
の

向
上

・
改

善
（
自

己
点

検
評

価
、

Ｊ
Ａ

Ｂ
Ｅ

Ｅ
認

定
、

共
同

教
育

、
企

業
人

材
の

活
用

　
等

）

○
教

育
改

善
シ

ス
テ

ム
（Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
シ

ス
テ

ム
）の

体
制

・組
織

を
継

続
的

に
見

直
す

。

○
学

内
各

種
委

員
会

の
活

動
状

況
を

点
検

す
る

。

〇
自

己
点

検
評

価
を

実
施

し
、

報
告

書
（自

己
点

検
評

価
報

告
書

）等
に

よ
り

公
表

す
る

。

〇
有

識
者

懇
談

会
（参

与
会

）を
実

施
し

、
報

告
書

（外
部

評
価

報
告

書
）等

に
よ

り
公

表
す

る
。

〇
卒

業
生

お
よ

び
企

業
に

対
し

て
学

校
の

教
育

に
関

す
る

意
見

・要
望

等
を

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
り

調
査

す
る

。

〇
J
A

B
E
E
認

定
継

続
審

査
を

受
審

す
る

。

〇
校

長
お

よ
び

教
員

相
互

に
よ

る
授

業
評

価
や

学
生

に
よ

る
授

業
評

価
を

実
施

す
る

。

〇
授

業
公

開
を

実
施

し
、

意
見

の
分

析
を

行
う

。

○
成

績
不

振
者

，
学

力
不

足
の

学
生

へ
の

補
習

を
実

施
す

る
。

○
本

科
・専

攻
科

と
も

に
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

積
極

的
に

行
う

こ
と

に
よ

り
、

学
外

者
（企

業
人

）に
よ

る
学

生
評

価
を

教
育

方
法

等
の

参
考

に
す

る
。

○
平

成
21

年
度

に
試

行
的

に
運

用
し

た
「授

業
評

価
シ

ス
テ

ム
」（

授
業

改
善

を
促

進
す

る
た

め
の

P
D

C
A

シ
ス

テ
ム

）の
問

題
点

を
整

理
し

、
改

善
策

を
確

立
し

た
。

平
成

22
年

度
は

、
こ

の
改

善
さ

れ
た

「授
業

評
価

シ
ス

テ
ム

」を
運

用
し

、
授

業
改

善
に

努
め

て
い

く
予

定
で

あ
る

。

○
平

成
21

年
度

の
点

検
方

法
に

改
善

を
加

え
、

平
成

23
年

3月
末

ま
で

に
今

年
度

各
種

委
員

会
の

活
動

状
況

を
点

検
す

る
予

定
で

あ
る

。

○
現

在
、

自
己

点
検

評
価

の
実

施
内

容
を

検
討

中
で

あ
り

、
平

成
23

年
3月

末
ま

で
に

自
己

点
検

評
価

を
実

施
し

、
そ

の
報

告
書

（自
己

点
検

評
価

報
告

書
）を

作
成

す
る

予
定

で
あ

る
。

○
本

年
6月

に
、

平
成

18
年

度
か

ら
21

年
度

ま
で

に
開

催
さ

れ
た

計
4回

分
の

参
与

会
の

実
施

内
容

を
ま

と
め

た
外

部
評

価
報

告
書

（第
3報

）を
作

成
し

た
。

平
成

22
年

度
の

参
与

会
に

つ
い

て
は

、
平

成
23

年
1月

末
頃

に
開

催
す

る
予

定
で

あ
る

。

○
平

成
21

年
度

に
卒

業
生

お
よ

び
企

業
向

け
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
、

そ
の

集
計

結
果

を
報

告
書

に
ま

と
め

た
。

平
成

22
年

度
は

、
こ

の
集

計
結

果
を

分
析

し
、

本
校

の
教

育
改

善
に

関
す

る
方

策
等

に
つ

い
て

検
討

を
行

な
っ

た
。

今
後

、
本

検
討

結
果

を
関

係
各

委
員

会
等

に
提

言
す

る
。

○
J
A

B
E
E
認

定
継

続
審

査
に

関
し

て
、

本
年

4月
に

審
査

申
請

書
を

提
出

し
、

さ
ら

に
7月

に
自

己
点

検
書

（本
文

編
、

引
用

・裏
付

資
料

編
）を

提
出

し
た

。
な

お
、

11
月

に
訪

問
実

地
審

査
を

受
審

す
る

予
定

で
あ

る
。

○
本

年
6月

中
旬

か
ら

下
旬

に
か

け
て

、
前

期
の

学
生

向
け

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
た

。
後

期
に

つ
い

て
は

、
12

月
中

旬
に

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
。

○
本

年
5月

下
旬

に
前

期
の

授
業

公
開

を
実

施
し

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
す

る
と

と
も

に
そ

の
結

果
を

担
当

教
員

に
配

付
し

た
。

後
期

に
つ

い
て

は
、

11
月

に
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

。

○
1・

2年
生

に
つ

い
て

前
期

中
間

試
験

後
に

試
験

成
績

を
基

に
学

力
不

足
の

学
生

を
選

び
，

7月
か

ら
週

2回
の

補
習

を
実

施
し

て
い

る
。

後
期

に
つ

い
て

は
補

習
対

象
者

の
入

れ
替

え
も

行
っ

て
実

施
予

定
で

あ
る

。
電

子
制

御
工

学
科

お
よ

び
電

子
情

報
工

学
科

に
お

い
て

は
独

自
に

成
績

不
振

者
を

対
象

と
し

た
補

習
を

行
っ

て
い

る
。

さ
ら

に
、

後
期

か
ら

は
環

境
都

市
工

学
科

に
お

い
て

も
実

施
を

予
定

し
て

い
る

。
ま

た
，

科
目

担
当

者
も

適
宜

個
人

指
導

，
補

習
を

行
っ

て
い

る
。

さ
ら

に
、

寮
生

を
対

象
と

し
た

勉
強

会
を

実
施

し
て

い
る

。

○
本

科
に

お
い

て
は

、
4年

生
を

対
象

と
し

て
実

務
訓

練
を

行
っ

て
い

る
。

今
後

，
報

告
会

，
交

流
会

を
行

い
分

析
検

討
す

る
予

定
で

あ
る

。
専

攻
科

に
お

い
て

は
、

1年
生

を
対

象
と

し
て

長
期

の
学

外
実

習
を

行
な

っ
て

お
り

、
指

導
教

員
が

定
期

的
に

実
習

先
を

訪
問

し
、

学
生

評
価

に
結

び
付

け
る

と
と

も
に

、
企

業
か

ら
の

評
価

を
今

後
の

教
育

方
法

等
に

反
映

す
る

予
定

で
あ

る
。
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（
５

）
学

生
支

援
・
生

活
支

援
（
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

、
生

活
支

援
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

　
等

）

○
学

生
の

心
身

の
健

康
・安

全
に

関
し

て
、

学
内

各
組

織
の

円
滑

な
連

携
に

努
め

る
。

○
修

学
支

援
に

対
し

て
適

正
な

対
応

を
行

い
、

授
業

料
免

除
、

奨
学

金
の

円
滑

な
支

援
を

行
う

。

○
修

学
を

続
け

る
た

め
に

経
済

的
な

支
援

を
必

要
と

し
て

い
る

学
生

に
対

す
る

支
援

策
を

検
討

す
る

。

○
女

子
を

含
め

た
志

願
者

増
に

伴
う

入
寮

背
希

望
者

増
に

対
す

る
受

け
入

れ
態

勢
を

検
討

す
る

。

○
寮

に
お

い
て

は
寮

生
会

活
動

な
ど

を
通

し
て

人
材

の
育

成
を

図
る

。

○
長

野
高

専
進

路
支

援
シ

ス
テ

ム
の

円
滑

な
運

営
に

努
め

る
と

と
も

に
、

進
路

指
導

室
を

活
用

し
、

5
学

年
お

よ
び

4
学

年
の

学
生

だ
け

で
は

な
く
低

学
年

の
学

生
に

対
し

て
も

進
路

に
関

す
る

情
報

を
提

供
す

る
。

○
進

路
の

希
望

を
実

現
で

き
る

よ
う

に
編

入
学

試
験

・就
職

試
験

の
た

め
の

支
援

を
行

う
。

○
資

格
取

得
の

た
め

の
支

援
を

行
う

。

○
学

生
，

教
職

員
の

法
定

伝
染

病
等

の
発

生
の

予
防

と
発

生
時

に
お

け
る

連
絡

網
な

ど
緊

急
対

応
体

制
の

整
備

に
努

め
る

。

○
学

生
支

援
委

員
会

は
、

1年
お

よ
び

2年
の

学
年

会
と

連
携

し
て

、
交

通
安

全
講

習
会

を
実

施
し

た
（
1
年

：
5
月

1
1
日

、
2
年

：
5
月

7
日

）
。

さ
ら

に
、

3
年

～
5年

の
学

生
に

対
し

て
交

通
安

全
講

習
会

を
実

施
し

た
（
5
月

1
2
日

）
。

講
習

会
に

よ
り

学
生

の
交

通
安

全
に

対
す

る
意

識
を

高
め

た
。

ま
た

、
1
学

年
会

と
連

携
し

て
、

「
心

の
ケ

ア
講

習
会

」を
実

施
（
6
月

1
5
日

）
し

、
3
学

年
会

と
連

携
し

て
「
エ

イ
ズ

講
習

会
」を

実
施

（
6
月

1
6
日

）
し

た
。

今
後

、
女

子
学

生
の

防
犯

に
関

す
る

講
習

会
を

実
施

す
る

（
1
0月

5日
）。

な
お

、
学

生
相

談
室

お
よ

び
保

健
室

と
連

携
し

て
、

学
生

の
メ

ン
タ

ル
面

の
ケ

ア
を

行
な

っ
て

い
る

（
心

理
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
1
名

、
看

護
師

1名
）。

○
学

生
支

援
委

員
会

は
、

授
業

料
免

除
、

奨
学

金
の

推
薦

に
係

わ
る

選
考

を
適

正
に

実
施

し
、

授
業

料
免

除
、

各
種

奨
学

金
の

支
援

を
実

施
し

た
。

○
経

済
的

に
支

援
の

必
要

な
学

生
に

対
し

て
、

担
任

と
連

携
し

な
が

ら
ア

ル
バ

イ
ト

を
許

可
し

た
。

○
寮

の
増

築
は

平
成

23
年

度
予

算
に

概
算

要
求

を
し

た
。

機
構

か
ら

文
部

科
学

省
へ

の
要

求
枠

に
は

入
ら

な
か

っ
た

が
、

実
施

設
計

を
進

め
る

指
示

を
受

け
て

、
一

歩
前

進
し

て
い

る
。

引
き

続
き

実
現

に
向

け
て

努
力

を
す

る
。

○
寮

生
会

で
は

新
入

寮
生

歓
迎

会
、

寮
生

総
会

、
寮

祭
な

ど
の

行
事

を
組

織
運

営
す

る
と

と
も

に
、

各
種

委
員

長
を

先
頭

に
日

常
の

寮
運

営
に

も
か

か
わ

っ
て

い
る

。
ま

た
、

1
年

生
の

面
倒

を
み

る
3
年

生
の

指
導

寮
生

が
や

が
て

寮
生

会
活

動
に

か
か

わ
る

仕
組

み
に

な
っ

て
い

て
、

人
材

育
成

に
大

い
に

役
立

っ
て

い
る

。

○
進

路
指

導
方

針
の

下
、

5年
生

に
対

し
て

進
路

説
明

会
を

実
施

し
、

学
生

、
保

護
者

と
の

懇
談

会
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
昨

年
度

グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
し

た
本

校
独

自
の

進
路

支
援

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
、

円
滑

な
進

路
指

導
の

支
援

を
行

っ
た

。
ま

た
、

進
路

支
援

室
を

設
置

し
、

低
学

年
の

学
生

に
も

情
報

公
開

を
行

な
っ

た
。

さ
ら

に
、

4
年

生
に

対
し

て
は

進
路

指
導

講
演

会
を

4
学

年
会

と
連

携
し

て
実

施
し

た
。

○
就

職
試

験
お

よ
び

編
入

学
試

験
の

報
告

書
を

学
生

か
ら

提
出

さ
せ

、
資

料
を

収
集

し
、

進
路

支
援

室
で

の
閲

覧
を

可
能

と
し

た
。

○
電

気
工

事
士

、
技

術
士

補
、

ビ
オ

ト
ー

プ
管

理
士

な
ど

の
各

種
資

格
取

得
の

た
め

の
補

習
お

よ
び

個
人

指
導

を
行

い
支

援
を

し
て

い
る

。

○
現

状
は

、
災

害
発

生
時

な
ど

に
用

い
る

「
緊

急
連

絡
表

」
に

よ
り

連
絡

体
制

を
整

備
し

て
い

る
が

、
今

後
、

体
制

の
整

備
に

向
け

て
検

討
を

行
う

。
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（
６

）
教

育
環

境
の

整
備

・
活

用
（
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

教
育

環
境

充
実

、
環

境
配

慮
、

寄
宿

舎
整

備
　

等
）

○
キ

ャ
ン

パ
ス

全
体

の
有

効
な

活
用

を
目

指
し

て
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
作

成
を

推
進

す
る

。

○
学

内
の

施
設

お
よ

び
設

備
の

稼
働

率
調

査
を

行
い

、
有

効
な

活
用

を
検

討
す

る
。

○
環

境
へ

の
取

り
組

み
を

学
校

と
し

て
の

基
本

方
針

を
宣

言
し

、
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
組

織
を

立
ち

上
げ

、
環

境
改

善
を

推
進

す
る

シ
ス

テ
ム

を
検

討
す

る
。

○
図

書
館

の
耐

震
改

修
を

行
う

。
特

に
、

授
業

や
課

外
活

動
、

研
究

へ
の

協
力

を
強

化
す

る
た

め
の

情
報

化
設

備
を

備
え

た
閲

覧
室

、
書

架
ス

ペ
ー

ス
、

書
庫

、
多

目
的

室
等

を
拡

張
す

る
。

○
慢

性
的

な
寮

室
不

足
を

解
消

す
る

た
め

寮
の

増
築

を
引

き
続

き
検

討
す

る
。

増
築

に
際

し
て

は
男

子
寮

お
よ

び
女

子
寮

定
員

に
対

す
る

入
寮

希
望

者
の

不
均

衡
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

施
設

と
す

る
。

ま
た

、
留

学
生

等
の

受
け

入
れ

も
可

能
に

な
る

よ
う

に
す

る
。

○
学

生
食

堂
等

の
設

備
に

つ
い

て
老

朽
化

し
て

い
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

計
画

的
に

更
新

を
検

討
す

る
。

○
教

職
員

・
学

生
の

健
康

管
理

に
必

要
な

環
境

・
機

器
・設

備
の

整
備

に
努

め
る

。

○
施

設
・環

境
専

門
部

会
に

お
い

て
、

キ
ャ

ン
パ

ス
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

を
作

成
し

て
い

る
。

○
施

設
・環

境
専

門
部

会
に

お
い

て
、

昨
年

度
の

施
設

お
よ

び
設

備
の

稼
働

率
調

査
結

果
を

も
と

に
、

運
営

会
議

に
お

い
て

、
稼

働
率

の
低

い
施

設
お

よ
び

設
備

の
稼

働
率

向
上

を
学

内
に

呼
び

掛
け

た
。

今
年

度
に

お
い

て
は

、
学

内
の

施
設

お
よ

び
設

備
の

稼
働

率
調

査
の

項
目

を
検

討
し

て
、

後
期

に
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

。

○
4月

1日
付

け
で

環
境

へ
の

取
り

組
み

の
た

め
の

学
校

方
針

を
学

内
外

に
宣

言
す

る
と

と
も

に
、

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

組
織

と
し

て
、

本
年

9
月

に
「
環

境
委

員
会

」
を

設
置

し
た

。

○
8月

よ
り

図
書

館
の

耐
震

改
修

工
事

を
開

始
し

た
。

改
修

に
よ

り
、

閲
覧

室
の

拡
張

、
多

目
的

室
の

多
機

能
化

を
図

る
予

定
で

あ
る

。

○
男

子
お

よ
び

女
子

学
生

の
定

員
増

と
留

学
生

の
定

員
増

を
目

的
に

寮
の

増
築

を
計

画
し

、
概

算
要

求
と

し
て

申
請

し
た

。

○
学

生
食

堂
等

設
備

の
更

新
に

つ
い

て
、

現
在

検
討

中
で

あ
る

。

○
空

調
設

備
の

適
切

な
管

理
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

設
定

す
る

と
と

も
に

、
教

室
、

教
員

室
等

の
温

度
を

測
定

し
た

。
電

子
制

御
工

学
科

お
よ

び
電

子
情

報
工

学
科

棟
の

空
調

設
備

の
整

備
を

年
度

計
画

で
実

施
す

る
。
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【
２

．
研

究
に

関
す

る
事

項
（
外

部
資

金
獲

得
、

産
学

連
携

、
知

財
管

理
　

等
）
】

○
地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

技
術

研
究

所
の

機
能

を
有

効
活

用
し

、
さ

ら
に

地
域

企
業

か
ら

の
技

術
相

談
な

ど
に

対
す

る
迅

速
で

柔
軟

な
対

応
体

制
を

整
備

す
る

た
め

に
、

各
技

術
研

究
部

門
内

の
チ

ー
ム

と
そ

の
構

成
員

と
の

見
直

し
を

検
討

す
る

。

○
包

括
協

定
・連

携
協

定
を

締
結

し
て

い
る

自
治

体
・団

体
と

の
共

同
事

業
を

さ
ら

に
推

進
す

る
た

め
の

方
策

を
検

討
す

る
。

○
地

域
産

業
の

現
実

的
な

ニ
ー

ズ
に

応
え

得
る

技
術

開
発

的
研

究
を

実
践

す
る

た
め

に
、

開
催

回
数

や
参

加
利

用
者

数
の

具
体

的
目

標
を

掲
げ

て
教

員
と

地
域

企
業

と
の

接
点

を
増

や
す

。

○
知

的
財

産
活

用
基

盤
の

強
化

の
た

め
に

、
産

学
連

携
戦

略
展

開
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

有
効

活
用

し
て

相
当

数
の

特
許

申
請

件
数

を
目

標
に

掲
げ

て
知

的
財

産
取

得
活

動
を

推
進

す
る

。

○
専

攻
科

学
外

実
習

（長
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

）お
よ

び
起

業
の

郷
・企

業
書

生
派

遣
事

業
を

契
機

と
し

て
、

特
別

研
究

担
当

教
員

と
実

習
先

機
関

と
の

共
同

研
究

を
推

進
す

る
。

○
文

部
科

学
省

所
管

の
外

部
資

金
に

限
ら

ず
、

広
く
助

成
金

を
得

る
よ

う
に

努
め

る
。

○
各

技
術

研
究

部
門

長
等

に
対

し
て

調
査

を
行

い
、

こ
れ

ま
で

の
活

動
状

況
を

把
握

し
た

。
現

在
、

迅
速

で
柔

軟
な

対
応

が
で

き
る

よ
う

研
究

部
門

(研
究

チ
ー

ム
)お

よ
び

構
成

メ
ン

バ
ー

の
見

直
し

を
行

っ
て

い
る

。
今

後
、

再
構

成
し

た
研

究
部

門
(研

究
チ

ー
ム

)を
シ

ー
ズ

集
等

に
掲

載
す

る
な

ど
、

P
R

を
併

せ
て

進
め

て
行

く
。

○
長

野
市

と
の

包
括

協
定

に
よ

る
共

同
事

業
の

更
な

る
推

進
事

例
と

し
て

「
長

野
市

も
の

づ
く
り

支
援

セ
ン

タ
ー

」
の

運
営

委
員

に
加

え
運

営
世

話
人

も
請

け
る

な
ど

、
身

近
な

交
流

の
機

会
を

増
進

し
て

い
る

。
上

田
市

商
工

会
議

所
な

ど
と

の
協

定
締

結
に

向
け

て
、

状
況

調
査

な
ど

下
準

備
を

始
め

て
い

る
。

○
技

術
研

究
会

・
講

習
会

、
シ

ー
ズ

発
表

交
流

会
な

ど
の

開
催

を
延

べ
1
6
9回

計
画

・実
施

中
で

あ
り

、
地

域
企

業
か

ら
の

参
加

者
は

延
べ

30
0
0人

を
見

込
ん

で
い

る
。

○
文

部
科

学
省

か
ら

採
択

さ
れ

た
「産

学
連

携
戦

略
展

開
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」の

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
、

知
材

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ
ー

ダ
ー

が
メ

ン
バ

ー
を

召
集

し
7
月

に
実

施
し

た
。

現
在

2
6
人

の
メ

ン
バ

ー
が

特
許

申
請

に
向

け
て

活
動

し
て

い
る

。
な

お
、

年
間

の
特

許
出

願
10

件
以

上
を

目
指

し
て

い
る

。

○
今

年
度

新
た

に
採

択
さ

れ
た

「
企

業
技

術
者

等
活

用
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
で

採
用

し
た

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
を

企
業

と
の

連
携

活
動

に
活

用
す

る
と

と
も

に
、

事
前

事
後

教
育

用
に

購
入

し
た

実
験

機
器

を
用

い
て

企
業

と
の

研
究

開
発

を
進

め
、

共
同

研
究

の
推

進
を

図
っ

て
い

る
。

後
期

か
ら

開
始

さ
れ

る
、

専
攻

科
長

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

派
遣

先
決

定
に

当
っ

て
、

新
規

受
入

れ
企

業
へ

の
訪

問
を

実
施

し
、

技
術

振
興

会
へ

の
加

入
も

促
し

た
。

ま
た

、
期

間
中

の
教

員
訪

問
（延

べ
58

回
）で

も
、

産
学

連
携

を
図

る
予

定
で

あ
る

。
な

お
、

長
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
契

機
と

し
た

共
同

研
究

に
基

づ
く
学

生
教

育
を

3
社

と
行

な
っ

て
い

る
。

○
長

野
県

内
大

学
高

専
間

で
連

携
構

築
し

て
い

る
「信

州
産

学
官

連
携

機
構

（Ｓ
ＩＳ

）」
を

活
用

し
、

Ｊ
Ｓ

Ｔ
や

日
本

学
術

振
興

会
な

ど
が

公
募

す
る

事
業

に
応

募
す

る
際

に
、

事
業

の
趣

旨
説

明
会

の
開

催
や

申
請

書
作

成
の

フ
ォ

ロ
ー

な
ど

を
行

い
、

助
成

金
の

獲
得

に
務

め
て

い
る

。
ま

た
、

科
学

研
究

費
補

助
金

の
申

請
に

関
す

る
F
D

研
修

会
を

実
施

し
た

。
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【
３

．
社

会
と

の
連

携
、

国
際

交
流

等
に

関
す

る
事

項
（
地

域
技

術
者

育
成

へ
の

貢
献

、
理

科
教

育
支

援
、

卒
業

生
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

、
国

際
交

流
協

定
の

締
結

、
学

生
の

海
外

派
遣

、
留

学
生

の
受

入
 等

）
】

【
４

．
管

理
運

営
に

関
す

る
事

項
（
危

機
管

理
体

制
、

教
職

員
の

服
務

監
督

・
健

康
管

理
、

職
員

の
研

修
、

人
事

交
流

　
等

）
】

○
学

生
が

国
際

性
豊

か
な

技
術

者
と

な
る

た
め

の
国

際
交

流
等

の
企

画
・実

施
を

検
討

す
る

。

○
地

域
企

業
と

連
携

し
た

技
術

者
育

成
コ

ー
ス

の
開

設
な

ど
地

域
企

業
人

材
の

育
成

・社
会

人
の

生
涯

学
習

な
ど

を
視

野
に

入
れ

た
教

育
事

業
を

展
開

す
る

た
め

の
方

策
を

検
討

す
る

。

○
長

野
高

専
が

も
つ

人
的

資
源

（教
職

員
・学

生
）お

よ
び

施
設

・設
備

な
ど

の
物

的
資

源
を

活
用

し
、

地
域

の
小

中
学

生
あ

る
い

は
学

生
・社

会
人

に
対

し
て

科
学

・技
術

・文
化

に
出

会
う

機
会

を
提

供
し

、
小

中
学

生
の

教
育

活
動

、
も

の
づ

く
り

人
材

育
成

の
支

援
、

地
域

の
活

性
化

と
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

対
す

る
支

援
を

計
画

的
に

実
施

す
る

。

○
（独

）日
本

学
生

支
援

機
構

東
京

日
本

語
教

育
セ

ン
タ

ー
に

在
籍

す
る

79
名

の
留

学
生

と
本

校
学

生
8名

が
学

校
紹

介
、

も
の

づ
く
り

作
業

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
等

で
交

流
し

た
。

タ
イ

王
国

テ
ク

ニ
カ

ル
カ

レ
ッ

ジ
と

の
交

流
に

つ
い

て
検

討
中

で
あ

る
。

機
構

主
催

の
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

は
第

1回
か

ら
学

生
を

推
薦

し
、

過
去

2回
の

派
遣

学
生

は
“特

Ａ
”に

評
価

さ
れ

た
。

本
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

は
、

今
年

度
も

推
薦

を
予

定
し

て
い

る
。

○
「社

会
人

の
学

び
直

し
」事

業
（H

19
-H

21
）で

開
発

・実
施

し
た

社
会

人
向

け
技

術
講

座
を

「長
野

高
専

若
手

技
術

者
育

成
コ

ー
ス

」と
し

て
自

治
体

と
連

携
し

て
継

続
し

て
実

施
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
自

立
運

営
に

向
け

た
取

り
組

み
を

進
め

て
い

く
。

○
小

中
学

生
向

け
共

同
教

育
活

動
と

し
て

、
広

報
企

画
室

が
主

導
で

「キ
ッ

ズ
サ

イ
エ

ン
ス

20
10

in
ト

イ
ー

ゴ
（9

/1
1ト

イ
ー

ゴ
に

て
開

催
）」

を
実

施
し

た
。

さ
ら

に
、

「2
01

0長
野

高
専

ス
カ

イ
パ

ー
ク

科
学

館
（1

0/
9信

州
ス

カ
イ

パ
ー

ク
に

て
開

催
）」

「長
野

高
専

キ
ッ

ズ
サ

イ
エ

ン
ス

（1
1/

13
長

野
高

専
に

て
開

催
）」

を
計

画
し

て
お

り
、

交
流

の
頻

度
が

増
大

し
て

い
る

。
同

様
に

、
「エ

コ
ノ

パ
ワ

ー
部

」が
9月

19
日

(日
)に

エ
ム

ウ
ェ

ー
ブ

で
行

わ
れ

た
「エ

コ
マ

ラ
ソ

ン
20

10
長

野
」の

開
催

に
参

画
し

、
中

学
・高

校
・

専
門

学
校

・短
大

・高
専

か
ら

の
21

チ
ー

ム
と

交
流

し
た

。
特

に
、

日
頃

か
ら

中
学

生
チ

ー
ム

に
は

エ
コ

ノ
パ

ワ
ー

カ
ー

の
製

作
に

も
協

力
し

、
交

流
を

図
っ

て
い

る
。

○
管

理
運

営
組

織
の

精
査

お
よ

び
評

価
体

制
の

推
進

と
し

て
、

機
構

本
部

等
の

動
向

を
迅

速
か

つ
的

確
に

捉
え

た
企

画
，

運
営

（実
施

），
評

価
・点

検
，

改
善

を
行

う
。

○
教

職
員

お
よ

び
学

生
に

対
す

る
危

機
管

理
体

制
を

検
証

し
改

善
に

繋
げ

る
。

○
職

員
の

資
質

向
上

の
た

め
の

研
修

を
推

進
す

る
。

○
職

員
の

資
質

向
上

の
た

め
の

人
事

交
流

を
推

進
す

る
。

○
本

年
9月

、
本

校
に

お
け

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
組

織
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
関

係
す

る
規

則
を

制
定

し
た

。
今

後
、

管
理

運
営

組
織

の
精

査
を

推
進

し
、

効
果

的
か

つ
効

率
的

な
改

善
を

検
討

す
る

。

○
教

職
員

を
対

象
と

し
た

「防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
」を

整
備

し
た

。
今

後
、

本
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
基

に
危

機
管

理
体

制
の

検
証

を
行

う
予

定
で

あ
る

。
な

お
、

学
生

を
対

象
と

し
た

「防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
」を

整
備

す
る

。

○
本

年
度

か
ら

、
事

務
部

お
よ

び
技

術
室

に
在

籍
す

る
職

員
が

、
各

種
研

修
会

に
参

加
し

た
場

合
、

職
員

研
修

（Ｓ
Ｄ

）の
一

環
と

し
て

、
研

修
報

告
会

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。
こ

れ
ま

で
の

開
催

は
以

下
の

と
お

り
。

・「
中

堅
職

員
の

た
め

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
」（

6月
24

日
）

・「
生

涯
生

活
設

計
セ

ミ
ナ

ー
」（

7月
29

日
）

・「
知

的
財

産
担

当
者

研
修

」（
9月

14
日

）
・「

大
学

間
連

携
Ｓ

Ｄ
研

修
会

」（
9月

14
日

）

○
信

州
大

学
と

の
間

で
、

平
成

22
年

4月
1日

付
け

で
1名

、
同

年
8月

1日
付

け
で

4名
の

人
事

交
流

を
行

な
っ

た
。

今
後

、
継

続
し

て
信

州
大

学
と

の
人

事
交

流
を

推
進

す
る

。
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【
５

．
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
事

項
（
一

般
管

理
費

の
縮

減
、

随
意

契
約

の
見

直
し

等
）
】

【
６

．
そ

の
他

】

○
随

意
契

約
の

見
直

し
に

よ
り

、
複

写
機

の
契

約
に

つ
い

て
複

数
年

契
約

お
よ

び
一

般
競

争
入

札
を

実
行

す
る

と
と

も
に

、
電

力
供

給
に

つ
い

て
の

契
約

の
見

直
し

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
一

般
管

理
費

支
出

の
効

率
化

を
図

っ
た

。

○
研

究
支

援
委

員
会

に
お

い
て

、
共

同
研

究
・受

託
研

究
・寄

付
金

の
増

加
に

向
け

た
検

討
を

行
っ

て
い

る
（本

年
度

8回
開

催
予

定
、

う
ち

3回
開

催
済

）。
ま

た
、

平
成

21
年

度
に

引
き

続
き

寄
附

研
究

部
門

に
お

い
て

の
講

習
会

（本
年

度
5回

実
施

予
定

、
う

ち
4回

実
施

済
）の

講
習

料
を

教
材

費
と

し
て

有
効

に
活

用
し

て
い

る
。

な
お

、
10

月
に

科
学

研
究

費
補

助
金

の
説

明
会

も
予

定
し

て
い

る
。

○
第

2期
中

期
目

標
・計

画
に

基
づ

き
、

平
成

22
年

度
予

算
配

分
方

針
を

定
め

る
と

と
も

に
、

平
成

22
年

度
特

別
配

分
事

業
と

し
て

3事
業

に
対

し
て

予
算

配
分

を
行

な
っ

た
。

○
地

域
産

業
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
た

め
、

平
成

21
年

度
に

設
立

し
た

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
寄

附
研

究
部

門
「制

御
シ

ス
テ

ム
開

発
研

究
部

門
」に

焦
点

化
し

て
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

や
講

習
会

を
通

し
て

研
究

成
果

を
公

表
し

、
さ

ら
に

教
育

実
践

の
た

め
の

知
識

と
材

料
と

し
て

蓄
積

す
る

。

○
「高

専
に

お
け

る
設

計
教

育
高

度
化

の
た

め
の

産
学

共
同

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
」を

実
施

す
る

。

○
学

協
会

等
が

主
催

す
る

研
究

会
で

2件
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

で
1件

の
発

表
機

会
を

得
て

、
研

究
活

動
の

成
果

を
公

表
し

て
い

る
。

ま
た

、
関

連
す

る
技

術
講

習
会

を
開

催
し

、
地

域
に

向
け

た
人

材
育

成
事

業
を

展
開

し
て

い
る

。
ま

た
、

教
材

の
作

成
な

ど
を

通
し

て
、

教
育

活
動

に
向

け
た

知
識

の
蓄

積
に

も
取

り
組

ん
で

い
る

。

○
第

3回
「高

専
に

お
け

る
設

計
教

育
高

度
化

の
た

め
の

産
学

共
同

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
」を

12
月

11
・1

2
日

に
長

野
高

専
で

開
催

す
る

た
め

の
準

備
を

続
け

て
お

り
、

同
時

開
催

予
定

の
「3

次
元

設
計

造
形

コ
ン

テ
ス

ト
」と

併
せ

て
全

高
専

に
周

知
し

、
参

加
者

を
募

っ
て

い
る

。

○
業

務
の

効
率

化
を

図
る

と
と

も
に

財
務

管
理

体
制

を
検

証
し

改
善

す
る

。

○
適

正
か

つ
効

果
的

な
収

入
と

支
出

の
実

施
と

収
入

増
加

の
た

め
の

検
討

を
行

う
。

○
有

効
か

つ
効

果
的

な
資

源
配

分
を

実
施

す
る

。
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第 9 回参与会配付資料（2012 年 2 月 6 日） 

 

・長野工業高等専門学校参与会設置要項（添付省略） 

・第 9回長野工業高等専門学校参与会 ≪次第≫ 

・第 9回長野工業高等専門学校参与会 ≪出席者名簿≫（添付省略） 

・第 9回長野工業高等専門学校参与会 ≪座席表≫（添付省略） 

 

◆ 地域共同テクノセンターが主体として取り組む地域連携の活動 関係 

・地域共同テクノセンターが取り組む地域連携の活動 

・連携協定締結状況 

・平成 23年度地域共同テクノセンター事業一覧 

・地域共同テクノセンター年度別事業開催数と参加者数の推移 

・平成 22年度地域共同テクノセンター等事業参加者数 

・研究費等学科別年度別実績 

・平成 22年度インターンシップ事業実施報告書 

・実務訓練先企業・機関等一覧（本科） 

・学外実習派遣先一覧（専攻科） 

 

◆ 広報企画室が主体として取り組む地域連携の活動 関係 

・兼業一覧（平成 20 年度～平成 22年度） 

・科学イベント来場者数一覧 

・各産業フェア参加状況 

・出前授業一覧（平成 20年度～平成 23年度） 

・公開講座一覧（平成 20年度～平成 23年度） 

 

◆ 創立 50周年記念事業関係 

・創立 50周年記念事業実行計画 

 

◆ その他 

・長野工業高等専門学校における教育理念等 

・2011 学校要覧（添付省略） 

・2012 入学案内（添付省略） 

・学園だより（№146～№149）（添付省略） 

・地域共同テクノセンター（パンフレット）（添付省略） 

・長野工業高等専門学校 技術振興会（添付省略） 

・産学連研究シーズ一覧（添付省略） 

・善光寺バレー研究成果報告会 2011 講演論文集（添付省略） 
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第 9回長野工業高等専門学校参与会 

≪次 第≫ 

 

日 時  平成 24年 2月 6日（月） 13:30～16:00 

 

会 場  長野工業高等専門学校 第一会議室 

 

次 第 

1．開会 

2．校長あいさつ 

3．副会長指名 

4．自己紹介（各参与・長野高専出席者） 

5．配付資料確認 

6．会長あいさつ 

7．参与会 

① 長野高専における地域社会との連携 

(1) 地域共同テクノセンターが主体として取り組む地域連携の活動 

(2) 広報企画室が主体として取り組む地域連携の活動 

② 創立 50周年記念事業 

③ 意見交換 

8．閉会 
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1

地域共同テクノセンターが
取り組む地域連携の活動
「地域の中小企業とともに」

副 校 長（研究・連携統括） 岸 佐 年

参与会 Feb. 06 2012  2

=

長野高専地域共同テクノセンター設置 (2000.4)

キーワード 「地域の中小企業と共に」

文科省：地域中小企業を対象とした共同研究・技術相談
・技術者の学び直し教育のための拠点施設

長野高専技術振興会発足，長野県テクノ財団と連携

参与会 Feb. 06 2012

3

長野高専技術振興会発足（2001.1；96社）

 

長野高専技術振興会
会長 池田 明
会員数 253（2012.1現在）
会員企業と長野高専の交流

長野高専

地域企業
地域商工会
地域団体
公的機関

支援事業

インターシップ支援
就職求人支援
学生ものづくり支援
教官研究助成
知的財産相談

技術研究会
技術講習会
特別講演会
技術交流会
技術相談会
高専設備の有効活用

地域共同テクノセンター

研修事業

Seedsの登録・公開

技術相談･技術指導
共同研究提案・実施
テクノアドバイザーによる
ニーズ･シーズの発掘
講習会開催
インターンシップ推進
特許アドバイス

参与会 Feb. 06 2012  4

エコロジー住宅研究会
研究分野：人と自然にやさしい住宅の提案
応用機械要素設計研究会
研究分野：ねじ締結の基礎理論とゆるみ防止策の研究
機能性新材料研究会
研究分野：新機能性材料の創製とそれを利用したエネルギー素子の開発
ＩＴに即した教育の情報化に関するシステム開発研究会
研究分野：ＩＴに即した教育の情報化に関するシステム開発
自治体情報システム研究会
研究分野：自治体ＧＩＳの当面の課題に解答を持つ時空間情報システムの研究

生体計測研究会
研究分野：医療及び健康領域に適応可能な生体情報の計測・機器開発
創造工学研究会
研究分野：革新的新製品開発手法であるQFD, タグチメソッド，TRIZの修得と応用
耐震設計研究会
研究分野：振動理論の研究を通じ、耐震設計法のノウハウの実践を計る
電磁アクチュエータ・センサ研究会
研究分野：センサ，アクチュエータ等,電磁機器の設計技術とその適用方法の検討
プレゼンテーション研究会
研究分野：プレゼンテーション技術の話題収集・ノウハウの蓄積と公開

6

7

8

1

2

3

4

9

10

5

技術研究会一覧

参与会 Feb. 06 2012

（抜粋）

参与会 Feb. 06 2012 5

研究会・講習会の様子

県テクノ財団
善光寺バレー地域センターと連携

 

テクノセンター開催事業の回数と参加者数の推移 資料3・4・5

参与会 Feb. 06 2012 6

年度別 事業開催数と参加者数の推移

研究会等

2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度

回数
参加
人数

回数
参加
人数

回数
参加
人数

回数
参加
人数

回数
参加
人数

回数
参加
人数

回数
参加
人数

回数
参加
人数

回数
参加
人数

回数
参加
人数

回数
参加
人数

技術
研究会

22 486 29 683 44 794 26 803 31 541 49 1005 50 1140 54 1221 70 1317 78 1859 56 1342

技術
講習会

14 137 19 262 11 339 9 189 17 263 13 357 31 503 56 790 71 1331 71 1329 77 745

技術
交流会

4 126 4 93 5 177 2 78 3 157 2 43 2 43 2 66 4 143 4 105 2 95

善バレ研
究報告会

1 70 1 107 1 62 1 88 1 82 1 112 1 54 1 55 1 58 1 52 1 63

特別
講演会

2 156 2 169 2 130 2 172 2 110 2 68 3 130 2 144 2 135 2 129 2 120

技術
講演会

1 70

特許相談 12 60 8 20 10 27

テクノ
サロン

11 182 13 65 220 208 26 222 26 218 24 280 13 101

合計 44 1045 55 1314 63 1502 63 1572 75 1238 77 1832 87 2078 141 2498 174 3202 180 3754 151 2466

技術相談 15 61 39 65 49 86 67 213 70 123 87 111 132 356 143 164 181 207 200 236

インターン
シップ支援

3 406 3 569 4 635 3 576 3 682 3 638 3 615 3 656 3 632 3 743

特許出願 2 2 10 10 19 19 4 4 10 10 10 10 11 11 4 4

出前講座 10 122 21 140 20 320 36 532 71 1323 69 1347 28 254

会員数 116 107 130 122 137 173 210 238 252 257 253

7

長野県の持つ地域性と長野高専卒業生

ＯＢ･ＯＧ
４６００/７０００余名

が県内企業に在籍

・県歌「信濃の国」

伊那谷

木曾谷

北アルプス

南アルプス

万座峠

一の橋関所

碓井峠

参与会 Feb. 06 2012  8

専攻科設置 (2003.4)

キーワード ： 長期インターンシップ事業
地域企業と「共同開発研究」で連携

平成16・17年度「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」
「地域企業と取組む長期インターンシップ制度」

参与会 Feb. 06 2012
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9

長野高専のインターンシップ実践 資料7・8

（長野県テクノ財団の協力）

○「実務訓練」（本科４年生：平成7年度～）

・夏休み中2週間（卒業要件内の2単位）

・平成18年度から全学科全200名が参加

・延べ 2091名（ ～平成23年度）が受講

・実習機関：442社（～平成２３年度）実数

○「長期学外実習」（専攻科１年生：平成１５年度～）

・後期１4週間（修了要件内の１２単位）

・延べ２３４名が受講（～平成２３年度）

・実習機関：84社（～平成２３年度）

（主に長野高専技術振興会会員企業）

参与会 Feb. 06 2012  10

長野県公募：３×３コンソーシアム研究事業

「新触媒燃焼技術を利用した
省エネ型潜熱回収給湯器の開発」

平成15年8月～平成17年3月

長野県テクノ財団

長野高専

オリオン機械株式会社

岡澤製作所

信州大学繊維学部

ワイヤメッシュ触媒 熱交換機

実践例：技術研究会

参与会 Feb. 06 2012

11

信州まち育て研究会

共同研究先：（株）KRC （有）朝日工務店

手動式揚水ポンプの開発

実践例：技術研究会

参与会 Feb. 06 2012  12

技術相談→長期インターンシップ

平成16・17年度ナノテク・フォーラム長野 新商品開発テーマ
長野高専専攻科・（株）西澤電機計器製作所

実践例：技術相談会

参与会 Feb. 06 2012

目的：実社会で求められる技術者としての実践的・技術的感覚を養う
期間：１０月初～１月末（約４ヶ月間）

（株）アルゴルでのインターンシップテーマ

ハード設計

アプリケーション

検査装置完成

製品開発のプロセス

ＮＧ

ＮＧ ＮＧ

OK

OK

OK OK

前実験
カラーカメラを用いたカラー画像処理の検討

ALGOL ㈱アルゴル
インターンシップから始まった商品開発
代表取締役社長：今井博充，技術部：上倉龍行・小田智久

カラー画像処理による
メッキ検査装置

入社後から

実践例

13参与会 Feb. 06 2012  

佐久地域との交流（佐久ものづくり研究会）

たたみベッド

マイクロ水車発電

介護機器

ペレットストーブ

参与会 Feb. 06 2012 14

須坂地域との交流（善バレ版RSP）

形状記憶合金応用の上向き作業の補助具の開発

開発母体：「形状記憶合金応用上向き作業
補助具研究会」

参加企業大学 ： ㈱シー・ケー・テクノ、美須弥工業㈱
愛知教育大、長野高専、須坂市、県工試

・研究開発期間 H21～H22

開発目標
・ぶどう作業の首の補助具の開発：農家の要望

腕用に続き首用の開発（2万円以下）
工場での上向き作業用の試作開発：トヨタG、ニッ

サンGのから注文有り
･福祉向け補助具の検討

販売目標
首用グレイパーの販売目標：200台
腕用グレイパーの販売目標：500台
首用グレイパーの生産体制の整備
工場向け･福祉向けの試作開発

参与会 Feb. 06 2012 15  16

地域共同テクノセンター技術研究所
設置（2007，7）

目 的
1.お客様からの技術相談などに対する
迅速で柔軟な対応体制の整備
2.学内共同研究体制の整備
3.外部からの競争的研究費獲得のため
の体制整備

参与会 Feb. 06 2012
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2.情報電子応用技
術研究部門

部門長：楡井雅巳

部門

1.生産技術研究部門

部門長：森山実

技 術 研 究 所

所長： 押田 京一

3.社会基盤技術
研究部門

部門長：松岡保正
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 18

長野日報
平成17年5月18日

平成17年5月17日

地域共同テクノセンターサ
テライト下諏訪分室設置

（2005．05．17）

参与会 Feb. 06 2012

資料2

19

八十二銀行と産学連携協定締結
(2006．08．29)

信濃毎日新聞

平成18年8月30日

参与会 Feb. 06 2012  20

長野市と包括協定締結
（2006．10．18）

参与会 Feb. 06 2012

21

塩尻市と産学連携協定締結
（2007．04．19）

参与会 Feb. 06 2012  22

長野県信用金庫協会と
産学官金連携協定締結

（2007．05．11）

参与会 Feb. 06 2012

23

須坂市と産学連携協定締結
（2007．05．29）

参与会 Feb. 06 2012  24

飯田市と包括協定締結
（2007．06．07）

参与会 Feb. 06 2012
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25

中小企業家同友会と
連携協定締結
（2007．12．04）

参与会 Feb. 06 2012  26

中小企業金融公庫松本支店と連携協定締結（2008.02.04)

（現：日本政策金融公庫 松本支店 中小企業事業)

参与会 Feb. 06 2012

27

佐久商工会議所と連携協定締結（2009．03．17）

参与会 Feb. 06 2012  

寄附研究部門

「制御システム開発研究部門
（ミマキエンジニアリング）」 設立

（2009.06.01）

長野工業高等専門学校

地域共同テクノセンター

MDES

ソフトウェアドキュメンテーション
の適用による組込みソフトウェア

の生産性と品質の向上

28参与会 Feb. 06 2012

29

上田商工会議所と連携協定締結（2011．04．06）

参与会 Feb. 06 2012  30

㈱ミマキエンジニアリングと包括協定締結（2011．09．20）

参与会 Feb. 06 2012

31

平成１６・１７年度
「現代的教育ニーズ取組み支援プログラム」

テーマ：地域企業と取組む長期
インターンシップ制度

国立長野高専 ⇒ 採択：文部科学省

キーワード：長期インターンシップ，地域連携

参与会 Feb. 06 2012  

Ｈ17・18年度地域新生コンソーシアム

＜Ｈ17～18年度 地域新生コンソ－シアム＞

☆助成金額
約1億円＋約5千万円 ≒ 1.5億円

☆参加法人
国立長野高専、信州大学繊維学部
日置電機㈱、㈱ミマキエンジニアリング
野村ユニソン㈱

主な装置
1. 液滴飛行観察装置JetLyzer (2台)
2. 大気圧プラズマ
3. ５段乾燥焼成装置
4. 予備室付き真空蒸着装置
5. ディスペンサ付きグローブボックス
6. ３Ｄディジタル顕微鏡
7. 0.2nm分解能表面粗さ計
8. 表面張力計・動粘度計
9. ホットプレート、攪拌機
10.インク調合攪拌機
11.局所クリーンユニット・暗幕ユニット

インクジェツト成膜試作実験設備

32参与会 Feb. 06 2012
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平成１８・１９年度
「現代的教育ニーズ取組み支援プログラム」

テーマ：地域企業と連携した
技術資格取得支援

国立長野高専 ⇒ 採択：文部科学省

キーワード：技術資格，資格取得支援，
学生参加型，地域連携

参与会 Feb. 06 2012  34

３次元設計能力検定試験対応
資格取得支援講座（土曜集中講義）実施

授業風景

参与会 Feb. 06 2012

35

3次元プリンタ［InVisionSR型：丸紅ソリューション㈱］

高さ
88mm
高さ
88mm参与会 Feb. 06 2012  36

３次元設計コンテスト 参加者募集

現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代GP）においては、「ものづくり」を実践して製品開発・製作の能力を高め、

設計方法論の本質を体験して技術力・学力の向上に取り組んでもらいたいと考えています。そこで、3次元CAD（

Solidworks）により課題のモデリングを行い、有限要素解析（Cosmosworks）による強度解析などで性能を高め、最

後に３次元プリンタによりプロトタイピングを行って、その機能をコンテスト形式で評価します。

■課 題 ・紙を留めるクリップの設計・プロトタイピング

■機能および仕様 ・コピー用紙１０枚を簡単・容易・確実にクリップできること

・ひも等で壁面の釘などに引っかけられる部分を付けること

・全体の大きさは、45mm×45mm×45mmの範囲に収まること

■評価基準 ・ コピー用紙の把持力が大きいこと

（コピー用紙１０枚を把持した状態で、コピー用紙を引っ張り，外れるまでの力を測ります）

・デザイン性，機能性

・プレゼンテーション能力

■参加方法 ： 個人参加

■エントリー〆切 ： 平成19年2月8日

■コンテスト開催日時 ： 平成19年3月6日 13時～

■会 場 ： 長野高専地域共同テクノセンター

●参加申込： 機械工学科 磯部（ex.7054） もしくは isobe@me.nagano-nct.ac.jpへ連絡してください。

●主 催 ： 現代GP ワーキンググループ ３次元設計コンテスト実行委員会

●協 力 ： ソリッドワークスジャパン㈱

NPO法人 3次元設計能力検定協会

なお、優秀者には賞状および副賞を授与します。

参与会 Feb. 06 2012

優勝者の発射装置および応力解析図

優勝者のコンテスト結果
37

参与会 Feb. 06 2012  

３次元ディジタル設計造形コンテスト
第1回：平成21年1月31日・2月1日(沼津)
第2回：平成21年 12月12・13日（沼津）
第３回：平成22年12月11・12日（長野）
第4回：平成23年11月12・13日（釧路）

高専における設計教育高度化のための産学連携ワークショップ

38参与会 Feb. 06 2012

39

平成１８・１９・２０年度
高等専門学校等を活用した中小企業

人材育成支援事業

テーマ：製品・商品開発ができる技術者
育成支援プログラムの構築
（ＳＩＮＡＮＯプログラム）

国立長野高専

長野経済研究所
⇒ 採択：経済産業省

参与会 Feb. 06 2012  40

平成１９・２０・２１年度
「社会人の学び直しニーズ対応教育推進事業」

テーマ：地域ニーズに対応した
工学・技術基礎教育支
援プログラム

国立長野高専 ⇒ 採択：文部科学省

キーワード：組み込み技術，工学技術基礎

参与会 Feb. 06 2012
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実施状況

開講式
塩尻市：小口利幸市長出席

41参与会 Feb. 06 2012  

エレベータ、制御回路
（１３セット）

テキスト
（5分冊、４６０頁超）

42

「組込み技術」初級講座教材

参与会 Feb. 06 2012

放課後

企業書生のスタイル

・専門分野の実践的学習

・卒業研究の支援

・試作等の実践

休日・長期休暇

高専・大学で
の事前教育

CAD/CAM

機械加工

システム化

企業の郷
地域企業（長野高専技術振興会会員・ＵＦＯ協力企業）

大学・高専発

ベンチャー企業の立ち上げ

起業の郷・企業書生事業高専生のための

平成20・21年度特別教育研究経費（連携融合事業）

平成22・23年度企業技術者等活用プログラム

事業名 起業の郷・企業書生派遣事業 国立長野高専

43参与会 Feb. 06 2012  44

平成２０・２１・２２年度

「善光寺平地域産業活性化協議会
人材養成等支援事業」

事業主体：活性化協議会
（長野経済研究所
千曲商工会議所）

実施支援：長野高専
地域共同テクノセンター

活性化協議会 ⇒ 採択：経済産業省

参与会 Feb. 06 2012

45

平成２１・２２・23年度

「ものづくり分野の

人材育成・確保事業」

事業主体：長野経済研究所
実施支援：長野高専

地域共同テクノセンター

長野経済研究所
国立長野高専

⇒ 採択：全国中小企業団体中央会

参与会 Feb. 06 2012  

教員（対象25人）の特許明細書執筆能力
の向上，特許出願件数増加

【30人】

サポート企業

産学官連携戦略プログラム 平成20年度に採択（文部科学省）

三枝先生（弁理士）の指導日程

46
参与会 Feb. 06 2012

高専機構・長野高専の最近の特許出願

高専機構特許出願件数推移
機構専門学科教員数＝約2500名
特許出願率：年間（1件/40名）

長野高専特許出願件数推移
長野高専専門学科教員数＝約50名
特許出願率：年間（1件/４名）

研究支援委員会 承継 非承継

2008 ３回 11件（出願済11件） ２件（出願済）

2009 ９回 18件（出願済18件） 1件（出願済）

2010 ６回 8件（出願済7件） 0件

2011 ３回 3件（出願済0件） 0件

47参与会 Feb. 06 2012  48

奨学寄附金・共同研究・受託研究の仕組み

参与会 Feb. 06 2012
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49

外部資金受け入れ状況 資料6

（千円）

参与会 Feb. 06 2012

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

寄附金
件数 34 31 41 43 38 36 30

金額 19,170 15,958 23,000 23,200 18,356 35,198 35854 47919

共同研究
件数 10 8 9 19 18 16 19 21

金額 4,040 1,900 1,700 20,730 5,444 5,190 6648 5133

受託研究
件数 4 7 4 5 5 8 10 5

金額 8,570 20,392 7,256 10,425 10,220 11,366 5742 6359

受託試験
件数 0 0 2 0 0 0 1 0

金額 0 0 104 0 0 0 19 0

科学研究
費補助金

件数 13 13 16 12 14 9 12 15

金額 14,200 16,300 19,100 12,810 9,433 4,875 11557 22490

補助事業
受託事業

件数 1 1 2 3 2 2 3 1

金額 9,500 9,000 23,786 44,041 17,320 16,127 12523 1000

合計
件数 62 60 74 82 77 71 75 66

金額 55,480 63,550 74,946 111,206 60,773 72,756 72,343 82,901

0
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外部資金年度別金額（千円）
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共同研究
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外部資金年度別件数

補助金・受託事業

科研費

受託試験

受託研究

共同研究

寄附金

 50

まとめ

産学連携

小さな実践の積み重ね

＋ 競争的外部資金獲得支援

人材育成と地域企業の繁栄

長 野 高 専 の 役 割

研究会・講習会開催

地域企業の技術力向上への有効支援の実現

ヒューマンネットワーク＝

＋

＝

50参与会 Feb. 06 2012

51

ご清聴ありがとうございました

参与会 Feb. 06 2012  52

国立長野高専の紹介
所在地

長野市徳間７１６
（長野市の北東の位置）

参与会 Feb. 06 2012

53

高専制度と国立長野高専
高等専門学校は、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を
育成することを目的として、昭和36年に設置された高等教育機関。

参与会 Feb. 06 2012

200
名

200
名

200
名

200
名

200
名

40名

 54

独立行政法人化(2004.4)に向けて

地方国立大学工学部教授陣が口にしていた目標

地域密着型の学校

ものづくりを主体とした実践教育重視の学校

高専の専売特許

工学教育の目標

参与会 Feb. 06 2012

55

「工（たくみさ）を勉強する学部」 であり

元ＪＡＢＥＥ会長 大橋秀雄先生の言

明治初頭の東大工学部設立時から

「工学部」＝「学理追求」に過ぎた

本来の「工学部」の姿は

工学教育の将来像

高専型教育手法の拡充

大学の高専化

工学教育の目標

「工学を勉強する部」ではない

参与会 Feb. 06 2012  参与会 Feb. 06 2012 56

創造工学研究会の活動

TRIZ

QFD
品質機能展開

TM
タグチメソッド

顧客の声

どうやって最適化

市場投入

顧客
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須坂地域との交流

参与会 Feb. 06 2012

長野県須坂市幸高40番地
℡ 026-248-0033 FAX 026-248-0034

支援機関
○須坂市工業課 ○須坂商工会議所
○長野工業高等専門学校
○長野県テクノ財団善光寺バレー地域センター

57  参与会 Feb. 06 2012 58

長期インターンシップ
平成１６年度 現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代GP）

「地域企業と取組む長期インターンシップ制度」に採択

採択決定
（信濃毎日新聞・2004.9.25）

インターンシップに挑戦
（信濃毎日新聞・2005.1.31）

59

３次元設計能力検定協会発足

毎日新聞 ２００４．１０．６

参与会 Feb. 06 2012

長野県技能評価認定制度

長野日報 2005.12．17

 60

長野県技能評価認定制度

長野日報 2005.12．17

参与会 Feb. 06 2012

試 験 科 目 評
点

3次元ＣＡ
Ｄ

150

ＪＩＳ製図
法

50

精 度 設 計 50

材 料 選 定 50

強 度 設 計 50

信頼性設計 50

要 素 設 計 50

加 工 法 50

合 計 500

株式会社セルコ
〒384-0091長野県小諸市大字御影新田2130-1
TEL：0267-23-3322 FAX：0267-23-2233

高密度コイルは高精度コイル

占積率10%ｱｯ
ﾌﾟ

超高密度ｺｲﾙ

線間密着による
放熱効果

超高精度コイル：高い位置決め精度

発電機（風力・水力）開発

国立長野高専（大澤教授）技術支援

究極の回転機器用コイル

銅線の最大占積効率で
今までの無駄なスペースを全て埋め尽くす
最大効率の追求に求められていた技術！

単位 スロット無・コッキングレス仕様

磁気空隙長　Lg ｍｍ 4.5

導体高さ　Hcon ｍｍ 2.62

占積率　Hcon/Lg ％ 58.2

公 無 負 荷 速 度 ｒｐｍ 250

称 発電機電圧　Ea V 12

出 出力容量　Qac VA 80

力 出力電力　Pdc W 75

鉄心積厚　La ｍｍ 80

電 鉄心外径　Da ｍｍ Φ77

機 電機子巻線 0.58×1.26×29T/C

子 電流密度 5.2　A/mm

設 電気子線間抵抗 Ω 1.8　Ω/75℃

計 電気子銅損/75℃ W 32

誘起電圧定数 Ke 0.076　V/rpm

設計効率算定値 69%

磁 継鉄内外径寸法 ｍｍ Φ112×Φ100

気 マグネット仕様 厚み7×長さ80×極弧40℃

路 ﾊﾟｰﾐｱﾝｽ係数 PC 1.5

設 磁石動作点　Bd ｶﾞｳｽ 6500

計 空隙磁束密度Bg ｶﾞｳｽ 5400

磁 極 空

隙 部

設 計

発電機特徴は

①コキングが極めて少ない

②高効率

発電機仕様

開発コンセプト

弱い風でも発電開始、
効率よく発電を・・

連携企業名
ナビオ株式会社
株式会社 ケー・アイ･エ
ス
有限会社 野崎デザイン
日精電機株式会社
株式会社アテナ電通
室電子工業株式会社
有限会社中澤鋳造所

財団法人浅間テク
ノポリス地域セン
ター支援商品

企業新連携商品

基本技術

組立 構造

61参与会 Feb. 06 2012  

社会基盤技術研究部門
環境技術研究チーム

・中小河川の近自然回復

コンクリ護岸と落差工で棲み場の多様性

が失われている中小河川で、水辺の環境

回に取り組んでいます。

･ﾎﾟｰﾗｽｺﾝｸﾘ-ﾄ擬岩棲みの場創出
河川の生態系ピラミッドの底辺にいる水生

生物の棲み場の創出に取り組んでいます。

水辺の生物多様性の基本です。

・地域連携型環境教育とエコアップ
流域環境の保全・回復・創出にむけた環境

教育プログラムの開発と地域の啓発と環境

改善をまとめて実践する道を探っています。

62参与会 Feb. 06 2012

生産技術研究部門:自動化技術研究チーム

１．工場での危険作業をロボット等により代替する自動化技術

・多関節アームロボットおよび視覚センサ（カメラ）を用いて、ワー
クの認識、加工位置への移動、加工済ワークの移動という一連の
動作を行う方法の開発（（株）中嶋製作所様との共同研究）

【ミウラ折りとは？】
三浦公亮氏（東京大学名誉教授・文部省宇宙科学研究所）が
考案した紙の折り方。立体的に折ることで，対角線部分を
持って左右に引張ると一瞬にして広がる。地図のような身近
な物から宇宙実験衛生の太陽電池パネル等にまで用いられ
ている。

２．複雑で繊細なため機械化が進まなかった作業についての自動
化技術
研究の意義・特色
・複雑で繊細なため機械化が進まなかった作業（紙の折り工程な
ど）を自動化することにより、新たなニーズが生まれる可能性が期
待される。また，自動化に伴い加工賃の低減，生産コスト低減が
期待される。
現在主として行っている研究
・ミウラ折りの折り工程の自動化についての研究開発

（（株）小県精密様との共同研究）

63参与会 Feb. 06 2012  64

 

資格取得支援者教育の概要

参与会 Feb. 06 2012
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3次元造形機：5軸加工機

［α-T14iE型：ファナック㈱

参与会 Feb. 06 2012  66

３次元設計能力検定試験受験支援 →単位認定制度

参与会 Feb. 06 2012

試 験 科 目 評点

3次元ＣＡＤ 150

ＪＩＳ製図法 50

精 度 設 計 50

材 料 選 定 50

強 度 設 計 50

信頼性設計 50

要 素 設 計 50

加 工 法 50

合 計 500

○認定科目（Ａ）：3次元設計能力検定試験 320～379点 1単位

3次元設計能力検定試験 380点以上 2単位

○認定科目（Ｂ）：3次元設計法 1単位・必修・5年・専門科目・電子制御工学科

設計工学 1単位・必修・5年・専門科目・電子制御工学科

学科 得点の範囲 単位数 認定科目（学年）

機械工学科 350点以上 １ コンピュータ支援設計法
（５年）

電子制御工
学科

320～379

点
１ ３次元設計法（５年）

または 設計工学（５年）

380点以上 ２ ３次元設計法（５年）
および 設計工学（５年）

67

平成２１年度

「工学英語研究人材育成事業」

・「ＥＳＰで仕事」のための英語マスター法講座

参与会 Feb. 06 2012

事業主体：長野県テクノ財団
長野高専
地域共同テクノセンター

ESP : English for Specific Purpose

 参与会 Feb. 06 2012 68

製品・商品開発ができる技術者育成支援プログラム

Strategy：将来戦略が立案できる人材
Innovation：革新的に技術を活用して仕事を推進できる人材
Nagano technology：長野県内の固有技術を活かしものづくりが出来る人材
AＮalysis：事象を正確に解析できる人材
Originality：独創性を発揮した商品開発ができる人材

地域の固有技術を活用し，自ら独創性ある商品開発することに
よって，中小企業革新を牽引できる人材を育成するプログラム

S I N A N O プログラムとは・・・？

育成する人物像

精密機械加工製造及び電子デバイス・モジュール製造分野にお
ける、設計・開発・生産管理などに精通した技術を兼ね備えた
技術者、オールラウンドな人材を育成する。

「組込み技術」中級講座教材

69参与会 Feb. 06 2012  

「組込み技術」応用講座教材

70参与会 Feb. 06 2012

。

【目的・目標】
本事業は、インターンシップを一歩進め、本科ならびに専攻科学生が日常的に
報酬を得ながら、企業と真剣勝負で向き合って実践的な体験学習を行い、固
有技術の高い個性的な技術者に育つための企業書生制度を確立する事にあ
り、さらに、起業化の機会を学校と企業が支援する風土(起業の郷)を醸成す
ることを目的とした新しいインターンシップである。
注：企業書生とは、学生が長期休暇はもとより、土曜日あるいは放課後
の好きな時間帯に特定企業と連携(書生)して、製造、設計、開発等、企
業現場に参加しながら技術者のための体験学習を行うものである。

長期休暇 長野高専学生
①

⑨・・・・・・③

②

⑫⑪⑩

放課後

土曜日

起業の郷：地域企業（長野高専技術振興会）

① ②

②

③ ・・・・・・・ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

企業書生のスタイル

１．専門分野の実践的学習
（機械加工、CAD／CAM設計　
ソフト構築、システム化等）
２．卒業研究支援
３．試作等の実践
４．アルバイト等

４，５年生、専攻科学生

71参与会 Feb. 06 2012  

組込み技術者育成講座の位置づけ

初級講座

中級講座

応用講座
ネットワーク
画像処理

平成19年度より実施（６回）

平成20年度より実施（２回）

21年度より実施（１回）

I/O を中心
とした基本

機能の学習

データ転送
を中心とした
機能の学習

マイコン機能の学習

TCP/IPや
CMOSカメラ

などの実践学習

72参与会 Feb. 06 2012  
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国立高専機構知的財産ポリシー
平成17年1月13日制定

独立行政法人国立高等専門学校機構における知的財産の創出並びに活用

を推進するため定める。

４．教育・研究と知的財産創出の関係
（1）人材の育成という教育面の貢献に加えて，地域に密着

した実用的技術開発研究を地域と共に実践し，社会に貢献

するという両面が強く求められている．

（2）研究活動は，研究者の自主性が尊重されるが，高専の

使命を考えたとき，学術の最先端を担う基礎研究のウエイ

トが高い大学と異なって，地域産業の現実的なニーズに応

える技術開発研究をより重視することが必要である．

参与会 Feb. 06 2012  74

知的財産に関する重要事項

１．教員の発明は研究支援委員会に届出ること。（届出ない場合は
就業規則違反）
２．共同研究による発明：

①相手方企業と機構の共同出願により権利化
②機構の持ち分を相手方企業へ譲渡する場合とその逆の場合が

ある。（知財委員会、知財本部の審議が必要）
３．受託研究・寄附金による発明：機構に帰属
４．公的競争的研究資金による発明：機構に帰属（資金 受け入れ
時に特段の定めがあるときは当該規則に準じる。
５．学生、受託研究員の知的財産権は原則として個人に帰属する。
ただし、機構の資金、施設、設備等その他の資源を用いて行う研究
プロジェクト等に参加して行われた発明は教職員が行った発明に準
ずる。

参与会 Feb. 06 2012  
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連携協定締結状況  
 

平成 23年 9月 14日現在 

協定機関 
協定 

目的 

締 結 

年月日 
協 定 事 項 

下諏訪商工会議所 

(合意書) 

技術 

支援 
H17.5.17 

◎地域共同テクノセンターサテライト下諏訪分室設置 

・産学連携の推進 

・技術相談 

・テレビ会議システムを活用した研究会、講習会の講演聴講 

(財)長野県中小企業 

振興公社 

技術 

支援 
H17.9.9 

・中小企業や起業者に対する技術支援の推進 

(株)八十二銀行 研究 H18.8.29 ・高専と地域企業間の技術相談、共同研究、受託研究の推進 

長野市 包括 H18.10.18 

・地域文化振興 

・地域産業振興 

・教育振興 

・生涯学習推進 

・地域発展に係る共同研究推進 

・インターンシップ等の現地学習 

・施設等の利用 

・その他必要事項 

塩尻市 包括 H19.4.19 
・地域産業振興 

・地域発展に係る共同研究推進 

・組み込みシステムほか人材育成 

・その他必要事項 

長野県信用金庫協会 研究 H19.5.11 ・高専と地域企業間の技術相談、共同研究、受託研究の推進 

須坂市 包括 H19.5.29 

・地域産業振興 

・健康づくり 

・教育及び人材育成 

・地域文化振興 

・安心安全なまちづくり 

・環境にやさしいまちづくり 

・定住促進と賑わいのまちづくり 

・学術研究 

・インターンシップ等の現地学習 

・施設利用 

・その他必要事項 

飯田市 包括 H19.6.7 
・地域産業振興 

・地域発展に係る共同研究推進 

・人材育成 

・その他必要事項 

長野県中小企業家 

同友会 
研究 H19.12.4 

・地域の産業・中小企業の振興、発展 

・地域の発展にかかわる技術開発・共同研究の推進 

・企業における教育・人材育成の推進 

・学生の教育、インタンーンシップ等の現地学習 

・その他必要事項 

中小企業金融公庫 

松本支店 
研究 H20.2.4 

・高専の研究成果等のシーズと地域中小企業の技術ニーズとの

マッチングのコーディネート 

・中小企業金融公庫の取引先企業からの技術相談に関する支援 

・地域中小企業の技術ニーズの情報収集及びそれに対する情報提

供 

・その他必要事項 

佐久商工会議所 包括 H21.3.17 

・産学連携事業等を活用した地域産業振興 

・地域産業の発展に係る技術開発・共同研究の推進 

・人材育成 

・その他必要事項 

上田商工会議所 包括 Ｈ23.4.6 

・産学連携事業等を活用した地域産業振興 

・地域産業の発展に係る技術開発・共同研究の推進 

・人材育成 

・その他必要事項 

(株)ミマキエンジニ

アリング 
包括 H23.9.7 

・研究開発 

・合意した研究テーマの推進 

・人材育成及び教育 

・新事業のインキュベーション 

・その他必要事項 
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独立行政法人国立高等専門学校機構協定 

独立行政法人 

科学技術振興機構 
 H20.8.26 

・研究開発及び技術移転の促進に関する事項 

・その他科学技術振興及び産学官連携推進に関する事項 
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平成 23 年度  

地域共同テクノセンター事業一覧  
(財)長野県テクノ財団 ・（財）長野県テクノ財団善光寺バレー地域センター 

(財)長野経済研究所 ・長野高専技術振興会 他 
 

Ⅰ (財)長野県テクノ財団との共催事業 
◎ESPによる技術者の英語習得支援 

Ⅱ (財)長野県テクノ財団 善光寺バレー地域センターとの共催事業 
◎善光寺バレー研究成果報告会 

◎地域活性化研究会 

◎企業書生事業研究会 

◎機械設計の基礎実践講座   ◎精度設計の基礎実践講座 

◎マネージメント実践講座   ◎品質管理 初級 中級  

◎新商品新技術開発の進め方  ◎マーケッティングの基本と実践講座 

◎リナックス(Linux)の組み込み機器への応用、構築手法、解析手法 

Ⅲ (財)長野経済研究所との共催事業（全国中小企業団体中央会） 

◎機械製図(応用機械設計研究会) 

◎作りながら学ぶ実践的アプリケーション講座（VisualBasic・VisualＣ＃編） 

◎電気・電子の基礎・電子計測講座 

◎機械設計の基礎実践講座(上田)（塩尻） ◎機械製図（塩尻）(上田) 

Ⅳ 技術振興会との共催事業 
◎ＦＭＥＡ・ＦＴＡ実践入門 ◎品質工学実践講座 ◎オンライン品質管理（田口メソッド） 

◎デザインレビュー実践講座(ISO9000 支援）  

◎超音波振動援用加工研究会 

◎省燃費技術研究会 

◎接合切断（YAGレーザ切断とナットレス接合）技術講習会 

◎三次元測定機の基本作業技術講習会 

◎実習用ボードで動作確認しながら学べる 実践的組込みマイコン講座 （ＰＩＣ・Ｈ８Ｔ編） 

◎シミュレータを使った、実践的電子回路講座（ＴＩＮＡ編） 

◎基礎の基礎「電気電子の基礎・電子回路」講座 

◎有限要素法（FEM）による磁界解析の基礎講座 

◎有限差分時間領域法（FDTD 法）による電磁波解析の基礎講座 

◎バイオマス関連産業育成研究会 

◎技術士資格取得教育研究会  

◎地理空間情報技術者の養成講座 

◎電気工事士試験受験支援講座 

◎生涯教育のためのインターネット技術支援研究会 

◎「３次元ＣＡＤによるプレス金型設計講座」 

◎３次元設計研究会（学生向け）---  

Ⅴ須坂・塩尻・飯田地域との共催事業 

◎基礎の基礎「電気・電子の電子回路講座」講習会 （飯田市） 

◎「組込み技術」初級・中級講座・応用講座 （塩尻市・須坂市） 

◎課題・問題解決のための品質管理実践講座 （須坂市） 

◎基礎製図から始まる AUTO CAD講座 （須坂市） 

Ⅵ 制御システム開発研究部門(寄付研究部門)との共催事業 
・組込みソフトウェア設計のポイント 

・ソフトウェアドキュメンテーション入門 

・レビュー工程を成功させる指導技術 
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平成 23年度 

 

事業の目的 

「国立長野高専と地域企業が共に」をキーワードに掲げ、各種事業を長野高専技術振興会、(財)

長野県テクノ財団・善光寺バレー地域センター・(財)長野経済研究所が採択された経産省の全国

中小企業団体中央会事業などとの共催事業と位置づけ、下記の予定で開催いたします。 

 

各講座の内容 

 

Ⅰ (財)長野県テクノ財団 との共催事業 

 

◎ＥＳＰによる技術者の英語習得支援（担当：奥村信彦） 

【諏訪会場】（講師：大阪工業大学教授 深山晶子・武庫川女子大学教授 野口ジュディー） 

8 月 17日(水) 10:10～15:00 

ＥＳＰ概論・ジャンル分析基礎 10:10-12:00  

ジャンル分析応用 13:00～15:00 

【長野会場】 長野高専（講師：武庫川女子大学教授 野口ジュディー・長野高専教授） 

8 月 18日(木) 9:40～16:15 

ＥＳＰ概論 9:40～10:40・ジャンル分析 11:00～12:00 

無料サイト利用・コーパス利用 13:15～16:15 

 

Ⅱ (財)長野県テクノ財団 善光寺バレー地域センター との共催事業 

 

◎善光寺バレー研究成果報告会（ミニ学会）（担当：岸 佐年） 

11 月 16日(水) 10:00～ 最新の研究成果発表会 

 

◎地域活性化研究会・技術交流会（担当：岸 佐年・坂口正雄） 

技術交流会・長野県中小企業家同友会と共催 

会員企業の固有技術の紹介と長野高専教員によるシーズ紹介 

06 月 15日(水) 15:00～ 

09 月 27日(火) 13:00 技術交流会単独で組込ソフトウエアーシンポジウムと共同開催 

01 月 25日(水) 15:00～ 

 

◎企業書生体験報告会（担当：山崎保範・坂口正雄） 

「起業の郷・企業書生派遣事業」研究会は学内プロジェクトと連携して企業書生派遣事業を

推進する。（企業書生説明会開催・企業書生希望企業訪問） 

企業書生体験報告会開催 2月 8日(水) 

 

◎機械設計の基礎実践講座（担当：岸 佐年） 

06 月 10日(金) 9:30～16:30 機械材料【講師：長坂明彦】 

06 月 14日(火) 9:30～16:30 加工法【講師：堀内富雄】 

06 月 22日(水) 9:30～16:30 強度設計【講師：堀口勝三】 

06 月 29日(水) 9:30～16:30 要素設計【講師：岡田 学】 

07 月 06 日(水) 9:30～16:30 ＪＩＳ製図法【講師：中村天昭】 

07 月 14日(木) 9:30～16:30 信頼性設計【講師：村岡正一】 

07 月 21日(木) 9:30～16:30 精度設計【講師：中村天昭】 

07 月 28日(木) 9:30～16:30 精度設計【講師：中村天昭】 

 

国立長野高専 地域共同テクノセンター事業(ご案内) 
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◎精度設計の基礎実践講座 【講師：中村天昭】 

01 月 13日(金) 9:30～16:30 精度の定義と寸法公差方式・はめあい 

01 月 20日(金) 9:30～16:30 動的公差線図と最大実体公差方式・統計的手法 

01 月 27日(金) 9:30～16:30 精度と性能 

02 月 03 日(金) 9:30～16:30 精度設計による製図 

 

◎経営革新の為の「マネージメント実践講座」【講師：村岡正一】 

12 月 09 日(金) 9:30～16:30 市場と業界での自社状況分析 

12 月 22日(木) 9:30～16:30 顧客満足向上への自社課題分析 

01 月 12日(木) 9:30～16:30 企業発展戦略とその実践 

01 月 26日(木) 9:30～16:30 方針・目標の管理と中期計画策定 

 

◎「品質管理 初級講座」【講師：村岡正一】（(財)長野経済研究所と共催） 

05 月 11日(水) 9:30～ 品質管理の概念,展開,実践, （現場の品質管理講座） 

05 月 12日(木) 9:30～ 問題,課題の見つけ方,維持管理の方法（現場の品質管理講座） 

 

◎「品質管理 中級講座（統計）」【講師：村岡正一】 

09 月 08 日(木) 9:30～ 統計的な仕事の進め方とデータのまとめ方など 

09 月 15日(木) 9:30～ 正規分布,不良率・検定と推定・相関と回帰 

 

◎「新商品・新技術開発の進め方」【講師：村岡正一】振興会と共催 

06 月 16日(木) 9:30～ 市場要求に合致した商品企画・仕様の決め方・・・ 

06 月 23日(木) 9:30～ 開発の手法・演習,ワークショップ 

 

◎「マーケティングの基本と実践法講座」【講師：村岡正一】 

05 月 26日(木)013:30～ マーケティングの基本 

05 月 27日(金) 9:30～ 顧客コミュニケーションと顧客満足・実践方法、ワークショップ 

 

◎リナックス(Linux)の組み込み機器への応用、構築手法、解析手法（担当：鈴木宏） 

・組み込み Linux の開発環境 ・組み込み特有の技術 (飯嶋弘久・斉藤貴美絵） 

09月 05日(月) 9:00～17:00 

・起動とマルチスレッド（並行複数処理）・デバッグの技術 (飯嶋弘久・斉藤貴美絵） 

09月 06日(火) 9:00～17:00 

・カーネル内部の事象追跡技術・組込み特有の割込みと解析 (飯嶋弘久・斉藤貴美絵） 

09月 07日(水) 9:00～17:00 

 

Ⅲ (財)長野経済研究所との共催事業（全国中小企業団体中央会 採択事業） 

 

◎機械製図の基礎（書き方、読み方）講座【講師：中村天昭】（善バレとも共催） 

05 月 10日(火) 9:30～16:30 製図の基礎、計画図の作成 

05 月 17日(火) 9:30～16:30 製作図（加工図・組立図）の作成 

05 月 24日(火) 9:30～16:30 スケッチの演習 

05 月 31日(火) 9:30～16:30 機械要素の設計・製図 

06 月 07 日(火) 9:30～16:30 機械装置の設計・製図 

 

◎機械製図の基礎（書き方、読み方）講座【講師：中村天昭】 

【塩尻会場】塩尻インキュベーションプラザ（SIP） 

10/20 , 10/28 , 11/2 , 11/9 , 11/15 , 12/1 

【上田会場】上田商工会議所 

12/21 , 12/26 , 1/11 , 1/19 , 2/2 , 2/7 
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◎機械設計の基礎実践講座（担当：岸 佐年） 

【上田会場】上田商工会議所 

10/25(材料)，11/4(強度)，11/18(信頼性)，11/25(精度)，11/29(要素)，12/14（加工法） 

【塩尻会場】塩尻インキュベーションプラザ（SIP） 

12/7(材料)，12/20(要素)，1/6(強度)，1/25(加工法)，2/1(信頼性)，2/15（精度） 

 

◎作りながら学ぶ実践的アプリケーション講座（Visual Basic編）（担当：小出繁樹） 

08 月 02 日(火) 10:00～ プログラミングに必要な基礎 

08 月 09 日(火) 10:00～ プログラミング実習Ⅰ 

08 月 23日(火) 10:00～ プログラミング実習Ⅱ 

08 月 30日(火) 10:00～ プログラミング実習Ⅲ 

 

◎作りながら学ぶ実践的アプリケーション講座（VisualＣ＃編） （担当：小出繁樹） 

10 月 04 日(火) VC＃の操作、プログラミング基礎 

10 月 11日(火) プログラミング実習Ⅰ 

10 月 18日(火) プログラミング実習Ⅱ 

10 月 26日(火) プログラミング実習Ⅲ 

 

◎「電気・電子の基礎・電子計測」講座 （担当：坂口正雄） 

07 月 13日(水) 13:30～16:30 電子計測の基礎 

07 月 20日(水) 13:30～16:30 テスター製作と特性試験 

07 月 27日(水) 13:30～16:30 温度計測とセンサーアンプ 

08 月 03 日(水) 13:30～16:30 筋電位計測と生体計測アンプ 

08 月 10日(水) 13:30～16:30 光計測回路、照度(明暗)計の製作 

 

Ⅳ 技術振興会 との共催事業 

 

◎「FMEA・FTA実践入門講座」製品トラブルや工程不良の未然防止法 

09 月 14日(水) 09:30～16:30 概要・歴史的背景・TS16949／QS9000と APQPや PPAP 

09 月 21日(水) 09:30～16:30 活用法、ポイント、失敗させないために、ワークショップ 

 

◎品質工学実践講座 

11 月 17日(木) 「概要・理論機能・直交表」 

11 月 24日(木) 「動特性・ワークショップ」 

11 月 30日(水) 「静特性・ワークショップ」 

 

◎「コストと品質を両立させる品質管理手法講座」（野川） 

08 月 24日(水)・25日(木) 両日 13:30～ 

 

◎ISO9000規格を支援する「デザインレビュー実践講座」【講師：村岡正一】 

01 月 11日(水) 13:30～16:30 新製品開発活動の要点 

01 月 18日(水) 13:30～16:30 DRの必要性と効果的 DRの進め方・ワークショップ 

 

◎超音波振動援用加工研究会（担当：堀内富雄） 

超音波振動援用加工の現状と微小穴加工 

06月 08日(水) 15:00-17:00 技術講演会・報告会 

 各種材料の微小穴加工の報告 

12月 08日(木) 15:00-17:00 技術講演会・報告会 

 

◎省燃費技術研究会（担当：岡田 学） 

05 月 22日(日) 13:00～15:00 技術講演会 
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06 月 18日 鈴鹿大会，9月 18日 長野大会，10月 1日・2日全国大会 

11 月 12日(土) 13:00～16:00 技術講演会 

 

◎接合切断（YAGレーザ切断とナットレス接合）技術講習会（担当：長坂明彦） 

06月 08日(水) 13:00～17:00 講習会 

10月 08日(土) 13:00～17:00 講習会 

 ＹＡＧレーザの加工機による切断とＮＣ加工技術講習会 

11月 26日(土) 13:00～16:00 講習会 

 ミニマシニングセンタを用いたナットレス接合技術講習会 

 

◎三次元測定機の基本作業技術講習会（担当：長坂明彦） 

06 月 11日(土) 13:00～17:00 講習会 

08 月 06 日(土) 13:00～17:00）講習会 

12 月 10日(土) 13:00～17:00）講習会 新入社員教育等にご利用いただけます。 

 

◎実習用ボードで動作確認しながら学べる 実践的組込みマイコン講座【PIC 編】 

（講師：小出繁樹 ／大場浩二） 

07 月 05 日(火) 10:00～16:00 組込みマイコンに必要な基礎学習、ボードの作成（希望者） 

 07月 12日(火) 10:00～16:00 プログラミング実習（ポート入出力、LCD 制御、タイマ、 

A/D変換） 

 07月 19日(火) 10:00～16:00 プログラミング実習（I2C通信、SCI通信、 

PC アプリケーション） 

【H8T編】（講師：小出繁樹／大場浩二） 

09 月 06 日(火) 10：00～16：00 組込みマイコンに必要な基礎学習、ボードの作成（希望者） 

 09月 13日(火) 10：00～16：00 プログラミング実習（ポート入出力、LCD制御、タイマ、 

A/D変換） 

 09月 20日(水) 10:00～16:00 プログラミング実習（I2C通信、SCI通信、 

PC アプリケーション） 

 

◎シミュレータを使った実践的電子回路講座（ＴＩＮＡ編）（担当：小出繁樹） 

11 月 22日(火) 素子の動作回路（アナログ、デジタル等）・論理回路（シミュレータ実習等） 

11 月 29日(火) 組合せ回路（クロック回路、組合回路、デコーダ、エンコーダ等） 

 

◎基礎の基礎「電気・電子の基礎・電子回路」講座（担当：坂口正雄） 

10 月 19日(水) 13:30～16：30 電気回路の基礎 

10 月 27日(木) 13:30～16：30 半導体と増幅器 

11 月 08日(火) 13:30～16：30 帰還回路、オペアンプ 

 

◎有限要素法（FEM）による磁界解析の基礎講座（担当：楡井雅巳） 

08 月 24日(水) 理論 プリ・ポストプロセッサ 

08 月 31日(水) 非線形磁界解析 

 

◎有限差分時間領域法（FDTD法）による電磁波解析の基礎講座（担当：春日貴志） 

09 月 21日(水) FDTD 法・電磁ノイズ放射の解析 

09 月 28日(水) データ処理と画像化・プリント基板上の信号伝搬解析と画像化 

 

◎バイオマス関連産業育成研究会（担当：畠 俊郎） 

06 月 07 日(火) 16:30～ 地球温暖化講演 

07 月 日 バイオマス技術 

 11月 日 先進事例見学会 

02 月 日 先進事例に関する講演 
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◎技術士資格取得教育研究会（担当：畠 俊郎） 

羽田空港にＤ滑走路に関する話題提供（国土交通省関東地方整備局） 

07月 16日(土) 16:30～18:00 

ビオトープ管理士資格取得支援ワンポイントセミナー（共同測量社） 

06月 21日(火) 16：30～ 

08月予定 16:30～ 

技術士補資格取得支援セミナー 9月中旬 1回 

 

◎地理空間情報技術者の養成講義（担当：永藤壽宮） 

空間データ概論（最新測量法とＧＩＳ概論講習） 

07月 13日(水) 15:00～16:30 

ＧＩＳ実習 データ取得と解析実習 

10月 26日(水) 15:00～16:30 

 

◎電気工事士試験受験支援講座（担当：渡辺誠一） 

筆記試験受験セミナー（長野会場試験日：6月 5日(日)） 

5月 9日(月)・16日(月)・25日(水)・30日(月)の 4日間 

技能試験受験セミナー（長野会場試験日：7月 23日(土)） 

7月 4日(月)～22日(金)の間の 15日間 

 

◎生涯教育のためのインターネット技術支援研究会（担当：山本行雄） 

08 月 20日(土) 13:30～ 09月 10日(土) 13:30～ 10月 08日(土) 13:30～ 

01 月 14日(土) 13:30～ 02月 11日(土) 13:30～ 03月 10日(土) 13:30～ 

 

◎「３次元ＣＡＤによるプレス金型設計講座」（牛山） 

第 1回：7月 29日(金) 第 2回：8月 5日(金) 第 3回：8月 11日(木) 

第 4回：8月 18日(木) 第 5回：8月 25日(木) 

 

◎３次元設計研究会 —（学生向）  （担当：岸 佐年） 

初心者向け３次元 CAD 講座（学生向け） [講師：堀口勝三]  

06月 18日(土)  9:00～ 3D-CADの基本操作 

06月 21日(火)～24日(金) 17:00～ 演習 

06月 25日(土) 09:00～16:00 アセンブリ演習 

３次元設計実務者のための機械設計講座（3次元設計能力検定試験対応）（学生向け） 

10月 29日(土) 9:00～ 3D-CAD 

11月 05日(土) 9:00～ 精度設計 

11月 26日(土) 9:00～ 強度設計 

12月 17日(土) 9:00～ 材料選定法・加工法 

01月 14日(土) 9:00～ 要素設計 

01月 21日(土) 9:00～ 信頼性設計 

01月 28日(土) 9:00～ 3次元 CAD 

01月 31日(火)～2月 2日(木) 16：30～ 

02月 04日(土) 9:00～17:05 3次元設計能力検定試験 

３次元設計コンテスト（学生向け） 

10月 00日( ) CAD/CAEで設計し、3次元プリンタで造形した装置の性能などを評価する 

 

Ⅴ 須坂・塩尻・飯田地域との共催事業 

 

◎「組み込み技術」初級・中級・応用講座（担当：楡井雅巳） 塩尻市・須坂市との共催 
SH2 マイコンを使って「組込み技術」の基礎技術を習得 
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学習した機能全体を実装してシステムとしのマイコンの使い方を習得 

応用では、ＳＨ２を使って、画像認識技術、ネットワーク技術の基礎を学ぶ 

【会場：塩尻会場】 各 9:00～16:00（塩尻インキュベーションプラザ） 

初級：5/20・5/27・6/3・6/10・6/17 

中級：8/26・9/2・9/15・9/22・9/30   応用：1/20・1/27・2/3 

【会場：須坂会場】 各 9:00～16:00（須坂市技術情報センター） 

   初級：7/8・7/15・7/22・7/29・8/5 

 

◎基礎の基礎「電気・電子の基礎 電子回路」講座（担当：坂口正雄） 

【会場：飯田会場】 飯田市との共催 

09月 13日(火) 17:00～20:00 電気電子回路の基礎 

09月 20日(火) 17:00～20:00 テスターの製作と特性試験 

09月 27日(火) 17:00～20:00 半導体 

10月 04日(火) 17:00～20:00 交流増幅器 

10月 11日(火) 17:00～20:00 帰還回路、オペアンプ 

 

◎「課題・問題解決のための品質管理実践講座」 

【会場：須坂市技術情報センター】 須坂市との共催 
第 1回：7月 13日(水) 9:30～ 

第 2回：7月 20日(水) 9:30～ 

QC検定 3級レベル 

 

◎基礎製図から始まる AUTO CAD 講座 

【会場：須坂市技術情報センター】 須坂市との共催 

6月 22日(水)・23日(木)・24日(金) 3日間 9:00～16:00 

 

Ⅵ 制御システム開発研究部門（寄付研究部門）との共催事業 

09 月 12日(月) 組込みソフトウェア設計のポイント 

10 月 05 日(水)・06日(木) ソフトウェアドキュメンテーション入門 

10 月 25日(火) レビュー工程を成功させる指導技術 

 

この案内は、長野高専地域共同テクノセンターが計画している事業申請内容に基づき、各企

業・事業所の年間研修計画ご検討の参考資料として作成されたものです。このため、現時点で

講座開催をお約束するものではありませんが、正式な講座開催のご案内と受講申込書は、開催

１ヶ月前に下記 URL またはメール等にてご案内 

 

 

  

お問い合わせ先 

国立長野高専 地域共同テクノセンター 

電 話 ：026-295-7117  FAX:026-295-7124 

Ｅ-mail : nrtc71@nagano-nct.ac.jp 

  ＵＲＬ ：http://www.tec.nagano-nct.ac.jp/index.html 
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月日 場所・部屋 項目 研究会・報告会名
利用

時間

学

外
学内

講

師

参加

人数

テク

ノサ

ロン

会 議

4月1日 技術相談室 その他 センター連絡会議(スタッフミーティング） 1 9 9

4月14日 セミナー室 その他 センター運営会議 1 14 14

技術振興会　総会

5月31日 長野第一ホテル 長野高専技術振興会　総会 3 63 13 76

技術交流会・地域活性化研究会

6月16日 セミナー室 技術交流会 第30回技術交流会・第5回地域活性化研究会 2.5 21 6 3 30 26

8月18日 セミナー室 技術交流会 第31回技術交流会・第6回地域活性化研究会 2.5 20 2 3 25 12

10月13日 セミナー室 技術交流会 第32回技術交流会・第7回地域活性化研究会 2.5 20 2 3 25 13

1月26日 セミナー室 技術交流会 第33回技術交流会・第8回地域活性化研究会 2.5 16 6 3 25 13

計 10 77 16 12 105

善バレ研究成果報告会

11月24日 セミナー室 善バレ研究成果報告会 -- 5 36 16 52

特別講演会

5月31日 長野第一ホテル 長野高専技術振興会　総会 1.5 63 13 76

11月24日 セミナー室 善バレ研究成果報告会 1.5 35 17 1 53
計 3 98 30 1 129

産業フェアー等

7/17～18 松本 2010まつもと広域ものづくりフェアー 5 5

10/2～3 佐久 さく市元気祭り！　(於：駒場公園内等） 6 6

10/14～16 諏訪 諏訪圏工業メッセ2010　（諏訪湖イベントホール） 10 10

10/22～23 上田 2010上田地域総合産業展　（上田市城跡公園） 8 8

10/29～30 長野 産業フェアーin善光寺平     2010　　（於：ビックハット） 12 12

計 41 41
その他　参加

5月13日 長野 しんきんフェアー 6 6

6月5日 京都 産学官推進会議 4 4

8/18.19 大分 第８回全国高専テクノフォーラム 4 4

9/29・30.1 東京国際フォーラム イノベーション・ジャパン2010 4 4
計 18 18

Ⅰ.技術振興会単独事業
品質工学研究会 (岸）

8月25日 セミナー室 技術研究会 「コストと品質を両立させる品質管理手法講座」(田口メソッド）3 6 1 7

8月26日 セミナー室 技術研究会 「コストと品質を両立させる品質管理手法講座」(田口メソッド）3 6 1 7

下記 　(財)長野経済研究所との共催事業

地域活性化研究会 (坂口）

上記   技術交流会との合同企画

  （財）長野県テクノ財団 善光寺バレー地域センターとの共催事業

3次元設計研究会(学生向け） （岸）
6月19日 情報教育センター 技術研究会 初心者向けの３次元ＣＡＤ講座（学生向け） 6 40 1 41
6月22日 情報教育センター 技術研究会 初心者向けの３次元ＣＡＤ講座（学生向け） 2 37 1 38
6月23日 情報教育センター 技術研究会 初心者向けの３次元ＣＡＤ講座（学生向け） 2 35 1 36
6月24日 情報教育センター 技術研究会 初心者向けの３次元ＣＡＤ講座（学生向け） 2 33 1 34
6月25日 情報教育センター 技術研究会 初心者向けの４次元ＣＡＤ講座（学生向け） 2 30 1 31
6月26日 情報教育センター 技術研究会 初心者向けの３次元ＣＡＤ講座（学生向け） 6 29 1 30

下記 以降は(財)長野経済研究所との共催事業

計 20 0 204 6 210

平成22年度　地域共同テクノセンター等 事業　参加者数
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生涯学習のためのインターネット技術支援研究会 （山本）
6月12日 情報教育センター 技術研究会 生涯学習のためのインターネット技術支援研究会 3 27 1 28
8月7日 情報教育センター 技術研究会 生涯学習のためのインターネット技術支援研究会 3 25 1 26

11月13日 情報教育センター 技術研究会 生涯学習のためのインターネット技術支援研究会 3 27 1 28
1月8日 情報教育センター 技術研究会 生涯学習のためのインターネット技術支援研究会 3 25 1 26

2月12日 情報教育センター 技術研究会 生涯学習のためのインターネット技術支援研究会 3 28 1 29
3月5日 情報教育センター 技術研究会 生涯学習のためのインターネット技術支援研究会 3 31 1 32

計 18 163 0 6 169

知的財産研究会 （佐野）

9月24日 セミナー室 技術講習会 知的財産研究会　第１回講演会 1 20 1 21 10

計 1 20 0 1 21

技術士資格取得教育研究会 （畠）
5月7日 100番教室 技術研究会 技術士資格取得教育研究会 1.5 2 65 2 69

7月23日 セミナー室 技術研究会 技術士資格取得教育研究会 2 19 1 20
9月22日 セミナー室 技術研究会 技術士資格取得教育研究会 1 1 17 1 19

計 4.5 3 101 4 108

地理空間情報技術者の養成講義 （永藤）
7月14日 電子情報棟ＡＶＣ室 技術講習会 地理空間情報技術者の養成講義 1.5 5 40 2 47

10月27日 電子情報棟ＡＶＣ室 技術講習会 地理空間情報技術者の養成講義 1.5 7 36 2 45

計 3 12 76 4 92

電気・電子の基礎「電子回路・論理回路」 （坂口）
6月29日 セミナー室 技術講習会 電気・電子の基礎　「電子回路」 コース 3 16 1 17 7

7月6日 セミナー室 技術講習会 電気・電子の基礎　「電子回路」 コース 3 16 2 18 4

7月13日 セミナー室 技術講習会 電気・電子の基礎　「電子回路」 コース 3 16 1 17 10

7月20日 セミナー室 技術講習会 電気・電子の基礎　「電子回路」 コース 3 14 2 16
7月27日 セミナー室 技術講習会 電気・電子の基礎　「電子回路」 コース 3 14 1 15
11月5日 セミナー室 技術講習会 電気・電子の基礎　「論理回路」 コース 3 4 1 5

11月12日 セミナー室 技術講習会 電気・電子の基礎　「論理回路」 コース 3 4 1 5
11月19日 セミナー室 技術講習会 電気・電子の基礎　「論理回路」 コース 3 4 1 5

計 24 88 10 98

電気工事士試験受験支援講座 （渡邉）
5月17日 エネルギー工学実験室 筆記試験対策セミナー 1 1 12 1 14
5月24日 エネルギー工学実験室 筆記試験対策セミナー 1 1 12 1 14
5月31日 エネルギー工学実験室 筆記試験対策セミナー 1 1 23 1 25
6月2日 エネルギー工学実験室 筆記試験対策セミナー 1 1 21 1 23

5月18日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 1 1 3
5月19日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 1 1 3
5月20日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 1 1 3
5月21日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 1 1 3
5月24日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 1 1 3
5月25日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 1 1 3
5月26日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 1 1 3
5月27日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 1 1 3
5月28日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 1 1 3
6月1日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 1 1 3
6月2日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 1 1 3
6月3日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 1 1 3
6月4日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 1 1 3
7月6日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 34 1 36
7月7日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 34 1 36
7月8日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 34 1 36
7月9日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 34 1 36

7月12日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 34 1 36
7月13日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 34 1 36
7月14日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 34 1 36
7月15日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 34 1 36
7月16日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 34 1 36
7月17日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 34 1 36
7月20日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 34 1 36
7月21日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 34 1 36
7月22日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 34 1 36
7月23日 エネルギー工学実験室 技能試験対策セミナー 1 1 34 1 36

計 31 31 557 31 619

合計 108 329 938 64 1,331
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Ⅱ（財）長野県テクノ財団との共催事業
ESPによる技術者の英語取得支援 （奥村）

8月23日 セミナー室 技術研究会 「ESPで仕事」のための英語をマスターする方法 6 31 26 1 58

8月24日 上田 技術研究会 「ESPで仕事」のための英語をマスターする方法 4 41 9 2 52

計 10 72 35 3 110

Ⅲ（財）長野県テクノ財団 善光寺バレー地域センターとの共催事業
企業書生　報告会　 　（学生課長補佐）（岸、坂口）

2月9日 セミナー室 企業書生報告会 2 26 15 5 46 30

応用機械設計研究会 (長野経済研究所と共催：経済産業省関東経済産業局長野地域ナノテク・高度部材活用産業活性化人材育成等事業）

8月31日 セミナー室 技術研究会 ISO9000規格を支援する「デザインレビュー実践講座」 3 49 1 50
9月8日 セミナー室 技術研究会 ISO9001規格を支援する「デザインレビュー実践講座」 6 47 1 48 14

11月4日 セミナー室 技術研究会 「精度設計講座」 3 18 1 19 2

11月11日 セミナー室 技術研究会 「精度設計講座」 3 17 1 18
11月18日 セミナー室 技術研究会 「精度設計講座」 3 18 1 19
11月26日 セミナー室 技術研究会 「精度設計講座」 3 19 1 20
12月6日 セミナー室 技術研究会 「精度設計講座」 3 17 1 18

12月16日 セミナー室 技術研究会 「精度設計講座」 3 17 1 18
12月2日 セミナー室 技術研究会 経営革新のための「マネージメント実践講座」 6 16 1 17
12月6日 セミナー室 技術研究会 経営革新のための「マネージメント実践講座」 6 9 1 10

12月15日 セミナー室 技術研究会 経営革新のための「マネージメント実践講座」 6 20 1 21
12月17日 セミナー室 技術研究会 経営革新のための「マネージメント実践講座」 6 9 1 10
1月12日 セミナー室 技術研究会 経営革新のための「マネージメント実践講座」 6 15 1 16
1月17日 セミナー室 技術研究会 経営革新のための「マネージメント実践講座」 6 12 1 13
1月20日 セミナー室 技術研究会 経営革新のための「マネージメント実践講座」 6 16 1 17
1月24日 セミナー室 技術研究会 経営革新のための「マネージメント実践講座」 6 12 1 13

計 75 311 16 314 16

省燃費技術研究会 （岡田）
5月8日 セミナー室 技術研究会 省燃費技術研究会　講演会 2 12 6 3 21

11月13日 セミナー室 技術研究会 省燃費技術研究会　講演会 2 7 2 9

計 4 19 6 5 30

リナックスの組み込み機器への応用とその構築手法 （鈴木）
9月1日 セミナー室 技術交流会 リナックスの組み込み機器への応用とその構築手法 7 7 2 2 11
9月2日 セミナー室 技術交流会 リナックスの組み込み機器への応用とその構築手法 7 7 2 2 11
9月3日 セミナー室 技術交流会 リナックスの組み込み機器への応用とその構築手法 7 7 2 2 11

計 21 21 6 6 33

3次元ＣＡＤ/ＣＡＭ講習会　 （岸）
中止 プロジェクト実験室 技術講習会 ３次元ＤＡＤセミナー　ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ（初級） 0

0 0 0 0

合計 102 377 27 32 423

Ⅳ　(財)長野経済研究所との共催事業　 (経済産業省・全国中小企業団体中央会 採択事業）

　経済産業省関東経済産業局「長野地域ナノテク・高度部材活用産業活性化人材育成等事業」
　　　　　　　（研修番号101）製品未然防止のための商品企画と管理・改善実践講座

品質工学研究会 (岸）

上記 セミナー室 振興会単独 「コストと品質を両立させる品質管理手法講座」(田口メソッド）

上記 セミナー室 振興会単独 「コストと品質を両立させる品質管理手法講座」(田口メソッド）

7月27日 セミナー室 技術研究会 品質設計・工程設計基礎コース「FMEA・FTA実践入門講座」 6 34 1 35
8月4日 セミナー室 技術研究会 品質設計・工程設計基礎コース「FMEA・FTA実践入門講座」 6 31 1 32

9月13日 セミナー室 技術研究会 顧客満足を実現する攻めの「信頼性設計法」 6 11 1 12 3

10月6日 セミナー室 技術研究会 「品質工学実践講座」 6 12 1 13 5

10月14日 セミナー室 技術研究会 「品質工学実践講座」 6 12 1 13
10月19日 セミナー室 技術研究会 「品質工学実践講座」 6 12 1 13 5

計 36 112 6 118

新商品開発･改善実践研究会 (岸）
7月7日 セミナー室 技術研究会 品質管理　初級　講座 6 44 1 45 3

7月14日 セミナー室 技術研究会 品質管理　初級　講座 6 42 1 43 10

11月17日 セミナー室 技術研究会 新商品・新技術開発の進め方 6 45 1 1 8

11月25日 セミナー室 技術研究会 新商品・新技術開発の進め方 6 43 1 44 9

12月1日 セミナー室 技術研究会 「マーケティングの基本と実践基礎講座」 3 21 1 1 23
12月9日 セミナー室 技術研究会 「マーケティングの基本と実践基礎講座」 6 20 1 1 22
1月13日 セミナー室 技術研究会 品質管理　中級　講座 6 35 1 36
1月19日 セミナー室 技術研究会 品質管理　中級　講座 6 33 1 34 7

計 45 283 2 8 248
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（研修番号104）精密デバイス・モジュール加工技術講座

３Ｄツールによる立体造型講座 （山崎）
11月5日 プロジェクト実験室 ３Ｄツールによる立体造型講座 3 2 3 1 6

11月12日 プロジェクト実験室 3Ｄツールによる立体造型講座 3 3 3 1 7
計 6 5 6 2 19

メカトロ技術者養成講座 （山崎）
2月3日 セミナー室 メカトロ二クス技術認定試験（TTAM)受験のためのセミナー 3 15 10 1 26
2月4日 専攻科 メカトロ二クス技術認定試験（TTAM)受験のためのセミナー 3 16 3 1 20

計 6 31 13 2 46

有限要素法（ＦＥＭ）による磁界解析の基礎講座 （楡井）
11月10日 プロジェクト実験室 技術講習会 有限要素法（ＦＥＭ）による磁界解析の基礎講座 6 6 1 7
11月17日 プロジェクト実験室 技術講習会 有限要素法（ＦＥＭ）による磁界解析の基礎講座 6 6 1 7

計 12 12 2 14

有限差分時間領域法（ＦＤＴＤ法）による電磁波解析の基礎講座 （春日）
12月3日 プロジェクト実験室 技術講習会 （ＦＤＴＤ法）による電磁波解析の基礎講座 6 4 1 5
12月8日 プロジェクト実験室 技術講習会 （ＦＤＴＤ法）による電磁波解析の基礎講座 6 4 1 5 5

計 12 8 2 10

接合・切断研究会「ＹＡＧレーザ切断とＮＣ言語の基礎」 （長坂）
6月12日 高度加工実験室 技術研究会 接合・切断研究会「ＹＡＧレーザ切断とＮＣ言語の基礎」 3 4 1 5

11月27日 高度加工実験室 技術研究会 接合・切断研究会「ＹＡＧレーザ切断とＮＣ言語の基礎」 3 2 1 1 4
2月5日 高度加工実験室 技術研究会 接合・切断研究会「ＹＡＧレーザ切断とＮＣ言語の基礎」 3 2 1 3

計 9 8 1 3 12

三次元測定機の基本作業技術講習会 （長坂）
6月5日 高度加工実験室 技術講習会 第１回　三次元測定機の基本作業技術講習会 3 6 1 7

9月11日 高度加工実験室 技術講習会 第２回　三次元測定機の基本作業技術講習会 3 3 1 4
1月15日 高度加工実験室 技術講習会 第３回　三次元測定機の基本作業技術講習会 3 4 1 5

計 9 13 0 3 16

作りながら学ぶ実践的アプリケーション講座（VisualBasic編） 3
9月7日 セミナー室 技術講習会 作りながら学ぶ実践的アプリケーション講座（VisualBasic編） 6 8 2 10 8

9月14日 セミナー室 技術講習会 作りながら学ぶ実践的アプリケーション講座（VisualBasic編） 6 8 2 10
9月21日 セミナー室 技術講習会 作りながら学ぶ実践的アプリケーション講座（VisualBasic編） 6 7 2 9
9月28日 セミナー室 技術講習会 作りながら学ぶ実践的アプリケーション講座（VisualBasic編） 6 8 2 10 8

計 27 31 8 39

超音波振動援用加工研究会 （堀内富）
6月11日 セミナー室 技術研究会 超音波振動援用加工研究会 2 11 3 3 17

12月10日 セミナー室 技術研究会 超音波振動援用加工研究会 2.5 10 2 12
計 4.5 21 3 5 29

合計 85.5 129 23 27 185

   全国中小企業団体中央会　「 ものづくり担い手事業」

作りながら学ぶ実践的アプリケーション講座（Ｖｉｓｕａｌ Ｃ#編） （小出）
11月9日 セミナー室 技術講習会 作りながら学ぶ実践的アプリケーション講座（ＶｉｓｕａｌＣ#編） 6 9 2 11

11月16日 セミナー室 技術講習会 作りながら学ぶ実践的アプリケーション講座（ＶｉｓｕａｌＣ#編） 6 8 2 10 8
11月30日 セミナー室 技術講習会 作りながら学ぶ実践的アプリケーション講座（ＶｉｓｕａｌＣ#編） 6 6 2 8
12月7日 セミナー室 技術講習会 作りながら学ぶ実践的アプリケーション講座（ＶｉｓｕａｌＣ#編） 6 9 2 11

計 24 32 0 8 40

実習用ボードで動作確認しながら学べる実践的組込みマイコン講座（ＰＩＣ編） （小出）

8月10日 プレジェクト実験室 技術研究会 実習ボードを使った組み込みマイコン講座（PIC） 6 4 2 6

8月17日 プレジェクト実験室 技術研究会 実習ボードを使った組み込みマイコン講座（PIC） 6 4 2 6

8月24日 プレジェクト実験室 技術研究会 実習ボードを使った組み込みマイコン講座（PIC） 6 4 2 6 7

計 18 12 0 6 18

実習ボードを使った実践的組込みマイコン講座（Ｈ８Ｔ編） （小出）

10月5日 プレジェクト実験室 技術講習会 実習ボードを使った実践的組込みマイコン講座（Ｈ８Ｔ編） 6 3 2 5
10月12日 プレジェクト実験室 技術講習会 実習ボードを使った実践的組込みマイコン講座（Ｈ８Ｔ編） 6 2 2 4
10月20日 プレジェクト実験室 技術講習会 実習ボードを使った実践的組込みマイコン講座（Ｈ８Ｔ編） 6 2 2 4

計 18 7 0 6 13

シミュレータを使った実践的電子回路講座（ＴＩＮＡ編）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （小出）
12月14日 セミナー室 技術講習会 シミュレータを使った実践的電子回路講座（ＴＩＮＡ編）　　　 6 8 2 10
12月21日 セミナー室 技術講習会 シミュレータを使った実践的電子回路講座（ＴＩＮＡ編）　　　 6 6 2 8

計 12 14 4 18

合計 72 65 0 24 89
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Ⅴ　経済産業省中小企業庁が委託・全国中小企業団体中央会 採択事業 (長野高専申請）
「ものづくり分野の人材育成・確保事業」の採択（高度ものづくり人材育成講座事業）

3次元設計研究会（学生向）         　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　           (岸・堀口）
10月30日 情報教育センター ３次元ＣＡＤ 8 18 18
11月6日 セミナー室 要素設計 8 22 22

11月27日 セミナー室 強度設計 8 19 19
12月18日 セミナー室 加工法　材料選定法 8 18 18
1月15日 セミナー室 強度設計 8 13 13
1月29日 セミナー室 信頼性設計 8 20 20
2月1日 情報教育センター ３次元ＣＡＤ 8 8 8
2月2日 情報教育センター ３次元ＣＡＤ 8 14 14
2月3日 情報教育センター ３次元ＣＡＤ 8 13 13
2月5日 情報教育センター 試験 3次元設計能力検定試験 8 12 12

下記の「その他」に記載 3次元設計コンテスト

合計 80 157 0 117

Ⅵ 制御システム開発研究部門（寄付研究部門）との共催事業

制御システム開発  (岸・堀口）
6月8日 セミナー室 ソフトウエアードキュメンテーション入門講座 6 15 1 16
6月9日 セミナー室 ソフトウエアードキュメンテーション入門講座 6 15 1 16

6月23日 セミナー室 組み込みソフトウエアー設計のポイント講座 6 16 1 17
6月24日 セミナー室 レビュー工程を成功させる指導技術講座 6 15 1 16
7月8日 セミナー室 組み込みプログラム基礎講座 6 11 1 12
7月9日 セミナー室 組み込みプログラム基礎講座 6 11 1 12

7月15日 セミナー室 「高品質コーディング技術入門」 6 5 1 6
7月16日 セミナー室 「高品質コーディング技術入門」 6 5 1 6
9月30日 セミナー室 「組込みRTOS基礎講座」 6 13 1 14

10月1日 セミナー室 「組込みRTOS基礎講座」 6 13 1 14

合計 60 119 0 10 97

Ⅶ 出前講座 事業
長野地域ものづくりセミナー2010（千曲商工会議所）　　 （坂口）

7月14日 千曲商工会議所 「電気・電子の実務（センサーと計測技術） 4 12 1 13
7月21日 千曲商工会議所 「電気・電子の実務（センサーと計測技術） 4 12 1 13
7月28日 千曲商工会議所 「電気・電子の実務（センサーと計測技術） 4 12 1 13
8月4日 千曲商工会議所 「電気・電子の実務（センサーと計測技術） 4 12 1 13

8月18日 千曲商工会議所 「電気・電子の実務（センサーと計測技術） 4 12 1 13
計 20 60 5 65

技能者養成講座　（浅間テクノポリス地域センター）　 （坂口）
11月4日 （AREC) 「電気・電子の基礎講座（電子計測コース） 3.5 11 1 12

11月25日 （AREC) 「電気・電子の基礎講座（電子計測コース） 3.5 11 1 12
10月26日 日置電機 「電気・電子の基礎講座（電子計測コース） 3.5 11 1 12
11月10日 日置電機 「電気・電子の基礎講座（電子計測コース） 3.5 11 1 12
11月17日 日置電機 「電気・電子の基礎講座（電子計測コース） 3.5 11 1 12

計 17.5 55 5 60

「組み込み技術」初級・中級・応用講座 （楡井）
5月28日 塩尻イノベーションプラザ 組込技術(初級） 6 9 1 10
6月4日 塩尻イノベーションプラザ 組込技術(初級） 6 9 1 10

6月11日 塩尻イノベーションプラザ 組込技術(初級） 6 9 1 10
6月18日 塩尻イノベーションプラザ 組込技術(初級） 6 9 1 10
6月25日 塩尻イノベーションプラザ 組込技術(初級） 6 9 1 10
8月27日 塩尻イノベーションプラザ 組込技術(中級） 6 4 1 5
9月3日 塩尻イノベーションプラザ 組込技術(中級） 6 4 1 5

9月10日 塩尻イノベーションプラザ 組込技術(中級） 6 4 1 5
9月17日 塩尻イノベーションプラザ 組込技術(中級） 6 4 1 5
9月24日 塩尻イノベーションプラザ 組込技術(中級） 6 4 1 5
1月14日 塩尻イノベーションプラザ 組込技術(応用） 6 2 1 3
1月21日 塩尻イノベーションプラザ 組込技術(応用） 6 2 1 3
1月28日 塩尻イノベーションプラザ 組込技術(応用） 6 2 1 3
7月30日 須坂市技術情報センター 組込技術(初級） 6 8 1 9
8月6日 須坂市技術情報センター 組込技術(初級） 6 8 1 9

8月20日 須坂市技術情報センター 組込技術(初級） 6 8 1 9
8月27日 須坂市技術情報センター 組込技術(初級） 6 8 1 9
9月3日 須坂市技術情報センター 組込技術(初級） 6 8 1 9

計 108 111 0 18 129
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生涯学習のためのインターネット技術支援研究会　　（社会福祉法人「悠友ハウス」実施） （山本）
11月16日 社会福祉法人「悠友ハウス」 パソコン基礎 3 4 3 7
11月18日 社会福祉法人「悠友ハウス」 入力の基礎 3 4 3 7
11月25日 社会福祉法人「悠友ハウス」 入力の基礎 3 4 3 7
11月30日 社会福祉法人「悠友ハウス」 入力の基礎 3 4 3 7
12月2日 社会福祉法人「悠友ハウス」 入力の基礎 3 4 3 7
12月7日 社会福祉法人「悠友ハウス」 入力の基礎 3 4 3 7
12月9日 社会福祉法人「悠友ハウス」 Ｗordの基礎と入力の復習 3 4 3 7

12月14日 社会福祉法人「悠友ハウス」 文書の作成 3 4 3 7
12月16日 社会福祉法人「悠友ハウス」 文書の作成 3 4 3 7
12月21日 社会福祉法人「悠友ハウス」 文書の作成 3 4 3 7

1月6日 社会福祉法人「悠友ハウス」 表の作成 3 4 3 7
1月11日 社会福祉法人「悠友ハウス」 表の作成 3 4 3 7
1月13日 社会福祉法人「悠友ハウス」 表の作成 3 4 3 7
1月18日 社会福祉法人「悠友ハウス」 写真入りの文章 3 4 3 7
1月20日 社会福祉法人「悠友ハウス」 写真入りの文章 3 4 3 7
1月25日 社会福祉法人「悠友ハウス」 地図の作成 3 4 3 7
1月27日 社会福祉法人「悠友ハウス」 地図の作成 3 4 3 7
2月1日 社会福祉法人「悠友ハウス」 図形とテキストボックス 3 4 3 7
2月3日 社会福祉法人「悠友ハウス」 Ｗordの各種技法 3 4 3 7
2月8日 社会福祉法人「悠友ハウス」 はがきの文面の作成と印刷 3 4 3 7

2月10日 社会福祉法人「悠友ハウス」 Excelの基本と応用 3 4 3 7
2月15日 社会福祉法人「悠友ハウス」 Excelの基本と応用 3 4 3 7
2月17日 社会福祉法人「悠友ハウス」 表の作成 3 4 3 7
2月22日 社会福祉法人「悠友ハウス」 表の作成 3 4 3 7
2月24日 社会福祉法人「悠友ハウス」 表のアレンジ 3 4 3 7
3月1日 社会福祉法人「悠友ハウス」 表のアレンジ 3 4 3 7
3月3日 社会福祉法人「悠友ハウス」 計算をする 3 4 3 7
3月8日 社会福祉法人「悠友ハウス」 計算をする 3 4 3 7

3月10日 社会福祉法人「悠友ハウス」 グラフを作る 3 4 3 7
3月15日 社会福祉法人「悠友ハウス」 グラフを作る 3 4 3 7
3月17日 社会福祉法人「悠友ハウス」 各種技法 3 4 3 7
3月22日 社会福祉法人「悠友ハウス」 はがきの宛名印刷 3 4 3 7

計 96 128 0 96 224

合計 242 354 0 124 478

  文部科学省補助事業　（大学等産学官連携自立化促進プロジェクト「知的財産活動基盤の整備」）

「知的財産活動基盤の整備」プロジェクト                                        　(総務課：研究協力）　（佐野）三枝弁理士・古賀総研
5月28日 技術相談室 三枝弁理士 知的財産活動基盤の強化 5 5 1 6
6月30日 技術相談室 三枝弁理士 知的財産活動基盤の強化 5 4 1 5
7月28日 技術相談室 三枝弁理士 知的財産活動基盤の強化 8 5 1 6
8月25日 技術相談室 三枝弁理士 知的財産活動基盤の強化 5 5 1 6
9月29日 技術相談室 三枝弁理士 知的財産活動基盤の強化 7 6 1 7

10月27日 技術相談室 三枝弁理士 知的財産活動基盤の強化 6 4 1 5
11月24日 技術相談室 三枝弁理士 知的財産活動基盤の強化 7 7 1 8
12月22日 技術相談室 三枝弁理士 知的財産活動基盤の強化 6 7 1 8
1月19日 技術相談室 三枝弁理士 知的財産活動基盤の強化 7 7 1 8
2月16日 技術相談室 三枝弁理士 知的財産活動基盤の強化 6 7 1 8
3月10日 技術相談室 三枝弁理士 知的財産活動基盤の強化 5 4 1 5
7月14日 技術相談室 古賀総研 知的財産活動基盤の強化（メカ・ソフト） 2 2 2 4
9月28日 技術相談室 古賀総研 知的財産活動基盤の強化（メカ・ソフト・土木） 5 7 3 10

10月28日 技術相談室 古賀総研 知的財産活動基盤の強化（メカ） 2 2 1 3
1月31日 技術相談室 古賀総研 知的財産活動基盤の強化（メカ） 1 1 1 2

計 77 0 73 18 67

  その他　事業

長野高専　産学交流会in松本2011

2月10日 ホテル（ブエナビスタ　２Fメディアーノ） 　産学交流会in松本2010 4 7 7

3Ｄ設計コンテスト (堀口）

12月9日 プロジェクト実験室 学内　　3Ｄ設計コンテスト 3 4 4 8

12月11日 電子情報工学科 全国高専　　3Ｄ設計コンテスト　 6 62 59 121

12月12日 電子情報工学科 全国高専　　３Ｄ設計コンテスト　 6 62 59 121
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公開講座 (長坂）　（深井）

8月11日 プロジェクト実験室 CAD/CAMを活用した「ものづくり」体験学習 8 11 2 13

パネル展（工嶺祭） （鈴木）

10月23日 セミナー・プロジェクト 「県内企業紹介パネル展」（学園祭でのパネル展示） 8

10月24日 セミナー・プロジェクト 「県内企業紹介パネル展」（学園祭でのパネル展示） 8

特許出願　　「知的財産活動基盤の整備」プロジェクト関連 （佐野）
10月15日 堀内　富雄 特許出願  リヤカー 1 1
12月2日 森山　実 特許出願 粉末焼結体の製造方法及び製造装置 1 1
3月1日 畠　俊郎 特許出願 バイオディーゼル燃料の製造方法 1 1
3月1日 百瀬　成空 特許出願 硫化物薄膜デバイス及びその製造方法 1 1
3月3日 押田　京一 特許出願 多孔質材料の構造解析方法 1 1

3月11日 芦田　和毅 特許出願 クリップ接続用端子台　 1 1
3月11日 中山　英俊 特許出願 差動伝送線路 1 1
3月31日 岡田　学 特許出願 超音波振動の共振を利用したねじ締結法 1 1
3月31日 浅野　憲哉 特許出願 水素生成細菌を用いた水素生成装置 1 1
3月31日 秋山　正弘 特許出願 波長検出方法 1 1
3月31日 堀口　勝三 特許出願 多指多関節可動ロボットハンド及びその遠隔制御法 1 1
3月31日 佐野　安一 特許出願 単一透過線スペクトルを有する光ファイバ型フィルタ 1 1

12 12

１日体験入学

7月3日 高度加工実験室 １日体験入学（ＹＡＧ・３次元測定） 6 100 5 105

インターンシップ                            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  (学生課教務係）
4月21日 長野高専 インターンシップ交流会（企業説明会） 36 174 26 236
5月19日 長野高専 インターンシップ研修会 0 173 7 180
10月8日 長野高専 インターンシップ交流会（実務訓練報告会） 32 168 16 216

計 68 515 49 632

参加者数 4726人
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件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額
採 択

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額

2004(H16) 0 0 0 0 0 0 0 0 6 4,500 0 0 6 4,500 0 0

2005(H17) 0 0 0 0 0 0 0 0 6 3,900 0 0 6 3,900 0 0

2006(H18) 1 62 0 0 0 0 0 0 6 4,600 0 0 7 4,662 0 0

2007(H19) 0 0 0 0 1 100 0 0 3 2,470 0 0 4 2,570 0 0

2008(H20) 0 0 0 0 0 0 0 0 7 3,843 0 0 7 3,843 0 0

2009(H21) 1 60 0 0 0 0 0 0 4 1,300 0 0 5 1,360 0 0

2010(H22) 0 0 0 0 0 0 0 0 6 3,172 0 0 6 3,172 0 0

2011(H23) 0 0 0 0 0 0 0 0 5 3,536 0 0 5 3,536 0 0

小 計 2 122 0 0 1 100 0 0 43 27,321 0 0 46 27,543 0 0

2004(H16) 9 3,050 1 300 1 470 0 0 0 0 0 0 11 3,820 0 1

2005(H17) 4 3,365 2 500 0 0 0 0 0 0 0 0 6 3,865 2 1

2006(H18) 10 5,918 1 100 0 0 0 0 1 2,500 0 0 12 8,518 2 2

2007(H19) 8 1,215 8 2,415 1 1,000 0 0 2 2,400 0 0 19 7,030 5 5

2008(H20) 5 826 4 875 1 3,720 0 0 1 1,300 0 0 11 6,721 0 1

2009(H21) 3 523 4 650 3 6,750 0 0 1 1,300 0 0 11 9,223 4 1

2010(H22) 3 2,900 5 550 2 1,216 0 0 1 1,300 0 0 11 5,966 1 1

2011(H23) 5 2,400 5 440 1 500 0 0 2 3,900 0 0 13 7,240 1 0

小 計 47 20,197 30 5,830 9 13,656 0 0 8 12,700 0 0 59 29,954 15 12

2004(H16) 7 2,820 1 240 0 0 0 0 1 400 0 0 9 3,460 0 0

2005(H17) 7 1,440 0 0 1 270 0 0 1 2,900 0 0 9 4,610 0 0

2006(H18) 4 1,240 1 1,000 0 0 0 0 1 600 0 0 6 2,840 4 4

2007(H19) 3 1,600 3 16,100 0 0 0 0 0 0 0 0 6 17,700 0 0

2008(H20) 1 300 3 770 0 0 0 0 1 130 0 0 5 1,200 4 2

2009(H21) 1 300 4 1,470 1 330 0 0 1 130 0 0 7 2,230 2 2

2010(H22) 2 500 4 1,100 1 0 0 0 0 0 0 0 7 1,600 1 2

2011(H23) 0 0 3 1,150 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1,150 0 0

小 計 25 8,200 19 21,830 3 600 0 0 5 4,160 0 0 52 34,790 11 10

2004(H16) 6 2,900 5 2,300 2 4,100 0 0 2 4,500 0 0 15 13,800 2 1

2005(H17) 11 3,771 4 800 5 18,122 0 0 1 2,900 0 0 21 25,593 8 9

2006(H18) 10 5,950 2 300 3 5,256 0 0 3 5,500 0 0 18 17,006 12 16

2007(H19) 12 8,931 3 1,400 0 0 0 0 2 2,780 0 0 17 13,111 2 1

2008(H20) 12 7,450 7 2,859 3 5,000 0 0 1 910 0 0 23 16,219 12 8

2009(H21) 5 2,344 4 2,100 2 786 0 0 0 0 0 0 11 5,230 9 6

2010(H22) 4 3,500 3 1,960 3 1,720 0 0 0 0 0 0 10 7,180 4 5

2011(H23) 4 2,639 4 1,650 2 4,529 0 0 1 1,300 0 0 11 10,118 2 0

小 計 64 37,485 32 13,369 20 39,513 0 0 10 17,890 0 0 126 108,257 51 46

2004(H16) 4 2,600 3 1,200 1 4,000 0 0 1 800 0 0 9 8,600 0 0

2005(H17) 2 1,150 2 600 1 2,000 0 0 1 2,200 0 0 6 5,950 0 0

2006(H18) 4 2,000 1 200 1 2,000 0 0 2 1,500 0 0 8 5,700 1 1

2007(H19) 7 3,226 2 315 0 0 0 0 1 910 0 0 10 4,451 0 1

2008(H20) 3 950 0 0 1 1,500 0 0 0 0 0 0 4 2,450 2 2

2009(H21) 5 1,350 1 500 2 3,500 0 0 0 0 0 0 8 5,350 2 0

2010(H22) 5 1,989 4 2,288 3 1,625 0 0 1 2,730 0 0 13 8,632 0 2

2011(H23) 6 2,700 2 1,058 1 1,200 0 0 2 4,030 0 0 11 8,988 0 0

小 計 36 15,965 15 6,161 10 15,825 0 0 8 12,170 0 0 69 50,121 5 6

2004(H16) 1 1,000 0 0 0 0 0 0 3 4,000 0 0 4 5,000 0 0

2005(H17) 2 1,100 0 0 0 0 0 0 4 4,400 0 0 6 5,500 0 0

2006(H18) 2 1,100 1 100 0 0 2 104 3 4,400 0 0 8 5,704 0 0

2007(H19) 1 1,438 3 500 1 525 0 0 4 4,250 0 0 9 6,713 0 0

2008(H20) 1 350 4 940 0 0 0 0 4 3,250 0 0 9 4,540 1 0

2009(H21) 3 2,217 3 470 0 0 0 0 3 2,145 0 0 9 4,832 3 1

2010(H22) 0 0 3 750 1 1,181 1 19 4 4,355 0 0 9 6,305 2 2

2011(H23) 2 3,680 7 835 1 130 0 0 5 9,724 0 0 15 14,369 2 1

小 計 12 10,885 21 3,595 3 1,836 3 123 30 36,524 0 0 69 52,963 8 4

2004(H16) 7 6,800 0 0 0 0 0 0 0 0 1 9,500 8 16,300 0 0

2005(H17) 5 5,132 0 0 0 0 0 0 0 0 1 9,000 6 14,132 0 0

2006(H18) 10 6,730 0 0 0 0 0 0 0 0 2 23,786 12 30,516 0 0

2007(H19) 12 6,790 0 0 2 8,800 0 0 0 0 3 44,041 17 59,631 0 0

2008(H20) 16 8,480 0 0 0 0 0 0 0 0 2 17,320 18 25,800 0 0

2009(H21) 18 28,404 0 0 0 0 0 0 0 0 2 16,127 20 44,531 0 0

2010(H22) 16 26,965 0 0 0 0 0 0 0 0 3 12,523 19 39,488 0 0

2011(H23) 7 36,500 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1,000 8 37,500 0 0

小 計 91 125,801 0 0 2 8,800 0 0 0 0 15 133,297 108 267,898 0 0

寄 附 金 共 同 研 究 受 託 研 究 受 託 試 験 補助金・ 受託事業 計
発 明 届

特 許
出 願

一

般

科

研究費等学科別年度別実績
H24.1.5 現 在

学科 年 度

研 究 費 （ 千 円 ）

機

械

工

学
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気

電

子

工

学

科
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子

制
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工

学
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子
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工

学
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環

境

都

市

工

学
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そ

の

他

※

科 研 費
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2004(H16) 34 19,170 10 4,040 4 8,570 0 0 13 14,200 1 9,500 62 55,480 2 2

2005(H17) 31 15,958 8 1,900 7 20,392 0 0 13 16,300 1 9,000 60 63,550 10 10

2006(H18) 41 23,000 9 1,700 4 7,256 2 104 16 19,100 2 23,786 71 74,946 19 23

2007(H19) 43 23,200 19 20,730 5 10,425 0 0 12 12,810 3 44,041 82 111,206 7 7

2008(H20) 38 18,356 18 5,444 5 10,220 0 0 14 9,433 2 17,320 77 60,773 19 13

2009(H21) 36 35,198 16 5,190 8 11,366 0 0 9 4,875 2 16,127 71 72,756 20 10

2010(H22) 30 35,854 19 6,648 10 5,742 1 19 12 11,557 3 12,523 75 72,343 8 12

2011(H23) 24 47,919 21 5,133 5 6,359 0 0 15 22,490 1 1,000 66 82,901 5 1

277 218,655 117 50,785 48 80,330 3 123 104 110,765 15 133,297 529 571,526 90 78

※　学校長、地域共同テクノセンター宛寄附金。現代ＧＰ・地域イノベーションクラスター等複数学科にまたがるもの。

計

合 計
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全体 機械 電気 制御 情報 環境

北信

㈱飯山富士 飯山市大字野坂田965-1 4 1 2 4 1

富士電機パワーセミコンダクタ㈱ 飯山市大字野坂田965-1 1 1 1

飯山日本無線㈱ 飯山市常盤1 4

㈱しな測 飯山市飯山955-1 2

㈱しなの富士通 飯山市大字野坂田935 5 1

㈱テレビ飯山 飯山市飯山 1 3

㈱藤巻建設 飯山市照岡16 1

㈱相生電子 下高井郡木島平村往郷1027 1

信州大学教育学部附属志賀自然教育園　 下高井郡山ノ内町志賀高原　 1

野沢温泉村役場 下高井郡野沢温泉村大字豊郷9817 1

小布施町６次産業センター 上高井郡小布施1491-2 1

長野県小布施町 上高井郡小布施町大字小布施1491-2 2 1 1

飯山精器㈱ 中野市大字草間1162-15 1 1 1 1

㈱コシナ 中野市大字吉田1081 4 3 2 3 2 2 1 1

JA長野厚生連北信総合病院 中野市西1-5-63 1

㈱タカギセイコー 中野市岩船330-2 13

平野土建㈱ 中野市江部1378 2

TRE㈱ 中野市江部1378 1

㈱中野金型 中野市大字新野902-1 1  

中野市役所 中野市三好町1-3-19 2 2 1

中野土建㈱ 中野市西2-5-11 4 1

中野プラスチック工業㈱ 中野市大字西条1-2 2 2 1 1 1

㈲ＴＫファクトリー 中野市大字若宮120-3 1 1 1

オリオン機械㈱ 須坂市幸高246 2

㈱システムクリエイト 須坂市大字幸高279-10 3 1

㈱ショーシン 須坂市小河原2156 2

須坂市役所 須坂市須坂1528-1 1 1  0

㈱鈴木 須坂市小河原2150-1 7 1 1 1

須高ケーブルテレビ㈱ 須坂市北横町 1 1

㈲中澤鋳造所 須坂市大字野辺973-3 2 2 5 5

㈱ヒーテック 須坂市大字小河原3954-21 1

㈱広田製作所 須坂市松川林間工業団地 15 2 1 2 2 4 4 2 2

富士通㈱須坂工場 須坂市小山460 2

富士通メディアデバイスプロダクツ㈱ 須坂市小山460 1 2

(有)ナツバタ製作所 須坂市幸高227-27 1 1

㈱北條組 須坂市小山2552-3 1 1 0

㈱相崎電機製作所 須坂市墨坂南1-16-25 1 2 2

三共電子㈱ 上水内郡中条村中条38 3 1 1

信濃電気製錬㈱柏原工場 上水内郡信濃町大字柏原2222 3

精発ばね工業㈱ 上水内郡中条村日高410-2 1  

㈱タケウチ建設 上水内郡信濃町大井262-2 2

㈱北部建設 上水内郡三水村普光寺821 1

㈱宮尾製作所 上水内郡中条村大字住良木6887 1

㈲山本測量 信州新町大字新町1377 　 1  1

アピックヤマダ㈱ 千曲市上徳間90 5 2

エムケー精工㈱ 千曲市雨宮1825 8 1 2 1 2 2 2 1 1

千曲市役所 千曲市杭瀬下84 1  1 1 2

長野電子工業㈱ 千曲市屋代1393 10 1 1 3 1 2 2 2

八光グループ 千曲市戸倉3055 7 1 1 1 1 1

ミドリ電子㈱ 千曲市戸倉397 1 1 1 2 1 1

森川産業㈱ 千曲市大字鋳師屋150 1

㈱クエストコーポレーション 上高井郡小布施町中松669 2 1

栄村役場 下水内郡栄村大字北信3433 1 1 1 1

飯綱町役場　 飯綱町大字牟礼2795-1 2 1

長野市  

㈱アイテクノ矢嶋　 長野市上野1-35 5 1 1 1 1 1 1 1

㈱アイデスク 長野市北長池1263-1 1 1 2 2 1 2 2 1 1

㈱アクテック 長野市川合新田 2 1 2

㈱アネックス 長野市鶴賀上千歳1370-3 1

㈱アールエフ 長野市県庁通りRFウェストグランド 15 2  

㈱麻場 長野県長野市北長池1433-2 1

亜細亜印刷㈱ 長野市三輪荒屋1154 2 1 2 2

㈱イーヤマ(本部） 長野市北尾張部710-1 5

㈱インテージ長野 長野市大字稲葉上千田沖318 5 2

ＮＥＣソフト㈱長野支社 長野市上千歳町1137-23 6 3 2 3 2 3 2 2 1 1

ＮＨＫ長野放送局 長野市稲葉210-2 24 2 1 2 2 0

ＮＴＴコムウェア信越支社 長野市稲葉2423 4

㈱ＮＴＴ東日本-長野 長野市新田町1137-5 NTT新田町ビル 27 4 5 5 5 4 6 1 3 1 1

大久保電設㈱ 長野市安茂里小市1-3-37 1

カイシン工業(株) 長野市下駒沢720-53 1 1

㈱角藤 長野市南屋島515 5 1

2009年企　業　名 住　所
2004年

以前
2005年 2010年

2011年度　実務訓練
2006年 2007年 2008年

実務訓練先企業・機関等一覧（本科） ※｢2004年以前｣は累計です



- 111 - 

 

全体 機械 電気 制御 情報 環境

カシヨ㈱ 長野市西和田286 4 2  

川中島建設㈱ 長野市篠ノ井布施高田955-3 　 1 1 1

川中島町有線放送農業共同組合 長野市川中島町今井1761-1 1  

環境都市設計 長野市鶴賀田町2396-1 1 1

㈱カントリープレス 長野市三輪6-6-1 1 1 1

(株)キャロット 長野市箱清水2-20-20 1 1

㈱ＫＲＣ 長野市稲里町中央3-33-23 2 2 2 1 2 3 3 1 1

北野建設㈱ 長野市県町524 1 1

㈱協同測量社 長野市大字安茂里671 1 1 1 1

㈲欅並木　 長野市往生地1423-2 グリーンディーヒル732 　 1

協栄電気興業㈱ 長野市川合新田3525 1 1 1

国土交通省長野国道事務所 長野市鶴賀中堰145 2 1  2 1 1 1 1

国土交通省北陸地方整備局千曲川河川事務所 長野市鶴賀字峰村74 2

㈱小林製作所 長野市石渡110 4 1 1 1 1

㈱コヤマ 長野市川中島町原1111 3 1 1 1 1 0

国土監理㈱ 長野市大字北長池1756-1 1

国土交通省関東整備局営繕事務所 長野県長野市早苗町50-3 2 2 4 2 2

㈱サーマル建築研究所 長野市高田1447-1 1  

サンエスシステムズ㈱ 長野市若里1-18-1 2  

三共技研㈱ 長野市吉田2-4-37 1

ジェイエスピー㈱ 長野市中御所1-17-14 4

㈱ジェスクホリウチ 長野市北条町23-3 1 1 2 0

㈱システックス　 長野市岡田町78-11 　 2 3 2 1 2 2

信濃化学工業㈱ 長野市桐原1-2-12 3

信濃毎日新聞社 長野市南県町657 13 2 4 3 6 5 4 2 1 1

㈱匠電舎 長野市大字高田2091 28 3 4 4 5 7 5 4 1 1 2

㈱シンエイ・ハイテック 長野市大字柳原1625-2 2

信越放送 長野市吉田1-21-24 14 3 3 2 1

新光電気工業㈱ 長野市小島田町80 18 1 1 2 1 2 1 0

信州大学工学部環境機能工学科 長野市若里4-17-1 2 2

炭平コンピュータシステム㈱ 長野市北長池1667 炭平ビル 3 1 2 1 2 2

㈱炭平製作所 長野市篠ノ井石川482 3

セラテックジャパン㈱ 長野市篠ノ井岡田500 4

㈱造景研究所 長野市宮沖3215-2 5 1 1

㈱ソピア 長野市稲里町中氷鉋394-1 1

㈱ソリトンシステムズ 長野市東鶴賀町  34-1 1 1 1 1 1

㈱第一測量設計コンサルタント 長野市三輪5-41-23 4

㈱ダイエー測量設計 長野市鶴賀9-9 2 1 1

㈲太陽自動車興業 長野市川中島町今里1065-11 1

㈱竹村製作所 長野市小島127 2

㈱地域計画センター 長野市北長池1924-2 2 1 0

知識工学㈱ 長野市栗田950-1 東峯プレイス 1 1 1 1 1 2 3 2 1 1

(財)中部電気保安協会長野支部 長野市桐原 1 2 1 1

使えるねっと(株) 長野市南県町1082KOYO南県町ビル3階 1 1

㈱テクネット 長野市中御所1-16-18 6 1 1 1

㈱テレビ信州 長野市若里1-1-1 11 2 2

㈱電算 長野市県町451 16 1  

㈱東洋エンジニヤリング 長野市三輪2-15-7 3

㈱トーエネック長野支店 長野市三輪2-1-8 1 1 2 2 2 2

㈱中外製作所 長野市若里工業団地3109-65 2

長電建設㈱ 長野市三輪7-6-1 1

㈱中嶋製作所 長野市篠ノ井会33 3 2 2 3 2 1

㈱長野県協同電算 長野市中御所1-25-1 6 2 2

ナガノコンサルタンツ㈱ 長野市若里4-20-11 2  

長野鍛工㈱ 長野市大字穂保291-1 1

長野日本無線㈱ 長野市稲里町下氷飽1163 13 1 1 2

長野日本無線マニュファクチャリング㈱ 長野市稲里町1163 2 1

長野愛知電機㈱ 長野市川中島町原1280 4 1 1 1 1 2 2 2 1 1

㈲長野映研 長野市柳町45 2  

㈱長野舞台 長野県長野市高田五分一678 1

(財)長野県情報技術振興財団 長野市鶴賀鍋屋田1381-3 4 2

(財)長野県埋蔵文化財センター 長野市篠ノ井布施高田963-4 1 2  3 2 5 5 5 1 2 2

(社)長野県林業コンサルタント協会 長野市大字中御所字岡田30-16 林業センタービル2F 2 2 2 2

長野県工業技術総合センター材料技術部門 長野市若里1-18-1 3 3

長野県工業技術総合センター食品技術部門 長野市栗田西番場205-1 1

長野県庁（長野建設事務所および本庁内部局） 長野市南長野幅下692-2 5 3 3 4 4 3 6 9 9

長野県庁（須坂建設事務所） 長野市南長野幅下692-2 1  

長野県庁（上田建設事務所） 長野市南長野幅下692-2 2

長野県庁（安曇野建設事務所） 長野市南長野幅下692-2 1

長野県庁（諏訪建設事務所） 長野市南長野幅下692-2 1

長野県庁（飯田建設事務所） 長野市南長野幅下692-2 1

長野県庁（伊那建設事務所） 長野市南長野幅下692-2 1

長野県環境保全研究所 長野市南長野幅下692-2(窓口は長野県庁） 　 1 2 2 2

長野市青少年錬成センター 長野市大字山田中2100 　 1

長野市役所 長野市鶴賀緑町1613 8 3 5 2 3 2 2 3 1 1 1

地方共同法人  日本下水道事業団 長野市南長野幅下667－6 長野県土木センター3F 1 0

仁科工業㈱ 長野市豊野町浅野1671 8 1 2 4 2

日星工業㈱ 長野市安茂里1872 2

企　業　名 住　所
2004年

以前
2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年

2011年度　実務訓練
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㈱日本オープンシステムズ（JOPS）長野営業所 長野市鶴賀七瀬南部545-1 5 2 1

㈱日本機材 長野市大字穂保409-2 6 3 1 1 1 1 1 1

㈱羽生田鉄工所 長野市柳原2433 1 2 2 2 3 2 2

東日本システム建設㈱ 長野市若穂綿内字東山1108-5 2

ピクセル技研㈱ 長野市鶴賀緑町1618-1 1

不二越機械工業㈱ 長野市松代町清野1650 4 2 1 1

富士通㈱長野工場 長野市北尾張部 2 3

㈱富士通コンピュータテクノロジーズ 長野市大字北尾張部36 4 2 1 0

㈱富士通長野システムエンジニアリング 長野市鶴賀緑町1415 6 1 1 2 2 2 1 1

㈱北條組 長野市村山348-1 1

㈱マイクロパック 長野市大豆島6197 1

㈱マルチメディア信州 長野市西三才2184-1 11

明治コンサルタント㈱ 長野市稲葉2609-2 1

㈱守谷商会 長野市南千歳町878 3 1 4 3 1

㈱山岸製作所 長野市桐原694-1 3 2 1 1

林業笠原造園㈱ 長野県長野市三輪10-15-7 1

綿貫弁理士事務所 長野市中御所3-12-9 1

東信  

㈱ウインテック 埴科郡坂城町中之条1375-1 3

坂城町役場 埴科郡坂城町大字坂城10050 1

㈱竹内製作所 埴科郡坂城町上平205 1  1

㈱都筑製作所 埴科郡坂城町大字坂城6649-1 2 2 2

(株)西澤電機計器製作所 埴科郡坂城町坂城6249 1 1

日精樹脂工業㈱ 埴科郡坂城町大字南条2110 8 1 1

宮後工業㈱ 埴科郡坂城町大字中之条1025 2 1

アート金属工業㈱ 上田市常磐城2-2-43 1 1

アヴァシス㈱
上田市下之郷浅間原813-21 上田リサーチ

パーク内
1

アネックス・インフォメーション㈱ 上田市リサーチパーク813-11 1 1

㈱上田ケーブルビジョン 上田市中央6-12-6 1 2 1 1

上田市役所 上田市大手1-11-16 3 1

上田電鉄㈱ 上田市下之郷 1 1 1

上田日本無線㈱ 上田市踏入2-10-19 4 1  2 2 3 4 1 1 2

エプソンアヴァシス㈱ 上田市下之郷乙1077-5 11

オルガン針㈱ 上田市大字前山1 3

カネテック㈱ 上田市大字上田原1111 2

山洋電気㈱ 上田市緑が丘1-1-7 6 2 1 2 1 1

シナノケンシ㈱ 上田市上丸子1078 13 1  2 6 2 1 2 1 1

城下工業㈱ 上田市常入1-1-58 1

㈱ズー 上田市下之郷字浅間原813-12 1

東京特殊電線㈱上田工場 上田市大屋300 2

東京精電㈱ 上田市蒼久保1216 2 0

東信土建㈱ 上田市常田3-9-10 1

長野計器㈱上田計測機器工場 上田市秋和1150 4

日信工業㈱ 上田市大字国分840 11 2 2 3 3 3 2 2 1 1

日置電機㈱ 上田市小泉81 2 1 1 1 1 1 1 1

㈱堀内電機製作所 上田市大字保野241-1 2 1

松山技研㈱ 上田市長瀬1050 1 2

㈱みすず綜合コンサルタント 上田市大字上田原1073-4 5 1  

マリモ電子工業㈱ 上田市諏訪形1071 1 1 1 1 2 2

NPO法人 やまぼうし自然学校 上田市真田菅平高原1223-5751 5 5

㈱ワコムネット 上田市天神3-3-3 1

アルファーデザイン㈱ 東御市滋野甲2211-3 3

コトヒラ工業㈱ 東御市滋野1320 2 1 2

㈱タイヨーエンジニヤ 東御市滋野乙1302 4 1  

塚田電子工業㈱ 東御市大字和大川2436 1

東御市役所 東御市県281-2 1  

㈱ミマキエンジニアリング 東御市加沢1333-3 7 1 1 4 4 3 2 1 1

ミマキ電子部品㈱ 東御市滋野乙1382-1 6

真田町役場 小県郡真田町大字長7178-1 1

㈲菅平ホテル 小県郡真田町大字長1223 1

丸子町役場 小県郡丸子町上丸子1612 1

浅間技研工業㈱ 小諸市丙600 1

長野沖電気㈱ 小諸市耳取965 1 1  

㈲フリーラインズ 小諸市赤坂1-1-10 2 1 1

㈱ルネサス東日本セミコンダクタ長野デバイス本部 小諸市柏木190 1 1

浅科ニチム㈱ 佐久市御馬寄479 1 1

㈱カウベルエンジニアリング 佐久市大字長土呂1739-1 6 3 1 2

樫山工業㈱ 佐久市大字根々井15-10 3 1 1 2 1 1 1

高電工業㈱ 佐久市瀬戸1615 2

佐久市役所 佐久市大字中込3056 1

シリコンテクノロジー㈱ 佐久市協和897-20 1

双信電機㈱千曲工場 佐久市猿久保664-1 6 1  

㈱ツガミ　信州工場 佐久市中込3600 2 1

㈱東京マイクロ 佐久市原281 2

長野吉田工業㈱ 佐久市中込3421 1 1 0

日本ミニモーター㈱ 佐久市大字根々井4144-4 1  

2009年 2010年
2011年度　実務訓練
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NEXCO東日本(旧日本道路公団 東京建設局)佐久工事事務所 佐久市大字中込2913 2 1

㈱パスカル 佐久市猿久保881-8 3 1  

マイクロストーン㈱ 佐久市新子田1934 　 1 1 1 1 1

マイクロコントロールシステムズ㈱ 佐久市下越143 1 0

(株)モテキ 佐久市中込原北3421-50 1 1

シチズンマシナリー㈱ 北佐久郡御代田町大字御代田4107-6 1 1

シチズンファインテックミヨタ㈱ 北佐久郡御代田町大字御代田4107-5 3 1 2 1 0

シメオ精密㈱ 北佐久郡御代田町4107-5 1

蓼科ケーブルテレビジョン㈱ 北佐久郡蓼科町山部364 1 1 1 1 0

㈱土屋電線  望月工場 北佐久郡望月町大字望月651 2

㈱ヤツレン 南佐久郡南牧村野辺山79-7 2 1 1

川上村役場 南佐久郡川上村大字大深山525 1

中信  

大町市役所 大町市大字大町3887 1  2 1 1

㈱大町富士 大町市常盤6909 2 1 1

㈱相模組 大町市大町3052 1

昭和電工㈱大町事業所 大町市大町6850 2 2 3 3 1 1 1

北陽建設(株) 大町市社5377 1 1

㈱山光測舎 大町市社6268-1 1

安曇精工㈱ 安曇野市穂高北穂高3047-9 1

安曇野市役所 安曇野市豊科4932-46 1

㈱安曇野設計室 安曇野市豊科高家2287-20 2 1

㈱アメック 安曇野市大字有明2730-3 1  

㈱アルテクノ 安曇野市大字穂高418-1 1

(財)公園緑地管理財団アルプスあづみの公園管理センター 安曇野市堀金烏川33-4 1 1 1

㈱サーキットデザイン 安曇野市大字穂高7557-1 1 1  1 2 2 2

ＧＡＣ㈱ 安曇野市大字豊科1000 8 1 1 1 1

ソニーイーエムシーエス㈱長野テクノロジーサイト 安曇野市大字豊科5432 22 1 1 4 2 2 1 1 1

㈱ハーモニック・ドライブ・システムズ 安曇野市穂高牧1856-1 5 1 1 2 1 2 1 1

本多通信工業㈱ 安曇野市三郷温4604 5 1 1

㈱IHIシバウラ 松本市石芝1-1-1 3 1 2 1

㈱アンドー 松本市大字島内3481-1 2

㈱イーウェーヴ松本事業所 松本市島立1064-1 3 1

NEC松本ソフトウェアセンター 松本市大字和田字南西原4010-8 1

㈱オーケーエンジニアリング 松本市島立4300-2 1

㈱グラフィック 松本市井川城3-3-8-5 1

シナノ電子技研㈱ 松本市和田 1 1

ソラン㈱ 松本市渚3-10-12 4 1 1 1

㈱タカノ 松本市和田3967-73 1 1 0

㈱中信高周波 松本市大字笹賀5652-118 2 1  1

㈱テレビ松本ケーブルビジョン 松本市里山辺3044-1 3 1 1 5 2 2 1 1

㈱長野技研 松本市新村2326 2 1  1

㈱日研コンサル 松本市渚2-5-6 4

日穀製粉㈱松本工場 松本市南松本2-6-52 1

ニッキトライシステム㈱ 松本市神林小坂道7107-37 2

パナソニック㈱オートモーティブシステムズ社 松本市笹賀5652 6 1 1 2 2 1 2 2 1 1

㈱ヒップ 松本市中央1-17-23 丸山ビル2F 1

㈱富士通ソフトウェアテクノロジーズ 松本市深志1-1-15 日生命松本深志ビル 1 1

㈱富士通パソコンラボ 松本市深志1-4-25 5

富士電機デバイステクノロジー㈱松本事業所 松本市筑摩4-18-1 1

㈱マイクロテック 松本市今井5981 1

松本市役所 松本市丸の内3-7 2 1 1 1 1 1 1 1

松本土建㈱ 松本市大字島立635-1 1  

東芝メディカルシステムズ㈱ 松本市中央1-8-11 ジブラルタ生命松本ビル 1 1

インターブリッジ㈱ 塩尻市大門八番町1-2 SIP 111号室 　  1

コンピュータ・ハイテック㈱　 塩尻市大門八番町1-2 SIP 109号室 1 1 1

㈱サイベックコーポレーション 塩尻市広丘郷原南原1000-15 2 1  1 1 1

㈱サンコー 塩尻市広丘野村959 2 1 1 1 2 1 1 0

塩尻市役所 塩尻市大門七番町3-3 1 1 1

シスメックスRA㈱ 塩尻市広丘野村1850-3 1 2 3 1 1 1

信州吉野電機(株) 塩尻市広丘高出1971 1 1

㈱信陽 塩尻市大字北小野2027-1 1

マスターマインド㈱ 塩尻市片丘今泉9828-16 2  

㈱ちくま精機 東筑摩郡明科町七貴6043 6 2 1

㈱オタリGAC 北安曇郡小谷村大字千国乙1480 1

㈱つばくろ電機　 北安曇郡松川村5794-296 1 0

ニチコン㈱ 南安曇郡豊科町4085 2

王子製紙㈱塩尻工場 1

信濃電気㈱ 1

富士電工エンジニアリング 1

南信  

諏訪市建設部 諏訪市高島1-22-30 1

河西登記測量合同事務所 諏訪市湖岸通り4-8-7河西登記測量合同事務所 1 1

セイコーエプソン㈱ 諏訪市大和3-3-5 5 3 3 1 5 2 2 2

㈲高島エンジニアリング 諏訪市大字豊田1438 1

㈱長野日報社 諏訪市高島3-1323-1 1

㈱ミスズ工業 諏訪市四賀3090 4 1 2

カゴメ㈱富士見工場 諏訪郡富士見町富士見2150 2 1 1 3

2009年企　業　名 住　所
2004年

以前
2005年 2006年 2007年 2008年 2010年

2011年度　実務訓練
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㈱協同コンサル 諏訪郡下諏訪町4348-9 1

サンゴバン㈱機能樹脂事業部諏訪工場 諏訪郡原村10801-5 1  

日本電産サンキョー㈱ 諏訪郡下諏訪町5329 4 1  1

武藤工業㈱ 諏訪郡下諏訪町（御田町上）3128 1 2 3 1 2

(株)プラーナー 諏訪郡下諏訪町9177-1 1 1

㈱べアック 諏訪郡富士見町落合字南原山9984-1097 2 2 1 1

インターテクノジャパン㈲ 岡谷市山手町3-8-25 1

(株)エグロ 岡谷市御倉町8-14 2 2

オリンパス㈱岡谷事業所 岡谷市長地柴宮3-15-1 4 1  2

㈲笠原機械製作所 岡谷市今井1808-1 1

京セラ㈱長野岡谷工場 岡谷市長地小萩3-11-1 5 1 1 2 3 3 1 1 1

ソーデナガノ㈱ 岡谷市長池御所610 2

㈲武井テクニカ 岡谷市西堀  9998 1

長野県工業技術総合センター精密・電子技術部門 岡谷市長地片間町1-3-1 4 1 1 1 2 0

フジノン岡谷㈱ 岡谷市加茂町1-7-39 1

㈱イースタン 茅野市塚原  1-8-37 1 1 1 2

㈱キッツメタルワークス 茅野市宮川字小早川7377 1 1 1

茅野市役所 茅野市塚原2-6-1 1

野村ユニソン㈱ 茅野市ちの650 　 1

㈱アルゴル 上伊那郡南箕輪村8211-12 1  1 2 2 4 4 1 1 2

㈱飯島セラミック 上伊那郡飯島町七久保1115 1 1

ＮＴＫセラミック㈱飯島工場 上伊那郡飯島町七久保1115 1 0

(株)IHI回転機械 上伊那郡辰野町伊那富3934 1 1 1

㈱キョウデン 上伊那郡箕輪町三日町482-1 1

ＫＯＡ㈱ 上伊那郡箕輪町大字中箕輪14016 2 1 2 1 1

タカノ㈱ 上伊那郡宮田村137 1

㈱日本ピスコ 上伊那郡南箕輪村4088 1

㈱ハーモ 上伊那郡南箕輪村4124-1 2 2  1 2

箕輪町役場 上伊那郡箕輪町大字中箕輪10298 1

㈱アイテク 下伊那郡喬木村400-113 2 2

川上製作所 下伊那郡平谷村新町1309-1 1

㈱協和精工 下伊那郡高森町山吹1646-5 1 0

三洋工具㈱長野事業所 下伊那郡高森町吉田393 1

信州航空電子㈱ 下伊那郡松川町上片桐800 2 1 0

伊那ケーブルテレビジョン㈱ 伊那市西町区下春日町4983 NCCビル 1

伊那市役所 伊那市伊那部3050 1 1 1

オリンパス㈱伊那工場 伊那市大字伊那5128 3 2 1

㈱キッツ伊那工場 伊那市東春近7130 1 2 1

㈱長野ケンウッド 伊那市大字西箕輪2676 4

㈱エコーシティー・駒ケ岳 駒ヶ根市赤穂15309 1

㈱コガネイ駒ケ根事業所 駒ケ根市飯坂2-6-1 1

帝国通信工業㈱赤穂工場 駒ヶ根市飯坂2-4-1 1 1

トーハツマリーン㈱ 駒ヶ根市下平4495-9 1 1

㈱ヤマウラ 駒ヶ根市北町22-1 1

㈱飯田ケーブルテレビ 飯田市松尾明7590-1 1 1 2 1

飯田市役所 飯田市大久保町2534 1  1 1

オムロン飯田㈱ 飯田市桐林2254-28 2 1 2 3 1 2 2

シチズン平和時計㈱ 飯田市下殿岡435 7 1 1

㈱ジャステック 飯田市鼎名古熊2539-1 1

信菱電機㈱ 飯田市久米29-4 1  

多摩川精機㈱ 飯田市大休1879 12 2 2 2 3 2 2 2

(財)中部電気保安協会飯田事業所 飯田市鼎下山243-2 1 1

土屋電気工事㈱ 飯田市育良町1-5-3 1

東芝テクノネットワーク㈱飯田SS 飯田市松尾上溝飯田卸センター 1  

㈱プリモ（ケミカ工場） 飯田市山本3340 1

吉川建設㈱ 飯田市松尾町2-25 1

㈱木曽駒ミクロ 木曽郡木曽町新開1783 1 1 1

大同特殊鋳造㈱ 木曾郡木曽福島町下万郡2327 1

㈲三工精機 木曽郡大桑村殿35-50 1

南木曽発条㈱ 木曽郡南木曽町読書字川向2820 2

南木曽町役場 木曽郡南木曽町読書3668-1 1

柴原興業 木曽郡日義村4518-2 1

NECテレネットワーク㈱ 2

NECフィールドサービス㈱ 1

日本マイクロニクス㈱ 1

日本電産㈱ 2

共和精工㈱ 2

長野エーシーエス 1

県外

旭化成㈱ 東京都千代田区神田神保町1-105 1 1

アロカ㈱ 東京都三鷹市牟礼6-22-1 1

HMDT㈱ 東京都渋谷区恵比寿2-27-22　Miles Yevis 301 1

エトナ㈱ 東京都渋谷区笹塚2-26-2 2

企　業　名 住　所
2004年

以前
2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年

2011年度　実務訓練
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全体 機械 電気 制御 情報 環境

KLab(株) 東京都港区六本木6-10-1六本木ヒルズ森タワー 1 1

(株)小松製作所 東京都港区赤坂2-3-6 1 1

㈱ギャラクシー
東京都中央区日本橋本町1-9-4 ダヴィンチ

日本橋本町ビル3F
2

芸者東京エンターテインメント㈱ 東京都文京区本郷5-24-6 本郷大原ビル7F 1 3 3 1 2

コニカミノルタビジネスソリューションズ㈱ 東京都中央区日本橋1-5-4 1 1 1

コンピュータ・ハイテック㈱　 東京都台東区東上野3-18-7 　  2 0

サントリーホールディングス㈱ 東京都港区台場2-3-3 1

高畑精工㈱ 東京都板橋区大原町35-2 1

チームラボ㈱ 東京都文京区本郷4-9-22 本郷フジビル2Ｆ 1 1 0

中外製薬㈱ 東京都北区浮間5-5-1 1

翼システム㈱ 東京都江東区亀戸2-25-14 1

㈱ディ・ストーム 東京都港区赤坂2-16-19 1

㈱デザインネットワーク 東京都新宿区西新宿6-5-1 新宿アイランドタワー10F 1 2 2

ニスコム㈱ 東京都渋谷区渋谷1-15-21ポーラ渋谷ビル6F 1 3 1

日本アイ・ビー・エム テクニカル・ソリューション㈱ 東京都江東区豊洲5-6-52 ISTビル 2

日本テレコムエンジニアリング東京㈱ 東京都中央区八丁堀1-10-7 1

日本原子力発電㈱ 東京都千代田区神田美土代町1-1　美土代ビル 1 0

富士電機システムズ㈱ 東京都千代田区三番町6-17 1 1  1 1 0

三菱電機ビルテクノサービス㈱ 東京都千代田区大手町2-6-2 1 1 1 1

㈱メイテックフィルダーズ 東京都中央区銀座3-10-7 銀座東和ビル5階 　  1

メタウォーター(株) 東京都港区虎ノ門4-3-1城山トラスタワー29階 1 1

森永製菓㈱ 東京都港区芝5-33-1 1 2

横河レンタ・リース㈱ 東京都武蔵野市中町1-19-18 5 1

吉村靖孝建築設計事務所 東京都渋谷区千駄ヶ谷2-3-7 POOL2F 1

リコーテクノシステムズ㈱ 東京都中央区新川1-28-25 2

NTTコムウェア東日本㈱ 東京都品川区西五反田2-2-10 ポーラ第二五反田ビル7F 1 0

国土交通省北陸地方整備局
千曲川河川事務所　 新潟市中央区美咲町1-1-1 　  1 2 0

第一建設工業㈱ 新潟県新潟市八千代1-4-34 1

第１電工㈱田口工場 新潟県中頚城郡妙高高原町関川70 3

中央電気工業㈱ 新潟県中頸城郡妙高高原町田口272 1

松下電器産業㈱  半導体社　新井工場 新潟県新井市大字栗原北堀608 1 1 1

長岡技術科学大学 新潟県長岡市上富岡町1603-1 2 1 6 4 1 3

豊橋技術科学大学 愛知県豊橋市天伯町雲雀ヶ丘1-1 1 7 5 2 3

出光興産㈱ 愛知県知多市南浜11 1 1 2 2

㈱ジャパンアウトソーシング 愛知県名古屋市中区丸の内2-18-25 1

中部電力㈱ 愛知県名古屋市東区東新町1 9 2 1 3 1 0

三菱電機㈱稲沢製作所 愛知県稲沢市菱町１ 1

ムラテックC.C.S㈱ 愛知県犬山市大字橋爪字中島2 1 1 1 1

ソニーイーエムシーエス㈱美濃加茂テック 岐阜県美濃加茂市本郷町9-15-22 1

㈱高峰楽器製作所 岐阜県中津川市坂下3370-1 1

日東工業㈱ 岐阜県中津川市茄子川字中垣外1683 3

富士通テン㈱中津川工場 岐阜県中津川市苗木2110 1

ケージーエス㈱ 埼玉県比企郡小川町小川1004 1

国土交通省関東地方整備局
埼玉県さいたま市中央区新都心2-1

さいたま新都心合同庁舎2号館
1 0

ＣＯＭ電子開発㈱ 埼玉県入間市東町7-1-3 1 1 1

(株)日立ハイテクノロジーズ 埼玉県児玉郡上里町嘉美1600 1 1

旭技研㈱ 神奈川県横浜市泉区弥生台64-12 旭技研ビル 　  2

(株)エイアンドティー 神奈川県横浜市神奈川区金港町2-6 1 1

㈱アルバック 神奈川県茅ヶ崎市萩園2500 1

いすゞエンジニアリング㈱ 神奈川県藤沢市土棚8 1

富士通㈱ 神奈川県川崎市中原区上小田4-1-1 1 1

(株)富士通コンピュータテクノロジーズ 神奈川県川崎市中原区上小田中4-1-1 1 1

花王㈱　川崎工場 神奈川県川崎市浮島町1-2 1  1

シーマ電子㈱ 山梨県韮崎市竜岡町下条南割字石宮995-440 2 1  

東京エレクトロン山梨(株) 山梨県韮崎市藤井町北下条2381-1 1 1 1

山梨大学工学部 山梨県甲府市武田4-3-11 1 2 1 1

ＪＳＲ㈱　鹿島工場 茨城県神栖市東和田34-1 1

㈱日立エレクトリックシステムズ 茨城県ひたちなか市大字足崎字西原1450 1 1

トキコテクノ㈱ 静岡県掛川市淡陽13 　  1

フロイント産業㈱ 静岡県浜松市北区新都田1-2-2 1

㈱エム・システム技研 大阪府大阪市西成区南津守5-2-55 　  1

㈱シマノ 大阪府堺市堺区老松町3-77 1

パナソニックエレクトロニックデバイス㈱ 大阪府門真市大字門真1006-1 1

村田機械㈱ 京都府京都市伏見区竹田向代町136 1

富士重工業㈱ 群馬県太田市スバル町1-1 1

花王㈱　和歌山工場 和歌山県和歌山市湊1334 1

アイピーシステム㈱ 岡山県岡山市北区北長瀬表町2−16−27 1

九州東宝㈱ 福岡県福岡市中区花咲町2-82 1  

合　　　　　計 862 115 166 185 185 203 174 201 42 40 41 38 40

企　業　名 住　所
2004年

以前
2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年

2011年度　実務訓練
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企業名 所在地 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

1 ㈱アイテクノ矢嶋 長野市 1

2 ㈱アイン 茅野市 1 1 1

3 ㈱アルゴル 南箕輪村 1 2 1

4 ㈱イケダ 坂城町 1

5 石川島芝浦機械㈱ 松本市 1

6 上田日本無線㈱ 上田市 1 1

7 ＮＥＣソフト㈱長野支社 長野市 1 1 1 1

8 ＮＳＫニ－ドルベアリング㈱ 群馬県高崎市 1

9 エムケー精工㈱ 更埴市 1 1 2 1

10 大久保電設㈱ 長野市 1

11 ㈱大林組技術研究所 清瀬市 1

12 オリンパス㈱伊那事業場 伊那市 1

13 ㈱カウベルエンジニアリング 佐久市 1

14 自然科学研究機構 核融合科学研究所 岐阜県土岐市 1 1

15 樫山工業㈱ 佐久市 1 1

16 ＧＡＣ㈱ 安曇野市 1 1

17 ㈱ギャラクシー 東京都中央区 1 1

18 ㈱共同測量社 長野市 1 1

19 ㈱ＫＲＣ 長野市 1 1 1 1

20 独立行政法人　港湾空港技術研究所 神奈川県横須賀市 1 1 1 1

21 ㈱コシナ 中野市 1 1 1

22 ㈱後島精工 須坂市 1

23 コトヒラ工業㈱ 東御市 1

24 ㈱小林製作所 長野市 1

25 サンエスシステムズ㈱ 長野市 1

26 ㈱ＧＳＩ クレオス 神奈川県川崎市 1

27 ㈱システックス 長野市 1 1 1

28 ㈱システムクリエイト 須坂市 1 1

29 信濃毎日新聞社㈱ 長野市 1 1 1 1 1 1

30 シナノケンシ㈱ 上田市 1 1

31 ㈱匠電舎 長野市 2 1 2 2 2 2 3

32 ㈱翔設計事務所 長野市 1

33 信越放送㈱ 長野市 1

34 新光電気工業㈱ 長野市 1 1 1 2

35 ㈱信州ＴＬＯ（ＵＦＯ長野） 長野市 1

36 ㈱スヤマ 飯田市 1 1 1

37 セイコーエプソン㈱（広丘事業所） 塩尻市 1 1 1

38 セイコーエプソン㈱（塩尻事業所） 塩尻市 1

39 セイコーエプソン㈱ 諏訪市 2 3 2

40 セラテックジャパン㈱ 長野市 1

41 ソニーイーエムシーエス長野テック 安曇野市 1

42 ㈱ソリトンシステムズ 東京都新宿区 1

43 太陽誘電㈱　R＆Dセンター 群馬県高崎市 1

学外実習派遣先一覧（専攻科）
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企業名 所在地 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

44 蓼科ケーブルビジョン㈱ 立科町 1

45 多摩川精機㈱ 飯田市 1

46 チームラボ㈱ 東京都文京区 1 1

47 ㈱テレビ松本ケーブルビジョン 松本市 1

48 ㈱電算 長野市 4 2 2 2 2 2 2 1 2

49 ㈱東京マイクロ 佐久市 1

50 ㈲中澤鋳造所 須坂市 1 1 1

51 ㈱中嶋製作所 長野市 1 2

52 中野プラスチック工業㈱(中野金型) 中野市 1

53 長野沖電気㈱ 小諸市 1

54 ㈱長野技研 松本市 1

55 長野計器㈱ 上田市 2

56 長野県工業技術総合センター 長野市 1

57 長野県庁 長野市 1

58 長野市役所 長野市 1 2 3

59 長野日本無線㈱ 長野市 1 1 1 1 1

60 長野吉田工業㈱ 佐久市 1

61 ㈲ナツバタ製作所 須坂市 1 1

62 ㈱西澤電機計器製作所 坂城町 1

63 日精樹脂工業㈱ 坂城町 1 1 1

64 ㈱日本機材 長野市 1 1 1

65 日本電産㈱ 駒ヶ根市 1 1

66 ネクストウェア㈱ 東京都港区 1

67 ㈱ハーモ 南箕輪村 1 1 1 1 1 1

68 ㈱ハーモニック・ドライブ・システムズ 安曇野市 1

69 ㈱羽生田鉄工所 長野市 1 1 1

70 日置電機㈱ 上田市 1 1 2 1 1 1

71 菱光電機㈱ 長野市 1

72 ㈱広田製作所 須坂市 1 1 1 2 1 2

73 ㈱フェイバライツ 中野市 1 1

74 ㈱富士通コンピュータテクノロジーズ 長野市 1

75 ㈱富士通長野システムエンジニアリング 長野市 1 2 1 1 2

76 富士見町役場 富士見町 1

77 ㈱プラーナー 下諏訪町 1

78 マイクロストーン㈱ 佐久市 1 1 1

79 ㈱マツハシ冷熱 長野市 1

80 マリモ電子工業㈱ 上田市 1

81 ㈱ミスズ工業 諏訪市 1

82 ㈱三菱化学科学技術研究センター 神奈川県横浜市 1

83 ㈱ミマキエンジニアリング 東御市 1 1 1 1 1 2 3 1 2

84 ミヨタ㈱ 御代田町 1

85 ㈱守谷商会 長野市 1 1 1 1 1 1

86 リネオソリューションズ㈱ 塩尻市 1

21 21 22 23 24 32 32 28 30合計
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の
づ

く
り

フ
ェ

ア
運

営
委

員
会

委
員

1

松
本

商
工

会
議

所
ま

つ
も

と
広

域
も

の
づ

く
り

フ
ェ

ア
実

行
委

員
会

委
員

1

財
団

法
人

長
野

経
済

研
究

所
高

度
も

の
づ

く
り

人
材

育
成

講
座

事
業

現
場

指
導

者
7

特
定

非
営

利
活

動
法

人
高

専
プ

ロ
コ

ン
交

流
育

成
協

会
(
N
A
P
R
O
C
K
)

運
営

本
部

会
議

財
務

部
会

委
員

2
1

1

長
野

市
産

業
振

興
部

商
工

振
興

課
長

野
市

ソ
フ

ト
産

業
協

議
会

参
与

1
1

中
部

教
職

員
会

中
部

教
職

員
会

講
座

別
学

習
会

講
師

1
1

1

長
野

県
短

期
大

学
非

常
勤

講
師

1
1

1

Ａ
Ｒ

Ｅ
Ｃ

プ
ラ

ザ
研

修
会

講
師

4

兼
　

　
業

　
　

先

兼
業

一
覧

（
平

成
2
0
年

度
～

平
成

2
2
年

度
）
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委
員

会
等

名
称

役
　

職
　

等
平

成
2
0
年

度
平

成
2
1
年

度
平

成
2
2
年

度

財
団

法
人

長
野

県
テ

ク
ノ

財
団

評
議

員
1

1
1

財
団

法
人

長
野

県
テ

ク
ノ

財
団

「
ナ

ノ
テ

ク
・

フ
ォ

ー
ラ

ム
長

野
」

事
業

世
話

人
1

長
野

県
創

業
支

援
セ

ン
タ

ー
創

業
者

支
援

ス
タ

ッ
フ

1
1

1

須
坂

市
異

業
種

交
流

会
「

イ
ノ

ベ
ー

ト
S
U
Z
A
K
A
」

技
術

顧
問

2

長
野

市
産

業
振

興
部

商
工

振
興

課
長

野
市

も
の

づ
く

り
支

援
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

委
員

1
1

1

大
町

市
産

業
建

設
部

商
工

労
政

課
北

ア
ル

プ
ス

広
域

産
業

活
性

化
協

議
会

委
員

1

長
野

県
北

信
地

方
事

務
所

商
工

観
光

課
北

信
州

産
業

活
性

化
協

議
会

構
成

員
1

財
団

法
人

長
野

県
中

小
企

業
振

興
セ

ン
タ

ー
評

議
員

1
1

1

松
本

商
工

会
議

所
平

成
２

０
年

度
長

野
県

地
域

ジ
ョ

ブ
・

カ
ー

ド
セ

ン
タ

ー
運

営
本

部
議

長
代

行
1

千
曲

商
工

会
議

所
善

光
寺

平
地

域
　

ナ
ノ

テ
ク

・
高

度
部

材
活

用
産

業
、

バ
イ

オ
・

エ
コ

関
連

産
業

、
Ｉ

Ｔ
・

組
込

み
機

器
関

連
産

業
、

活
性

化
人

材
養

成
等

事
業

企
画

運
営

委
員

1

財
団

法
人

長
野

経
済

研
究

所
中

小
企

業
人

材
育

成
事

業
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
委

員
会

委
員

2

信
州

大
学

工
学

部
「

創
業

マ
イ

ン
ド

の
継

承
に

よ
る

高
度

人
材

育
成

」
評

価
委

員
会

委
員

1
1

財
団

法
人

長
野

県
中

小
企

業
振

興
セ

ン
タ

ー
長

野
県

地
域

産
業

活
性

化
基

金
助

成
金

(
支

援
機

関
枠

）
審

査
委

員
会

委
員

1

財
団

法
人

長
野

経
済

研
究

所
高

度
も

の
づ

く
り

人
材

育
成

講
座

事
業

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

委
員

会
委

員
2

財
団

法
人

長
野

経
済

研
究

所
も

の
づ

く
り

担
い

手
育

成
事

業
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
委

員
会

委
員

2
1

信
越

放
送

も
の

づ
く

り
N
A
G
A
N
O
応

援
懇

話
会

企
画

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

1
1

佐
久

商
工

会
議

所
イ

ヤ
シ

ロ
チ

佐
久

型
健

康
の

ま
ち

づ
く

り
・

ビ
ジ

ネ
ス

開
発

推
進

協
議

会
「

健
康

介
護

福
祉

分
野

新
製

品
と

佐
久

の
住

ま
い

」
分

科
会

委
員

1

須
坂

商
工

会
議

所
善

光
寺

平
地

域
産

業
活

性
化

金
型

人
材

養
成

等
事

業
講

座
検

討
委

員
1

Ｂ
Ｍ

Ｕ
研

究
会

理
事

1

財
団

法
人

長
野

県
中

小
企

業
振

興
セ

ン
タ

ー
事

業
評

価
委

員
会

委
員

1

松
本

商
工

会
議

所
長

野
県

地
域

ジ
ョ

ブ
・

カ
ー

ド
運

営
本

部
会

議
委

員
1

信
州

大
学

工
学

部
信

州
科

学
技

術
総

合
振

興
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

委
員

1

財
団

法
人

長
野

県
テ

ク
ノ

財
団

浅
間

テ
ク

ノ
ポ

リ
ス

地
域

セ
ン

タ
ー

講
座

講
師

1
1

一
般

財
団

法
人

塩
尻

市
振

興
公

社
講

座
講

師
3

長
野

県
総

務
部

市
町

村
課

長
野

県
本

人
確

認
情

報
保

護
審

議
会

委
員

1

特
定

非
営

利
活

動
法

人
長

野
情

報
通

信
研

究
所

理
事

1

長
野

市
総

務
部

庶
務

課
市

役
所

第
一

庁
舎

及
び

長
野

市
民

会
館

の
在

り
方

懇
話

会
委

員
1

長
野

県
商

工
労

働
部

も
の

づ
く

り
振

興
課

平
成

２
０

年
度

産
学

官
共

同
研

究
補

助
事

業
審

査
委

員
会

審
査

委
員

1

財
団

法
人

北
信

奨
学

財
団

選
考

委
員

1
1

1

信
州

大
学

カ
ー

ボ
ン

科
学

研
究

所
客

員
教

授
（

研
究

指
導

及
び

共
同

研
究

）
1

1
1

信
州

大
学

カ
ー

ボ
ン

科
学

研
究

所
信

州
大

学
先

端
研

究
施

設
共

用
促

進
事

業
課

題
選

定
委

員
1

長
野

市
産

業
振

興
部

商
工

振
興

課
長

野
市

も
の

づ
く

り
研

究
開

発
事

業
技

術
審

査
専

門
委

員
1

1

兼
　

　
業

　
　

先
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委
員

会
等

名
称

役
　

職
　

等
平

成
2
0
年

度
平

成
2
1
年

度
平

成
2
2
年

度

長
野

市
産

業
振

興
部

商
工

振
興

課
長

野
市

新
産

業
創

出
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

支
援

事
業

審
査

委
員

1

佐
久

商
工

会
議

所
技

術
講

座
講

師
1

日
本

大
学

工
学

部
非

常
勤

講
師

1

日
本

技
術

者
教

育
認

定
機

構
審

査
員

1
1

信
州

大
学

地
域

共
同

研
究

セ
ン

タ
ー

講
演

会
講

師
1

須
坂

市
総

務
課

須
坂

市
指

定
管

理
者

候
補

選
定

審
査

会
委

員
1

財
団

法
人

長
野

経
済

研
究

所
長

野
地

域
ナ

ノ
テ

ク
・

高
度

部
材

活
用

産
業

活
性

化
人

材
養

成
等

事
業

専
門

家
1

須
坂

市
総

務
課

須
坂

市
事

業
仕

分
け

仕
分

け
人

（
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
役

）
1

須
坂

市
産

業
振

興
部

工
業

課
講

座
講

師
2

国
土

交
通

省
北

陸
地

方
整

備
局

千
曲

川
河

川
事

務
所

長
野

ブ
ロ

ッ
ク

総
合

評
価

審
査

委
員

会
委

員
1

長
野

県
建

設
部

建
設

政
策

課
長

野
県

公
共

事
業

評
価

監
視

委
員

会
委

員
2

2
2

長
野

市
産

業
振

興
部

商
工

振
興

課
長

野
市

大
型

店
等

出
店

土
地

利
用

委
員

会
委

員
1

長
野

市
都

市
整

備
部

公
園

緑
地

課
長

野
市

緑
を

豊
か

に
す

る
委

員
会

委
員

1
1

1

長
野

市
行

政
改

革
推

進
局

長
野

市
公

共
事

業
再

評
価

監
視

委
員

会
委

員
1

1
1

塩
尻

市
水

道
事

業
部

上
水

道
課

塩
尻

市
水

道
ビ

ジ
ョ

ン
策

定
検

討
委

員
会

委
員

1

長
野

県
環

境
部

水
大

気
環

境
課

長
野

県
環

境
審

議
会

第
４

期
野

尻
湖

水
質

保
全

計
画

策
定

委
員

会
委

員
1

麻
績

村
総

務
課

ま
ち

づ
く

り
交

付
金

評
価

委
員

会
委

員
長

1

長
野

県
長

野
建

設
事

務
所

計
画

調
査

課
長

野
圏

域
河

川
整

備
計

画
（

犀
川

）
策

定
委

員
会

委
員

1
1

国
土

交
通

省
中

部
地

方
整

備
局

企
画

部
技

術
管

理
課

中
部

地
方

整
備

局
総

合
評

価
審

査
委

員
会

長
野

県
地

域
部

会
委

員
1

長
野

市
企

画
政

策
部

企
画

課
長

野
市

総
合

計
画

審
議

会
委

員
1

1
1

長
野

市
都

市
整

備
部

都
市

計
画

課
長

野
駅

善
光

寺
口

景
観

検
討

委
員

会
委

員
1

長
野

県
建

設
部

建
設

政
策

課
「

地
域

を
支

え
る

調
査

・
設

計
業

」
検

討
会

議
委

員
1

長
野

県
高

等
学

校
文

化
連

盟
北

信
支

部
学

校
評

議
員

1
1

1

長
野

市
企

画
政

策
部

交
通

政
策

課
長

野
市

地
域

公
共

交
通

会
議

委
員

1
1

1

長
野

市
都

市
整

備
部

都
市

計
画

課
表

参
道

ふ
れ

愛
通

り
計

画
策

定
検

討
委

員
会

委
員

1
1

1

上
田

市
都

市
建

設
部

都
市

計
画

課
上

田
市

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
策

定
専

門
委

員
会

委
員

1

長
野

市
企

画
政

策
部

交
通

政
策

課
長

野
市

交
通

対
策

審
議

会
委

員
1

1
1

中
野

市
建

設
水

道
部

都
市

計
画

課
中

野
市

都
市

計
画

審
議

会
委

員
1

1
1

長
野

市
都

市
整

備
部

都
市

計
画

課
長

野
駅

善
光

寺
口

整
備

計
画

検
討

委
員

会
委

員
1

1

長
野

県
建

設
部

都
市

計
画

課
長

野
県

都
市

計
画

審
議

会
委

員
1

1
1

上
田

市
都

市
建

設
部

都
市

計
画

課
上

田
市

総
合

交
通

施
策

協
議

会
委

員
1

1

松
本

市
建

設
部

建
設

指
導

課
松

本
市

開
発

審
査

会
委

員
1

1
1

兼
　

　
業

　
　

先
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委
員

会
等

名
称

役
　

職
　

等
平

成
2
0
年

度
平

成
2
1
年

度
平

成
2
2
年

度

長
野

市
企

画
政

策
部

交
通

政
策

課
長

野
市

公
共

交
通

活
性

化
・

再
生

協
議

会
委

員
1

1
1

国
土

交
通

省
北

陸
信

越
陸

運
局

北
陸

信
越

地
方

交
通

審
議

会
「

政
策

推
進

部
会

」
委

員
1

1
1

国
土

交
通

省
北

陸
信

越
陸

運
局

北
陸

信
越

運
輸

局
総

合
事

業
第

三
者

評
価

委
員

会
委

員
1

1

長
野

県
建

設
部

建
設

指
導

課
長

野
県

開
発

審
査

会
委

員
1

1

長
野

市
交

通
政

策
課

長
野

電
鉄

活
性

化
協

議
会

委
員

1
1

長
野

県
企

画
部

企
画

課
土

地
利

用
審

査
会

委
員

1
1

長
野

県
企

画
部

交
通

政
策

課
長

野
以

北
並

行
在

来
線

基
本

ス
キ

ー
ム

検
討

委
員

会
委

員
1

1

長
野

市
企

画
政

策
部

交
通

政
策

課
長

野
電

鉄
活

性
化

協
議

会
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

1

長
野

県
上

田
建

設
事

務
所

整
備

課
大

屋
駅

周
辺

道
路

計
画

検
討

委
員

会
委

員
1

千
曲

市
議

会
「

屋
代

線
を

考
え

る
議

員
連

盟
」

設
立

総
会

講
師

1

長
野

市
都

市
整

備
部

ま
ち

づ
く

り
推

進
課

権
堂

地
区

再
生

計
画

検
討

委
員

会
委

員
1

長
野

県
生

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
業

組
合

長
野

県
生

コ
ン

ク
リ

ー
ト

品
質

管
理

監
査

会
議

委
員

（
副

議
長

）
1

1
1

長
野

県
環

境
都

市
部

廃
棄

物
対

策
課

信
州

リ
サ

イ
ク

ル
製

品
認

定
検

討
会

委
員

1
1

1

財
団

法
人

長
野

県
建

設
技

術
セ

ン
タ

ー
試

験
所

技
術

審
査

委
員

会
委

員
1

1
1

東
日

本
高

速
道

路
株

式
会

社
関

東
支

社
長

野
管

理
事

務
所

長
野

県
ハ

イ
ウ

ェ
イ

技
術

委
員

会
委

員
3

2
2

北
ア

ル
プ

ス
広

域
連

合
ご

み
処

理
施

設
検

討
委

員
会

委
員

1
1

長
野

県
建

設
部

道
路

管
理

課
長

野
県

市
町

村
橋

梁
長

寿
命

化
修

繕
計

画
意

見
聴

取
会

委
員

1

信
州

大
学

産
学

官
連

携
推

進
本

部
講

演
会

講
師

1

須
坂

市
ま

ち
づ

く
り

課
須

坂
市

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
評

価
委

員
会

委
員

1

厚
生

労
働

省
長

野
労

働
局

工
事

計
画

届
に

係
る

長
野

労
働

局
長

審
査

委
員

1
1

1

長
野

市
上

下
水

道
局

総
務

課
長

野
市

上
下

水
道

事
業

経
営

審
議

会
委

員
1

1
1

独
立

行
政

法
人

土
木

研
究

所
部

外
研

究
員

1
1

1

長
野

市
環

境
部

環
境

政
策

課
長

野
市

バ
イ

オ
マ

ス
タ

ウ
ン

構
想

推
進

協
議

会
会

員
1

特
定

非
営

利
活

動
法

人
新

潟
水

辺
の

会
河

川
デ

ー
タ

採
取

作
業

長
野

地
区

作
業

員
1

財
団

法
人

建
設

工
学

研
究

振
興

会
非

常
勤

研
究

員
1

1
1

長
野

市
立

長
野

高
等

学
校

非
常

勤
講

師
1

独
立

行
政

法
人

大
学

評
価

・
学

位
授

与
機

構
高

等
専

門
学

校
機

関
別

認
証

評
価

委
員

会
専

門
委

員
1

カ
イ

シ
ン

工
業

株
式

会
社

講
習

会
講

師
1

1

長
野

ビ
ジ

ネ
ス

ア
カ

デ
ミ

ー
講

習
会

講
師

1

蘇
南

高
等

学
校

講
演

会
講

師
1

長
野

市
企

画
政

策
部

企
画

課
長

野
市

総
合

計
画

審
議

会
作

業
部

会
（

市
民

フ
ォ

ー
ラ

ム
2
1
）

部
会

員
1

独
立

行
政

法
人

日
本

学
術

振
興

会
特

別
研

究
員

等
審

査
会

専
門

委
員

会
お

よ
び

国
際

事
業

委
員

会
書

面
審

査
員

1

兼
　

　
業

　
　

先
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委
員

会
等

名
称

役
　

職
　

等
平

成
2
0
年

度
平

成
2
1
年

度
平

成
2
2
年

度

丸
子

修
学

館
高

等
学

校
講

演
会

講
師

1

独
立

行
政

法
人

国
立

科
学

博
物

館
講

演
会

講
師

1
1

財
団

法
人

富
山

県
ひ

と
づ

く
り

財
団

富
山

県
教

育
記

念
館

講
演

会
講

師
1

財
団

法
人

黒
部

市
吉

田
科

学
館

振
興

協
会

講
演

会
講

師
1

清
泉

女
学

院
短

期
大

学
兼

任
講

師
1

1
1

大
学

共
同

利
用

機
関

法
人

人
間

文
化

研
究

機
構

国
文

学
研

究
資

料
館

国
文

学
文

献
資

料
調

査
員

1
1

1

長
野

市
教

育
委

員
会

長
野

市
立

南
部

図
書

館
長

野
市

立
図

書
館

協
議

会
委

員
1

1

大
学

共
同

利
用

機
関

法
人

人
間

文
化

研
究

機
構

総
合

地
球

環
境

学
研

究
所

共
同

研
究

員
1

1
1

長
野

県
高

等
学

校
文

化
連

盟
人

文
・

社
会

科
学

コ
ン

ク
ー

ル
選

考
委

員
1

1
1

新
潟

県
立

歴
史

博
物

館
講

演
会

講
師

1

上
智

大
学

非
常

勤
講

師
1

坂
城

町
鉄

の
展

示
館

講
演

会
講

師
1

松
本

市
教

育
委

員
会

文
化

財
課

松
本

市
殿

村
遺

跡
調

査
指

導
委

員
会

委
員

1

長
野

市
教

育
委

員
会

松
代

文
化

施
設

等
管

理
事

務
所

松
代

藩
文

化
施

設
管

理
委

員
会

委
員

1

8
5

1
0
2

9
9

兼
　

　
業

　
　

先

合
　

　
　

計



- 123 - 

 

 

 

 
  

H20 H21 H22 H23 備考

長野高専スカイパーク科学館 720人 726人 692人 977人
H20-H22：2日間開催
H23：1日間開催

長野高専キッズサイエンス － － 1,310人 1,920人 H22実施初年度

キッズサイエンスinトイーゴ － － 1,000人 1,000人 〃

科学イベント来場者数一覧

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

諏訪圏工業メッセ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

まつもと広域工業まつり
まつもと広域ものづくりフェア（H21以降）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

上田地域産業展 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

”いか座””やら座”「さく市」
さく市　元気祭り（H22以降）

〇 〇 〇 〇 〇 〇

産業フェアーin善光寺平 〇 〇 〇 〇 〇 〇

各産業フェア参加状況
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 №
授

業
テ

ー
マ

名
学

科
・

教
員

名
対

象
学

年
所

要
時

間
（

分
）

授
業

の
概

要
備

考
実

施
回

数
参

加
者

数

（
概

数
）

1
エ

コ
カ

ー
の

し
く

み
機

械
工

学
科

／
岡

田
　

学
電

子
制

御
工

学
科

／
中

山
英

俊

一
般

科
／

中
村

博
雄

中
学

生
向

け
3
0
～

6
0
分

少
な

い
燃

料
で

、
二

酸
化

炭
素

を
あ

ま
り

出
さ

ず
に

走
る

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

カ
ー

や
、

１
リ

ッ
ト

ル
の

燃
料

で
1
0
0
0
k
m
以

上
も

走
る

こ
と

が
で

き
る

エ
コ

ラ
ン

（
燃

費
競

技
）

の
出

場
車

の
し

く
み

を
わ

か
り

や
す

く
説

明
し

ま
す

。
ま

た
、

近
年

、
中

学
校

か

ら
の

参
加

も
増

え
て

い
る

エ
コ

ラ
ン

出
場

車
の

製
作

に
つ

い
て

も
紹

介
し

ま
す

。

小
学

校
高

学
年

に
も

実
施

可
能

で
す

．
実

車
の

見
学

を
ご

希
望

の
場

合
は

ご

相
談

く
だ

さ
い

．

2
歯

車
の

は
な

し
機

械
工

学
科

／
長

坂
明

彦
小

学
生

高
学

年
向

け
3
0
～

6
0
分

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

カ
ー

，
プ

リ
ン

タ
ー

お
よ

び
か

ら
く

り
人

形
な

ど
に

歯
車

が
利

用
さ

れ
て

い
ま

す
。

大
き

な
歯

車
と

小
さ

な
歯

車
を

牛
乳

パ
ッ

ク
な

ど
を

使
っ

て
，

カ
ッ

タ
ー

ナ
イ

フ
で

歯
車

コ
ー

ス
タ

ー
を

作
っ

て
み

ま
せ

ん
か

。
う

ま
く

回
る

と
い

い
で

す
ね

。

小
学

校
低

学
年

・
中

学
生

に
も

実
施

可
能

で
す

。
6
0
分

以
上

の
授

業
を

ご
希

望
の

場
合

は
ご

相
談

く
だ

さ
い

。

3
地

球
温

暖
化

問
題

と
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
機

械
工

学
科

／
羽

田
喜

昭

電
気

電
子

工
学

科
／

大
澤

幸
造

小
学

生
高

学
年

向
け

6
0
～

9
0
分

地
球

温
暖

化
が

深
刻

な
問

題
と

な
っ

て
い

ま
す

.
こ

れ
に

は
，

二
酸

化
炭

素
排

出
量

の
増

加
が

深
く

か
か

わ
っ

て
い

ま
す

.
そ

こ

で
，

こ
の

授
業

で
は

発
電

の
し

く
み

を
実

験
を

通
し

て
説

明
す

る
と

と
も

に
，

二
酸

化
炭

素
を

排
出

し
な

い
新

し
い

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
も

紹
介

し
ま

す
.

時
間

や
実

施
形

態
に

つ
い

て
は

相
談

に
応

じ
ま

す
。

1
6
4

4
振

動
の

ふ
し

ぎ
機

械
工

学
科

／
宮

下
大

輔

機
械

工
学

科
／

小
林

裕
介

小
学

生
高

学
年

向
け

6
0
～

9
0
分

み
な

さ
ん

の
身

の
回

り
に

あ
る

「
振

動
」

に
つ

い
て

解
説

し
、

「
振

動
」

に
関

す
る

理
解

を
深

め
ま

す
。

ま
た

、
簡

単
な

も
の

づ
く

り
（

不
思

議
な

振
り

子
な

ど
）

を
し

ま
す

。
で

き
た

も
の

は
持

ち
帰

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

小
学

校
低

学
年

、
中

学
生

で
も

対
応

可
能

で
す

。
2
0
人

以
上

の
場

合
も

対
応

で
き

ま
す

が
、

材
料

の
準

備
の

都
合

上
お

早
目

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
所

要
時

間
の

調
整

も
で

き
ま

す
。

ご
相

談
下

さ
い

。
3

8
7

5
静

電
気

で
遊

ぼ
う

電
気

電
子

工
学

科
／

秋
山

正
弘

小
学

生
高

学
年

向
け

3
0
～

6
0
分

身
の

回
り

に
存

在
す

る
電

気
（

静
電

気
）

を
用

い
た

出
前

授
業

で
す

。
授

業
は

「
実

験
」

を
一

緒
に

行
っ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

各
自

に
実

験
用

具
を

配
布

し
、

教
員

の
指

示
に

従
っ

て
実

験
し

ま
す

。
内

容
は

「
風

船
を

使
っ

た
静

電
気

実
験

」
や

「
テ

ィ
ッ

シ
ュ

を
使

っ
た

静
電

気
お

化
け

」
「

静
電

気
ク

ラ
ゲ

」
「

ミ
ラ

ク
ル

シ
ャ

ボ
ン

玉
」

な
ど

に
な

り
ま

す
。

静
電

気
を

扱
う

実
験

と
な

る
た

め
、

乾
燥

し
た

季
節

（
冬

）
で

な
け

れ
ば

、

実
施

が
難

し
い

で
す

。
中

学
生

に
も

実
施

可
能

で
す

．
6
0
分

以
上

の
授

業
を

ご
希

望
の

場
合

は
ご

相
談

く
だ

さ
い

．
2

3
4

6
ミ

ク
ロ

の
世

界
を

体
験

！
電

気
電

子
工

学
科

／
秋

山
正

弘
電

気
電

子
工

学
科

／
百

瀬
成

空
小

学
生

高
学

年
向

け
6
0
～

9
0
分

「
ハ

ン
デ

ィ
デ

ジ
タ

ル
顕

微
鏡

」
を

手
に

、
身

近
に

存
在

す
る

様
々

な
「

モ
ノ

」
を

観
察

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。
観

察
し

た
映

像
は

パ
ソ

コ
ン

（
を

ご
用

意
し

ま
す

）
に

取
り

込
め

、
そ

の
場

で
大

き
さ

を
測

定
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
授

業
の

途
中

で
，

■
顕

微
鏡

の
原

理
、

■
最

先
端

の
顕

微
鏡

、
■

テ
レ

ビ
や

パ
ソ

コ
ン

が
映

像
を

映
す

仕
組

み
、

■
半

導
体

集
積

回
路

と
は

、
な

ど
に

つ
い

て
映

像
や

実
物

を
使

い
な

が
ら

説
明

い
た

し
ま

す
。

最
先

端
技

術
で

作
製

さ
れ

た
集

積
回

路
も

観
察

し
て

い
た

だ
け

ま
す

。

小
学

校
低

学
年

・
中

学
生

に
も

実
施

可
能

で
す

。
ま

た
、

6
0
分

未
満

の
授

業
も

実
施

可
能

で
す

（
内

容
を

調
整

し
ま

す
）

。
受

講
人

数
は

1
2
人

程
度

が
望

ま
し

い
で

す
が

、
2
0
人

程
度

ま
で

対
応

い
た

し
ま

す
。

1
4
7

7
光

フ
ァ

イ
バ

ー
と

光
通

信
電

気
電

子
工

学
科

／
大

澤
幸

造
電

気
電

子
工

学
科

／
春

日
貴

志
中

学
生

向
け

6
0
～

9
0
分

I
T
技

術
の

基
盤

技
術

で
あ

る
光

通
信

と
、

そ
れ

を
支

え
る

光
フ

ァ
イ

バ
ー

の
仕

組
み

に
つ

い
て

紹
介

し
ま

す
。

簡
単

な
演

示
実

験
を

行
っ

て
光

フ
ァ

イ
バ

ー
の

原
理

を
わ

か
り

易
く

説
明

し
ま

す
。

ま
た

、
光

を
利

用
し

た
通

信
の

歴
史

的
か

ら
、

現
在

の
光

情
報

通
信

の
様

子
ま

で
を

紹
介

し
、

光
通

信
の

実
験

装
置

で
体

験
実

習
を

し
ま

す
。

さ
ら

に
、

電
波

と
光

の
関

係
な

ど
に

つ
い

て
も

簡
単

に
お

話
し

し
ま

す
。

（
a
）

簡
単

な
実

験
を

行
な

い
な

が
ら

授
業

を
進

め
ま

す
。

(
c
)
小

学
生

高
学

年
向

け
の

授
業

内
容

に
も

対
応

い
た

し
ま

す
。

(
e
)
授

業
の

実
施

日
な

ど
は

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

8
電

波
を

観
よ

う
電

気
電

子
工

学
科

／
春

日
貴

志
そ

の
他

6
0
～

9
0
分

私
た

ち
の

生
活

で
は

，
通

信
用

の
電

波
は

欠
か

せ
な

い
存

在
と

な
っ

て
い

ま
す

．
電

波
は

見
え

ま
せ

ん
が

，
ア

ン
テ

ナ
と

測
定

器
を

使
っ

て
，

身
の

回
り

の
電

波
を

観
察

し
ま

す
．

「
ア

ナ
ロ

グ
」

と
「

デ
ジ

タ
ル

」
の

違
い

が
分

か
り

ま
す

．
ま

た
，

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

っ
て

ア
ン

テ
ナ

の
役

割
を

解
説

し
ま

す
．

小
学

校
高

学
年

以
上

が
対

象
で

す
．

時
間

は
調

整
可

能
で

す
．

1
1
2
7

9
電

話
で

あ
そ

ぼ
う

電
気

電
子

工
学

科
／

春
日

貴
志

そ
の

他
6
0
～

9
0
分

遠
く

の
人

と
会

話
す

る
方

法
と

し
て

電
話

が
あ

り
あ

す
。

簡
単

な
電

話
と

し
て

、
糸

電
話

が
あ

り
ま

す
。

こ
の

授
業

で
は

糸
電

話
の

糸
を

様
々

な
材

料
を

使
う

こ
と

で
、

ど
の

糸
が

遠
く

ま
で

伝
わ

る
か

、
良

く
聞

こ
え

る
か

実
験

し
ま

す
。

ま
た

、
F
M
ラ

ジ
オ

を
使

っ
た

電
波

の
電

話
や

光
の

電
話

の
実

験
も

し
ま

す
。

小
学

校
低

学
年

か
ら

実
施

可
能

で
す

．
時

間
に

よ
り

内
容

を
調

整
し

ま
す

の
で

ご
相

談
下

さ
い

．
2

3
4

1
0
君

の
声

を
見

て
み

よ
う

！
！

電
気

電
子

工
学

科
／

鈴
木

　
宏

小
学

生
高

学
年

向
け

3
0
～

6
0
分

大
き

い
音

と
小

さ
い

音
や

高
い

音
と

低
い

音
の

違
い

を
見

な
が

ら
、

音
は

、
ど

の
よ

う
な

も
の

で
、

ど
う

や
っ

て
聞

こ
え

る
か

を
、

楽
器

の
音

な
ど

を
例

に
と

り
、

実
験

を
し

な
が

ら
解

説
し

て
い

く
。

（
2
0
分

程
度

）
　

人
間

の
声

に
つ

い
て

、
ど

の
よ

う
な

形
に

な
っ

て
い

る
か

を
説

明
し

な
が

ら
、

実
際

に
生

徒
の

声
の

形
を

、
機

械
に

取
り

込
ん

で
見

る
。

さ
ら

に
、

こ
の

と
き

に

使
用

し
た

機
械

に
つ

い
て

の
説

明
を

行
う

。
（

2
0
分

程
度

）

授
業

は
、

実
験

を
伴

う
た

め
多

く
の

児
童

・
生

徒
に

行
う

と
倍

の
時

間
で

も
よ

い
。

1
2
0

1
1
ふ

し
ぎ

？
科

学
マ

ジ
ッ

ク
電

気
電

子
工

学
科

／
古

川
万

寿
夫

そ
の

他
そ

の
他

理
科

の
原

理
を

使
っ

た
楽

し
い

手
品

を
見

て
い

た
だ

き
、

学
習

し
な

が
ら

理
科

に
親

し
ん

で
い

た
だ

き
ま

す
。

時
間

が
あ

れ
ば

マ
ジ

ッ
ク

グ
ッ

ズ
の

工
作

も
可

能
で

す
。

（
理

科
の

学
習

お
よ

び
興

味
付

け
を

目
的

と
し

た
内

容
で

、
サ

イ
エ

ン
ス

シ
ョ

ー
的

な
要

素
は

あ
り

ま
す

が
、

い
わ

ゆ
る

マ
ジ

ッ
ク

シ
ョ

ー
で

は
あ

り
ま

せ
ん

）

実
施

形
態

:
マ

ジ
ッ

ク
実

演
（

時
間

が
あ

れ
ば

マ
ジ

ッ
ク

グ
ッ

ズ
の

工
作

も
可

能
）

。
対

象
：

小
学

校
１

年
～

中
学

校
3
年

。
受

入
人

数
：

手
元

で
行

う

マ
ジ

ッ
ク

で
す

の
で

最
大

で
も

6
0
名

程
度

が
見

や
す

さ
の

限
界

で
し

ょ
う

。
所

要
時

間
：

実
演

の
み

の
場

合
は

6
0
～

9
0
分

。
工

作
を

す
る

場
合

に
は

、
1
0
0
～

1
2
0
分

。
そ

の
他

：
工

作
を

行
う

場
合

に
は

お
手

伝
い

を
お

願
い

し
ま

す
。

1
0
月

以
降

の
実

施
分

は
9
月

か
ら

受
付

可
。

6
2
2
6

1
2
び

っ
く

り
！

超
低

温
実

験
シ

ョ
ー

電
気

電
子

工
学

科
／

古
川

万
寿

夫
そ

の
他

そ
の

他
マ

イ
ナ

ス
1
9
6
度

の
液

体
窒

素
で

色
ん

な
も

の
を

冷
や

し
た

り
、

凍
ら

せ
た

り
す

る
実

験
を

見
て

い
た

だ
き

な
が

ら
、

理
科

に
親

し
ん

で
い

た
だ

く
サ

イ
エ

ン
ス

シ
ョ

ー
で

す
。

人
数

に
も

よ
り

ま
す

が
ご

希
望

に
よ

り
一

部
実

験
の

体
験

も
可

能
で

す
。

実
施

形
態

:
演

示
実

験
（

時
間

と
人

数
に

よ
っ

て
は

一
部

実
験

の
体

験
も

可

能
）

。
対

象
：

小
学

校
低

学
年

以
上

で
あ

れ
ば

ど
な

た
で

も
O
K
。

受
入

人
数

：
見

や
す

さ
の

観
点

か
ら

最
大

1
2
0
名

程
度

が
限

界
で

し
ょ

う
。

体
験

を
行

う
場

合
に

は
、

大
人

の
方

に
お

手
伝

い
を

お
願

い
し

ま
す

。
所

要
時

間
：

演
示

実
験

の
み

の
場

合
は

6
0
～

9
0
分

。
体

験
す

る
場

合
は

、
9
0
～

1
2
0
分

。
そ

の
他

：
1
0
月

以
降

の
実

施
分

は
9
月

か
ら

受
付

可
。

5
2
9
9

1
3
わ

く
わ

く
サ

イ
エ

ン
ス

体
験

ひ
ろ

ば
電

気
電

子
工

学
科

／
古

川
万

寿
夫

そ
の

他
そ

の
他

理
科

実
験

、
理

科
工

作
品

や
科

学
お

も
ち

ゃ
な

ど
を

3
0
～

5
0
点

を
展

示
し

て
、

お
子

さ
ん

に
自

由
に

触
れ

て
も

ら
い

な
が

ら
科

学
体

験
を

楽
し

ん
で

も
ら

い
ま

す
。

お
子

さ
ん

た
ち

が
簡

単
に

作
る

こ
と

が
で

き
そ

う
な

も
の

を
展

示
し

ま
す

の
で

、
参

加
す

る
こ

と
に

よ
り

自
由

研
究

な
ど

自
発

的
な

活
動

に
つ

な
が

っ
て

い
く

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
少

人
数

で
時

間
が

あ
る

よ
う

で
し

た
ら

工
作

体
験

も
可

能
で

す
。

多
く

の
展

示
品

が
あ

る
の

で
体

育
館

や
広

い
部

屋
（

1
0
0
㎡

以
上

）
の

広
い

会
場

が
必

要
で

す
。

実
施

形
態

:
展

示
体

験
（

少
人

数
で

時
間

が
あ

れ
ば

工
作

も
可

能
）

。
対

象
：

小
学

校
１

年
～

小
学

6
年

。
受

入
人

数
：

2
0
名

～
3
5
名

（
こ

れ
以

上
の

人
数

の
場

合
は

2
0
～

3
0
名

程
度

の
グ

ル
ー

プ
で

時
間

を
区

切
っ

て
体

験
。

所

要
時

間
：

展
示

の
み

の
場

合
は

6
0
～

9
0
分

。
展

示
と

工
作

を
す

る
場

合
は

1
2
0
分

以
上

。
こ

の
ほ

か
に

搬
入

設
営

に
1
2
0
分

、
撤

去
に

6
0
分

程
度

必
要

で
す

。
そ

の
他

：
工

作
を

行
う

場
合

に
は

お
手

伝
い

を
お

願
い

し
ま

す
。

実
施

は
年

2
回

程
度

。
展

示
用

の
長

机
が

1
5
～

2
5
必

要
で

す
。

2
3
9

1
4
真

空
の

世
界

を
見

よ
う

電
気

電
子

工
学

科
／

百
瀬

成
空

小
学

生
高

学
年

向
け

3
0
～

6
0
分

日
用

品
か

ら
先

端
技

術
に

ま
で

活
用

さ
れ

て
い

る
「

真
空

」
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

真
空

を
使

っ
た

様
々

な
実

験
を

、
現

象
の

解
説

を
交

え
な

が
ら

演
示

し
ま

す
。

ま
た

、
「

真
空

と
は

何
か

」
と

い
っ

た
こ

と
か

ら
身

の
回

り
で

の
活

用
例

な
ど

に
つ

い
て

も
説

明
い

た
し

ま
す

。

小
学

校
低

学
年

・
中

学
生

に
も

実
施

可
能

で
す

。
6
0
分

以
上

の
授

業
を

ご
希

望
の

場
合

は
ご

相
談

く
だ

さ
い

。
人

数
は

少
な

い
ほ

ど
演

示
を

間
近

で
見

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

1
5
ワ

イ
ヤ

レ
ス

マ
イ

ク
を

作
っ

て
声

を
電

波
で

飛
ば

そ
う

電
気

電
子

工
学

科
／

渡
辺

誠
一

中
学

生
向

け
1
2
0
分

以
上

エ
ッ

チ
ン

グ
法

に
よ

る
プ

リ
ン

ト
基

板
の

製
作

（
1
2
0
分

）
，

半
田

付
け

に
よ

る
A
M
ワ

イ
ヤ

レ
ス

マ
イ

ク
の

製
作

（
9
0
分

）
，

ラ
ジ

オ
を

使
っ

た
通

信
実

験
（

3
0
分

）
を

行
い

ま
す

。
詳

細
は

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
a
b
e
l
a
b
.
c
o
m
/
を

ご
覧

下
さ

い
。

実
施

回
数

：
年

2
回

程
度

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

出
前

対
象

：
半

田
付

け
の

技
術

を
要

す
る

た
め

、
学

校
や

地
域

の
科

学
ク

ラ
ブ

へ
の

出
前

を
希

望
し

ま
す

。
ご

用
意

い
た

だ
く

物
：

A
M
放

送
が

受
信

で
き

る
ラ

ジ
オ

を
数

台
ご

用
意

下
さ

い
。

実
施

日
：

平
日

は
原

則
火

曜
日

に
実

施
し

ま
す

。
1
0
月

以
降

は
ご

相
談

下
さ

い
。

1
6
太

陽
光

発
電

を
体

験
し

よ
う

電
気

電
子

工
学

科
／

渡
辺

誠
一

小
学

生
高

学
年

向
け

6
0
～

9
0
分

半
導

体
を

用
い

た
太

陽
電

池
の

動
作

原
理

の
説

明
（

1
0
分

）
，

太
陽

電
池

の
実

験
お

よ
び

色
素

増
感

型
太

陽
電

池
の

製
作

お
よ

び
実

験
（

4
0
分

）
，

太
陽

光
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
利

用
お

よ
び

ソ
ー

ラ
ー

カ
ー

の
説

明
（

1
5
分

）
を

行
い

ま
す

。
小

学
校

4
年

「
物

質
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
」

の
光

電
池

に
対

応
し

ま
す

。
詳

細
は

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
a
b
e
l
a
b
.
c
o
m
/
を

ご
覧

下
さ

い
。

実
施

回
数

：
年

2
回

程
度

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
実

施
日

：
平

日
は

原
則

火
曜

日
に

実
施

し
ま

す
。

1
0
月

以
降

は
ご

相
談

下
さ

い
。

1
6
2

1
7
電

気
自

動
車

を
作

ろ
う

電
気

電
子

工
学

科
／

渡
辺

誠
一

小
学

生
高

学
年

向
け

9
0
～

1
2
0
分

電
気

二
重

層
コ

ン
デ

ン
サ

，
モ

ー
タ

，
カ

ラ
ー

ボ
ー

ド
を

用
い

た
電

気
自

動
車

の
製

作
（

1
1
0
分

）
，

動
作

実
験

（
走

行
コ

ン

テ
ス

ト
，

1
0
分

）
行

い
ま

す
。

小
学

校
6
年

「
物

質
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
」

の
電

気
の

蓄
積

に
対

応
し

ま
す

。
詳

細
は

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
a
b
e
l
a
b
.
c
o
m
/
を

ご
覧

下
さ

い
。

実
施

回
数

：
年

2
回

程
度

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
対

象
者

：
小

学
校

低
学

年
の

場
合

に
は

，
カ

ッ
タ

ー
な

ど
を

使
用

す
る

た

め
，

保
護

者
な

ど
の

付
き

添
い

を
お

願
い

し
ま

す
。

実
施

日
：

平
日

は
原

則
火

曜
日

に
実

施
し

ま
す

。
1
0
月

以
降

は
ご

相
談

下
さ

い
。

2
4
5

1
8
風

力
発

電
機

を
作

ろ
う

電
気

電
子

工
学

科
／

渡
辺

誠
一

小
学

生
高

学
年

向
け

9
0
～

1
2
0
分

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
発

電
の

重
要

性
の

説
明

（
1
0
分

）
，

風
力

発
電

機
の

原
理

の
説

明
（

1
0
分

）
，

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
活

用
し

た
風

力
発

電
機

の
製

作
お

よ
び

実
験

（
1
0
0
分

）
を

行
い

ま
す

。
小

学
校

6
年

「
物

質
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
」

の
電

気
の

発
電

に
対

応
し

ま
す

。
詳

細
は

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
a
b
e
l
a
b
.
c
o
m
/
を

ご
覧

下
さ

い
。

対
象

者
：

小
学

校
低

学
年

の
場

合
に

は
，

カ
ッ

タ
ー

な
ど

を
使

用
す

る
た

め
，

保
護

者
な

ど
の

付
き

添
い

を
お

願
い

し
ま

す
。

ご
用

意
い

た
だ

く
物

：
空

の
5
0
0
m
L
お

よ
び

2
L
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
各

1
本

，
2
L
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

に
合

う
キ

ャ
ッ

プ
1
個

を
ご

用
意

下
さ

い
。

実
施

日
：

平
日

は
原

則
火

曜
日

に
実

施
し

ま
す

。
1
0
月

以
降

は
ご

相
談

下
さ

い
。

3
1
6
2

平
成

２
３

年
度

　
出

前
授

業
一

覧
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 №
授
業
テ
ー
マ
名

学
科
・
教
員
名

対
象
学
年

所
要
時
間
（
分
）

授
業
の
概
要

備
考

実
施
回
数

参
加
者
数

（
概
数
）

1
9
マ
イ
コ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
で
動
く
も
の
を
つ
く
ろ
う

電
子
制
御
工
学
科
／
江
角
直
道
、
中
山
英
俊

電
気
電
子
工
学
科
／
鈴
木
　
宏

中
学
生
向
け

そ
の
他

モ
ー
タ
・
セ
ン
サ
・
ギ
ア
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
し
て
、
車
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
動
く
も
の
を
作
る
。
そ
れ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
で
き
る
マ
イ
コ
ン
（
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
が
入
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
思
い
通
り
に
作
っ
た
も
の
を
動
か
し
て

み
る
。
”
制
御
”
と
呼
ば
れ
る
技
術
を
体
験
的
に
学
習
す
る
。
ま
た
、
最
新
の
2
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
玩
具
を
操
作
し
て
み
る
。

小
学
校
3
・
4
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
を
主
な
対
象
と
し
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
て

実
施
可
能
で
す
。
所
要
時
間
お
よ
び
内
容
の
目
安
は
、
次
の
通
り
で
す
。
小

学
校
5
年
生
未
満
は
、
9
0
分
以
内
で
、
説
明
と
設
計
図
通
り
に
ブ
ロ
ッ
ク
を

製
作
し
、
サ
ン
プ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
動
か
す
。
小
学
校
5
年
生
以
上
は
、
9
0

～
1
2
0
分
で
、
説
明
と
自
由
に
ブ
ロ
ッ
ク
で
動
く
も
の
を
作
り
、
実
際
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
行
っ
て
作
っ
た
も
の
を
動
か
す
。

6
6
3

2
0
磁
気
（
磁
石
）
と
電
気
の
関
係

電
子
制
御
工
学
科
／
中
山
英
俊

中
学
生
向
け

そ
の
他

磁
気
（
磁
石
）
と
電
気
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
磁
石
は
電
気
を
使
っ
て
つ
く
れ
ま
す
し
、
電
気
は
磁
石
を
使
っ
て
つ

く
れ
ま
す
。
身
近
で
活
躍
し
て
い
る
磁
気
と
電
気
の
関
係
に
つ
い
て
実
験
を
通
し
て
学
び
ま
す
。
内
容
は
、
「
磁
石
の
引
力
・

斥
力
」
、
「
電
気
を
使
っ
て
磁
石
を
つ
く
る
（
電
磁
石
）
」
、
「
磁
石
を
使
っ
て
電
気
を
つ
く
る
（
電
磁
誘
導
）
」
の
3
テ
ー

マ
を
基
礎
と
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
応
用
実
験
に
よ
り
、
そ
の
科
学
現
象
の
原
理
を
解
明
し
ま
す

小
学
校
3
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
を
主
な
対
象
と
し
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
実

施
可
能
で
す
。
所
要
時
間
お
よ
び
内
容
は
、
低
学
年
に
な
る
ほ
ど
内
容
を
省

略
し
て
、
短
い
時
間
で
実
施
い
た
し
ま
す
。
4
5
～
1
2
0
分
の
時
間
で
実
施

し
、
そ
れ
に
応
じ
た
内
容
で
対
応
い
た
し
ま
す
。
科
学
現
象
を
で
き
る
だ
け

近
く
で
見
て
欲
し
い
の
で
、
少
人
数
が
望
ま
し
い
。

2
2
2
7

2
1
磁
石
を
使
っ
て
、
振
動
セ
ン
サ
を
作
っ
て
み
よ
う
！

電
子
制
御
工
学
科
／
中
山
英
俊

小
学
生
高
学
年
向
け

6
0
～
9
0
分

磁
石
を
使
っ
た
も
の
づ
く
り
教
室
で
す
。
小
さ
な
磁
石
と
ア
ク
リ
ル
パ
イ
プ
な
ど
を
使
っ
て
、
小
型
の
振
動
セ
ン
サ
を
作
り
ま

す
。
合
わ
せ
て
、
磁
石
や
振
動
セ
ン
サ
に
つ
い
て
の
知
識
を
、
体
験
を
通
し
て
学
ん
で
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
磁
石
に
関

す
る
学
習
と
、
部
品
を
接
着
剤
で
組
み
立
て
る
セ
ン
サ
の
製
作
を
行
い
ま
す
。
作
っ
た
セ
ン
サ
は
持
ち
帰
っ
て
遊
べ
ま
す
。

（
年
間
開
催
限
度
あ
り
）

小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
ま
で
を
主
な
対
象
と
し
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
実

施
可
能
で
す
．
材
料
調
達
・
準
備
に
時
間
が
掛
か
り
ま
す
。
お
早
め
に
ご
相

談
下
さ
い
。
対
象
人
数
は
2
0
名
程
度
が
よ
い
が
、
4
0
名
程
度
ま
で
可
能
。

（
た
だ
し
、
接
着
剤
に
よ
る
工
作
を
含
む
の
で
、
受
講
者
の
能
力
に
よ
っ
て

は
大
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
し
ま
す
。
）
製
作
費
用
の
関
係
に
よ
り
、
年

間
対
応
件
数
を
調
整
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

1
1
4
1

2
2
透
明
マ
ン
ト
は
で
き
る
の
か
！
？

電
子
制
御
工
学
科
／
中
山
英
俊

中
学
生
向
け

6
0
～
9
0
分

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
な
ど
に
も
登
場
す
る
「
透
明
マ
ン
ト
」
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
世
界
の
科
学
者
が
研
究
し
て
い
ま
す
。

ど
う
や
っ
た
ら
透
明
マ
ン
ト
を
作
れ
る
の
か
、
透
明
マ
ン
ト
の
材
料
は
存
在
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
最
先
端
の
科
学
技
術
を
説

明
し
ま
す
。
メ
タ
マ
テ
リ
ア
ル
と
い
う
不
思
議
な
材
料
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
そ
の
謎
を
解
き
明
か
し
ま
す
。

小
学
校
３
年
生
～
中
学
３
年
生
を
対
象
と
し
て
、
学
年
に
応
じ
た
レ
ベ
ル
で

対
応
し
ま
す
。
所
要
時
間
は
４
５
分
～
９
０
分
程
度
で
、
相
談
の
上
、
調
整

し
ま
す
。
今
年
度
準
備
を
立
ち
上
げ
る
た
め
、
準
備
に
時
間
が
掛
か
り
ま

す
。
お
早
め
に
ご
相
談
下
さ
い
。

2
3
や
さ
し
い
ね
じ
の
お
話

電
子
制
御
工
学
科
／
堀
内
富
雄

中
学
生
向
け

6
0
～
9
0
分

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
工
業
製
品
に
は
多
く
の
ね
じ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ね
じ
に
つ
い
て
、
ね
じ
山
の
形
状
の
違

い
や
用
途
に
よ
り
分
類
し
て
み
ま
す
。
ま
た
ね
じ
の
作
り
方
に
つ
い
て
、
工
業
的
に
大
量
生
産
す
る
場
合
の
方
法
を
学
び
、
さ

ら
に
手
作
業
で
ね
じ
切
り
を
行
い
、
理
解
を
深
め
ま
す
。

小
学
校
高
学
年
に
も
実
施
可
能
で
す
．

2
4
ヘ
ビ
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
ろ
う

電
子
制
御
工
学
科
／
堀
内
富
雄

中
学
生
向
け

そ
の
他

リ
ン
ク
機
構
を
用
い
た
ヘ
ビ
型
ロ
ボ
ッ
ト
（
メ
カ
ニ
マ
ル
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）
を
製
作
し
ま
す
。
こ
こ
で
製
作
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
は
、
同
種
の
市
販
品
と
比
べ
、
や
や
簡
単
な
構
造
で
す
が
比
較
的
作
り
易
く
、
リ
ン
ク
機
構
の
学
習
に
最
適
で
す
。

尚
、
製
作
さ
れ
ま
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
は
今
後
の
出
前
授
業
で
も
使
用
し
ま
す
の
で
、
お
持
ち
帰
り
に
な
れ
ま
せ
ん
。

小
学
校
高
学
年
に
も
実
施
可
能
で
す
．
受
入
可
能
人
数
は
1
0
人
（
１
セ
ッ
ト

/
１
人
）
あ
る
い
２
０
人
（
１
セ
ッ
ト
/
２
人
）
は
で
す
。
授
業
時
間
は
３
時

間
か
ら
４
時
間
で
す
．

2
5
材
料
の
不
思
議

電
子
制
御
工
学
科
／
堀
口
勝
三

小
学
生
高
学
年
向
け

6
0
～
9
0
分

私
た
ち
の
身
の
回
り
の
も
の
は
、
様
々
な
材
料
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
の
役
に
立
つ

も
の
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
材
料
の
性
質
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
体
験
教
室
で
は
、
日
頃
良
く
目
に
す
る

金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
材
料
が
持
つ
不
思
議
な
性
質
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
、
実
験
も
行
っ
て
、
材
料
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
低
学
年
ま
た
は
中
学
生
に
も
実
施
可
能
で
す
．
1
回
の
所
要
時
間
は

3
0
～
6
0
分
、
9
0
分
以
上
で
も
対
応
可
能
で
す
．

1
1
0
0

2
6
“
ま
さ
つ
”
っ
て
何
だ
ろ
う

電
子
制
御
工
学
科
／
山
崎
保
範

中
学
生
向
け

3
0
～
6
0
分

“
ま
さ
つ
”
は
摩
擦
で
あ
っ
て
、
日
々
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
発
生
原
理
や
性
質
に
つ
い
て
は
、
誤
解
に

満
ち
て
い
ま
す
。
”
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
指
で
奏
で
る
グ
ラ
ス
ハ
ー
モ
ニ
カ
”
、
”
１
ｋ
ｇ
の
重
り
で
馬
を
繋
ぐ
方
法
”
、
”
摩

擦
力
は
面
積
に
無
関
係
”
、
”
昔
懐
か
し
い
自
在
鉤
”
な
ど
の
実
験
と
議
論
を
通
じ
て
，
”
ま
さ
つ
”
の
不
思
議
に
迫
り
ま

す
。
で
き
れ
ば
、
目
に
見
え
な
い
も
の
を
想
像
力
で
補
っ
て
い
く
、
科
学
の
醍
醐
味
を
少
し
分
か
っ
て
貰
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
ａ
）
多
少
の
実
技
（
実
験
）
を
含
み
ま
す
。
（
ｂ
）
科
学
の
分
野
を
含
み

ま
す
。
（
ｄ
）
1
5
人
程
度
も
可
能
で
す
。
（
ｅ
）
月
・
火
曜
日
は
不
可
で

す
。
（
ｆ
）
小
学
校
高
学
年
に
も
実
施
可
能
で
す
。
※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
.
n
a
g
a
n
o
-
n
c
t
.
a
c
.
j
p
の
追
記
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

2
7
反
物
質
は
ど
こ
へ
消
え
た
?
 
～
 
小
林
・
益
川
理
論
入
門

電
子
情
報
工
学
科
／
伊
藤
祥
一

中
学
生
向
け

3
0
～
6
0
分

2
0
0
8
年
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
は
日
本
の
3
人
の
物
理
学
者
に
対
し
て
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
小
林
誠
・
益
川
敏
英

に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
C
P
対
称
性
の
破
れ
の
理
論
は
、
宇
宙
が
現
在
の
姿
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
鍵
を
握
る
理
論
の
一
つ
で
す
。

こ
の
授
業
で
は
現
代
素
粒
子
物
理
学
の
あ
ら
ま
し
と
小
林
・
益
川
理
論
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

当
方
で
P
C
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
を
持
参
し
ま
す
が
、
投
影
用
に
ス
ク
リ
ー
ン
が

必
要
で
す
の
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
人
数
に
つ
い
て
は
特
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。
所
用
時
間
は
6
0
分
前
後
を
考
え
て
い
ま
す
。

2
8
F
r
e
e
B
S
D
サ
ー
バ
構
築
入
門

電
子
情
報
工
学
科
／
大
矢
健
一

中
学
生
向
け

9
0
～
1
2
0
分

サ
ー
バ
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
O
S
で
あ
る
F
r
e
e
B
S
D
に
つ
い
て
概
要
を
紹
介
し
た
あ
と
、
実
際
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て

立
ち
上
げ
る
実
習
を
行
な
う
。
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
持
参
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
V
i
r
t
u
a
l
B
o
x
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
か
ら

F
r
e
e
B
S
D
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2
9
顕
微
鏡
と
ミ
ク
ロ
の
世
界

電
子
情
報
工
学
科
／
押
田
京
一

中
学
生
向
け

3
0
～
6
0
分

対
象
物
を
ガ
ラ
ス
レ
ン
ズ
で
拡
大
す
る
光
学
顕
微
鏡
は
、
普
段
学
校
で
使
わ
れ
、
倍
率
が
最
大
で
1
0
0
0
倍
程
度
で
あ
る
。
電
磁

レ
ン
ズ
を
使
う
電
子
顕
微
鏡
は
1
0
～
1
0
0
万
倍
ま
で
拡
大
で
き
る
の
で
、
ミ
ク
ロ
の
世
界
が
見
え
て
く
る
。
光
学
顕
微
鏡
と
拡

大
方
法
が
似
て
い
る
透
過
電
子
顕
微
鏡
を
中
心
に
、
観
察
し
た
試
料
の
様
子
を
示
し
物
質
の
構
造
を
探
り
な
が
ら
先
端
技
術
に

触
れ
る
。
ミ
ク
ロ
の
世
界
で
は
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
ま
す
の
で
，
ス
ク
リ
ー
ン
を
用
意
願
い
ま
す
。

小
学
校
高
学
年
に
も
実
施
可
能
で
す
．
6
0
分
以
上
の
授
業
を
ご
希
望
の
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

1
3
0

3
0
小
学
生
が
作
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

環
境
都
市
工
学
科
／
遠
藤
典
男

小
学
生
低
学
年
向
け

3
0
～
6
0
分

小
学
生
低
学
年
を
対
象
に
、
社
会
基
盤
整
備
に
不
可
欠
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
、
簡
単
な
置
物
を
造
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
セ
メ
ン
ト
と
砂
と
水
を
混
ぜ
、
固
ま
る
前
に
、
好
き

な
型
へ
流
し
込
ん
だ
り
、
マ
ッ
ト
の
上
で
好
き
な
形
を
つ
く
り
ま
す
。
固
ま
っ
た
後
は
色
付
け
な
ど
で
き
ま
す
。
最
初
に
社
会

基
盤
整
備
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
話
を
少
々
し
ま
す
。

小
学
校
高
学
年
に
も
実
施
可
能
で
す
．
6
0
分
以
上
の
授
業
を
ご
希
望
の
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
セ
メ
ン
ト
は
当
方
で
用
意
し
ま
す
が
、
砂
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
形
枠
(
0
.
1
リ
ッ
ト
ル
程
度
、
お
砂
場
遊
び
セ
ッ
ト
の
砂
を
入
れ
る

型
な
ど
が
適
し
て
い
ま
す
)
、
あ
る
い
は
厚
手
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
(
ビ
ニ
ー
ル
手

袋
)
を
ご
用
意
下
さ
い
。
ま
た
、
実
施
す
る
場
所
が
少
し
汚
れ
ま
す
の
で
、

屋
内
で
実
施
す
る
場
合
に
は
、
床
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
を
敷
く
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

2
2
2
7

3
1
部
屋
の
響
き
が
変
わ
る
と
音
は
ど
う
聞
こ
え
る
の
？

環
境
都
市
工
学
科
／
西
川
嘉
雄

中
学
生
向
け

3
0
～
6
0
分

音
楽
を
聴
い
た
り
、
話
を
し
た
り
音
は
と
て
も
身
近
で
す
。
教
室
よ
り
体
育
館
の
ほ
う
が
音
は
響
き
ま
す
。
お
風
呂
場
は
も
っ

と
音
が
響
き
ま
す
。
音
が
響
く
と
音
楽
や
話
声
は
ど
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
で
し
ょ
う
？
音
楽
や
話
声
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
音
を
、

音
楽
ホ
ー
ル
や
教
室
、
体
育
館
の
響
き
で
聞
い
て
も
ら
い
ま
す
。
実
際
の
音
を
聞
き
な
が
ら
音
の
響
き
と
そ
の
部
屋
に
合
う
使

い
方
は
「
音
楽
」
な
の
か
「
話
」
な
の
か
考
え
て
も
ら
い
ま
す
。

小
学
校
高
学
年
に
も
実
施
可
能
で
す
．
平
日
で
曜
日
は
ご
相
談
下
さ
い
．

3
2
遺
伝
子
の
不
思
議

環
境
都
市
工
学
科
／
畠
　
俊
郎

中
学
生
向
け

3
0
～
6
0
分

遺
伝
子
の
働
き
を
簡
単
に
説
明
し
，
２
重
ら
せ
ん
構
造
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
の
D
N
A
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
青
カ
ビ
，
納
豆
菌
，

乳
酸
菌
の
中
か
ら
選
ん
で
製
作
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
材
料
費
等
に
つ
い
て
は
人
数
が
多
い
場
合
に
は
ご
負
担
頂

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

授
業
の
な
い
時
間
帯
で
あ
れ
ば
対
応
可
能
で
す
．

3
3
命
の
バ
ト
ン
－
身
近
な
水
辺
と
生
物
多
様
性

環
境
都
市
工
学
科
／
松
岡
保
正
、
酒
井
美
月

そ
の
他

そ
の
他

身
近
な
自
然
の
中
で
み
ら
れ
る
様
々
な
命
の
営
み
を
通
じ
て
、
渡
さ
れ
続
け
て
き
た
命
の
バ
ト
ン
。
様
々
な
種
類
の
生
物
が

様
々
な
役
割
を
担
っ
て
生
態
系
は
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
義
で
は
そ
う
し
た
成
り
立
ち
を
理
解
し
、
そ
の
延
長
線
上
で
現
地

で
の
体
験
教
室
や
ミ
ニ
ビ
オ
ト
－
プ
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。
多
様
性
と
共
生
が
キ
－
ワ
－
ド
に
な
り
ま
す
。

小
学
生
で
も
親
子
で
も
地
域
で
も
実
施
可
能
で
す
。
そ
の
他
の
細
部
に
つ
い

て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

3
1
0
8

3
4
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
動
作
分
析

一
般
科
／
内
山
了
治

そ
の
他

6
0
～
9
0
分

速
く
走
る
た
め
，
長
く
走
る
た
め
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
動
作
に
つ
い
て
科
学
し
ま
す
．
動
作
分
析
の
時
間
が
必
要
な
た
め
，
実
際
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
動
作
を
「
高
速
度
カ
メ
ラ
」
で
【
１
回
目
：
撮
影
】
す
る
こ
と
が
中
心
の
授
業
と
，
そ
の
分
析
に
基
づ
い
て
【
２

回
目
解
析
・
説
明
】
す
る
授
業
の
２
回
が
１
セ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
．
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
１
週
間
程
度
で
す
。

・
(
a
)
実
施
形
態
は
[
実
技
]
と
［
講
義
：
動
作
解
説
］
の
両
方
と
な
り
ま

す
。

・
対
象
は
年
齢
等
は
問
い
ま
せ
ん
．
1
0
人
程
度
の
集
団
が
理
想
で
す
。
撮
影

の
み
の
場
合
は
人
数
が
多
少
多
く
て
も
可
能
で
す
が
，
映
像
デ
ー
タ
の
作
成

に
は
時
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
実
施
可
能
日
に
つ
て
は
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

・
準
備
に
3
0
分
程
度
必
要
で
す
．
長
野
高
専
で
撮
影
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。

・
そ
の
他
不
明
な
点
は
ご
相
談
下
さ
い
。

2
2
0

3
5
ひ
ら
が
な

一
般
科
／
戸
谷
精
三

そ
の
他

3
0
～
6
0
分

〈
ひ
ら
が
な
〉
に
つ
い
て
、
ひ
ら
が
な
の
元
に
な
っ
た
漢
字
を
考
え
な
が
ら
学
習
す
る
。

（
ａ
）
国
語
の
授
業
が
展
開
さ
れ
る
様
式
（
ｃ
）
主
た
る
対
象
学
年
は
、
小

学
校
３
，
４
学
年
で
す
。
こ
の
ほ
か
の
学
年
で
も
実
施
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
相
談
の
上
す
す
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
ｄ
）
受
入
人
数
に
つ
い
て

は
、
特
に
制
限
等
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
細
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

3
6
抵
抗
の
は
な
し

一
般
科
／
藤
原
勝
幸

電
気
電
子
工
学
科
／
大
澤
幸
造

中
学
生
向
け

3
0
～
6
0
分

私
た
ち
は
様
々
な
“
運
動
”
を
利
用
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
運
動
す
る
物
体
に
は
摩
擦
な
ど
の
抵
抗
が
働
く
の

で
，
運
動
を
継
続
す
る
に
は
抵
抗
に
よ
る
損
失
を
補
う
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
授
業
で

は
，
抵
抗
が
少
な
い
運
動
に
つ
い
て
簡
単
な
工
作
や
実
験
を
通
じ
て
体
験
し
て
も
ら
い
，
さ
ら
に
抵
抗
を
少
な
く
し
て
損
失
を

抑
え
る
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

（
a
）
簡
単
な
工
作
や
実
験
を
行
な
い
な
が
ら
授
業
を
進
め
ま
す
。
(
c
)
小
学

生
高
学
年
向
け
の
授
業
内
容
に
も
対
応
い
た
し
ま
す
。
(
d
)
人
数
が
多
い
場

合
は
，
材
料
費
な
ど
の
実
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

(
e
)
授
業
の
実
施
日
な
ど
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

4
2
1
2
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  №
授
業
テ
ー
マ
名

学
科
・
教
員
名

対
象
学
年

所
要
時
間
（
分
）

授
業
の
概
要

備
考

実
施
回
数

参
加
者
数

（
概
数
）

3
7
キ
ー
ボ
ー
ド
の
秘
密
を
探
る
！

一
般
科
／
堀
内
泰
輔

中
学
生
向
け

6
0
～
9
0
分

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
キ
ー
ボ
ー
ド
っ
て
見
た
こ
と
あ
り
ま
す
よ
ね
。
英
字
が
バ
ラ
バ
ラ
に
配
置
さ
れ
、
打
ち
に
く
そ
う
で
す
。
本

講
座
で
は
こ
の
理
由
を
探
る
と
と
も
に
、
見
な
い
で
キ
ー
ボ
ー
ド
が
打
て
る
（
こ
れ
を
「
タ
ッ
チ
タ
イ
プ
」
と
い
い
ま
す
）
よ

う
に
な
る
た
め
の
練
習
方
法
を
お
教
え
し
ま
す
。
タ
ッ
チ
タ
イ
プ
を
覚
え
る
と
、
一
生
使
え
る
技
術
が
習
得
で
き
ま
す
し
、
健

康
面
で
も
大
変
有
効
で
す
。
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
の
も
の
の
中
か
ら
、
ゲ
ー
ム
し
な
が
ら
楽
し
く
練
習
で
き
る
も
の
を
採
用
し
ま
す

の
で
、
お
楽
し
み
に
!!

1
3
0

3
8
図
形
の
話

一
般
科
／
前
田
善
文

小
学
生
高
学
年
向
け

6
0
～
9
0
分

日
常
生
活
の
中
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
図
形
の
話
を
す
る
。
円
柱
を
45
ﾟ
の
平
面
で
切
断
し
た
と
き
の
展
開
図
は
？
　
上
と
横
か

ら
見
た
と
き
円
で
正
面
か
ら
見
て
正
方
形
に
見
え
る
立
体
は
？
・
・
・
こ
ん
な
立
体
は
ど
ん
な
も
の
か
。
上
，
横
，
正
面
の
３

方
向
か
ら
見
て
円
に
見
え
る
立
体
？
・
・
・
こ
の
立
体
は
球
だ
け
な
の
か
？
　
実
際
に
こ
の
よ
う
な
立
体
を
作
っ
て
み
よ
う
。

ま
た
、
こ
れ
以
外
の
図
形
に
つ
い
て
も
扱
う
こ
と
に
す
る
。

小
学
校
高
学
年
に
も
実
施
可
能
で
す
．
60
分
以
上
の
授
業
を
ご
希
望
の
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

2
1
1
4

3
9
ナ
ン
バ
走
り
・
ナ
ン
バ
歩
き

一
般
科
／
児
玉
英
樹

中
学
生
向
け

6
0
～
9
0
分

江
戸
時
代
の
飛
脚
の
走
法
と
い
わ
れ
る
「
ナ
ン
バ
走
り
」
を
体
験
・
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
並
み
居
る
飛
脚
の
中
で
も

「
ス
ー
パ
ー
飛
脚
」
と
呼
ば
れ
る
走
り
の
プ
ロ
は
、
1日

に
な
ん
と
50
里
（
20
0
㎞
）
走
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
人
に

は
信
じ
が
た
い
こ
と
で
す
が
、
そ
の
走
り
の
秘
密
に
迫
り
ま
す
。
基
本
の
授
業
形
態
は
、
講
義
50
％
・
実
技
5
0％

で
す
が
、
ご

要
望
に
よ
り
、
そ
の
割
合
を
変
更
（
対
応
）
い
た
し
ま
す
。

(
a
)講

義
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
一
部
実
技

も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
実
技

の
割
合
を
増
や
す
こ
と
も
可
能
で
す
。
（
c）

中
学
生
を
主
な
対
象
と
し
て

い
ま
す
が
、
小
学
校
低
学
年
や
高
校
生
・
一
般
に
も
開
講
実
績
が
あ
り
ま

す
。

2
1
4
7

4
0
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
生
か
す
古
武
術
の
技

一
般
科
／
児
玉
英
樹

中
学
生
向
け

6
0
～
9
0
分

「
古
武
術
」
と
呼
ば
れ
る
古
人
の
身
体
操
作
法
が
、
最
近
ス
ポ
ー
ツ
界
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
筋
力
に
頼
ら
ず
、
無
理
や

無
駄
が
な
い
古
武
術
の
動
き
、
そ
の
活
用
法
を
紹
介
し
ま
す
。
例
え
ば
、
省
エ
ネ
走
法
の
ナ
ン
バ
走
り
を
応
用
す
れ
ば
、
コ
ー

ト
狭
し
と
相
手
を
追
い
か
け
る
（
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
）
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
肩
甲
骨
を
自
在
に
動
か
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
シ
ュ
ー
ト
の
飛
距
離
や
正
確
性
が
向
上
し
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
感
覚
で
手
軽
に
手
に
入
る
技
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

(
a
)実

技
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
一
部
講
義

も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
講
義

の
割
合
を
増
や
す
こ
と
も
可
能
で
す
。
（
c）

中
学
生
を
主
な
対
象
と
し
て

い
ま
す
が
、
小
学
生
や
高
校
生
・
一
般
に
も
開
講
実
績
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

開
催
テ
ー
マ
に
は
な
く
、
相
手
方
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
企
画
し
て
実
施
し
た
も
の
等
。

例
：
電
気
自
動
車
を
作
ろ
う
。
ス
ー
パ
ー
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
工
作
教
室
。
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
大
町
。
等

8
1
7
4

合
　
　
計

6
5

2
,
8
3
9
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 №
授

業
テ

ー
マ

名
学

科
・

教
員

名
対

象
学

年
所

要
時

間
（

分
）

授
業

の
概

要
備

考
実

施
回

数
参

加
者

数

（
概

数
）

1
地

球
温

暖
化

問
題

と
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
機

械
工

学
科

／
羽

田
喜

昭

電
気

電
子

工
学

科
／

大
澤

幸
造

そ
の

他
(
備

考
欄

)
6
0
～

9
0
分

実
験

を
通

し
て

地
球

温
暖

化
に

つ
い

て
考

え
て

み
よ

う
と

思
い

ま
す

。
地

球
温

暖
化

問
題

を
解

決
す

る
た

め
に

は
二

酸
化

炭
素

排
出

量
を

で
き

る
だ

け
少

な
く

し
た

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
が

必
要

で
す

。
そ

の
た

め
に

現
在

注
目

さ
れ

て
い

る
風

力
・

水
力

発
電

や
燃

料
電

池
・

温
度

差
発

電
な

ど
に

つ
い

て
簡

単
に

説
明

す
る

予
定

で
す

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
は

何
か

、
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

は
ど

ん
な

も
の

が
あ

る
か

な
ど

を
説

明
す

る
と

同
時

に
、

で
き

る
だ

け
お

も
し

ろ
い

科
学

現
象

も
紹

介
し

よ
う

と
考

え
て

い
ま

す
。

・
実

験
を

行
い

な
が

ら
説

明
い

た
し

ま
す

。

・
実

施
日

は
相

談
に

応
じ

ま
す

。
・

小
学

校
高

学
年

お
よ

び
中

学
生

に
実

施
可

能
で

す
。

3
2
4
0

2
エ

コ
カ

ー
の

し
く

み
機

械
工

学
科

／
岡

田
学

電
子

制
御

工
学

科
／

中
山

英
俊

一
般

科
／

中
村

博
雄

中
学

生
3
0
～

6
0
分

少
な

い
燃

料
で

、
二

酸
化

炭
素

を
あ

ま
り

出
さ

ず
に

走
る

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

カ
ー

や
、

１
リ

ッ
ト

ル
の

燃
料

で
1
0
0
0
k
m
以

上
も

走
る

こ
と

が
で

き
る

エ
コ

ラ
ン

（
燃

費
競

技
）

の
出

場
車

の
し

く
み

を
わ

か
り

や
す

く
説

明
し

ま
す

。
ま

た
、

近
年

、
中

学
校

か
ら

の
参

加
も

増
え

て
い

る
エ

コ
ラ

ン
出

場
車

の
製

作
に

つ
い

て
も

紹
介

し
ま

す
。

小
学

校
高

学
年

に
も

実
施

可
能

で
す

。
実

車
の

見
学

を
ご

希
望

の
場

合
は

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

3
光

フ
ァ

イ
バ

ー
と

光
通

信
電

気
電

子
工

学
科

／
大

澤
幸

造
電

気
電

子
工

学
科

／
春

日
貴

志
中

学
生

6
0
～

9
0
分

I
T
技

術
の

基
盤

技
術

で
あ

る
光

通
信

と
、

そ
れ

を
支

え
る

光
フ

ァ
イ

バ
の

仕
組

み
に

つ
い

て
紹

介
し

ま
す

。
簡

単
な

演
示

実
験

を
行

っ
て

光
フ

ァ
イ

バ
の

原
理

を
わ

か
り

易
く

説
明

し
ま

す
。

ま
た

、
光

を
利

用
し

た
通

信
の

歴
史

的
か

ら
、

現
在

の
光

情
報

通
信

の
様

子
ま

で
を

紹
介

し
、

光
通

信
の

実
験

装
置

で
体

験
実

習
を

し
ま

す
。

さ
ら

に
、

電
波

と
光

の
関

係
な

ど
に

つ
い

て
も

簡
単

に
お

話
し

し
ま

す
。

（
a
）

簡
単

な
実

験
を

行
な

い
な

が
ら

授
業

を
進

め
ま

す
。

(
c
)
小

学
生

高
学

年
向

け
の

授
業

内
容

に
も

対
応

い
た

し
ま

す
。

(
e
)
授

業
の

実
施

日
な

ど
は

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

2
1
6
9

4
　

君
の

声
を

見
て

み
よ

う
！

！
電

気
電

子
工

学
科

／
鈴

木
　

宏
小

学
生

高
学

年
3
0
～

6
0
分

大
き

い
音

と
小

さ
い

音
や

高
い

音
と

低
い

音
の

違
い

を
見

な
が

ら
、

音
は

、
ど

の
よ

う
な

も
の

で
、

ど
う

や
っ

て
聞

こ
え

る
か

を
、

楽
器

の
音

な
ど

を
例

に
と

り
、

実
験

を
し

な
が

ら
解

説
し

て
い

く
。

（
2
0
分

程
度

）
　

人
間

の
声

に
つ

い
て

、
ど

の
よ

う

な
形

に
な

っ
て

い
る

か
を

説
明

し
な

が
ら

、
実

際
に

生
徒

の
声

の
形

を
、

機
械

に
取

り
込

ん
で

見
る

。
さ

ら
に

、
こ

の
と

き
に

使
用

し
た

機
械

に
つ

い
て

の
説

明
を

行
う

。
（

2
0
分

程
度

）

授
業

は
、

実
験

を
伴

う
た

め
多

く
の

児
童

・
生

徒
に

行
う

と
倍

の
時

間
で

も

よ
い

。

5
び

っ
く

り
！

超
低

温
実

験
シ

ョ
ー

電
気

電
子

工
学

科
／

古
川

万
寿

夫
そ

の
他

(
備

考
欄

)
そ

の
他

(
備

考
欄

)
こ

の
出

前
授

業
で

は
、

約
-
1
9
6
℃

の
液

体
窒

素
を

用
い

て
、

花
、

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

、
マ

シ
ョ

マ
ロ

な
ど

様
々

な
も

の
を

凍
ら

せ
る

実
験

を
演

示
し

ま
す

。
ま

た
、

ご
希

望
に

よ
り

物
質

の
三

態
な

ど
関

連
す

る
事

柄
に

つ
い

て
、

授
業

を
実

施
す

る
学

年
に

応
じ

た
内

容
で

説
明

を
し

ま
す

。

(
a
)
演

示
実

験
の

み
か

体
験

を
行

う
か

は
人

数
と

時
間

を
お

聞
き

し
た

う
え

決
め

ま
す

。
(
c
)
小

学
生

か
ら

中
学

生
ま

で
親

子
も

含
め

て
対

応
可

能
で

す
。

(
d
)
(
f
)
時

間
や

人
数

に
よ

り
進

め
方

を
ア

レ
ン

ジ
し

ま
す

。
(
e
)
受

付
お

よ
び

実
施

時
期

に
つ

い
て

は
1
0
月

以
降

に
な

り
ま

す
の

で
ご

相
談

く
だ

さ

い
。

4
2
9
8

6
わ

く
わ

く
サ

イ
エ

ン
ス

体
験

ひ
ろ

ば
電

気
電

子
工

学
科

／
古

川
万

寿
夫

そ
の

他
(
備

考
欄

)
9
0
～

1
2
0
分

理
科

実
験

、
理

科
工

作
品

や
科

学
お

も
ち

ゃ
な

ど
を

3
0
～

5
0
点

を
展

示
し

て
、

お
子

さ
ん

に
自

由
に

触
れ

て
も

ら
い

な
が

ら
科

学
体

験
を

楽
し

ん
で

も
ら

い
ま

す
。

お
子

さ
ん

た
ち

に
も

簡
単

に
作

る
こ

と
が

で
き

そ
う

な
も

の
を

展
示

し
ま

す
の

で
、

体
験

す
る

こ
と

に
よ

り
自

由
研

究
な

ど
自

発
的

な
活

動
に

つ
な

が
っ

て
い

く
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

(
c
)
小

学
校

低
学

年
お

よ
び

高
学

年
.
(
d
)
(
f
）

時
間

や
人

数
に

よ
り

展
示

品
の

数
を

調
整

し
ま

す
。

(
e
)
受

付
お

よ
び

実
施

時
期

に
つ

い
て

は
1
0
月

以
降

に
な

り
ま

す
の

で
ご

相
談

く
だ

さ
い

。
展

示
す

る
広

め
の

部
屋

と
展

示
品

を
置

く
長

机
が

1
5
～

2
5
必

要
で

す
。

搬
入

、
設

営
に

1
2
0
分

、
撤

去
に

6
0
分

程
度

必
要

で
す

。

7
た

の
し

い
科

学
工

作
や

実
験

を
し

て
み

よ
う

電
気

電
子

工
学

科
／

古
川

万
寿

夫
、

柄
澤

孝
一

、
渡

辺
誠

一
小

学
生

高
学

年
9
0
～

1
2
0
分

興
味

を
も

っ
て

科
学

の
勉

強
を

す
る

に
は

、
工

作
や

実
験

の
実

体
験

が
大

切
で

す
。

受
講

生
全

員
に

科
学

工
作

や
実

験
を

し
て

も
ら

い
な

が
ら

、
そ

の
原

理
を

説
明

し
、

楽
し

さ
不

思
議

さ
を

体
験

し
て

も
ら

い
ま

す
。

テ
ー

マ
の

例
・

・
・

①
ク

リ
ッ

プ

モ
ー

タ
ー

を
作

ろ
う

　
②

紙
コ

ッ
プ

ス
ピ

ー
カ

ー
を

作
ろ

う
　

③
電

磁
石

を
作

ろ
う

　
④

身
近

な
材

料
で

電
池

を
作

ろ
う

　
⑤

ゲ
ル

マ
ニ

ウ
ム

ラ
ジ

オ
を

作
ろ

う
　

⑥
浮

沈
子

を
作

ろ
う

　
⑦

声
で

踊
る

モ
ー

ル
へ

び
を

作
ろ

う
　

⑧
太

陽
電

池
で

遊
ぼ

う
⑨

静
電

気
で

遊
ぼ

う
　

⑩
磁

石
で

遊
ぼ

う
　

⑪
そ

の
他

（
相

談
に

よ
っ

て
テ

ー
マ

設
定

で
き

ま
す

。
）

(
d
)
対

象
人

数
4
0
名

ま
で

。
あ

ら
か

じ
め

材
料

を
ご

用
意

い
た

だ
く

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

(
e
)
予

約
受

付
と

実
施

時
期

に
つ

い
て

は
1
0
月

以
降

の
予

定
で

す
。

テ
ー

マ
の

組
み

合
わ

せ
は

ご
相

談
の

う
え

決
め

ま
す

。
詳

し
い

情
報

は
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
2
.
n
a
g
a
n
o
-
n
c
t
.
a
c
.
j
p
/
~
f
u
r
u
k
a
w
a
/

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

1
7
7

8
　

風
力

発
電

機
を

作
ろ

う
電

気
電

子
工

学
科

／
渡

辺
誠

一
小

学
生

高
学

年
9
0
～

1
2
0
分

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
発

電
の

重
要

性
の

説
明

（
1
0
分

）
、

風
力

発
電

機
の

原
理

の
説

明
（

1
0
分

）
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
活

用
し

た
風

力
発

電
機

の
製

作
お

よ
び

実
験

（
1
0
0
分

）
を

行
い

ま
す

。
詳

細
は

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
a
b
e
l
a
b
.
c
o
m
/
を

ご
覧

下
さ

い
。

・
対

象
：

小
学

校
低

学
年

の
場

合
に

は
、

カ
ッ

タ
ー

な
ど

を
使

用
す

る
た

め
、

保
護

者
な

ど
の

付
き

添
い

を
お

願
い

し
ま

す
。

・
ご

用
意

い
た

だ
く

物
：

空
の

5
0
0
m
L
お

よ
び

2
L
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
各

1
本

、
2
L
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

に
合

う
キ

ャ
ッ

プ
1
個

を
ご

用
意

下
さ

い
。

・
実

施
日

：
平

日
は

火
・

金
曜

日
を

希
望

し
ま

す
。

1
0
月

以
降

は
ご

相
談

下

さ
い

。

1
1
5

9
　

電
気

自
動

車
を

作
ろ

う
電

気
電

子
工

学
科

／
渡

辺
誠

一
小

学
生

高
学

年
9
0
～

1
2
0
分

電
気

二
重

層
コ

ン
デ

ン
サ

、
モ

ー
タ

、
プ

ラ
ボ

ー
ド

を
用

い
た

電
気

自
動

車
の

製
作

（
1
1
0
分

）
、

動
作

実
験

（
走

行
コ

ン
テ

ス
ト

、
1
0
分

）
行

い
ま

す
。

詳
細

は
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
a
b
e
l
a
b
.
c
o
m
/
を

ご
覧

下
さ

い
。

・
実

施
回

数
：

年
2
回

程
度

・
対

象
：

小
学

校
低

学
年

の
場

合
に

は
、

カ
ッ

タ
ー

な
ど

を
使

用
す

る
た

め
、

保
護

者
な

ど
の

付
き

添
い

を
お

願
い

し
ま

す
。

2
9
4

1
0
　

ワ
イ

ヤ
レ

ス
マ

イ
ク

を
作

っ
て

声
を

電
波

で
飛

ば
そ

う
電

気
電

子
工

学
科

／
渡

辺
誠

一
中

学
生

1
2
0
分

以
上

エ
ッ

チ
ン

グ
法

に
よ

る
プ

リ
ン

ト
基

板
の

製
作

（
1
2
0
分

）
、

半
田

付
け

に
よ

る
A
M
ワ

イ
ヤ

レ
ス

マ
イ

ク
の

製
作

（
9
0
分

）
、

市
販

ラ
ジ

オ
を

使
っ

た
動

作
確

認
実

験
（

3
0
分

）
を

行
い

ま
す

。
詳

細
は

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
a
b
e
l
a
b
.
c
o
m
/
を

ご
覧

下
さ

い
。

・
実

施
回

数
：

年
2
回

程
度

・
出

前
対

象
：

半
田

付
け

の
技

術
を

要
す

る
た

め
、

学
校

や
地

域
の

科
学

ク

ラ
ブ

へ
の

出
前

を
希

望
し

ま
す

。
・

ご
用

意
い

た
だ

く
物

：
A
M
ラ

ジ
オ

を
数

台
ご

用
意

下
さ

い
。

・
実

施
日

：
平

日
は

火
・

金
曜

日
を

希
望

し
ま

す
。

1
0
月

以
降

は
ご

相
談

下

さ
い

。

1
1
　

太
陽

光
発

電
を

体
験

し
よ

う
電

気
電

子
工

学
科

／
渡

辺
誠

一
小

学
生

高
学

年
6
0
～

9
0
分

半
導

体
を

用
い

た
太

陽
電

池
の

動
作

原
理

の
説

明
と

実
験

（
6
0
分

）
、

太
陽

電
池

な
ど

を
用

い
た

太
陽

光
発

電
実

験
（

1
5

分
）

、
本

校
ソ

ー
ラ

ー
カ

ー
研

究
部

が
製

作
し

た
ソ

ー
ラ

ー
カ

ー
の

紹
介

（
1
5
分

）
を

行
い

ま
す

。
詳

細
は

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
a
b
e
l
a
b
.
c
o
m
/
を

ご
覧

下
さ

い
。

・
実

施
回

数
：

年
2
回

程
度

・
実

施
日

：
平

日
は

火
・

金
曜

日
を

希
望

し
ま

す
。

1
0
月

以
降

は
ご

相
談

下

さ
い

。

1
2
電

波
を

観
よ

う
電

気
電

子
工

学
科

／
春

日
貴

志
中

学
生

6
0
～

9
0
分

電
波

と
は

ど
の

よ
う

な
も

の
か

解
説

し
、

実
際

に
ア

ン
テ

ナ
か

ら
放

射
さ

れ
る

電
波

が
ど

の
よ

う
に

伝
搬

す
る

か
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
し

ま
す

。
ま

た
、

ア
ン

テ
ナ

の
作

製
や

F
M
放

送
の

受
信

実
験

な
ど

、
普

段
は

目
で

見
る

こ
と

の
で

き
な

い
電

波
を

体
感

し
ま

す
。

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
た

め
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

を
用

意
し

て
く

だ
さ

い
。

中
学

生
以

上
向

け
で

す
。

1
3
電

話
で

あ
そ

ぼ
う

電
気

電
子

工
学

科
／

春
日

貴
志

小
学

生
高

学
年

6
0
～

9
0
分

遠
く

の
人

と
会

話
す

る
方

法
と

し
て

電
話

が
あ

り
あ

す
。

簡
単

な
電

話
と

し
て

、
糸

電
話

が
あ

り
ま

す
。

こ
の

授
業

で
は

糸
電

話
の

糸
を

様
々

な
材

料
を

使
う

こ
と

で
、

ど
の

糸
が

遠
く

ま
で

伝
わ

る
か

、
良

く
聞

こ
え

る
か

実
験

し
ま

す
。

ま
た

、
F
M
ラ

ジ

オ
を

使
っ

た
携

帯
電

話
を

使
っ

て
実

験
し

ま
す

。

小
学

校
低

学
年

か
ら

実
施

可
能

で
す

。
時

間
に

よ
り

内
容

を
調

整
し

ま
す

の
で

ご
相

談
下

さ
い

。
2

5
0

1
4
ミ

ク
ロ

の
世

界
を

体
験

！
電

気
電

子
工

学
科

／
秋

山
正

弘
、

百
瀬

成
空

小
学

生
高

学
年

6
0
～

9
0
分

「
ハ

ン
デ

ィ
デ

ジ
タ

ル
顕

微
鏡

」
を

手
に

、
身

近
に

存
在

す
る

様
々

な
「

モ
ノ

」
を

観
察

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。
観

察
し

た
映

像
は

パ
ソ

コ
ン

（
を

ご
用

意
し

ま
す

）
に

取
り

込
め

、
そ

の
場

で
大

き
さ

を
測

定
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
授

業
の

途
中

で
，

■
顕

微
鏡

の
原

理
、

■
最

先
端

の
顕

微
鏡

、
■

テ
レ

ビ
や

パ
ソ

コ
ン

が
映

像
を

映
す

仕
組

み
、

■
半

導
体

集
積

回
路

と
は

、
な

ど
に

つ
い

て
映

像
や

実
物

を
使

い
な

が
ら

説
明

い
た

し
ま

す
。

最
先

端
技

術
で

作
製

さ
れ

た
集

積
回

路
も

観
察

し
て

い
た

だ
け

ま
す

。

小
学

校
低

学
年

・
中

学
生

に
も

実
施

可
能

で
す

。
ま

た
、

6
0
分

未
満

の
授

業

も
実

施
可

能
で

す
（

内
容

を
調

整
し

ま
す

）
。

受
講

人
数

は
1
2
人

程
度

が
望

ま
し

い
で

す
が

、
2
0
人

程
度

ま
で

対
応

い
た

し
ま

す
。

1
1
5

1
5
「

真
空

」
の

世
界

を
見

よ
う

電
気

電
子

工
学

科
／

百
瀬

成
空

小
学

生
高

学
年

3
0
～

6
0
分

日
用

品
か

ら
先

端
技

術
に

ま
で

活
用

さ
れ

て
い

る
「

真
空

」
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

真
空

を
使

っ
た

様
々

な
実

験
を

、
現

象
の

解
説

を
交

え
な

が
ら

演
示

し
ま

す
。

ま
た

、
「

真
空

と
は

何
か

」
と

い
っ

た
こ

と
か

ら
身

の
回

り
で

の
活

用
例

な
ど

に
つ

い
て

も
説

明
い

た
し

ま
す

。

小
学

校
低

学
年

・
中

学
生

に
も

実
施

可
能

で
す

。
6
0
分

以
上

の
授

業
を

ご
希

望
の

場
合

は
ご

相
談

く
だ

さ
い

。
人

数
は

少
な

い
ほ

ど
演

示
を

間
近

で
見

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
2

5
5

1
6
や

さ
し

い
ね

じ
の

話
電

子
制

御
工

学
科

／
堀

内
富

雄
中

学
生

6
0
～

9
0
分

私
た

ち
の

身
の

回
り

に
あ

る
工

業
製

品
に

は
多

く
の

ね
じ

が
使

わ
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
ね

じ
に

つ
い

て
、

ね
じ

山
の

形
状

の
違

い
や

用
途

に
よ

り
分

類
し

て
み

ま
す

。
ま

た
ね

じ
の

作
り

方
に

つ
い

て
、

工
業

的
に

大
量

生
産

す
る

場
合

の
方

法
を

学
び

、
さ

ら
に

手
作

業
で

ね
じ

切
り

を
行

い
、

理
解

を
深

め
ま

す
。

小
学

校
高

学
年

に
も

実
施

可
能

で
す

。

1
7
材

料
の

不
思

議
電

子
制

御
工

学
科

／
堀

口
勝

三
小

学
生

高
学

年
6
0
～

9
0
分

私
た

ち
の

身
の

回
り

の
も

の
は

、
様

々
な

材
料

か
ら

つ
く

ら
れ

て
い

ま
す

。
し

た
が

い
ま

し
て

、
私

た
ち

の
生

活
の

役
に

立
つ

も
の

を
つ

く
る

た
め

に
は

、
材

料
の

性
質

を
理

解
し

て
お

く
こ

と
が

大
切

で
す

。
こ

の
体

験
教

室
で

は
、

日
頃

良
く

目
に

す
る

金
属

や
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
な

ど
の

材
料

が
持

つ
不

思
議

な
性

質
に

つ
い

て
簡

単
に

説
明

し
、

実
験

も
行

っ
て

、
材

料
の

楽
し

さ
を

知
っ

て
も

ら
お

う
と

思
い

ま
す

。

小
学

校
低

学
年

ま
た

は
中

学
生

に
も

実
施

可
能

で
す

。
1
回

の
所

要
時

間
は

3
0
～

6
0
分

、
9
0
分

以
上

で
も

対
応

可
能

で
す

。
3

5
3

1
8
マ

イ
コ

ン
ブ

ロ
ッ

ク
で

動
く

も
の

を
作

ろ
う

電
子

制
御

工
学

科
／

江
角

直
道

、
中

山
英

俊
電

気
電

子
工

学
科

／
鈴

木
　

宏
中

学
生

そ
の

他
(
備

考
欄

)

モ
ー

タ
・

セ
ン

サ
・

ギ
ア

が
あ

る
ブ

ロ
ッ

ク
を

使
用

し
て

、
車

や
ロ

ボ
ッ

ト
な

ど
の

動
く

も
の

を
作

る
。

そ
れ

に
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
で

き
る

マ
イ

コ
ン

（
マ

イ
ク

ロ
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
）

が
入

っ
た

ブ
ロ

ッ
ク

を
使

っ
て

、
思

い
通

り
に

作
っ

た
も

の
を

動
か

し
て

み
る

。
”

制
御

”
と

呼
ば

れ
る

技
術

を
体

験
的

に
学

習
す

る
。

ま
た

、
最

新
の

2
足

歩
行

ロ
ボ

ッ
ト

玩
具

を
操

作
し

て
み

る
。

小
学

校
3
・

4
年

生
か

ら
中

学
生

ま
で

を
主

な
対

象
と

し
、

レ
ベ

ル
に

応
じ

て
実

施
可

能
で

す
。

所
要

時
間

お
よ

び
内

容
の

目
安

は
、

次
の

通
り

で
す

。
小

学
校

5
年

生
未

満
は

、
9
0
分

以
内

で
、

説
明

と
設

計
図

通
り

に
ブ

ロ
ッ

ク
を

製
作

し
、

サ
ン

プ
ル

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

動
か

す
。

小
学

校
5
年

生
以

上
は

、
9
0

～
1
2
0
分

で
、

説
明

と
自

由
に

ブ
ロ

ッ
ク

で
動

く
も

の
を

作
り

、
実

際
に

プ

ロ
グ

ラ
ム

も
行

っ
て

作
っ

た
も

の
を

動
か

す
。

3
5
5

1
9
磁

気
（

磁
石

）
と

電
気

の
関

係
電

子
制

御
工

学
科

／
中

山
英

俊
中

学
生

そ
の

他
(
備

考
欄

)

磁
気

（
磁

石
）

と
電

気
に

は
密

接
な

関
係

が
あ

り
ま

す
。

磁
石

は
電

気
を

使
っ

て
つ

く
れ

ま
す

し
、

電
気

は
磁

石
を

使
っ

て
つ

く
れ

ま
す

。
身

近
で

活
躍

し
て

い
る

磁
気

と
電

気
の

関
係

に
つ

い
て

実
験

を
通

し
て

学
び

ま
す

。
内

容
は

、
「

磁
石

の
引

力
・

斥
力

」
、

「
電

気
を

使
っ

て
磁

石
を

つ
く

る
（

電
磁

石
）

」
、

「
磁

石
を

使
っ

て
電

気
を

つ
く

る
（

電
磁

誘
導

）
」

の
3
テ

ー
マ

を
基

礎
と

し
、

さ
ら

に
こ

れ
ら

を
応

用
実

験
に

よ
り

、
そ

の
科

学
現

象
の

原
理

を
解

明
し

ま
す

。

小
学

校
3
年

生
か

ら
中

学
生

ま
で

を
主

な
対

象
と

し
、

レ
ベ

ル
に

応
じ

て
実

施
可

能
で

す
。

所
要

時
間

お
よ

び
内

容
は

、
低

学
年

に
な

る
ほ

ど
内

容
を

省

略
し

て
、

短
い

時
間

で
実

施
い

た
し

ま
す

。
4
5
～

1
2
0
分

の
時

間
で

実
施

し
、

そ
れ

に
応

じ
た

内
容

で
対

応
い

た
し

ま
す

。
科

学
現

象
を

で
き

る
だ

け
近

く
で

見
て

欲
し

い
の

で
、

少
人

数
が

望
ま

し
い

。

1
2
0

平
成

２
２

年
度

　
出

前
授

業
一

覧
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 №
授

業
テ

ー
マ

名
学

科
・

教
員

名
対

象
学

年
所

要
時

間
（

分
）

授
業

の
概

要
備

考
実

施
回

数
参

加
者

数

（
概

数
）

2
0
磁

石
を

使
っ

て
、

振
動

セ
ン

サ
を

作
っ

て
み

よ
う

！
電

子
制

御
工

学
科

／
中

山
英

俊
小

学
生

高
学

年
6
0
～

9
0
分

磁
石

を
使

っ
た

も
の

づ
く

り
教

室
で

す
。

小
さ

な
磁

石
と

ア
ク

リ
ル

パ
イ

プ
な

ど
を

使
っ

て
、

小
型

の
振

動
セ

ン
サ

を
作

り
ま

す
。

合
わ

せ
て

、
磁

石
や

振
動

セ
ン

サ
に

つ
い

て
の

知
識

を
、

体
験

を
通

し
て

学
ん

で
欲

し
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

磁
石

に
関

す
る

学
習

と
、

部
品

を
接

着
剤

で
組

み
立

て
る

セ
ン

サ
の

製
作

を
行

い
ま

す
。

作
っ

た
セ

ン
サ

は
持

ち
帰

っ
て

遊
べ

ま
す

。
（

年
間

開
催

限
度

あ
り

）

小
学

校
高

学
年

か
ら

中
学

生
ま

で
を

主
な

対
象

と
し

、
レ

ベ
ル

に
応

じ
て

実
施

可
能

で
す

。
材

料
調

達
・

準
備

に
時

間
が

掛
か

り
ま

す
。

お
早

め
に

ご
相

談
下

さ
い

。
対

象
人

数
は

2
0
名

程
度

が
よ

い
が

、
4
0
名

程
度

ま
で

可
能

。
（

た
だ

し
、

接
着

剤
に

よ
る

工
作

を
含

む
の

で
、

受
講

者
の

能
力

に
よ

っ
て

は
大

人
の

サ
ポ

ー
ト

を
必

要
と

し
ま

す
。

）
製

作
費

用
の

関
係

に
よ

り
、

年

間
対

応
件

数
を

調
整

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

2
1
透

明
マ

ン
ト

は
で

き
る

の
か

！
？

電
子

制
御

工
学

科
／

中
山

英
俊

中
学

生
6
0
～

9
0
分

ハ
リ

ー
ポ

ッ
タ

ー
な

ど
に

も
登

場
す

る
「

透
明

マ
ン

ト
」

。
そ

れ
を

実
現

す
る

た
め

に
世

界
の

科
学

者
が

研
究

し
て

い
ま

す
。

ど
う

や
っ

た
ら

透
明

マ
ン

ト
を

作
れ

る
の

か
、

透
明

マ
ン

ト
の

材
料

は
存

在
す

る
の

か
に

つ
い

て
、

最
先

端
の

科
学

技
術

を
説

明
し

ま
す

。
メ

タ
マ

テ
リ

ア
ル

と
い

う
不

思
議

な
材

料
の

紹
介

に
よ

っ
て

、
そ

の
謎

を
解

き
明

か
し

ま
す

。

小
学

校
３

年
生

～
中

学
３

年
生

を
対

象
と

し
て

、
学

年
に

応
じ

た
レ

ベ
ル

で
対

応
し

ま
す

。
所

要
時

間
は

４
５

分
～

９
０

分
程

度
で

、
相

談
の

上
、

調
整

し
ま

す
。

今
年

度
準

備
を

立
ち

上
げ

る
た

め
、

準
備

に
時

間
が

掛
か

り
ま

す
。

お
早

め
に

ご
相

談
下

さ
い

。

2
2
顕

微
鏡

と
ミ

ク
ロ

の
世

界
電

子
情

報
工

学
科

／
押

田
京

一
中

学
生

3
0
～

6
0
分

対
象

物
を

ガ
ラ

ス
レ

ン
ズ

で
拡

大
す

る
光

学
顕

微
鏡

は
、

普
段

学
校

で
使

わ
れ

、
倍

率
が

最
大

で
1
0
0
0
倍

程
度

で
あ

る
。

電
磁

レ
ン

ズ
を

使
う

電
子

顕
微

鏡
は

1
0
～

1
0
0
万

倍
ま

で
拡

大
で

き
る

の
で

、
ミ

ク
ロ

の
世

界
が

見
え

て
く

る
。

光
学

顕
微

鏡
と

拡
大

方
法

が
似

て
い

る
透

過
電

子
顕

微
鏡

を
中

心
に

、
観

察
し

た
試

料
の

様
子

を
示

し
物

質
の

構
造

を
探

り
な

が
ら

先
端

技
術

に
触

れ
る

。
ミ

ク
ロ

の
世

界
で

は
思

い
も

よ
ら

な
い

こ
と

が
起

こ
っ

て
い

る
か

も
し

れ
な

い
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
を

使
用

し
ま

す
の

で
、

ス
ク

リ
ー

ン
を

用
意

願
い

ま
す

。

小
学

校
高

学
年

に
も

実
施

可
能

で
す

．
6
0
分

以
上

の
授

業
を

ご
希

望
の

場
合

は
ご

相
談

く
だ

さ
い

．
1

3
0

2
3
F
r
e
e
B
S
D
サ

ー
バ

構
築

入
門

電
子

情
報

工
学

科
／

大
矢

健
一

中
学

生
9
0
～

1
2
0
分

サ
ー

バ
と

し
て

使
わ

れ
る

こ
と

が
多

い
O
S
で

あ
る

F
r
e
e
B
S
D
に

つ
い

て
概

要
を

紹
介

し
た

あ
と

、
実

際
に

イ
ン

ス
ト

ー
ル

し
て

立
ち

上
げ

る
実

習
を

行
な

う
。

ノ
ー

ト
ブ

ッ
ク

持
参

で
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

V
i
r
t
u
a
l
B
o
x
を

イ
ン

ス
ト

ー
ル

し
て

か
ら

F
r
e
e
B
S
D
を

イ
ン

ス
ト

ー
ル

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

2
4
反

物
質

は
ど

こ
へ

消
え

た
?
 
～

 
小

林
・

益
川

理
論

入
門

電
子

情
報

工
学

科
／

伊
藤

祥
一

中
学

生
3
0
～

6
0
分

2
0
0
8
年

ノ
ー

ベ
ル

物
理

学
賞

は
日

本
の

3
人

の
物

理
学

者
に

対
し

て
授

与
さ

れ
ま

し
た

。
そ

の
な

か
で

、
小

林
誠

・
益

川
敏

英
に

よ
っ

て
提

唱
さ

れ
た

C
P
対

称
性

の
破

れ
の

理
論

は
、

宇
宙

が
現

在
の

姿
に

な
っ

た
こ

と
へ

の
鍵

を
握

る
理

論
の

一
つ

で
す

。

こ
の

授
業

で
は

現
代

素
粒

子
物

理
学

の
あ

ら
ま

し
と

小
林

・
益

川
理

論
に

つ
い

て
ス

ラ
イ

ド
を

使
っ

て
紹

介
し

ま
す

。

当
方

で
P
C
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

を
持

参
し

ま
す

が
、

投
影

用
に

ス
ク

リ
ー

ン
が

必
要

で
す

の
で

ご
用

意
く

だ
さ

い
。

人
数

に
つ

い
て

は
特

に
制

限
は

あ
り

ま

せ
ん

。
所

用
時

間
は

6
0
分

前
後

を
考

え
て

い
ま

す
。

2
5
命

の
バ

ト
ン

－
身

近
な

水
辺

と
生

物
多

様
性

環
境

都
市

工
学

科
／

松
岡

保
正

、
酒

井
美

月
そ

の
他

(
備

考
欄

)
そ

の
他

(
備

考
欄

)

身
近

な
自

然
の

中
で

み
ら

れ
る

様
々

な
命

の
営

み
を

通
じ

て
、

渡
さ

れ
続

け
て

き
た

命
の

バ
ト

ン
。

様
々

な
種

類
の

生
物

が

様
々

な
役

割
を

担
っ

て
生

態
系

は
維

持
さ

れ
て

い
ま

す
。

講
義

で
は

そ
う

し
た

成
り

立
ち

を
理

解
し

、
そ

の
延

長
線

上
で

現
地

で
の

体
験

教
室

や
ミ

ニ
ビ

オ
ト

－
プ

づ
く

り
に

つ
な

げ
ま

す
。

多
様

性
と

共
生

が
キ

－
ワ

－
ド

に
な

り
ま

す
。

小
学

生
で

も
親

子
で

も
地

域
で

も
実

施
可

能
で

す
。

そ
の

他
の

細
部

に
つ

い

て
は

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

3
1
0
4

2
6
小

学
生

が
作

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
環

境
都

市
工

学
科

／
遠

藤
典

男
小

学
生

低
学

年
3
0
～

6
0
分

小
学

生
低

学
年

を
対

象
に

、
社

会
基

盤
整

備
に

不
可

欠
な

コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
、

簡
単

な
置

物
を

造
っ

て
も

ら
う

こ
と

に
よ

り
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
対

す
る

理
解

を
深

め
て

も
ら

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

セ
メ

ン
ト

と
砂

と
水

を
混

ぜ
、

固
ま

る
前

に
、

好
き

な
型

へ
流

し
込

ん
だ

り
、

ビ
ニ

ー
ル

袋
の

中
で

好
き

な
形

を
つ

く
り

ま
す

。
固

ま
っ

た
後

は
色

付
け

な
ど

で
き

ま
す

。
固

ま
っ

て
い

る
間

に
、

社
会

基
盤

整
備

の
話

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

話
を

少
々

し
ま

す
。

小
学

校
高

学
年

に
も

実
施

可
能

で
す

。
受

け
入

れ
可

能
人

数
は

最
大

4
0
名

ま

で
。

セ
メ

ン
ト

は
当

方
で

用
意

し
ま

す
が

、
砂

と
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

形
枠

（
0
.
1
リ

ッ
ト

ル
程

度
、

お
砂

場
遊

び
セ

ッ
ト

の
砂

を
入

れ
る

型
な

ど
が

適

し
て

い
ま

す
）

、
あ

る
い

は
厚

手
の

ビ
ニ

ー
ル

袋
（

ビ
ニ

ー
ル

手
袋

）
を

ご

用
意

下
さ

い
。

固
ま

っ
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
色

付
け

等
も

で
き

ま
す

。

4
9
1

2
7
部

屋
の

中
の

音
の

響
き

環
境

都
市

工
学

科
／

西
川

嘉
雄

中
学

生
3
0
～

6
0
分

音
楽

を
聴

い
た

り
、

話
を

し
た

り
音

は
と

て
も

身
近

で
す

。
教

室
よ

り
体

育
館

の
ほ

う
が

音
は

響
き

ま
す

。
お

風
呂

場
は

も
っ

と
音

が
響

き
ま

す
。

音
が

響
く

と
音

楽
や

話
声

は
ど

の
よ

う
に

聞
こ

え
る

で
し

ょ
う

？
音

楽
や

話
声

な
ど

い
ろ

い
ろ

な
音

を
、

音
楽

ホ
ー

ル
や

教
室

、
体

育
館

の
響

き
で

聞
い

て
も

ら
い

ま
す

。
実

際
の

音
を

聞
き

な
が

ら
音

の
響

き
と

そ
の

部
屋

に
合

う
使

い
方

は
「

音
楽

」
な

の
か

「
話

」
な

の
か

考
え

て
も

ら
い

ま
す

。

小
学

校
高

学
年

に
も

実
施

可
能

で
す

。
平

日
で

曜
日

は
ご

相
談

下
さ

い
。

2
8
図

形
の

話
一

般
科

／
前

田
善

文
小

学
生

高
学

年
6
0
～

9
0
分

日
常

生
活

の
中

に
あ

る
い

ろ
い

ろ
な

図
形

の
話

を
す

る
。

円
柱

を
4
5
ﾟ
の

平
面

で
切

断
し

た
と

き
の

展
開

図
は

？
　

上
と

横
か

ら
見

た
と

き
円

で
正

面
か

ら
見

て
正

方
形

に
見

え
る

立
体

は
？

・
・

・
こ

ん
な

立
体

は
ど

ん
な

も
の

か
。

上
，

横
，

正
面

の
３

方
向

か
ら

見
て

円
に

見
え

る
立

体
？

・
・

・
こ

の
立

体
は

球
だ

け
な

の
か

？
　

実
際

に
こ

の
よ

う
な

立
体

を
作

っ
て

み
よ

う
。

ま
た

、
こ

れ
以

外
の

図
形

に
つ

い
て

も
扱

う
こ

と
に

す
る

。

小
学

校
低

学
年

に
も

実
施

可
能

で
す

。
6
0
分

以
上

の
授

業
を

ご
希

望
の

場
合

は
ご

相
談

く
だ

さ
い

。
1

1
5

2
9
抵

抗
の

は
な

し
一

般
科

／
藤

原
勝

幸
電

気
電

子
工

学
科

／
大

澤
幸

造
中

学
生

3
0
～

6
0
分

私
た

ち
は

様
々

な
“

運
動

”
を

利
用

し
て

生
活

し
て

い
ま

す
。

と
こ

ろ
が

運
動

す
る

物
体

に
は

摩
擦

な
ど

の
抵

抗
が

働
く

の

で
、

運
動

を
継

続
す

る
に

は
抵

抗
に

よ
る

損
失

を
補

う
た

め
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

与
え

続
け

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
授

業
で

は
、

抵
抗

が
少

な
い

運
動

に
つ

い
て

簡
単

な
工

作
や

実
験

を
通

じ
て

体
験

し
て

も
ら

い
、

さ
ら

に
抵

抗
を

少
な

く
し

て
損

失
を

抑
え

る
方

法
を

紹
介

し
ま

す
。

（
a
）

簡
単

な
工

作
や

実
験

を
行

な
い

な
が

ら
授

業
を

進
め

ま
す

。
(
c
)
小

学

生
高

学
年

向
け

の
授

業
内

容
に

も
対

応
い

た
し

ま
す

。
(
d
)
人

数
が

多
い

場
合

は
、

材
料

費
な

ど
の

実
費

を
負

担
し

て
い

た
だ

く
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

(
e
)
授

業
の

実
施

日
な

ど
は

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

3
0
キ

ー
ボ

ー
ド

の
秘

密
を

探
る

！
一

般
科

／
堀

内
泰

輔
中

学
生

6
0
～

9
0
分

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
キ

ー
ボ

ー
ド

っ
て

見
た

こ
と

あ
り

ま
す

よ
ね

。
英

字
が

バ
ラ

バ
ラ

に
配

置
さ

れ
、

打
ち

に
く

そ
う

で
す

。
本

講
座

で
は

こ
の

理
由

を
探

る
と

と
も

に
、

見
な

い
で

キ
ー

ボ
ー

ド
が

打
て

る
（

こ
れ

を
「

タ
ッ

チ
タ

イ
プ

」
と

い
い

ま
す

）
よ

う
に

な
る

た
め

の
練

習
方

法
を

お
教

え
し

ま
す

。
タ

ッ
チ

タ
イ

プ
を

覚
え

る
と

、
一

生
使

え
る

技
術

が
習

得
で

き
ま

す
し

、
健

康
面

で
も

大
変

有
効

で
す

。
フ

リ
ー

ソ
フ

ト
の

も
の

の
中

か
ら

、
ゲ

ー
ム

し
な

が
ら

楽
し

く
練

習
で

き
る

も
の

を
採

用
し

ま
す

の
で

、
お

楽
し

み
に

!
!

　
1

2
3

3
1
〈

ひ
ら

が
な

〉
一

般
科

／
戸

谷
精

三
そ

の
他

(
備

考
欄

)
3
0
～

6
0
分

〈
ひ

ら
が

な
〉

に
つ

い
て

、
ひ

ら
が

な
の

元
に

な
っ

た
漢

字
を

考
え

な
が

ら
学

習
す

る
。

（
ａ

）
国

語
の

授
業

が
展

開
さ

れ
る

様
式

（
ｃ

）
主

た
る

対
象

学
年

は
、

小
学

校
３

，
４

学
年

で
す

。
こ

の
ほ

か
の

学
年

で
も

実
施

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ご
相

談
の

上
す

す
め

た
い

と
思

い
ま

す
。

（
ｄ

）
受

入
人

数
に

つ
い

て
は

、
特

に
制

限
等

あ
り

ま
せ

ん
。

詳
細

に
つ

い
て

は
ご

相
談

く
だ

さ
い

。

3
2
ハ

ン
テ

ィ
ン

グ
の

日
本

史
一

般
科

／
中

澤
克

昭
そ

の
他

(
備

考
欄

)
9
0
～

1
2
0
分

縄
文

時
代

以
外

で
は

歴
史

の
教

科
書

に
も

あ
ま

り
登

場
し

な
い

狩
猟

文
化

で
す

が
、

実
は

中
世

・
近

世
の

日
本

に
お

い
て

も
狩

猟
は

重
要

な
文

化
で

し
た

。
こ

の
講

義
で

は
、

文
献

史
料

だ
け

で
な

く
絵

画
史

料
な

ど
も

ふ
ん

だ
ん

に
参

照
し

な
が

ら
、

日
本

に
お

け
る

狩
猟

文
化

の
歴

史
を

た
ど

り
ま

す
。

そ
こ

か
ら

、
こ

れ
か

ら
の

人
と

動
物

の
関

係
に

つ
い

て
考

え
る

ヒ
ン

ト
が

得
ら

れ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

中
学

生
以

上
、

一
般

の
方

向
け

に
も

実
施

可
能

で
す

。
受

講
者

数
は

何
人

で
も

。
実

施
可

能
日

も
ご

相
談

く
だ

さ
い

。

3
3
肖

像
画

が
語

る
日

本
史

一
般

科
／

中
澤

克
昭

そ
の

他
(
備

考
欄

)
9
0
～

1
2
0
分

歴
史

上
の

人
物

を
知

る
際

に
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
肖

像
画

で
す

が
、

近
年

、
源

頼
朝

像
や

武
田

信
玄

像
な

ど
、

よ
く

知
ら

れ
て

い
る

肖
像

画
の

研
究

が
進

み
、

実
は

描
か

れ
て

い
た

の
は

別
の

人
物

だ
っ

た
、

と
い

う
こ

と
も

判
明

し
て

い
ま

す
。

こ
の

講
義

で
は

、
そ

う
し

た
研

究
の

最
新

の
成

果
を

わ
か

り
や

す
く

解
説

し
、

人
物

の
イ

メ
ー

ジ
が

ど
の

よ
う

に
つ

く
ら

れ
る

の
か

を
考

え
ま

す
。

中
学

生
以

上
、

一
般

の
方

向
け

に
も

実
施

可
能

で
す

。
受

講
者

数
は

何
人

で
も

。
実

施
可

能
日

も
ご

相
談

く
だ

さ
い

。

3
4
城

か
ら

み
る

日
本

史
一

般
科

／
中

澤
克

昭
そ

の
他

(
備

考
欄

)
9
0
～

1
2
0
分

江
戸

時
代

の
城

の
な

か
に

は
松

本
城

の
よ

う
に

建
物

跡
を

の
こ

し
て

い
る

も
の

も
あ

り
ま

す
が

、
各

地
に

の
こ

る
戦

国
時

代
の

城
跡

の
多

く
は

、
か

つ
て

の
姿

が
わ

か
り

に
く

く
な

っ
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

そ
こ

も
地

域
の

歴
史

を
考

え
る

貴
重

な
遺

跡
で

す
。

こ
の

講
義

で
は

、
中

世
の

絵
画

や
発

掘
調

査
の

成
果

な
ど

も
参

照
し

な
が

ら
、

城
の

歴
史

を
た

ど
り

、
そ

こ
か

ら
日

本
の

歴
史

を
考

え
ま

す
。

中
学

生
以

上
、

一
般

の
方

向
け

に
も

実
施

可
能

で
す

。
受

講
者

数
は

何
人

で

も
。

実
施

可
能

日
も

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

3
5
ナ

ン
バ

走
り

・
ナ

ン
バ

歩
き

一
般

科
／

児
玉

英
樹

中
学

生
6
0
～

9
0
分

江
戸

時
代

の
飛

脚
の

走
法

と
い

わ
れ

る
「

ナ
ン

バ
走

り
」

を
体

験
・

実
践

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

並
み

居
る

飛
脚

の
中

で
も

「
ス

ー
パ

ー
飛

脚
」

と
呼

ば
れ

る
走

り
の

プ
ロ

は
、

1
日

に
な

ん
と

5
0
里

（
2
0
0
㎞

）
走

っ
た

と
い

わ
れ

て
い

ま
す

。
現

代
人

に
は

信
じ

が
た

い
こ

と
で

す
が

、
そ

の
走

り
の

秘
密

に
迫

り
ま

す
。

基
本

の
授

業
形

態
は

、
講

義
5
0
％

・
実

技
5
0
％

で
す

が
、

ご
要

望
に

よ
り

、
そ

の
割

合
を

変
更

（
対

応
）

い
た

し
ま

す
。

(
a
)
講

義
と

し
て

あ
り

ま
す

が
、

一
部

実
技

も
含

ま
れ

ま
す

。
ま

た
、

実
技

の
割

合
を

増
や

す
こ

と
も

可
能

で
す

。
（

c
）

中
学

生
を

主
な

対
象

と
し

て
い

ま
す

が
、

小
学

校
低

学
年

や
高

校
生

・
一

般
に

も
開

講
実

績
が

あ
り

ま
す

。

2
5
0

3
6
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
に

生
か

す
古

武
術

の
技

一
般

科
／

児
玉

英
樹

中
学

生
6
0
～

9
0
分

「
古

武
術

」
と

呼
ば

れ
る

古
人

の
新

体
操

作
法

が
、

最
近

ス
ポ

ー
ツ

界
で

注
目

を
集

め
て

い
ま

す
。

筋
力

に
頼

ら
ず

、
無

理
や

無
駄

が
な

い
「

古
武

術
」

の
動

き
、

そ
の

活
用

法
を

紹
介

し
ま

す
。

例
え

ば
、

省
エ

ネ
走

法
の

ナ
ン

バ
走

り
を

応
用

す
れ

ば
、

コ
ー

ト
狭

し
と

相
手

を
追

い
か

け
る

（
デ

ィ
フ

ェ
ン

ス
）

こ
と

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
ま

た
、

肩
甲

骨
を

自
在

に
動

か
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

れ
ば

、
シ

ュ
ー

ト
の

飛
距

離
や

正
確

性
が

向
上

し
ま

す
。

コ
ン

ビ
ニ

感
覚

で
手

軽
に

手
に

入
る

技
で

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

ぜ
ひ

体
験

し
て

み
て

く
だ

さ
い

。

(
a
)
実

技
と

し
て

あ
り

ま
す

が
、

一
部

講
義

も
含

ま
れ

ま
す

。
ま

た
、

講
義

の
割

合
を

増
や

す
こ

と
も

可
能

で
す

。
（

c
）

中
学

生
を

主
な

対
象

と
し

て
い

ま
す

が
、

小
学

生
や

高
校

生
・

一
般

に
も

開
講

実
績

が
あ

り
ま

す
。

1
2
0

3
7
ワ

ク
ワ

ク
・

ド
キ

ド
キ

『
ロ

ボ
コ

ン
体

験
！

』
電

子
制

御
工

学
科

／
森

山
　

実
、

遠
藤

　
登

、
中

山
英

俊
機

械
工

学
科

／
堀

純
也

、
小

林
裕

介
電

気
電

子
工

学
科

／
春

日
貴

志
、

秋
山

正
弘

、
大

澤
幸

造
小

学
生

高
学

年
9
0
～

1
2
0
分

N
H
K
ア

イ
デ

ア
対

決
高

専
ロ

ボ
コ

ン
に

出
場

し
た

最
近

の
ロ

ボ
ッ

ト
を

紹
介

し
な

が
ら

、
ロ

ボ
ッ

ト
に

隠
さ

れ
た

技
術

に
つ

い

て
説

明
し

ま
す

。
ま

た
、

ロ
ボ

ッ
ト

を
展

示
す

る
ほ

か
、

実
演

や
操

縦
体

験
も

可
能

で
す

。
た

だ
し

、
ロ

ボ
ッ

ト
の

実
演

や
操

縦
体

験
に

関
し

て
は

、
実

演
を

行
な

う
会

場
や

ロ
ボ

ッ
ト

お
よ

び
競

技
機

材
の

搬
送

・
設

営
の

関
係

か
ら

、
予

め
お

問
合

せ
下

さ
い

。
左

記
記

載
の

担
当

教
員

の
う

ち
、

対
応

可
能

な
教

員
（

実
演

と
操

縦
体

験
の

場
合

は
、

学
生

数
名

が
加

わ
り

ま
す

）
が

伺
い

ま
す

。

(
c
)
中

学
生

も
可

能
で

す
。

(
e
)
今

年
の

高
専

ロ
ボ

コ
ン

の
大

会
が

終
了

す
る

1
2
月

以
降

に
お

願
い

し
ま

す
。

ロ
ボ

ッ
ト

の
実

演
お

よ
び

操
縦

体
験

を
希

望
す

る
場

合
、

操
作

を
本

校
学

生
が

行
う

関
係

で
、

休
日

（
土

・
日

曜
日

、
祭

日
、

本
校

の
長

期
休

業
日

）
の

実
施

を
ご

検
討

願
い

ま
す

。
た

だ
し

、
ロ

ボ
ッ

ト
の

状
態

に
よ

っ
て

は
ご

希
望

の
期

日
に

実
施

で
き

な
い

場
合

や
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
あ

る
こ

と
を

ご
承

知
お

き
願

い
ま

す
。

1
5
0

3
8
“

ま
さ

つ
”

っ
て

何
だ

ろ
う

電
子

制
御

工
学

科
／

山
崎

保
範

中
学

生
3
0
～

6
0
分

 
“

ま
さ

つ
”

は
摩

擦
で

あ
っ

て
、

日
々

お
世

話
に

な
っ

て
い

る
も

の
で

す
が

、
そ

の
発

生
原

理
や

性
質

に
つ

い
て

は
、

誤
解

に
満

ち
て

い
ま

す
。

”
ワ

イ
ン

グ
ラ

ス
を

指
で

奏
で

る
グ

ラ
ス

ハ
ー

モ
ニ

カ
”

、
”

１
ｋ

ｇ
の

重
り

で
馬

を
繋

ぐ
方

法
”

、
”

摩
擦

力
は

面
積

に
無

関
係

”
、

”
昔

懐
か

し
い

自
在

鉤
”

な
ど

の
実

験
と

議
論

を
通

じ
て

，
”

ま
さ

つ
”

の
不

思
議

に
迫

り
ま

す
。

で
き

れ
ば

、
目

に
見

え
な

い
も

の
を

想
像

力
で

補
っ

て
い

く
、

科
学

の
醍

醐
味

を
少

し
分

か
っ

て
貰

え
れ

ば
幸

い
で

す
。

（
ａ

）
多

少
の

実
技

（
実

験
）

を
含

み
ま

す
。

（
ｂ

）
科

学
の

分
野

を
含

み
ま

す
。

（
ｄ

）
1
5
人

程
度

も
可

能
で

す
。

（
ｅ

）
月

・
水

曜
日

は
不

可
で

す
。

（
ｆ

）
小

学
校

高
学

年
に

も
実

施
可

能
で

す
。

1
2
1

そ
の

他
開

催
テ

ー
マ

に
は

な
く

、
相

手
方

と
の

話
し

合
い

に
よ

り
企

画
し

て
実

施
し

た
も

の
等

。
例

：
電

気
自

動
車

を
作

ろ
う

。
ス

ー
パ

ー
ソ

ー
ラ

ー
カ

ー
工

作
教

室
。

ロ
ボ

カ
ッ

プ
ジ

ュ
ニ

ア
大

町
。

等
1
2

1
8
6

合
　

　
計

5
2

1
,
7
3
1
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 №
授
業
テ
ー
マ
名

学
科
・
教
員
名

対
象
学
年

所
要
時
間
（
分
）

授
業
の
概
要

備
考

実
施
回
数

参
加
者
数

（
概
数
）

1
発
明
っ
て
何
だ
ろ
う
？

機
械
工
学
科
／
戸
谷
順
信

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

1
2
0

日
本
人
は
、
多
く
の
発
明
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
、
世
界
で
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
で
発
明
の
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
発
明
っ

て
何
だ
ろ
う
？
発
明
を
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
発
明
を
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
に
役
立
つ
の
だ
ろ
う
？
を
テ
ー
マ

に
C
D
や
資
料
を
使
っ
て
解
説
し
ま
す
。

2
地
球
温
暖
化
問
題
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
械
工
学
科
／
羽
田
喜
昭

小
学
校
5
年
生
～
中
学
生

相
談
に
よ
る

実
験
を
通
し
て
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
現
在
注
目
さ
れ
て
い
る
燃
料
電
池
・
温
度

差
発
電
な
ど
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
予
定
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
何
か
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か

な
ど
を
説
明
す
る
と
同
時
に
、
で
き
る
だ
け
お
も
し
ろ
い
科
学
現
象
も
紹
介
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

3
1
0
0

3
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
お
よ
び
ス
ケ
ル
ト
ン
の
世
界

機
械
工
学
科
／
長
坂
明
彦

小
学
校
高
学
年

3
0
～
6
0

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
競
技
や
滑
走
時
の
選
手
の
状
態
な
ど
に
つ
い
て
、
実
験
デ
ー
タ
な
ど
を
交
え
て
話
す
。
興
味
が
あ
れ

ば
、
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
ス
ラ
ッ
プ
ス
ケ
ー
ト
の
ブ
レ
ー
ド
（
刃
）
に
つ
い
て
、
実
験
デ
ー
タ
を
と
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

1
3
0

4
鋳
物
作
り

機
械
工
学
科
／
長
坂
明
彦

小
学
校
4
年
生
～
中
学
校
2
年
生

6
0
～
1
2
0

鋳
物
作
り
は
歴
史
的
に
は
古
く
か
ら
の
技
術
で
あ
る
。
例
え
ば
、
銅
鏡
、
銅
鐸
、
金
印
お
よ
び
奈
良
の
大
仏
な
ど
の
鋳
物
品
が

挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
金
属
材
料
に
低
融
点
合
金
を
用
い
て
、
鋳
物
作
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

1
1
4

5
歯
車
の
は
な
し

機
械
工
学
科
／
長
坂
明
彦

小
学
生
～
中
学
校
2
年
生

6
0

自
動
車
は
ど
う
し
て
左
右
に
曲
が
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？
時
計
は
ど
の
よ
う
に
時
を
刻
む
の
だ
ろ
う
か
？
江
戸
の
か
ら
く
り
人
形

は
ど
う
や
っ
て
お
茶
を
運
ぶ
の
だ
ろ
う
か
？
そ
こ
に
は
歯
車
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
歯
車
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

6
長
さ
を
は
か
る

機
械
工
学
科
／
岡
田
　
学

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

6
0
～
9
0

あ
な
た
の
指
先
も
1
/
1
0
0
m
m
の
違
い
を
は
っ
き
り
区
別
で
き
ま
す
。
髪
を
指
先
で
触
っ
た
と
き
の
感
触
と
、
実
際
の
髪
の
太
さ

の
測
定
な
ど
を
比
較
し
て
、
人
間
の
感
覚
の
繊
細
さ
な
ど
を
体
験
的
に
学
習
し
ま
す
。
寸
法
を
測
る
方
法
と
そ
の
歴
史
に
つ
い

て
も
簡
単
に
解
説
し
ま
す
。
ま
た
、
衛
星
を
利
用
し
た
G
P
S
に
よ
る
長
さ
の
測
定
に
つ
い
て
、
体
験
的
に
学
習
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
し
く
み
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

7
低
燃
費
自
動
車
の
秘
密

機
械
工
学
科
／
岡
田
　
学

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

6
0
～
9
0

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
や
新
世
代
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
は
、
少
な
い
燃
料
で
走
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
経
済
的
で
環
境
に
や
さ

し
い
自
動
車
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
講
座
で
は
、
そ
れ
ら
低
燃
費
自
動
車
の
秘
密
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
究
極

の
低
燃
費
を
競
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
数
百
～
数
千
k
m
の
燃
費
で
走
る
燃
費
競
技
（
エ
コ
ラ
ン
）
レ
ー
ス
で
の
高

専
や
中
学
校
の
活
躍
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

平
成
2
1
年
度
新
規
開
講

8
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
『
ロ
ボ
コ
ン
体
験
！
』

（
ロ
ボ
コ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0
0
9
指
導
教
員
）

機
械
工
学
科
／
宮
下
大
輔
，
宮
崎
　
忠
、
小
林
裕
介

電
気
電
子
工
学
科
／
大
澤
幸
造
，
春
日
貴
志
，
秋
山
　
正
弘

電
子
制
御
工
学
科
／
山
崎
保
範
，
森
山
　
実
、
中
山
英
俊

小
学
校
4
年
生
～
中
学
生

6
0
～
1
2
0

N
H
K
ア
イ
デ
ア
対
決
高
専
ロ
ボ
コ
ン
に
出
場
し
た
最
近
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
隠
さ
れ
た
技
術
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
展
示
す
る
ほ
か
、
実
演
や
操
縦
体
験
も
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
演
や
操
縦
体
験
に
関
し
て
は
、
実
演
を
行
な
う
会
場
や
ロ
ボ
ッ
ト
お
よ
び
競
技
機
材
の
搬
送
・
設
営

の
関
係
か
ら
、
予
め
お
問
合
せ
下
さ
い
。
左
記
記
載
の
担
当
教
員
の
う
ち
、
対
応
可
能
な
教
員
（
実
演
と
操
縦
体
験
の
場
合

は
、
学
生
数
名
が
加
わ
り
ま
す
）
が
伺
い
ま
す
。

今
年
の
高
専
ロ
ボ
コ
ン
の
大
会
が
終
了
す
る
1
2
月
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
の
実
演
お
よ
び
操
縦
体
験
を
希
望
す
る
場
合
、
操
作
を
本
校
学
生

が
行
う
関
係
で
、
休
日
（
土
・
日
曜
日
、
祭
日
、
本
校
の
長
期
休
業
日
）
の

実
施
を
ご
検
討
願
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
状
態
に
よ
っ
て
は
ご
希

望
の
期
日
に
実
施
で
き
な
い
場
合
や
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を

ご
承
知
お
き
願
い
ま
す
。

9
光
と
風
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

電
気
電
子
工
学
科
／
大
澤
幸
造

小
学
校
4
年
生
～
中
学
生

6
0

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
増
加
は
地
球
温
暖
化
を
加
速
さ
せ
、
異
常
気
象
を
も
た
ら
す
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
自
体
は
私
た
ち
が
直
接
目
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
増
加
の
危
機
感
を
感

じ
と
る
こ
と
が
難
し
く
、
こ
れ
が
問
題
を
拡
大
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
を
探
り
、
我
が

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
状
況
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
方
法
と
そ
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。
皆
で
、
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
生
活
で
必
要
な
対
策
を
考
え
な
が
ら
授
業
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

1
3
5

1
0
移
動
技
術
科
学
館

電
気
電
子
工
学
科
／
古
川
万
寿
夫
、
鈴
木
　
宏
、
渡
辺
誠
一
、
春
日
貴
志
、
秋
山

正
弘
、
百
瀬
成
空

機
械
工
学
科
／
戸
谷
順
信

電
子
制
御
工
学
科
／
江
角
直
道

環
境
都
市
工
学
科
／
永
藤
壽
宮

一
般
科
／
板
屋
智
之
、
藤
原
勝
幸
、
奥
村
紀
浩

小
学
校
3
年
生
～
中
学
生

会
場
準
備
:
9
0

授
業
:
1
2
0
～
1
8
0

1
回
2
0
～
5
0
分
程
度
の
工
作
や
実
験
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
ブ
ー
ス
を
テ
ー
マ
ご
と
に
い
く
つ
か
授
業
会
場
に
設
営
し
ま
す
。

受
講
生
は
こ
の
ブ
ー
ス
を
自
由
に
ま
わ
っ
た
り
、
選
択
し
て
ま
わ
っ
た
り
し
て
、
複
数
の
工
作
や
実
験
を
体
験
し
ま
す
。
各

ブ
ー
ス
の
テ
ー
マ
と
数
な
ど
運
営
方
法
は
、
受
講
生
の
年
齢
や
人
数
に
応
じ
て
相
談
の
う
え
ご
提
案
し
ま
す
。
仮
に
ブ
ー
ス
ご

と
の
テ
ー
マ
の
例
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
①
超
低
温
実
験
シ
ョ
ー
　
②
ふ
し
ぎ
な
振
り
子
　
③
静

電
気
で
遊
ぼ
う
　
④
電
池
を
作
ろ
う
　
⑤
紙
飛
行
機
を
作
ろ
う
　
⑥
マ
イ
コ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
ろ
う
　
⑦
汁
わ
ん

の
ひ
み
つ
　
⑧
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
で
遊
ぼ
う
　
⑨
ハ
イ
テ
ク
吸
水
性
ポ
リ
マ
ー
で
遊
ぼ
う
　
⑩
か
た
ち
を
憶
え
る
針
金
で
遊
ぼ
う

⑪
そ
の
他
　
さ
ら
に
詳
し
い
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
2
。
n
a
g
a
n
o
-
n
c
t
。
a
c
。
j
p
/
~
f
u
r
u
k
a
w
a
/
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
人
数
1
2
0
名
程
度
ま
で
。

実
施
規
模
・
会
場
等
調
整
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
概
ね
2
ヶ
月
前
ま
で
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
ら
か
じ
め
材
料
を
ご
用
意
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

9
5
3
0

1
1
め
ざ
せ
！
技
術
者
・
科
学
者
　
あ
な
た
の
進
路
は
？

電
気
電
子
工
学
科
／
古
川
万
寿
夫
、
鈴
木
　
宏
、
渡
辺
誠
一
、
百
瀬
 
成
空

小
学
校
6
年
生
～
中
学
生

講
話
の
み
:
4
5

講
話
と
実
験
:

6
0
～
9
0

進
路
に
関
す
る
講
話
を
し
な
が
ら
、
何
ら
か
の
理
科
演
示
実
験
を
組
み
合
わ
せ
た
形
で
授
業
を
し
、
技
術
・
科
学
の
お
も
し
ろ

さ
を
伝
え
、
技
術
者
・
科
学
者
に
な
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
高
専
の
紹
介
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
授
業
時
間
が
短
い
場
合
は
講
話
の
み
で
も
可
能
で
す
。
中
学
校
の
進
路
選
択
指
導
に
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

7
4
8
0

1
2
た
の
し
い
科
学
工
作
や
実
験
を
し
て
み
よ
う

電
気
電
子
工
学
科
／
古
川
万
寿
夫
、
柄
澤
孝
一
、
渡
辺
誠
一

小
学
校
3
年
生
～
中
学
生

6
0
～
1
2
0

興
味
を
も
っ
て
科
学
の
勉
強
を
す
る
に
は
、
工
作
や
実
験
の
実
体
験
が
大
切
で
す
。
受
講
生
全
員
に
科
学
工
作
や
実
験
を
し
て

も
ら
い
な
が
ら
、
そ
の
原
理
を
説
明
し
、
楽
し
さ
不
思
議
さ
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。
仮
に
テ
ー
マ
の
例
を
以
下
に
あ
げ
ま

す
が
、
テ
ー
マ
は
ご
依
頼
先
と
相
談
の
う
え
決
め
ま
す
。
①
ク
リ
ッ
プ
モ
ー
タ
ー
を
作
ろ
う
　
②
紙
コ
ッ
プ
ス
ピ
ー
カ
ー
を
作

ろ
う
　
③
電
磁
石
を
作
ろ
う
　
④
身
近
な
材
料
で
電
池
を
作
ろ
う
　
⑤
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
ラ
ジ
オ
を
作
ろ
う
　
⑥
浮
沈
子
を
作
ろ

う
　
⑦
声
で
踊
る
モ
ー
ル
へ
び
を
作
ろ
う
　
⑧
太
陽
電
池
で
遊
ぼ
う
　
⑨
静
電
気
で
遊
ぼ
う
　
⑩
磁
石
で
遊
ぼ
う
　
⑪
そ
の
他

（
相
談
に
よ
っ
て
テ
ー
マ
設
定
で
き
ま
す
。
）
　
さ
ら
に
詳
し
い
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
2
.
n
a
g
a
n
o
-

n
c
t
.
a
c
.
j
p
/
~
f
u
r
u
k
a
w
a
/
 
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
人
数
4
0
名
ま
で
。

あ
ら
か
じ
め
材
料
を
ご
用
意
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

1
2
0

1
3
飛
べ
！
 
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト

電
気
電
子
工
学
科
／
古
川
万
寿
夫

小
学
校
4
年
生
～
中
学
生

2
0
0
分
以
上

空
気
と
水
で
飛
ぶ
ロ
ケ
ッ
ト
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
、
お
子
さ
ん
た
ち
が
作
り
ま
す
。
製
作
後
、
グ
ラ
ン
ド
な
ど
で
実
際

に
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
し
て
み
ま
す
。
簡
単
に
で
き
て
よ
く
飛
び
ま
す
の
で
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
飛
ぶ
し
く

み
も
説
明
し
ま
す
。

・
用
意
い
た
だ
く
も
の
：
1
.
5
L
の
炭
酸
飲
料
の
空
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
自
転
車

空
気
ポ
ン
プ
、
噴
射
口
（
1
個
約
4
0
0
円
）
な
ど

・
数
百
ｍ
飛
び
ま
す
の
で
、
飛
ば
す
際
に
は
広
い
場
所
が
必
要
で
す
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
入
れ
て
飛
ば
す
の
で
、
飛
ば
す
場
所
付
近
に
水
道

が
必
要
で
す
。

1
4
ふ
し
ぎ
？
科
学
マ
ジ
ッ
ク

電
気
電
子
工
学
科
／
古
川
万
寿
夫

小
学
生

4
5
～
6
0

（
工
作
を
す
る

　
場
合
は
9
0
）

子
ど
も
た
ち
が
科
学
に
興
味
を
抱
く
た
め
に
は
、
ま
ず
目
に
映
っ
た
科
学
現
象
を
不
思
議
に
思
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
出

前
授
業
で
は
、
理
科
で
学
ぶ
科
学
原
理
を
使
っ
た
簡
単
な
科
学
手
品
を
演
示
し
ま
す
。
ま
た
、
手
品
の
タ
ネ
明
か
し
を
な
が
ら

原
理
を
学
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
時
間
が
あ
れ
ば
マ
ジ
ッ
ク
グ
ッ
ズ
の
工
作
も
で
き
ま
す
。

人
数
は
、
手
元
で
行
う
手
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
の
人
数
が
よ
い
。

演
示
者
か
ら
の
距
離
が
８
m
以
内
な
ら
ば
見
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

7
5
7
2

1
5
び
っ
く
り
！
超
低
温
実
験
シ
ョ
ー

電
気
電
子
工
学
科
／
古
川
万
寿
夫

小
学
生
・
中
学
生

4
5
～
1
2
0

こ
の
出
前
授
業
で
は
、
約
-
1
9
6
℃
の
液
体
窒
素
を
用
い
て
、
花
、
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
、
マ
シ
ョ
マ
ロ
な
ど
様
々
な
も
の
を
凍
ら
せ

る
実
験
を
演
示
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
希
望
に
よ
り
物
質
の
三
態
な
ど
関
連
す
る
事
柄
に
つ
い
て
、
授
業
を
実
施
す
る
学
年
に
応

じ
た
内
容
で
説
明
を
し
ま
す
。

時
間
や
人
数
に
よ
り
進
め
方
を
ア
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

5
3
0
6

1
6
わ
く
わ
く
サ
イ
エ
ン
ス
体
験
ひ
ろ
ば
「
エ
ク
ス
プ
ロ
ラ
ト
リ
ウ
ム
」

電
気
電
子
工
学
科
／
古
川
万
寿
夫

小
学
校
3
年
生
～
6
年
生

6
0
～
1
2
0

理
科
実
験
、
理
科
工
作
品
や
科
学
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
3
0
～
5
0
点
を
展
示
し
て
、
お
子
さ
ん
に
自
由
に
触
れ
て
も
ら
い
な
が
ら
科

学
体
験
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
た
ち
に
も
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
そ
う
な
も
の
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
体
験

す
る
こ
と
に
よ
り
自
由
研
究
な
ど
自
発
的
な
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
展
示
用
に
長
机
が
1
5
～
2
5
必
要
で
す
。

・
搬
入
、
設
営
に
1
2
0
分
、
撤
去
に
6
0
分
が
必
要
で
す
。

2
1
3
8

1
7
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
を
作
っ
て
声
を
電
波
で
飛
ば
そ
う

電
気
電
子
工
学
科
／
渡
辺
誠
一

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

2
4
0

エ
ッ
チ
ン
グ
法
に
よ
る
プ
リ
ン
ト
基
板
の
製
作
（
1
2
0
分
）
，
半
田
付
け
に
よ
る
A
M
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
の
製
作
（
9
0
分
）
，

市
販
ラ
ジ
オ
を
使
っ
た
動
作
確
認
実
験
（
3
0
分
）
を
行
い
ま
す
。

詳
細
は
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
a
b
e
l
a
b
.
c
o
m
/
を
ご
覧
下
さ
い
。

人
数
：
1
5
名
程
度
ま
で

対
象
：
半
田
付
け
の
技
術
を
要
す
る
た
め
、
学
校
や
地
域
の
科
学
ク
ラ
ブ
へ

の
出
前
を
希
望
し
ま
す
。

実
施
日
：
9
月
中
ま
で
は
月
曜
日
を
希
望
し
ま
す
。
長
期
休
業
中
お
よ
び
1
0

月
以
降
は
ご
相
談
下
さ
い
。

1
8
太
陽
光
発
電
を
体
験
し
よ
う

電
気
電
子
工
学
科
／
渡
辺
誠
一

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

9
0

半
導
体
を
用
い
た
太
陽
電
池
の
動
作
原
理
の
説
明
と
色
素
増
感
型
太
陽
電
池
に
よ
る
実
験
（
6
0
分
）
，
太
陽
電
池
な
ど
を
用
い

た
太
陽
光
発
電
の
紹
介
（
1
5
分
）
，
本
校
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
研
究
部
が
製
作
し
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
の
紹
介
（
1
5
分
）
を
行
い
ま

す
。
詳
細
は
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
a
b
e
l
a
b
.
c
o
m
/
を
ご
覧
下
さ
い
。

実
施
日
：
9
月
中
ま
で
は
月
曜
日
を
希
望
し
ま
す
。
長
期
休
業
中
お
よ
び
1
0

月
以
降
は
ご
相
談
下
さ
い
。

1
9
風
力
発
電
機
を
作
ろ
う

電
気
電
子
工
学
科
／
渡
辺
誠
一

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

1
2
0

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
重
要
性
の
説
明
（
1
0
分
）
，
風
力
発
電
機
の
原
理
の
説
明
（
1
0
分
）
，
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
活
用
し
た

風
力
発
電
機
の
製
作
お
よ
び
実
験
（
1
0
0
分
）
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
a
b
e
l
a
b
.
c
o
m
/
を
ご
覧
下
さ
い
。

持
ち
物
：
空
の
5
0
0
m
L
お
よ
び
2
L
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
，
そ
れ
ら
に
合
う

キ
ャ
ッ
プ
を
1
組
づ
つ
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

実
施
日
：
9
月
中
ま
で
は
月
曜
日
を
希
望
し
ま
す
。
長
期
休
業
中
お
よ
び
1
0

月
以
降
は
ご
相
談
下
さ
い
。

2
5
5

2
0
電
気
自
動
車
を
作
ろ
う

電
気
電
子
工
学
科
／
渡
辺
誠
一

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

1
2
0

電
気
二
重
層
コ
ン
デ
ン
サ
，
モ
ー
タ
，
プ
ラ
ボ
ー
ド
を
用
い
た
電
気
自
動
車
の
製
作
（
1
1
0
分
）
，
動
作
実
験
（
1
0
分
）
を
行

い
ま
す
。
詳
細
は
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
a
b
e
l
a
b
.
c
o
m
/
を
ご
覧
下
さ
い
。

平
成
2
1
年
度
新
規
開
講

実
施
日
：
9
月
中
ま
で
は
月
曜
日
を
希
望
し
ま
す
。
長
期
休
業
中
お
よ
び
1
0

月
以
降
は
ご
相
談
下
さ
い
。

平
成
2
1
年
度
新
規
開
講

平
成

２
１

年
度

　
出

前
授

業
一

覧
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 №
授
業
テ
ー
マ
名

学
科
・
教
員
名

対
象
学
年

所
要
時
間
（
分
）

授
業
の
概
要

備
考

実
施
回
数

参
加
者
数

（
概
数
）

2
1
電
話
で
遊
ぼ
う

電
気
電
子
工
学
科
／
春
日
貴
志

小
学
生

6
0
～
9
0

遠
く
の
人
と
会
話
す
る
方
法
と
し
て
電
話
が
あ
り
ま
す
。
簡
単
な
電
話
と
し
て
、
糸
電
話
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
授
業
で
は
、
糸

電
話
の
糸
を
様
々
な
材
料
を
使
う
こ
と
で
、
ど
の
糸
が
遠
く
ま
で
伝
わ
る
か
、
良
く
聞
こ
え
る
か
実
験
し
ま
す
。
ま
た
、
F
M
ラ

ジ
オ
を
使
っ
た
携
帯
電
話
を
使
っ
て
実
験
し
ま
す
。

4
7
8

2
2
電
波
を
体
感
し
よ
う

電
気
電
子
工
学
科
／
春
日
貴
志

中
学
生

6
0
～
9
0

電
波
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
解
説
し
、
実
際
に
ア
ン
テ
ナ
か
ら
放
射
さ
れ
る
電
波
が
ど
の
よ
う
に
伝
搬
す
る
か
、
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
を
使
い
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
の
作
製
や
F
M
放
送
の
受
信
実
験
な
ど
、
普
段
は
目
で
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

電
波
を
体
感
し
ま
す
。

実
験
装
置
の
都
合
上
、
人
数
は
1
0
名
程
度

2
3
「
真
空
」
の
世
界
を
見
よ
う

電
気
電
子
工
学
科
／
百
瀬
成
空

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

4
5
～
9
0

こ
の
授
業
で
は
、
い
ま
や
日
用
品
か
ら
先
端
技
術
に
ま
で
さ
か
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
「
真
空
」
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
前
半
は

真
空
が
身
の
回
り
の
意
外
な
と
こ
ろ
で
役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
紹
介
を
交
え
な
が
ら
、
「
そ
も
そ
も
真
空
っ
て
な
に
？
」
と

い
う
説
明
を
し
、
後
半
は
真
空
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を
、
現
象
の
解
説
を
交
え
な
が
ら
演
示
し
ま
す
。
対
象
学
年
、
授

業
時
間
に
よ
っ
て
授
業
・
実
験
内
容
を
調
整
し
ま
す
。
（
た
と
え
ば
真
空
の
先
端
技
術
へ
の
応
用
や
、
な
ぜ
空
気
が
薄
い
と
低

温
で
沸
騰
す
る
の
か
な
ど
。
）

実
験
を
で
き
る
だ
け
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
人
数
は
4
0
人
程
度

4
6
9

2
4
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
体
験
！

電
気
電
子
工
学
科
／
百
瀬
成
空
、
秋
山
正
弘

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

「
ハ
ン
デ
ィ
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
」
を
手
に
、
身
近
に
存
在
す
る
様
々
な
「
モ
ノ
」
を
観
察
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
観
察
し
た
映

像
は
パ
ソ
コ
ン
（
ご
用
意
し
ま
す
。
）
に
取
り
込
め
、
そ
の
場
で
長
さ
等
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
授
業
の
途
中
で
、

■
顕
微
鏡
の
原
理
、
■
最
先
端
の
顕
微
鏡
、
■
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
が
映
像
を
表
示
す
る
仕
組
み
、
■
半
導
体
集
積
回
路
と

は
、
な
ど
に
つ
い
て
映
像
を
使
い
な
が
ら
説
明
し
（
対
象
学
年
や
時
間
に
よ
っ
て
調
整
し
ま
す
。
）
、
終
盤
で
は
最
先
端
技
術

で
作
製
さ
れ
た
集
積
回
路
な
ど
を
観
察
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
講
人
数
は
1
2
人
程
度
が
望
ま
し
い
が
、
2
0
人
程
度
ま
で
対
応
い
た
し
ま

す
。

2
5
江
戸
期
の
ロ
ボ
ッ
ト
か
ら
く
り
人
形
の
不
思
議
を
学
ぶ

電
子
制
御
工
学
科
／
岸
　
佐
年

小
学
校
5
年
生
～
中
学
生

4
5
～
9
0

日
本
の
科
学
技
術
の
振
興
は
、
明
治
期
以
降
の
西
欧
か
ら
の
科
学
技
術
の
導
入
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
か
ら
く
り
人
形
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
江
戸
期
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
日
本
に
は
優
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
が
存
在
し
ま

し
た
。
こ
の
授
業
で
は
、
茶
運
人
形
、
指
南
車
な
ど
か
ら
く
り
人
形
の
実
物
に
触
れ
、
そ
の
仕
掛
け
を
見
て
技
術
の
歴
史
を
学

び
、
さ
ら
に
そ
の
動
作
の
理
屈
を
理
解
し
、
現
在
の
日
本
の
科
学
技
術
が
こ
れ
ら
の
伝
統
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま

す
。

2
6
”
ま
さ
つ
”
っ
て
何
だ
ろ
う

電
子
制
御
工
学
科
／
山
崎
保
範

小
学
校
4
年
生
～
中
学
生

6
0

“
ま
さ
つ
”
は
摩
擦
で
あ
っ
て
、
日
々
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
発
生
原
理
や
性
質
に
つ
い
て
は
、
誤
解
に

満
ち
て
い
ま
す
。
“
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
指
で
奏
で
る
グ
ラ
ス
ハ
ー
モ
ニ
カ
”
、
“
1
k
g
の
重
り
で
馬
を
繋
ぐ
方
法
”
、
“
摩
擦

力
は
面
積
に
無
関
係
”
、
“
昔
懐
か
し
い
自
在
鉤
”
な
ど
の
実
験
と
議
論
を
通
じ
て
，
“
ま
さ
つ
”
の
不
思
議
に
迫
り
ま
す
。

で
き
れ
ば
、
目
に
見
え
な
い
も
の
を
想
像
力
で
補
っ
て
い
く
、
科
学
の
醍
醐
味
を
少
し
分
か
っ
て
貰
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

月
・
火
曜
日
以
外

金
曜
日
が
ベ
ス
ト

2
3
3

2
7
磁
石
を
作
っ
て
み
よ
う

電
子
制
御
工
学
科
／
森
山
　
実

中
学
校
1
～
2
年
生

1
回
9
0
 
計
1
8
0

い
く
つ
か
の
溶
液
を
化
学
反
応
さ
せ
て
、
フ
ェ
ラ
イ
ト
磁
石
を
つ
く
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
炭
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
溶
液
に
塩
化
鉄
と
塩
化
バ
リ
ウ
ム
を
混
ぜ
て
沈
殿
さ
せ
ま
す
。
沈
殿
物
を
水
洗
、
乾
燥
、
熱
処
理
、
成
型
、
(
本
焼

成
は
省
略
)
、
磁
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
バ
リ
ウ
ム
フ
ェ
ラ
イ
ト
磁
石
を
作
り
ま
す
。
熱
処
理
工
程
が
必
要
な
た
め
、
2
回
に
分

け
て
実
施
し
ま
す
。
熱
処
理
を
行
う
た
め
電
気
炉
設
備
は
本
校
の
も
の
を
使
用
で
き
ま
す
。

設
備
の
都
合
上
、
4
～
8
人
程
度
が
実
験
し
や
す
い
人
数
で
す
。

2
8
君
の
声
を
見
て
み
よ
う
！
！

電
気
電
子
工
学
科
／
鈴
木
　
宏

小
学
校
4
年
生
～
中
学
生

4
5
～
9
0

大
き
い
音
と
小
さ
い
音
や
高
い
音
と
低
い
音
の
違
い
を
見
な
が
ら
、
音
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
う
や
っ
て
聞
こ
え
る
か

を
、
楽
器
の
音
な
ど
を
例
に
と
り
、
実
験
を
し
な
が
ら
解
説
し
て
い
く
。
（
2
0
分
程
度
）
　
人
間
の
声
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
形
に
な
っ
て
い
る
か
を
説
明
し
な
が
ら
、
実
際
に
生
徒
の
声
の
形
を
、
機
械
に
取
り
込
ん
で
見
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
と
き
に

使
用
し
た
機
械
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
う
。
（
2
0
分
程
度
）
　
授
業
は
、
実
験
を
伴
う
た
め
多
く
の
児
童
・
生
徒
に
行
う
と
倍

の
時
間
で
も
よ
い
。

3
8
0

2
9
マ
イ
コ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
で
動
く
も
の
を
作
ろ
う

電
気
電
子
工
学
科
／
鈴
木
　
宏

電
子
制
御
工
学
科
／
江
角
直
道
、
中
山
英
俊

小
学
校
3
年
生
～
中
学
生

相
談
に
よ
る

モ
ー
タ
・
セ
ン
サ
ー
・
ギ
ア
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
し
て
、
車
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
動
く
も
の
を
作
る
。
そ
れ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
で
き
る
マ
イ
コ
ン
が
入
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
思
い
通
り
に
作
っ
た
も
の
を
動
か
し
て
み
る
。
小
学
3
・
4
年
生
：
6
0
分

～
9
0
分
で
、
説
明
と
設
計
図
通
り
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
製
作
し
、
サ
ン
プ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
動
か
す
。
小
学
5
年
生
以
上
中
学
生
：

9
0
分
～
1
2
0
分
で
、
説
明
と
自
由
に
ブ
ロ
ッ
ク
で
動
く
も
の
を
作
り
、
実
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
っ
て
作
っ
た
も
の
を
動
か

す
。
ま
た
、
最
新
の
2
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
玩
具
を
操
作
し
て
み
る
。

対
象
人
数
2
0
名
程
度
が
よ
い
が
，
4
0
名
ま
で
可
能
。

2
9
5

3
0
や
さ
し
い
ね
じ
の
話

電
子
制
御
工
学
科
／
堀
内
富
雄

小
学
校
5
年
生
～
中
学
生

4
5
～
6
0

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
工
業
製
品
に
は
多
く
の
「
ね
じ
」
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
ね
じ
」
に
つ
い
て
、
ね
じ
山
の

形
状
の
違
い
や
用
途
に
よ
り
分
類
し
て
み
ま
す
。
ま
た
、
「
ね
じ
」
の
作
り
方
に
つ
い
て
手
作
業
で
の
場
合
と
工
業
的
に
大
量

生
産
す
る
場
合
の
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
さ
ら
に
「
ね
じ
」
の
歴
史
を
た
ど
り
つ
つ
、
今
日
大
量
に
使
わ
れ
て
い
る
「
ね

じ
」
に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
ま
す
。

1
1
3

3
1
プ
ラ
ズ
マ
の
科
学
と
そ
の
応
用

電
子
制
御
工
学
科
／
江
角
直
道

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

（
高
校
生
、
大
学
生
、
社
会
人
可
）

6
0
～
1
2
0

最
近
よ
く
見
聞
き
す
る
「
プ
ラ
ズ
マ
」
と
い
う
言
葉
。
言
葉
は
知
っ
て
い
る
が
な
ん
だ
か
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
は
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
ん
な
疑
問
に
簡
単
な
実
験
と
解
説
を
交
え
な
が
ら
答
え
て
い
き
ま
す
。
身
の
回
り
に
あ
る
プ
ラ

ズ
マ
、
も
の
づ
く
り
に
利
用
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ズ
マ
、
未
来
の
究
極
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
核
融
合
発
電
に
利
用
さ
れ
る
プ

ラ
ズ
マ
等
の
紹
介
を
通
じ
て
、
プ
ラ
ズ
マ
の
特
徴
や
な
ぜ
今
プ
ラ
ズ
マ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
か
に
迫
り
ま
す
。

3
2
磁
気
（
磁
石
）
と
電
気
の
関
係

電
子
制
御
工
学
科
／
中
山
英
俊

小
学
校
3
年
生
～
中
学
生

4
5
～
1
2
0

磁
気
（
磁
石
）
と
電
気
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
磁
石
は
電
気
を
使
っ
て
つ
く
れ
ま
す
し
、
電
気
は
磁
石
を
使
っ
て
つ

く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
磁
気
と
電
気
の
関
係
に
つ
い
て
実
験
を
通
し
て
学
び
ま
す
。
内
容
は
、
「
磁
石
の
引
力
・
斥
力
」
、
「
電

気
を
使
っ
て
磁
石
を
つ
く
る
（
電
磁
石
）
」
、
「
磁
石
を
使
っ
て
電
気
を
つ
く
る
（
電
磁
誘
導
）
」
の
3
テ
ー
マ
を
基
礎
と

し
、
さ
ら
に
応
用
と
し
て
「
振
っ
て
発
電
！
懐
中
電
灯
」
「
磁
石
で
1
円
玉
を
動
か
す
」
、
「
落
下
速
度
が
遅
く
な
る
磁

石
」
、
「
超
電
導
物
質
の
上
で
浮
く
磁
石
」
な
ど
の
シ
ョ
ー
を
行
い
、
そ
の
科
学
現
象
の
原
理
を
解
明
し
ま
す
。

対
象
人
数
：
4
0
人
程
度
ま
で
。
科
学
現
象
を
で
き
る
だ
け
近
く
で
見
て
欲
し

い
の
で
、
少
人
数
が
望
ま
し
い
。

1
3
0

3
3
磁
石
を
使
っ
て
、
振
動
セ
ン
サ
を
作
っ
て
み
よ
う
！

電
子
制
御
工
学
科
／
中
山
英
俊

小
学
校
5
年
生
～
中
学
3
年
生

4
5
～
9
0

（
相
談
の
上
、
調
整
し
ま
す
）

磁
石
を
使
っ
た
も
の
づ
く
り
教
室
で
す
。
小
さ
な
磁
石
と
ア
ク
リ
ル
パ
イ
プ
な
ど
を
使
っ
て
、
小
型
の
振
動
セ
ン
サ
を
作
り
ま

す
。
合
わ
せ
て
、
磁
石
や
振
動
セ
ン
サ
に
つ
い
て
の
知
識
を
、
体
験
を
通
し
て
学
ん
で
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
磁
石
に
関

す
る
学
習
と
、
部
品
を
接
着
剤
で
組
み
立
て
る
セ
ン
サ
の
製
作
を
行
い
ま
す
。
作
っ
た
セ
ン
サ
は
持
ち
帰
っ
て
遊
べ
ま
す
。
た

だ
し
、
製
作
費
用
の
関
係
で
、
年
間
対
応
件
数
は
調
整
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

新
規
テ
ー
マ
で
あ
り
、
材
料
調
達
・
準
備
に
時
間
が
掛
か
り
ま
す
。
お
早
め

に
ご
相
談
下
さ
い
。
対
象
人
数
２
０
名
程
度
が
よ
い
が
、
４
０
名
程
度
ま
で

可
能
。
（
た
だ
し
、
接
着
剤
に
よ
る
工
作
を
含
む
の
で
、
受
講
者
の
能
力
に

よ
っ
て
は
大
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
し
ま
す
。
）

3
4
透
明
マ
ン
ト
は
で
き
る
の
か
！
？

電
子
制
御
工
学
科
／
中
山
英
俊

小
学
校
3
年
生
～
中
学
3
年
生

（
学
年
に
応
じ
た
レ
ベ
ル
で
対
応
）

4
5
～
9
0

（
相
談
の
上
、
調
整
し
ま
す
）

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
な
ど
に
も
登
場
す
る
「
透
明
マ
ン
ト
」
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
世
界
の
科
学
者
が
研
究
し
て
い
ま
す
。

ど
う
や
っ
た
ら
透
明
マ
ン
ト
を
作
れ
る
の
か
、
透
明
マ
ン
ト
の
材
料
は
存
在
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
最
先
端
の
科
学
技
術
を
説

明
し
ま
す
。
メ
タ
マ
テ
リ
ア
ル
と
い
う
不
思
議
な
材
料
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
そ
の
謎
を
解
き
明
か
し
ま
す
。

新
規
テ
ー
マ
の
た
め
、
準
備
に
時
間
が
掛
か
り
ま
す
。
お
早
め
に
ご
相
談
下

さ
い
。

3
5
材
料
の
不
思
議

電
子
制
御
工
学
科
／
堀
口
勝
三

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

3
0
～
6
0

私
た
ち
の
身
の
回
り
の
も
の
は
、
様
々
な
材
料
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
私
た
ち
の
生
活
の
役
に
立
つ
も
の
を

つ
く
る
に
は
、
材
料
の
性
質
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
授
業
で
は
、
日
頃
良
く
目
に
す
る
金
属
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
の
材
料
が
持
つ
不
思
議
な
性
質
に
つ
い
て
説
明
し
、
材
料
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
す
。

　
1

1
3

3
6
ゆ
ら
ぎ
の
不
思
議

「
中
止
」

3
7
光
フ
ァ
イ
バ
と
光
通
信

電
気
電
子
工
学
科
／
大
澤
幸
造
、
春
日
貴
志

中
学
生

4
0
～
9
0

I
T
技
術
の
基
盤
技
術
で
あ
る
光
通
信
と
、
そ
れ
を
支
え
る
光
フ
ァ
イ
バ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
簡
単
な
演
示
実
験

を
行
っ
て
光
フ
ァ
イ
バ
の
原
理
を
わ
か
り
易
く
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
光
を
利
用
し
た
通
信
の
歴
史
的
か
ら
、
現
在
の
光
情
報

通
信
の
様
子
ま
で
を
紹
介
し
、
光
通
信
の
実
験
装
置
で
体
験
実
習
を
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
電
波
と
光
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
も

簡
単
に
お
話
し
し
ま
す
。

特
に
不
可
能
な
時
期
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
相
談
の
上
、
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
下
さ
い
。

3
8
電
子
顕
微
鏡
と
ミ
ク
ロ
の
世
界

電
子
情
報
工
学
科
／
押
田
京
一

中
学
校
2
～
3
年
生

3
0
～
6
0

対
象
物
を
ガ
ラ
ス
レ
ン
ズ
で
拡
大
す
る
光
学
顕
微
鏡
は
、
普
段
学
校
で
使
わ
れ
、
倍
率
が
最
大
で
1
0
0
0
倍
程
度
で
あ
る
。
電
磁

レ
ン
ズ
を
使
う
電
子
顕
微
鏡
は
1
0
～
1
0
0
万
倍
ま
で
拡
大
で
き
る
の
で
、
ミ
ク
ロ
の
世
界
が
見
え
て
く
る
。
光
学
顕
微
鏡
と
拡

大
方
法
が
似
て
い
る
透
過
電
子
顕
微
鏡
を
中
心
に
、
観
察
し
た
試
料
の
様
子
を
示
し
物
質
の
構
造
を
探
り
な
が
ら
先
端
技
術
に

触
れ
る
。
ミ
ク
ロ
の
世
界
で
は
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
用
意
願
い
ま
す
。

3
9
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

電
子
情
報
工
学
科
／
藤
澤
義
範

中
学
校
2
～
3
年
生

相
談
に
よ
る

1
9
4
6
年
に
現
在
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
原
型
で
あ
る
ノ
イ
マ
ン
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
登
場
し
て
お
よ
そ
6
0
年
が
経
っ
て
い
る
。
現

在
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
我
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
さ
え
も
変
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
教
育
現
場
で
も
積
極
的
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
取
り
入
れ
て
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

仕
組
は
難
し
く
単
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
だ
け
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
 
 
今
回
の
出
前
授

業
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組
に
つ
い
て
や
さ
し
く
お
話
し
を
す
る
。

4
0
音
の
秘
密
を
探
る

電
子
情
報
工
学
科
／
大
矢
健
一

小
学
校
4
年
生
～
中
学
生

相
談
に
よ
る

楽
器
の
音
や
人
の
声
な
ど
の
身
近
な
音
に
つ
い
て
、
そ
の
秘
密
を
探
り
ま
す
。
マ
イ
ク
と
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
て
音
の
周
波
数
解

析
を
行
な
い
、
音
を
視
覚
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
秘
密
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。
マ
イ
ク
、
パ
ソ
コ
ン
、
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
、
ア
ン
プ
、
簡
単
な
楽
器
、
な
ど
は
こ
ち
ら
か
ら
持
ち
込
み
可
能
で
す
。
場
所
は
、
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
う
関
係

で
、
暗
く
す
る
こ
と
の
で
き
る
部
屋
が
望
ま
し
い
で
す
。
所
要
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

4
1
究
極
粒
子
を
つ
か
ま
え
ろ

電
子
情
報
工
学
科
／
伊
藤
祥
一

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

4
0
～
6
0

も
の
は
何
か
ら
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
か
ら
、
人
間
は
ず
っ
と
こ
の
こ
と
を
考
え
続
け
て
き
ま
し

た
。
2
1
世
紀
の
現
代
、
限
り
な
い
科
学
技
術
の
進
歩
は
物
質
の
究
極
の
構
成
要
素
の
姿
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

授
業
で
は
冒
頭
の
疑
問
に
つ
い
て
の
現
代
素
粒
子
物
理
学
か
ら
の
答
え
を
、
写
真
を
使
っ
て
や
さ
し
く
紹
介
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
用
意
願
い
ま
す
。
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 №
授
業
テ
ー
マ
名

学
科
・
教
員
名

対
象
学
年

所
要
時
間
（
分
）

授
業
の
概
要

備
考

実
施
回
数

参
加
者
数

（
概
数
）

4
2
命
の
バ
ト
ン
　
－
身
近
な
水
辺
と
生
物
多
様
性
ー

環
境
都
市
工
学
科
／
松
岡
保
正

小
学
生

教
室
の
み
:
6
0

自
然
観
察
:
1
5
0

田
圃
・
里
山
・
川
・
用
水
か
ら
な
る
身
近
な
ビ
オ
ト
－
プ
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
命
の
営
み
を
、
す
み
場
の
環
境
の

側
面
か
ら
学
び
ま
す
。
次
世
代
へ
命
の
バ
ト
ン
を
渡
す
営
み
の
多
様
性
や
そ
の
環
境
が
突
然
失
わ
れ
る
事
の
意
味
を
知
る
こ
と

に
よ
り
、
命
有
る
も
の
個
々
の
存
在
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。
キ
－
ワ
－
ド
は
ビ
オ
ト
－
プ
、
瀬
と
淵
、
移
動
の
自
由
、
生
物

多
様
性
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
､
共
生
。
用
語
と
内
容
の
難
易
等
は
対
象
学
年
に
よ
り
考
慮
。

2
4
3

4
3
地
域
学
入
門
 
―
諏
訪
湖
周
辺
の
地
盤
の
動
き
に
つ
い
て
―

環
境
都
市
工
学
科
／
阿
部
廣
史
、
松
下
英
次

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

5
0
～
9
0

大
地
に
は
た
ゆ
み
な
い
動
き
が
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
比
較
的
身
近
な
地
盤
沈
下
・
土
砂
崩
壊
・
地
す
べ
り
・
土
石
流
な

ど
か
ら
、
地
震
・
断
層
・
大
陸
移
動
な
ど
様
々
な
動
き
が
見
え
隠
れ
し
な
が
ら
こ
の
地
域
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ

の
出
前
授
業
で
は
、
諏
訪
湖
周
辺
地
盤
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
上
げ
、
こ
の
地
方
の
「
地
盤
の
調
べ
方
」
と
す
く
も
層
と
呼
ば
れ

る
土
の
「
地
盤
沈
下
」
に
つ
い
て
、
出
来
る
だ
け
や
さ
し
く
お
話
し
ま
す
。

4
4
ま
ち
づ
く
り
の
な
か
の
交
通
計
画

環
境
都
市
工
学
科
／
柳
澤
吉
保

中
学
生

1
2
0
～
1
8
0

（
1
）
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
街
路
の
形
成
、
人
々
が
移
動
し
や
す
い
自
動
車
と
公
共
交
通
と
の
連
携
、
生
活
環
境
と
交
通
と

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
授
業
す
る
。
（
2
）
交
通
渋
滞
、
道
路
公
害
な
ど
へ
対
応
す
る
た
め
の
交
通
計
画
を
解
説
し
、
交
通
行

動
の
視
点
か
ら
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
。
以
上
、
2
つ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
授
業
す

る
。
さ
ら
に
、
現
在
、
交
通
計
画
を
立
て
る
上
で
行
わ
れ
て
い
る
交
通
行
動
調
査
も
体
験
し
て
も
ら
う
予
定
。

4
5
建
物
を
造
っ
て
い
る
材
料
の
話

環
境
都
市
工
学
科
／
遠
藤
典
男

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

相
談
に
よ
る

身
の
回
り
の
建
物
は
木
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
金
属
な
ど
で
作
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
性
質
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
材
料

の
性
質
を
利
用
し
た
設
計
に
つ
い
て
も
概
説
す
る
。
ま
た
、
最
新
の
建
設
で
用
い
ら
れ
る
材
料
に
つ
い
て
も
話
題
を
広
げ
る
。

さ
ら
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
中
心
と
し
た
循
環
型
社
会
へ
の
転
換
を
計
る
た
め
に
、
廃
棄
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
製
品
を
作
る

過
程
で
発
生
す
る
残
り
も
の
を
建
設
材
料
と
し
て
利
用
し
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

4
6
部
屋
の
中
の
音
の
響
き

環
境
都
市
工
学
科
／
西
川
嘉
雄

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

6
0

音
楽
を
聴
い
た
り
、
話
を
し
た
り
音
は
と
て
も
身
近
で
す
。
教
室
よ
り
体
育
館
の
ほ
う
が
音
は
響
き
ま
す
。
お
風
呂
場
は
も
っ

と
音
が
響
き
ま
す
。
音
が
響
く
と
音
楽
や
話
声
は
ど
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
で
し
ょ
う
？
音
楽
や
話
声
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
音
を
、

音
楽
ホ
ー
ル
や
教
室
、
体
育
館
の
響
き
で
聞
い
て
も
ら
い
ま
す
。
実
際
の
音
を
聞
き
な
が
ら
音
の
響
き
と
そ
の
部
屋
に
合
う
使

い
方
は
「
音
楽
」
な
の
か
「
話
」
な
の
か
考
え
て
も
ら
い
ま
す
。

平
成
2
1
年
度
新
規
開
講

で
き
る
だ
け
静
か
な
、
音
を
出
し
て
も
良
い
部
屋
で
授
業
を
行
い
ま
す
。

4
7
バ
イ
オ
の
不
思
議

環
境
都
市
工
学
科
／
畠
　
俊
郎

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

4
0
～
6
0

微
生
物
や
植
物
が
環
境
保
全
の
分
野
で
積
極
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
バ
イ
オ
テ
ク
ニ
ロ
ジ
ー
と

呼
ば
れ
る
分
野
で
は
、
従
来
の
寒
天
培
地
を
用
い
た
方
法
に
加
え
て
遺
伝
子
解
析
が
一
般
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
、
微
生
物
や
植
物
が
持
つ
不
思
議
な
能
力
や
遺
伝
子
の
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

７
月
末
日
ま
で
の
開
講

4
8
地
震
と
そ
の
被
害
に
つ
い
て

環
境
都
市
工
学
科
／
吉
村
　
洋

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

5
0

近
い
将
来
に
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
東
海
地
震
、
南
海
地
震
な
ど
、
地
震
が
発
生
す
る
機
構
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
そ
の
よ
う
な
地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
私
た
ち
に
及
ぼ
す
影
響
・
被
害
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
地
震
の
被
害
例
を
基
に

説
明
し
ま
す
。

平
成
2
1
年
度
新
規
開
講

1
2
0

4
9
水
素
を
呼
吸
す
る
金
属
の
不
思
議

一
般
科
／
藤
原
勝
幸

中
学
生

相
談
に
よ
る

石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料
の
埋
蔵
量
が
少
な
く
な
っ
た
現
在
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
最
も
注
目
さ

れ
て
い
る
の
が
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
ま
た
、
水
素
の
貯
蔵
・
運
搬
の
観
点
で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
が
、
金
属
水
素
化
物

と
い
う
形
で
金
属
に
水
素
を
貯
蔵
す
る
方
法
で
す
。
金
属
水
素
化
物
と
は
何
か
。
つ
ま
り
、
な
ぜ
金
属
が
水
素
を
吸
収
・
放
出

す
る
か
、
ま
た
、
な
ぜ
高
い
密
度
で
貯
蔵
で
き
る
の
か
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
金
属
水
素
化
物
に
は
貯
蔵

の
ほ
か
に
、
機
能
材
料
と
し
て
も
多
く
の
潜
在
能
力
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

5
0
図
形
の
話
１

一
般
科
／
前
田
善
文

小
学
校
5
年
生
以
上

5
0

日
常
生
活
の
中
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
図
形
の
話
を
す
る
。
円
柱
を
4
5
ﾟ
の
平
面
で
切
断
し
た
と
き
の
展
開
図
は
？
上
と
横
か
ら

見
た
と
き
円
で
正
面
か
ら
見
て
正
方
形
に
見
え
る
立
体
は
？
・
・
・
こ
ん
な
立
体
は
ど
ん
な
も
の
か
。
上
、
横
、
正
面
の
3
方

向
か
ら
見
て
円
に
見
え
る
立
体
？
・
・
・
こ
の
立
体
は
球
だ
け
な
の
か
？
　
実
際
に
こ
の
よ
う
な
立
体
を
作
っ
て
み
よ
う
。
ま

た
、
こ
れ
以
外
の
図
形
に
つ
い
て
も
扱
う
こ
と
に
す
る
。

1
2
0

5
1
図
形
の
話
２

一
般
科
／
前
田
善
文

中
学
生

5
0

数
学
に
お
い
て
は
、
最
大
や
最
小
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
が
多
い
。
2
点
を
通
る
曲
線
の
内
で
曲

線
の
長
さ
を
最
小
に
す
る
の
は
直
線
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
3
点
か
ら
の
距
離
の
和
を
最
小
に
す
る
点
は
（
作

図
も
含
め
て
）
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
か
。
ま
た
、
な
ぜ
シ
ャ
ボ
ン
玉
は
球
形
な
の
か
（
話
だ
け
）
。
こ
れ
よ
り
簡
単
な

例
と
し
て
周
の
長
さ
が
一
定
の
と
き
、
面
積
を
最
大
に
す
る
図
形
が
円
で
あ
る
こ
と
を
微
分
積
分
を
用
い
ず
中
学
生
が
常
識
と

思
っ
て
い
る
範
囲
内
で
説
明
し
ま
す
。

5
2
無
限
の
話

一
般
科
／
前
田
善
文

小
学
校
5
年
生
以
上

5
0
～
9
0

数
を
か
ぞ
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
（
多
数
の
羊
の
数
を
正
確
に
か
ぞ
え
る
な
ど
）
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
、
数
の
概
念
、

無
限
と
は
何
か
、
数
学
的
な
無
限
に
は
種
類
が
あ
る
の
か
な
ど
、
ま
た
、
数
を
無
限
に
た
す
と
ど
う
な
る
か
な
ど
簡
単
な
例
を

挙
げ
な
が
ら
説
明
を
し
ま
す
。
無
限
和
（
簡
単
な
級
数
）
に
関
連
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
か
ら
問
題
と
さ
れ
て
い
る
ア
キ
レ
ス

と
亀
の
話
（
ゼ
ノ
ン
の
逆
理
）
や
ボ
ー
ル
の
バ
ウ
ン
ド
（
理
論
的
に
永
遠
に
振
動
す
る
･
･
･
答
　
永
遠
に
振
動
し
な
い
）
に
つ

い
て
も
簡
単
に
触
れ
て
話
を
し
ま
す
。

5
3
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
暴
く
，
現
代
日
本
語
コ
ト
バ
の
秘
密
！

一
般
科
／
堀
内
泰
輔

中
学
生

5
0
～
9
0

世
は
日
本
語
ブ
ー
ム
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
1
5
年
以
上
が
経
過
し
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
簡

単
に
入
手
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
W
e
b
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
て
い
る
の
で
、
日
本
語
の
使

わ
れ
方
を
調
査
す
る
こ
と
も
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
本
授
業
で
は
、
皆
さ
ん
が
興
味
あ
る
コ
ト
バ
の
調
査
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
実
地
で
行
い
な
が
ら
、
現
代
日
本
語
の
使
わ
れ
方
の
秘
密
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
は
，
文
学
作
品
に
見
ら
れ
る
コ

ト
バ
の
使
い
方
に
も
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

1
3
5

5
4
パ
ソ
コ
ン
キ
ー
ボ
ー
ド
の
秘
密
を
探
る
！

一
般
科
／
堀
内
泰
輔

中
学
生

9
0
以
上

分
割
可

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
は
、
最
近
で
は
マ
ウ
ス
で
ほ
と
ん
ど
の
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
で
も
わ
か

る
よ
う
に
、
文
字
を
入
力
す
る
機
能
を
持
つ
キ
ー
ボ
ー
ド
は
今
で
も
大
切
な
入
力
機
器
で
す
。
本
講
座
で
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の

歴
史
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
配
列
に
関
す
る
秘
密
に
迫
り
ま
す
。
ま
た
、
音
声
認
識
を
用
い
た
入
力
装
置
や
新
し
い
入
力
機
器
の

デ
モ
も
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
タ
ッ
チ
タ
イ
プ
の
重
要
性
を
説
き
、
タ
ッ
チ
タ
イ
プ
の
学
習
方
法
に
つ
い
て
も
触
れ
ま
す
。

5
5
星
の
光
を
虹
に
分
け
る

一
般
科
／
大
西
浩
次

中
学
生

9
0

C
D
板
を
利
用
し
た
反
射
型
分
光
器
を
製
作
し
、
身
の
回
り
の
い
ろ
ん
な
光
源
の
光
を
分
解
し
ま
す
。
こ
の
あ
と
、
原
子
か
ら
放

出
さ
れ
る
輝
線
や
、
吸
収
線
、
お
よ
び
連
続
ス
ペ
ク
ト
ル
を
観
察
し
、
星
の
色
と
温
度
、
太
陽
の
吸
収
線
を
観
察
し
て
、
太
陽

を
作
っ
て
い
る
物
質
が
何
な
の
か
学
び
ま
す
。
生
徒
の
興
味
に
応
じ
て
、
分
光
器
の
工
作
を
中
心
に
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
天

文
学
の
内
容
を
中
心
に
し
た
り
し
ま
す
｡

5
6
道
徳
に
つ
い
て

一
般
科
／
中
村
博
雄

中
学
生
～
高
校
生

5
0

「
道
徳
」
と
い
う
言
葉
は
た
い
へ
ん
難
し
い
印
象
を
与
え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
言
葉
の
も
と
も
と
の
意
味
を
理
解
す
れ
ば
、

も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
、
そ
の
教
育
（
道
徳
教
育
）
も
楽
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
生
徒
諸
君
の
身
近
な
出
来
事
を
と

お
し
て
、
「
道
徳
」
の
大
切
さ
を
教
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
期
休
業
中
に
お
け
る
実
施
。

5
7
人
生
と
は
何
か
？

一
般
科
／
中
村
博
雄

中
学
生
、
高
校
生
の

3
年
生
も
し
く
は
2
年
生

5
0

進
学
や
就
職
を
前
に
し
た
中
学
・
高
校
の
3
年
生
（
あ
る
い
は
2
年
生
）
に
は
、
自
分
の
将
来
を
ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
く
か
悩

ん
で
い
る
諸
君
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
「
人
生
と
は
何
か
？
」
と
い
う
哲
学
的
問
い
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
諸
君
が

自
分
自
身
を
根
元
か
ら
見
つ
め
な
お
す
ヒ
ン
ト
を
つ
か
め
れ
ば
幸
い
で
す
。

長
期
休
業
中
に
お
け
る
実
施
。

5
8
≪
ひ
ら
が
な
≫

一
般
科
／
戸
谷
精
三

小
学
校
3
・
4
年
生

そ
の
他
個
別
応
談
可

5
0

日
本
固
有
の
文
字
と
い
わ
れ
、
平
安
時
代
よ
り
日
本
文
学
作
品
の
中
で
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
《
ひ
ら
が
な
》
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。
一
文
字
ご
と
に
、
関
連
性
の
高
い
漢
字
を
紹
介
し
な
が
ら
、
現
在
の
《
ひ
ら
が
な
》
が
、
ど
の
よ
う
な
漢

字
か
ら
で
き
あ
が
っ
た
の
か
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
学
習
を
進
め
ま
す
。
学
習
時
間
の
中
で
、
《
ひ
ら
が
な
》
の
書
き
取
り
を

繰
り
返
す
こ
と
を
通
し
て
、
筆
圧
を
か
け
な
が
ら
丁
寧
に
書
写
す
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
、
習
熟
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

1
1
2
1

5
9
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
日
本
史

一
般
科
／
中
澤
克
昭

中
学
校
2
年
生
以
上

5
0
～
9
0

今
で
は
あ
ま
り
見
聞
す
る
こ
と
も
な
く
、
歴
史
の
教
科
書
に
も
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
狩
猟
文
化
。
し
か
し
、
狩
猟
は
ま
ち
が

い
な
く
日
本
文
化
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
か
つ
て
諏
訪
大
社
で
最
も
盛
大
だ
っ
た
祭
は
、
狩
猟
神
事
で
し
た
し
、
『
曽
我
物
語
』

で
知
ら
れ
る
富
士
の
巻
狩
は
源
頼
朝
の
政
権
が
確
立
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
し
た
。
日
本
の
狩
猟
文
化
を
具
体
的
に
た
ど
り

な
が
ら
、
人
と
動
物
と
の
つ
き
あ
い
方
や
、
日
本
人
の
動
物
観
・
生
命
観
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

1
4
0

6
0
城
か
ら
み
る
日
本
の
歴
史

一
般
科
／
中
澤
克
昭

中
学
校
2
年
生
以
上

5
0
～
9
0

姫
路
城
や
松
本
城
の
よ
う
な
近
世
の
城
郭
は
、
平
和
な
時
代
に
そ
び
え
立
っ
た
権
力
の
象
徴
で
す
。
日
本
史
上
、
最
も
多
数
の

城
が
造
ら
れ
、
使
わ
れ
た
の
は
、
戦
国
時
代
で
し
た
。
城
や
館
の
成
り
立
ち
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
そ
こ
か
ら
戦
争
と
平

和
、
武
家
政
権
と
そ
の
文
化
の
性
格
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。
ま
た
、
今
も
各
地
に
城
や
館
の
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
ら
の
調
べ
方
に
つ
い
て
も
解
説
し
ま
す
。
も
し
、
学
校
の
近
く
に
城
館
跡
が
あ
れ
ば
、
現
地
で
の
授
業
も
お
も
し
ろ

い
で
し
ょ
う
（
ご
相
談
く
だ
さ
い
）
。

4
1
5
0

6
1
肖
像
画
は
何
を
語
る
か
？
　
―
肖
像
画
の
日
本
史
―

一
般
科
／
中
澤
克
昭

中
学
校
2
年
生
以
上

9
0
～
1
2
0

神
護
寺
所
蔵
の
伝
源
頼
朝
像
は
、
頼
朝
で
は
な
く
、
別
の
人
物
を
描
い
た
も
の
で
し
た
。
高
野
山
成
慶
院
所
蔵
の
伝
武
田
信
玄

像
も
、
信
玄
で
は
な
く
、
別
の
人
物
を
描
い
た
も
の
で
し
た
。
本
当
は
誰
を
描
い
た
も
の
な
の
か
。
な
ぜ
、
そ
う
考
え
ら
れ
る

の
か
。
そ
れ
が
、
歴
史
的
に
ど
ん
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
か
。
近
年
の
研
究
成
果
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
謎
解
き

の
楽
し
さ
の
な
か
に
、
中
世
文
化
史
の
奥
深
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
授
業
に
な
る
で
し
ょ
う
。

1
3
0
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  №
授
業
テ
ー
マ
名

学
科
・
教
員
名

対
象
学
年

所
要
時
間
（
分
）

授
業
の
概
要

備
考

実
施
回
数

参
加
者
数

（
概
数
）

6
2
足
を
速
く
す
る
！
－
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
科
学
－

一
般
科
／
内
山
了
治

小
学
校

4年
生
～

中
学

生
4
5
～
8
0

速
く
走
る
た
め
の
技
術
説
明
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
で
は
「
脚
の
回
転
(ピ

ッ
チ
)で

走
る
」
、
短
距

離
走
は
「
爪
先
だ
け
で
走
る
」
、
「
後
へ
し
っ
か
り
キ
ッ
ク
す
る
」
、
あ
る
い
は
「
キ
ッ
ク
で
は
膝
を
し
っ
か
り
伸
ば
す
」
な

ど
と
い
う
今
ま
で
の
常
識
の
間
違
い
、
最
近
話
題
の
「
な
ん
ば
走
法
」
、
「
運
動
会
で
速
く
走
る
」
、
や
「
最
新
の
短
距
離
走

の
技
術
」
を
も
と
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
科
学
し
ま
す
。
同
時
に
技
術
的
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
行
い
ま
す
。

（
財
）
日
本
陸
連

競
技
力
向
上
上
級
公
認
コ
ー
チ

4
1
0
4

6
3
ナ
ン
バ
走
り
・
ナ
ン
バ
歩
き

一
般
科
／
児
玉
英
樹

小
学
生
・
中
学
生

相
談
に
よ
る

江
戸
時
代
の
飛
脚
の
走
法
と
い
わ
れ
る
「
ナ
ン
バ
走
り
」
を
体
験
・
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
　
並
み
居
る
飛
脚
の
中
で
も

「
ス
ー
パ
ー
飛
脚
」
と
呼
ば
れ
る
走
り
の
プ
ロ
は
、
1日

に
な
ん
と
50
里
（
20
0
㎞
）
走
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
人
に

は
信
じ
が
た
い
こ
と
で
す
が
、
そ
の
走
り
の
秘
密
に
迫
り
ま
す
。
基
本
の
授
業
形
態
は
、
講
義
50
％
・
実
技
5
0％

で
す
が
、
ご

要
望
に
よ
り
、
そ
の
割
合
を
変
更
（
対
応
）
い
た
し
ま
す
。

1
2
0

6
4
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
生
か
す
古
武
術
の
技

一
般
科
／
児
玉
英
樹

中
学
生
以
上

相
談
に
よ
る

W
J
B
L
2
0
0
8
-
2
0
0
9
の
得
点
王
で
、
平
成
2
1
年
度
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
に
も
選
ば
れ
て
い
る
小
磯
典
子
選
手
（
旧

姓
：
浜
口
）
も
自
身
の
プ
レ
ー
に
取
り
入
れ
て
い
る
「
古
武
術
」
、
そ
の
活
用
法
を
紹
介
し
ま
す
。
例
え
ば
、
省
エ
ネ
走
法
の

ナ
ン
バ
走
り
を
応
用
す
れ
ば
、
コ
ー
ト
狭
し
と
相
手
を
追
い
か
け
る
（
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
）
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

肩
甲
骨
を
自
在
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
シ
ュ
ー
ト
の
飛
距
離
や
正
確
性
が
向
上
し
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
感
覚

で
手
軽
に
手
に
入
る
技
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

1
5
0

合
　
　
計

2
8

8
9
7
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 №
授

業
テ

ー
マ

名
学

科
・

教
員

名
対

象
学

年
所

要
時

間
（

分
）

授
業

の
概

要
備

考
実

施
回

数
参

加
者

数
（

概
数

）

1
発

明
っ

て
何

だ
ろ

う
？

機
械

工
学

科
／

戸
谷

順
信

小
学

校
高

学
年

～
中

学
生

1
2
0

日
本

人
は

、
多

く
の

発
明

を
し

て
き

ま
し

た
。

今
、

世
界

で
ア

メ
リ

カ
に

つ
い

で
発

明
の

数
が

多
く

な
っ

て
い

ま
す

。
発

明
っ

て
何

だ
ろ

う
？

発
明

を
す

る
に

は
ど

う
し

た
ら

よ
い

の
か

。
発

明
を

し
た

ら
、

ど
ん

な
こ

と
に

役
立

つ
の

だ
ろ

う
？

を
テ

ー
マ

に
C
D
や

資
料

を
使

っ
て

解
説

し
ま

す
。

2
地

球
温

暖
化

問
題

と
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
機

械
工

学
科

／
羽

田
喜

昭
小

学
校

5
年

生
～

中
学

生
相

談
に

よ
る

実
験

を
通

し
て

地
球

温
暖

化
に

つ
い

て
考

え
て

み
よ

う
と

思
い

ま
す

。
地

球
温

暖
化

問
題

を
解

決
す

る
た

め
に

は
二

酸
化

炭
素

排
出

量
を

で
き

る
だ

け
少

な
く

し
た

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
が

必
要

で
す

。
そ

の
た

め
に

現
在

注
目

さ
れ

て
い

る
燃

料
電

池
・

温
度

差
発

電
な

ど
に

つ
い

て
簡

単
に

説
明

す
る

予
定

で
す

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
は

何
か

、
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

は
ど

ん
な

も
の

が
あ

る
か

な
ど

を
説

明
す

る
と

同
時

に
、

で
き

る
だ

け
お

も
し

ろ
い

科
学

現
象

も
紹

介
し

よ
う

と
考

え
て

い
ま

す
。

2
6
2

3
形

状
記

憶
合

金
と

熱
エ

ン
ジ

ン
っ

て
な

に
？

機
械

工
学

科
／

北
村

一
浩

，
羽

田
喜

昭
小

学
校

高
学

年
相

談
に

よ
る

形
状

記
憶

合
金

に
は

、
と

て
も

お
も

し
ろ

い
性

質
が

あ
り

ま
す

。
氷

と
水

と
の

温
度

差
に

よ
る

熱
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
使

っ
て

、
物

を
動

か
す

こ
と

も
で

き
ま

す
。

こ
の

授
業

で
は

、
形

状
記

憶
合

金
の

性
質

や
い

ろ
い

ろ
な

種
類

の
熱

エ
ン

ジ
ン

を
紹

介
し

、
そ

れ
ら

が
動

く
仕

組
み

を
実

験
を

通
し

て
考

え
ま

す
。

い
ろ

い
ろ

な
実

験
が

体
験

で
き

ま
す

。
い

っ
し

ょ
に

理
科

実
験

を
楽

し
み

ま
し

ょ
う

。

4
ス

ピ
ー

ド
ス

ケ
ー

ト
お

よ
び

ス
ケ

ル
ト

ン
の

世
界

機
械

工
学

科
／

長
坂

明
彦

小
学

校
高

学
年

～
中

学
生

3
0
～

6
0

ス
ピ

ー
ド

ス
ケ

ー
ト

の
競

技
や

滑
走

時
の

選
手

の
状

態
な

ど
に

つ
い

て
、

実
験

デ
ー

タ
な

ど
を

交
え

て
話

す
。

興
味

が
あ

れ
ば

、
ス

ケ
ー

ト
リ

ン
ク

で
ス

ラ
ッ

プ
ス

ケ
ー

ト
の

ブ
レ

ー
ド

（
刃

）
に

つ
い

て
、

実
験

デ
ー

タ
を

と
る

こ
と

も
可

能
で

す
。

5
鋳

物
作

り
機

械
工

学
科

／
長

坂
明

彦
小

学
校

4
年

生
～

中
学

校
2
年

生
6
0
～

1
2
0

鋳
物

作
り

は
歴

史
的

に
は

古
く

か
ら

の
技

術
で

あ
る

。
例

え
ば

、
銅

鏡
、

銅
鐸

、
金

印
お

よ
び

奈
良

の
大

仏
な

ど
の

鋳
物

品
が

挙
げ

ら
れ

る
。

そ
こ

で
、

金
属

材
料

に
低

融
点

合
金

を
用

い
て

、
鋳

物
作

り
を

体
験

し
て

み
ま

せ
ん

か
。

6
歯

車
の

は
な

し
機

械
工

学
科

／
長

坂
明

彦
小

学
生

～
中

学
校

2
年

生
6
0

自
動

車
は

ど
う

し
て

左
右

に
曲

が
れ

る
の

だ
ろ

う
か

？
時

計
は

ど
の

よ
う

に
時

を
刻

む
の

だ
ろ

う
か

？
江

戸
の

か
ら

く
り

人
形

は
ど

う
や

っ
て

お
茶

を
運

ぶ
の

だ
ろ

う
か

？
そ

こ
に

は
歯

車
が

活
躍

し
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
、

歯
車

を
一

緒
に

作
っ

て
み

ま
せ

ん
か

。

1
1
5

7
長

さ
を

は
か

る
機

械
工

学
科

／
岡

田
　

学
小

学
校

高
学

年
～

中
学

生
6
0
～

9
0

あ
な

た
の

指
先

も
1
/
1
0
0
m
m
の

違
い

を
は

っ
き

り
区

別
で

き
ま

す
。

髪
を

指
先

で
触

っ
た

と
き

の
感

触
と

、
実

際
の

髪
の

太
さ

の
測

定
な

ど
を

比
較

し
て

、
人

間
の

感
覚

の
繊

細
さ

な
ど

を
体

験
的

に
学

習
し

ま
す

。
寸

法
を

測
る

方
法

と
そ

の
歴

史
に

つ
い

て
も

簡
単

に
解

説
し

ま
す

。
ま

た
、

衛
星

を
利

用
し

た
G
P
S
に

よ
る

長
さ

の
測

定
に

つ
い

て
、

体
験

的
に

学
習

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
し

く
み

に
つ

い
て

わ
か

り
や

す
く

説
明

し
ま

す
。

平
成

2
0
年

度
新

規
開

講

8
ワ

ク
ワ

ク
・

ド
キ

ド
キ

『
ロ

ボ
コ

ン
体

験
！

』

（
ロ

ボ
コ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
2
0
0
8
指

導
教

員
）

一
般

科
／

小
澤

志
朗

機
械

工
学

科
／

北
村

一
浩

，
宮

下
大

輔
，

小
林

裕
介

電
気

電
子

工
学

科
／

大
澤

幸
造

，
春

日
貴

志
，

秋
山

　
正

弘

電
子

制
御

工
学

科
／

山
崎

保
範

，
中

山
英

俊

小
学

校
4
年

生
～

中
学

生
6
0
～

1
2
0

ア
イ

デ
ア

対
決

高
専

ロ
ボ

コ
ン

2
0
0
7
ま

た
は

2
0
0
8
に

出
場

し
た

ロ
ボ

ッ
ト

を
紹

介
し

な
が

ら
、

ロ
ボ

ッ
ト

に
隠

さ
れ

た
技

術
に

つ
い

て
説

明
し

ま
す

。
ま

た
、

ロ
ボ

ッ
ト

を
展

示
す

る
ほ

か
、

実
演

や
操

縦
体

験
も

可
能

で
す

。
た

だ
し

、
ロ

ボ
ッ

ト
の

実
演

や
操

縦
体

験
に

関
し

て
は

、
実

演
を

行
な

う
会

場
や

ロ
ボ

ッ
ト

お
よ

び
競

技
機

材
の

搬
送

・
設

営
の

関
係

か
ら

、
予

め
お

問
合

せ
下

さ
い

。
左

記
記

載
の

担
当

教
員

の
う

ち
、

対
応

可
能

な
教

員
（

実
演

と
操

縦
体

験
の

場
合

は
、

学
生

数
名

が
加

わ
り

ま

す
。

）
が

伺
い

ま
す

。

今
年

の
高

専
ロ

ボ
コ

ン
の

大
会

が
終

了
す

る
1
2
月

以
降

に
お

願
い

し
ま

す
。

ロ
ボ

ッ
ト

の
実

演
お

よ
び

操
縦

体
験

を
希

望
す

る
場

合
、

操
作

を
本

校
学

生
が

行
う

関
係

で
、

休
日

（
土

・
日

曜
日

、
祭

日
、

本
校

の
長

期
休

業
日

）
の

実
施

を
ご

検
討

願
い

ま
す

。
た

だ
し

、
ロ

ボ
ッ

ト
の

状
態

に
よ

っ
て

は
ご

希

望
の

期
日

に
実

施
で

き
な

い
場

合
や

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

あ
る

こ
と

を
ご

承
知

お
き

願
い

ま
す

。

2
1
8
0

9
光

と
風

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

電
気

電
子

工
学

科
／

大
澤

幸
造

小
学

校
4
年

生
～

中
学

生
6
0

二
酸

化
炭

素
の

排
出

量
の

増
加

は
地

球
温

暖
化

を
加

速
さ

せ
、

異
常

気
象

を
も

た
ら

す
原

因
と

な
っ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
大

気
中

の
二

酸
化

炭
素

自
体

は
私

た
ち

が
直

接
目

で
捉

え
る

こ
と

が
で

き
な

い
た

め
、

増
加

の
危

機
感

を
感

じ
と

る
こ

と
が

難
し

く
、

こ
れ

が
問

題
を

拡
大

し
て

い
る

よ
う

に
思

い
ま

す
。

そ
こ

で
、

地
球

温
暖

化
の

原
因

を
探

り
、

我
が

国
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
状

況
、

太
陽

光
や

風
力

な
ど

の
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
利

用
方

法
と

そ
の

効
果

な
ど

に
つ

い
て

分
か

り
や

す
く

説
明

し
ま

す
。

皆
で

、
こ

れ
か

ら
の

私
た

ち
の

生
活

で
必

要
な

対
策

を
考

え
な

が
ら

授
業

を
進

め
て

い
く

予
定

で
す

。

1
0
移

動
技

術
科

学
館

電
気

電
子

工
学

科
／

古
川

万
寿

夫
，

大
澤

幸
造

，
渡

辺
誠

一
，

秋
山

正
弘

機
械

工
学

科
／

戸
谷

順
信

，
北

村
一

浩
電

子
制

御
工

学
科

／
鈴

木
　

宏
，

江
角

直
道

一
般

科
／

板
屋

智
之

，
藤

原
勝

幸
，

奥
村

紀
浩

小
学

校
3
年

生
～

中
学

生
会

場
準

備
:
9
0

授
業

:
1
2
0
～

1
8
0

1
回

2
0
～

5
0
分

程
度

の
工

作
や

実
験

を
体

験
し

て
い

た
だ

く
ブ

ー
ス

を
テ

ー
マ

ご
と

に
い

く
つ

か
授

業
会

場
に

設
営

し
ま

す
。

受
講

生
は

こ
の

ブ
ー

ス
を

自
由

に
ま

わ
っ

た
り

、
選

択
し

て
ま

わ
っ

た
り

し
て

、
複

数
の

工
作

や
実

験
を

体
験

し
ま

す
。

各

ブ
ー

ス
の

テ
ー

マ
と

数
な

ど
運

営
方

法
は

、
受

講
生

の
年

齢
や

人
数

に
応

じ
て

相
談

の
う

え
ご

提
案

し
ま

す
。

仮
に

ブ
ー

ス
ご

と
の

テ
ー

マ
の

例
を

あ
げ

る
と

次
の

よ
う

な
も

の
が

想
定

さ
れ

ま
す

。
①

超
低

温
実

験
シ

ョ
ー

　
②

ふ
し

ぎ
な

振
り

子
　

③
静

電
気

で
遊

ぼ
う

　
④

電
池

を
作

ろ
う

　
⑤

紙
飛

行
機

を
作

ろ
う

　
⑥

マ
イ

コ
ン

ブ
ロ

ッ
ク

で
ロ

ボ
ッ

ト
を

作
ろ

う
　

⑦
汁

わ
ん

の
ひ

み
つ

　
⑧

ド
ラ

イ
ア

イ
ス

で
遊

ぼ
う

　
⑨

ハ
イ

テ
ク

吸
水

性
ポ

リ
マ

ー
で

遊
ぼ

う
　

⑩
か

た
ち

を
憶

え
る

針
金

で
遊

ぼ
う

⑪
そ

の
他

　
さ

ら
に

詳
し

い
情

報
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
2
。

n
a
g
a
n
o
-
n
c
t
。

a
c
。

j
p
/
~
f
u
r
u
k
a
w
a
/
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

対
象

人
数

1
2
0
名

程
度

ま
で

。
実

施
規

模
・

会
場

等
調

整
を

必
要

と
し

ま
す

の
で

、
概

ね
2
ヶ

月
前

ま
で

に
連

絡
し

て
く

だ
さ

い
。

あ
ら

か
じ

め
材

料
を

ご
用

意
い

た
だ

く
こ

と
も

あ
り

ま
す

。

7
1
8
9

1
1
め

ざ
せ

！
技

術
者

・
科

学
者

　
あ

な
た

の
進

路
は

？
電

気
電

子
工

学
科

／
古

川
万

寿
夫

，
渡

辺
誠

一
，

百
瀬

成
空

電
子

制
御

工
学

科
／

鈴
木

　
宏

小
学

校
6
年

生
～

中
学

生
講

話
の

み
:
4
5

講
話

と
実

験
:
6
0
～

9
0

進
路

に
関

す
る

講
話

を
し

な
が

ら
、

何
ら

か
の

理
科

演
示

実
験

を
組

み
合

わ
せ

た
形

で
授

業
を

し
、

技
術

・
科

学
の

お
も

し
ろ

さ
を

伝
え

、
技

術
者

・
科

学
者

に
な

る
に

は
ど

う
し

た
ら

よ
い

か
説

明
し

ま
す

。
ま

た
、

高
専

の
紹

介
も

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

授
業

時
間

が
短

い
場

合
は

講
話

の
み

で
も

可
能

で
す

。
中

学
校

の
進

路
選

択
指

導
に

も
ご

活
用

く
だ

さ
い

。
2

1
8
0

1
2
た

の
し

い
科

学
工

作
や

実
験

を
し

て
み

よ
う

電
気

電
子

工
学

科
／

古
川

万
寿

夫
，

柄
澤

孝
一

，
渡

辺
誠

一
小

学
校

3
年

生
～

中
学

生
6
0
～

1
2
0

興
味

を
も

っ
て

科
学

の
勉

強
を

す
る

に
は

、
工

作
や

実
験

の
実

体
験

が
大

切
で

す
。

受
講

生
全

員
に

科
学

工
作

や
実

験
を

し
て

も
ら

い
な

が
ら

、
そ

の
原

理
を

説
明

し
、

楽
し

さ
不

思
議

さ
を

体
験

し
て

も
ら

い
ま

す
。

仮
に

テ
ー

マ
の

例
を

以
下

に
あ

げ
ま

す
が

、
テ

ー
マ

は
ご

依
頼

先
と

相
談

の
う

え
決

め
ま

す
。

①
ク

リ
ッ

プ
モ

ー
タ

ー
を

作
ろ

う
　

②
紙

コ
ッ

プ
ス

ピ
ー

カ
ー

を
作

ろ
う

　
③

電
磁

石
を

作
ろ

う
　

④
身

近
な

材
料

で
電

池
を

作
ろ

う
　

⑤
ゲ

ル
マ

ニ
ウ

ム
ラ

ジ
オ

を
作

ろ
う

　
⑥

浮
沈

子
を

作
ろ

う
　

⑦
声

で
踊

る
モ

ー
ル

へ
び

を
作

ろ
う

　
⑧

太
陽

電
池

で
遊

ぼ
う

　
⑨

静
電

気
で

遊
ぼ

う
　

⑩
磁

石
で

遊
ぼ

う
　

⑪
そ

の
他

（
相

談
に

よ
っ

て
テ

ー
マ

設
定

で
き

ま
す

。
）

　
さ

ら
に

詳
し

い
情

報
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
2
.
n
a
g
a
n
o
-

n
c
t
.
a
c
.
j
p
/
~
f
u
r
u
k
a
w
a
/
 
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

対
象

人
数

4
0
名

ま
で

。
あ

ら
か

じ
め

材
料

を
ご

用
意

い
た

だ
く

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

4
1
1
4

1
3
飛

べ
！

 
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
ロ

ケ
ッ

ト
電

気
電

子
工

学
科

／
古

川
万

寿
夫

小
学

校
4
年

生
～

中
学

生
1
8
0
～

2
1
0

空
気

と
水

で
飛

ぶ
ロ

ケ
ッ

ト
を

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
使

っ
て

、
お

子
さ

ん
た

ち
が

作
り

ま
す

。
製

作
後

、
グ

ラ
ン

ド
な

ど
で

実
際

に
ロ

ケ
ッ

ト
を

飛
ば

し
て

み
ま

す
。

簡
単

に
で

き
て

よ
く

飛
び

ま
す

の
で

、
と

て
も

お
も

し
ろ

い
で

す
。

も
ち

ろ
ん

飛
ぶ

し
く

み
も

説
明

し
ま

す
。

・
用

意
い

た
だ

く
も

の
：

1
.
5
L
の

炭
酸

飲
料

の
空

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

、
自

転
車

空
気

ポ
ン

プ
、

噴
射

口
（

1
個

約
4
0
0
円

）
な

ど

・
数

百
ｍ

飛
び

ま
す

の
で

、
飛

ば
す

際
に

は
広

い
場

所
が

必
要

で
す

。
・

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

に
水

を
入

れ
て

飛
ば

す
の

で
、

飛
ば

す
場

所
付

近
に

水
道

が
必

要
で

す
。

1
1
6

1
4
ふ

し
ぎ

？
科

学
マ

ジ
ッ

ク
電

気
電

子
工

学
科

／
古

川
万

寿
夫

小
学

生
4
5
～

6
0

（
工

作
を

す
る

場
合

は
9
0
）

子
ど

も
た

ち
が

科
学

に
興

味
を

抱
く

た
め

に
は

、
ま

ず
目

に
映

っ
た

科
学

現
象

を
不

思
議

に
思

う
こ

と
が

大
切

で
す

。
こ

の
出

前
授

業
で

は
、

理
科

で
学

ぶ
科

学
原

理
を

使
っ

た
簡

単
な

科
学

手
品

を
演

示
し

ま
す

。
ま

た
、

手
品

の
タ

ネ
明

か
し

を
な

が
ら

原
理

を
学

習
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。

時
間

が
あ

れ
ば

マ
ジ

ッ
ク

グ
ッ

ズ
の

工
作

も
で

き
ま

す
。

人
数

は
、

手
元

で
行

う
手

品
を

見
る

こ
と

が
で

き
る

程
度

の
人

数
が

よ
い

。
演

示
者

か
ら

の
距

離
が

８
m
以

内
な

ら
ば

見
や

す
い

と
思

い
ま

す
。

7
2
8
5

1
5
び

っ
く

り
！

超
低

温
実

験
シ

ョ
ー

電
気

電
子

工
学

科
／

古
川

万
寿

夫
小

学
生

・
中

学
生

3
0
～

6
0

こ
の

出
前

授
業

で
は

、
約

-
1
9
6
℃

の
液

体
窒

素
を

用
い

て
、

花
、

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

、
マ

シ
ョ

マ
ロ

な
ど

様
々

な
も

の
を

凍
ら

せ
る

実
験

を
演

示
し

ま
す

。
ま

た
、

ご
希

望
に

よ
り

物
質

の
三

態
な

ど
関

連
す

る
事

柄
に

つ
い

て
、

授
業

を
実

施
す

る
学

年
に

応
じ

た
内

容
で

説
明

を
し

ま
す

。
8

4
8
2

1
6
わ

く
わ

く
サ

イ
エ

ン
ス

体
験

ひ
ろ

ば
「

エ
ク

ス
プ

ラ
ト

リ
ウ

ム
」

電
気

電
子

工
学

科
／

古
川

万
寿

夫
小

学
校

3
年

生
～

6
年

生
6
0
～

1
2
0

理
科

実
験

、
理

科
工

作
品

や
科

学
お

も
ち

ゃ
な

ど
を

3
0
～

5
0
点

を
展

示
し

て
、

お
子

さ
ん

に
自

由
に

触
れ

て
も

ら
い

な
が

ら
科

学
体

験
を

楽
し

ん
で

も
ら

い
ま

す
。

お
子

さ
ん

た
ち

に
も

簡
単

に
作

る
こ

と
が

で
き

そ
う

な
も

の
を

展
示

し
ま

す
の

で
、

体
験

す
る

こ
と

に
よ

り
自

由
研

究
な

ど
自

発
的

な
活

動
に

つ
な

が
っ

て
い

く
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

平
成

2
0
年

度
新

規
開

講
・

展
示

用
に

長
机

が
1
5
～

2
5
必

要
で

す
。

・
搬

入
、

設
営

に
1
2
0
分

、
撤

去
に

6
0
分

が
必

要
で

す
。

1
4
6

1
7
ワ

イ
ヤ

レ
ス

マ
イ

ク
を

作
っ

て
声

を
電

波
で

飛
ば

そ
う

電
気

電
子

工
学

科
／

渡
辺

誠
一

小
学

校
高

学
年

～
中

学
生

2
4
0

①
エ

ッ
チ

ン
グ

法
に

よ
る

プ
リ

ン
ト

基
板

の
製

作
（

1
2
0
分

）
②

半
田

付
け

に
よ

る
A
M
ワ

イ
ヤ

レ
ス

マ
イ

ク
の

製
作

（
9
0
分

）
③

市
販

ラ
ジ

オ
を

使
っ

た
動

作
確

認
実

験
（

3
0
分

）

対
象

人
数

：
1
5
名

程
度

ま
で

、
実

施
回

数
：

年
2
回

程
度

、
出

前
対

象
：

半
田

付
け

の
技

術
を

要
す

る
た

め
、

学
校

や
地

域
の

科
学

ク
ラ

ブ
へ

の
出

前
を

希
望

し
ま

す
。

1
1
0

1
8
太

陽
光

発
電

を
体

験
し

よ
う

電
気

電
子

工
学

科
／

渡
辺

誠
一

小
学

校
高

学
年

～
中

学
生

1
2
0

①
半

導
体

を
用

い
た

太
陽

電
池

の
動

作
原

理
の

説
明

と
実

験
②

太
陽

電
池

な
ど

を
用

い
た

太
陽

光
発

電
③

太
陽

電
池

の
応

用
例

と
し

て
、

本
校

ソ
ー

ラ
ー

カ
ー

研
究

部
が

製
作

し
た

ソ
ー

ラ
ー

カ
ー

の
紹

介
年

2
～

3
回

程
度

実
施

予
定

1
9
風

力
発

電
機

を
作

ろ
う

電
気

電
子

工
学

科
／

渡
辺

誠
一

小
学

校
高

学
年

～
中

学
生

1
2
0

①
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

発
電

の
重

要
性

の
説

明
②

風
力

発
電

機
の

原
理

の
説

明
③

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
活

用
し

た
風

力
発

電
機

の
製

作
お

よ
び

実
験

空
の

5
0
0
m
L
及

び
2
L
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
1
本

づ
つ

ご
用

意
く

だ
さ

い
。

年
2
～

3
回

程
度

実
施

予
定

2
7
9

2
0
デ

ジ
タ

ル
カ

メ
ラ

の
話

電
気

電
子

工
学

科
／

秋
山

正
弘

小
学

校
高

学
年

～
中

学
生

9
0

近
年

、
デ

ジ
タ

ル
カ

メ
ラ

が
大

変
広

く
普

及
さ

れ
て

い
ま

す
。

携
帯

電
話

に
も

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
が

一
体

化
さ

れ
、

ま
す

ま
す

身
近

な
も

の
に

な
っ

て
い

ま
す

。
そ

の
構

造
、

原
理

は
大

変
難

し
く

、
最

先
端

の
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
が

詰
め

込
ま

れ
て

い
ま

す
。

そ
の

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
の

構
造

、
原

理
を

簡
単

に
説

明
し

、
日

本
の

最
先

端
の

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
一

端
に

触
れ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

例
え

ば
、

フ
ィ

ル
ム

カ
メ

ラ
と

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
の

違
い

。
ま

た
、

光
を

電
気

信
号

に
換

え
る

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

説
明

。

2
1
電

話
で

遊
ぼ

う
電

気
電

子
工

学
科

／
春

日
貴

志
小

学
生

6
0
～

9
0

遠
く

の
人

と
会

話
す

る
方

法
と

し
て

電
話

が
あ

り
ま

す
。

簡
単

な
電

話
と

し
て

、
糸

電
話

が
あ

り
ま

す
。

こ
の

授
業

で
は

、
糸

電
話

の
糸

を
様

々
な

材
料

を
使

う
こ

と
で

、
ど

の
糸

が
遠

く
ま

で
伝

わ
る

か
、

良
く

聞
こ

え
る

か
実

験
し

ま
す

。
ま

た
、

F
M
ラ

ジ
オ

を
使

っ
た

携
帯

電
話

を
使

っ
て

実
験

し
ま

す
。

3
6
5

平
成

２
０

年
度

　
出

前
授

業
一

覧
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 №
授
業
テ
ー
マ
名

学
科
・
教
員
名

対
象
学
年

所
要
時
間
（
分
）

授
業
の
概
要

備
考

実
施
回
数

参
加
者

数

（
概
数

）

2
2
電
波
を
体
感
し
よ
う

電
気
電
子
工
学
科
／
春
日
貴
志

中
学
生

6
0
～
9
0

電
波
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
解
説
し
、
実
際
に
ア
ン
テ
ナ
か
ら
放
射
さ
れ

る
電
波
が
ど
の
よ
う

に
伝
搬
す
る
か
、
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
を
使
い
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
の
作
製
や
F
M
放
送
の
受
信

実
験
な
ど
、
普
段
は

目
で
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

電
波
を
体
感
し
ま
す
。

実
験
装
置
の
都
合
上

、
人
数
は
1
0
名
程
度

2
3
「
真
空
」
の
世
界
を
見
よ
う

電
気
電
子
工
学
科
／
百
瀬
成
空

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

4
5
～
9
0

こ
の
授
業
で
は
、
い
ま
や
日
用
品
か
ら
先
端
技
術
に
ま
で
さ
か
ん
に
使
わ
れ

て
い
る
「
真
空
」
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。
前
半
は

真
空
が
身
の
回
り
の
意
外
な
と
こ
ろ
で
役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
紹
介
を
交

え
な
が
ら
、
「
そ
も

そ
も
真
空
っ
て
な
に
？
」
と

い
う
説
明
を
し
、
後
半
は
真
空
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を
、
現
象
の
解

説
を
交
え
な
が
ら
演

示
し
ま
す
。
対
象
学
年
、
授

業
時
間
に
よ
っ
て
授
業
・
実
験
内
容
を
調
整
し
ま
す
。
（
た
と
え
ば
真
空
の

先
端
技
術
へ
の
応
用

や
、
な
ぜ
空
気
が
薄
い
と
低

温
で
沸
騰
す
る
の
か
な
ど
。
）

実
験
を
で
き
る
だ
け

近
く
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
人
数
は

4
0
人
程
度

1
2
0

2
4
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
体
験
！

電
気
電
子
工
学
科
／
百
瀬
成
空
，
秋
山
正
弘

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

「
ハ
ン
デ
ィ
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
」
を
手
に
、
身
近
に
存
在
す
る
様
々
な
「
モ

ノ
」
を
観
察
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
観
察
し
た
映

像
は
パ
ソ
コ
ン
（
ご
用
意
し
ま
す
。
）
に
取
り
込
め
、
そ
の
場
で
長
さ
等
を

測
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
授
業
の
途
中
で
、

■
顕
微
鏡
の
原
理
、
■
最
先
端
の
顕
微
鏡
、
■
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
が
映
像

を
表
示
す
る
仕
組
み

、
■
半
導
体
集
積
回
路
と

は
、
な
ど
に
つ
い
て
映
像
を
使
い
な
が
ら
説
明
し
（
対
象
学
年
や
時
間
に
よ

っ
て
調
整
し
ま
す
。

）
、
終
盤
で
は
最
先
端
技
術

で
作
製
さ
れ
た
集
積
回
路
な
ど
を
観
察
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
講
人
数
は
1
2
人
程

度
が
望
ま
し
い
が
、
2
0
人
程
度
ま
で
対
応
い

た
し
ま

す
。

2
5
江
戸
期
の
ロ
ボ
ッ
ト
か
ら
く
り
人
形
の
不
思
議
を
学
ぶ

電
子
制
御
工
学
科
／
岸
　
佐
年

小
学
校
5
年
生
～
中
学
生

4
5
～
9
0

日
本
の
科
学
技
術
の
振
興
は
、
明
治
期
以
降
の
西
欧
か
ら
の
科
学
技
術
の
導

入
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
か
ら
く
り
人
形
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
江
戸
期
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か

ら
日
本
に
は
優
れ
た

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
が
存
在
し
ま

し
た
。
こ
の
授
業
で
は
、
茶
運
人
形
、
指
南
車
な
ど
か
ら
く
り
人
形
の
実
物

に
触
れ
、
そ
の
仕
掛

け
を
見
て
技
術
の
歴
史
を
学

び
、
さ
ら
に
そ
の
動
作
の
理
屈
を
理
解
し
、
現
在
の
日
本
の
科
学
技
術
が
こ

れ
ら
の
伝
統
に
基
づ

い
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま

す
。

1
5
0

2
6
”
ま
さ
つ
”
っ
て
何
だ
ろ
う

電
子
制
御
工
学
科
／
山
崎
保
範

小
学
校
4
年
生
～
中
学
生

6
0

“
ま
さ
つ
”
は
摩
擦
で
あ
っ
て
、
日
々
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
が

、
そ
の
発
生
原
理
や

性
質
に
つ
い
て
は
、
誤
解
に

満
ち
て
い
ま
す
。
“
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
指
で
奏
で
る
グ
ラ
ス
ハ
ー
モ
ニ
カ
”

、
“
1
k
g
の

重
り
で
馬
を
繋
ぐ
方
法
”

、
“
摩
擦

力
は
面
積
に
無
関
係
”
、
“
昔
懐
か
し
い
自
在
鉤
”
な
ど
の
実
験
と
議
論
を

通
じ
て
，
“
ま
さ
つ

”
の
不
思
議
に
迫
り
ま
す
。

で
き
れ
ば
、
目
に
見
え
な
い
も
の
を
想
像
力
で
補
っ
て
い
く
、
科
学
の
醍
醐

味
を
少
し
分
か
っ
て

貰
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

月
・
火
曜
日
以
外

金
曜
日
が
ベ
ス
ト

1
1
5

2
7
磁
石
を
作
っ
て
み
よ
う

電
子
制
御
工
学
科
／
森
山
　
実

中
学
校
1
～
2
年
生

1
回
9
0
 
計
1
8
0

い
く
つ
か
の
溶
液
を
化
学
反
応
さ
せ
て
、
フ
ェ
ラ
イ
ト
磁
石
を
つ
く
り
ま
す

。
具
体
的
に
は
、
水

酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
炭
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
溶
液
に
塩
化
鉄
と
塩
化
バ
リ
ウ
ム
を
混
ぜ
て
沈
殿
さ
せ
ま
す
。
沈

殿
物
を
水
洗
、
乾
燥

、
熱
処
理
、
成
型
、
(
本
焼

成
は
省
略
)
、
磁
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
バ
リ
ウ
ム
フ
ェ
ラ
イ
ト

磁
石
を
作
り
ま
す
。
熱

処
理
工
程
が
必
要
な
た
め

、
2
回
に
分

け
て
実
施
し
ま
す
。
熱
処
理
を
行
う
た
め
電
気
炉
設
備
は
本
校
の
も
の
を
使

用
で
き
ま
す
。

設
備
の
都
合
上
、
4
～
8
人
程
度
が
実
験
し
や

す
い
人
数
で
す
。

2
8
君
の
声
を
見
て
み
よ
う
！
！

電
子
制
御
工
学
科
／
鈴
木
　
宏

小
学
校
4
年
生
～
中
学
生

4
5
～
9
0

大
き
い
音
と
小
さ
い
音
や
高
い
音
と
低
い
音
の
違
い
を
見
な
が
ら
、
音
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で

、
ど
う
や
っ
て
聞
こ
え
る
か

を
、
楽
器
の
音
な
ど
を
例
に
と
り
、
実
験
を
し
な
が
ら
解
説
し
て
い
く
。
（

2
0
分
程
度
）
　
人
間

の
声
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
形
に
な
っ
て
い
る
か
を
説
明
し
な
が
ら
、
実
際
に
生
徒
の
声
の
形
を
、
機

械
に
取
り
込
ん
で
見

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
と
き
に

使
用
し
た
機
械
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
う
。
（
2
0
分
程
度
）
　
授
業
は
、
実

験
を
伴
う
た
め
多
く

の
児
童
・
生
徒
に
行
う
と
倍

の
時
間
で
も
よ
い
。

1
1
5

2
9
マ
イ
コ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
で
動
く
も
の
を
作
ろ
う

電
子
制
御
工
学
科
／
鈴
木
　
宏
，
江
角
直
道
，
中
山
英
俊

小
学
校
3
年
生
～
中
学
生

相
談
に
よ
る

モ
ー
タ
・
セ
ン
サ
ー
・
ギ
ア
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
し
て
、
車
や
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
動
く
も
の
を

作
る
。
そ
れ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
で
き
る
マ
イ
コ
ン
が
入
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
思
い
通
り
に
作
っ
た

も
の
を
動
か
し
て
み

る
。
小
学
3
・
4
年
生
：
6
0
分

～
9
0
分
で
、
説
明
と
設
計
図
通
り
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
製
作
し
、
サ
ン
プ
ル
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
動
か
す
。

小
学
5
年
生
以
上

中
学
生
：

9
0
分
～
1
2
0
分
で
、
説
明
と
自
由
に
ブ
ロ
ッ
ク
で
動
く
も
の
を
作

り
、
実
際
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
行
っ
て
作
っ
た
も
の

を
動
か

す
。
ま
た
、
最
新
の
2
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
玩
具
を
操
作
し
て
み
る

。

対
象
人
数
2
0
名
程
度

が
よ
い
が
，
4
0
名
ま
で

可
能
。

2
5
0

3
0
や
さ
し
い
ね
じ
の
話

電
子
制
御
工
学
科
／
堀
内
富
雄

小
学
校
5
年
生
～
中
学
生

4
5
～
6
0

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
工
業
製
品
に
は
多
く
の
「
ね
じ
」
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
「
ね

じ
」
に
つ
い
て
、
ね
じ
山
の

形
状
の
違
い
や
用
途
に
よ
り
分
類
し
て
み
ま
す
。
ま
た
、
「
ね
じ
」
の
作
り

方
に
つ
い
て
手
作
業

で
の
場
合
と
工
業
的
に
大
量

生
産
す
る
場
合
の
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
さ
ら
に
「
ね
じ
」
の
歴
史
を

た
ど
り
つ
つ
、
今
日

大
量
に
使
わ
れ
て
い
る
「
ね

じ
」
に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
ま
す
。

3
1
プ
ラ
ズ
マ
の
科
学
と
そ
の
応
用

電
子
制
御
工
学
科
／
江
角
直
道

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

6
0
～
1
2
0

最
近
よ
く
見
聞
き
す
る
「
プ
ラ
ズ
マ
」
と
い
う
言
葉
。
言
葉
は
知
っ
て
い
る

が
な
ん
だ
か
よ
く
分

か
ら
な
い
と
い
う
方
は
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
ん
な
疑
問
に
簡
単
な
実
験
と
解
説
を
交
え
な

が
ら
答
え
て
い
き
ま

す
。
身
の
回
り
に
あ
る
プ
ラ

ズ
マ
、
も
の
づ
く
り
に
利
用
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ズ
マ
、
未
来
の
究
極
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
で
あ
る
核

融
合
発
電
に
利
用
さ
れ
る
プ

ラ
ズ
マ
等
の
紹
介
を
通
じ
て
、
プ
ラ
ズ
マ
の
特
徴
や
な
ぜ
今
プ
ラ
ズ
マ
が
注

目
さ
れ
て
い
る
の
か

に
迫
り
ま
す
。

3
2
磁
気
（
磁
石
）
と
電
気
の
関
係

電
子
制
御
工
学
科
／
中
山
英
俊

小
学
校
3
年
生
～
中
学
生

4
5
～
1
2
0

磁
気
（
磁
石
）
と
電
気
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
磁
石
は
電
気
を
使

っ
て
つ
く
れ
ま
す
し

、
電
気
は
磁
石
を
使
っ
て
つ

く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
磁
気
と
電
気
の
関
係
に
つ
い
て
実
験
を
通
し
て
学
び
ま

す
。
内
容
は
、
「
磁

石
の
引
力
・
斥
力
」
、
「
電

気
を
使
っ
て
磁
石
を
つ
く
る
（
電
磁
石
）
」
、
「
磁
石
を
使
っ
て
電
気
を
つ

く
る
（
電
磁
誘
導
）

」
の
3
テ
ー
マ
を

基
礎
と

し
、
さ
ら
に
応
用
と
し
て
「
振
っ
て
発
電
！
懐
中
電
灯
」
「
磁
石
で
1
円
玉
を
動
か
す
」

、
「
落
下
速
度
が
遅
く
な

る
磁

石
」
、
「
超
電
導
物
質
の
上
で
浮
く
磁
石
」
な
ど
の
シ
ョ
ー
を
行
い
、
そ
の

科
学
現
象
の
原
理
を

解
明
し
ま
す

平
成
2
0
年
1
0
月
以
降

実
施

対
象
人
数
：
4
0
人
程

度
ま
で
。
科
学
現
象
を

で
き
る
だ
け
近
く
で

見
て
欲
し

い
の
で
、
少
人
数
が

望
ま
し
い
。

3
3
材
料
の
不
思
議

電
子
制
御
工
学
科
／
堀
口
勝
三

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

3
0
～
6
0

私
た
ち
の
身
の
回
り
の
も
の
は
、
様
々
な
材
料
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
私
た
ち

の
生
活
の
役
に
立
つ
も
の
を

つ
く
る
に
は
、
材
料
の
性
質
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
授

業
で
は
、
日
頃
良
く

目
に
す
る
金
属
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
の
材
料
が
持
つ
不
思
議
な
性
質
に
つ
い
て
説
明
し
、
材
料
の
楽

し
さ
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
思
い
ま
す
。

　

3
4
ゆ
ら
ぎ
の
不
思
議

電
子
情
報
工
学
科
／
堀
内
征
治

小
学
校
6
年
生
～
中
学
生

相
談

風
に
揺
れ
る
葦
、
水
面
に
揺
れ
る
月
影
、
前
進
か
退
却
か
心
が
揺
れ
る
・
・

・
・
。
「
揺
れ
る
」

は
誰
で
も
知
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
「
揺
ら
ぎ
」
と
な
る
と
ち
ょ
っ
と
耳
新
し
い
言
葉
で
す
。
人
に
と
っ

て
心
地
よ
い
も
の
に

は
共
通
し
た
「
ゆ
ら
ぎ
」
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
本
講
座
で
は
そ
の
ゆ
ら
ぎ
の
正
体

を
明
ら
か
に
し
た
あ

と
、
現
代
は
そ
れ
を
利
用
し

て
心
地
よ
い
も
の
の
創
造
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
交
え
て
解

説
し
ま
す
。

3
5
光
フ
ァ
イ
バ
と
光
通
信

電
気
情
報
工
学
科
／
中
澤
達
夫

電
気
電
子
工
学
科
／
大
澤
幸
造

中
学
生

4
0
～
9
0

I
T
技
術
の
基
盤
技
術
で
あ
る
光
通
信
と
、
そ
れ
を
支
え
る
光
フ
ァ
イ
バ
の
仕

組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
簡
単
な
演
示
実
験

を
行
っ
て
光
フ
ァ
イ
バ
の
原
理
を
わ
か
り
易
く
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
光
を

利
用
し
た
通
信
の
歴

史
的
か
ら
、
現
在
の
光
情
報

通
信
の
様
子
ま
で
を
紹
介
し
、
光
通
信
の
実
験
装
置
で
体
験
実
習
を
し
ま
す

。
さ
ら
に
、
電
波
と

光
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
も

簡
単
に
お
話
し
し
ま
す
。

3
6
電
子
顕
微
鏡
と
ミ
ク
ロ
の
世
界

電
子
情
報
工
学
科
／
押
田
京
一

中
学
校
2
～
3
年
生

3
0
～
6
0

対
象
物
を
ガ
ラ
ス
レ
ン
ズ
で
拡
大
す
る
光
学
顕
微
鏡
は
、
普
段
学
校
で
使
わ

れ
、
倍
率
が
最
大
で

1
0
0
0
倍
程
度
で
あ
る
。
電
磁

レ
ン
ズ
を
使
う
電
子
顕
微
鏡
は
1
0
～
1
0
0
万
倍
ま
で
拡
大
で
き
る

の
で
、
ミ
ク
ロ
の
世
界

が
見
え
て
く
る
。
光
学
顕

微
鏡
と
拡

大
方
法
が
似
て
い
る
透
過
電
子
顕
微
鏡
を
中
心
に
、
観
察
し
た
試
料
の
様
子

を
示
し
物
質
の
構
造

を
探
り
な
が
ら
先
端
技
術
に

触
れ
る
。
ミ
ク
ロ
の
世
界
で
は
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
を
使

用
し
ま
す
の
で
、
ス
ク

リ
ー
ン
を
用
意
願
い

ま
す
。

3
7
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

電
子
情
報
工
学
科
／
藤
澤
義
範

中
学
校
2
～
3
年
生

相
談
に
よ
る

1
9
4
6
年
に
現
在
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
原
型
で
あ
る
ノ
イ
マ
ン
型
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
登
場
し
て
お
よ

そ
6
0
年
が
経
っ
て
い
る
。
現

在
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
我
々
の

生
活
ス
タ
イ
ル
さ
え

も
変
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
教
育
現
場
で
も
積
極
的
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
取

り
入
れ
て
教
育
を
行

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

仕
組
は
難
し
く
単
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
だ
け

に
留
ま
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
 
 
今
回
の
出
前
授

業
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組
に
つ
い
て
や
さ
し
く
お

話
し
を
す
る
。

3
8
音
の
秘
密
を
探
る

電
子
情
報
工
学
科
／
大
矢
健
一

小
学
校
4
年
生
～
中
学
生

相
談
に
よ
る

楽
器
の
音
や
人
の
声
な
ど
の
身
近
な
音
に
つ
い
て
、
そ
の
秘
密
を
探
り
ま
す

。
マ
イ
ク
と
パ
ソ
コ

ン
を
用
い
て
音
の
周
波
数
解

析
を
行
な
い
、
音
を
視
覚
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
秘
密
を
探
っ
て
い
き

ま
す
。
マ
イ
ク
、
パ

ソ
コ
ン
、
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
、
ア
ン
プ
、
簡
単
な
楽
器
、
な
ど
は
こ
ち
ら
か
ら
持
ち
込
み
可
能
で
す

。
場
所
は
、
液
晶
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
う
関
係

で
、
暗
く
す
る
こ
と
の
で
き
る
部
屋
が
望
ま
し
い
で
す
。
所
要
時
間
は
相
談

に
応
じ
ま
す
。

3
9
究
極
粒
子
を
つ
か
ま
え
ろ

電
子
情
報
工
学
科
／
伊
藤
祥
一

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

4
0
～
6
0

も
の
は
何
か
ら
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
か
ら
、

人
間
は
ず
っ
と
こ
の

こ
と
を
考
え
続
け
て
き
ま
し

た
。
2
1
世
紀
の
現
代
、
限
り
な
い
科
学
技
術
の
進
歩
は
物
質
の
究
極
の
構
成

要
素
の
姿
を
明
ら
か

に
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

授
業
で
は
冒
頭
の
疑
問
に
つ
い
て
の
現
代
素
粒
子
物
理
学
か
ら
の
答
え
を
、

写
真
を
使
っ
て
や
さ

し
く
紹
介
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
を
使

用
し
ま
す
の
で
、
ス
ク

リ
ー
ン
を
用
意
願
い

ま
す
。

4
0
命
の
バ
ト
ン
　
－
身
近
な
水
辺
と
生
物
多
様
性
ー

環
境
都
市
工
学
科
／
松
岡
保
正

小
学
生

教
室
の
み
:
6
0

自
然
観
察
:
1
5
0

田
圃
・
里
山
・
川
・
用
水
か
ら
な
る
身
近
な
ビ
オ
ト
－
プ
を
舞
台
に
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
る
命
の

営
み
を
、
す
み
場
の
環
境
の

側
面
か
ら
学
び
ま
す
。
次
世
代
へ
命
の
バ
ト
ン
を
渡
す
営
み
の
多
様
性
や
そ

の
環
境
が
突
然
失
わ

れ
る
事
の
意
味
を
知
る
こ
と

に
よ
り
、
命
有
る
も
の
個
々
の
存
在
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。
キ
－
ワ
－
ド

は
ビ
オ
ト
－
プ
、
瀬

と
淵
、
移
動
の
自
由
、
生
物

多
様
性
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
､
共
生
。
用
語
と
内
容
の
難
易
等
は

対
象
学
年
に
よ
り
考
慮

。

4
8
4
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 №
授
業
テ
ー
マ
名

学
科
・
教
員
名

対
象
学
年

所
要
時
間
（
分
）

授
業
の
概
要

備
考

実
施
回
数

参
加
者
数

（
概
数
）

4
1
地
域
学
入
門
 
―
諏
訪
湖
周
辺
の
地
盤
の
動
き
に
つ
い
て
―

環
境
都
市
工
学
科
／
阿
部
廣
史
，
松
下
英
次

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

5
0
～
9
0

大
地
に
は
た
ゆ
み
な
い
動
き
が
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
比
較
的
身
近
な
地
盤
沈
下
・
土
砂
崩
壊
・
地
す
べ
り
・
土
石
流
な

ど
か
ら
、
地
震
・
断
層
・
大
陸
移
動
な
ど
様
々
な
動
き
が
見
え
隠
れ
し
な
が
ら
こ
の
地
域
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ

の
出
前
授
業
で
は
、
諏
訪
湖
周
辺
地
盤
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
上
げ
、
こ
の
地
方
の
「
地
盤
の
調
べ
方
」
と
す
く
も
層
と
呼
ば
れ

る
土
の
「
地
盤
沈
下
」
に
つ
い
て
、
出
来
る
だ
け
や
さ
し
く
お
話
し
ま
す
。

4
2
ま
ち
づ
く
り
の
な
か
の
交
通
計
画

環
境
都
市
工
学
科
／
柳
澤
吉
保

中
学
生

1
2
0
～
1
8
0

（
1
）
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
街
路
の
形
成
、
人
々
が
移
動
し
や
す
い
自
動
車
と
公
共
交
通
と
の
連
携
、
生
活
環
境
と
交
通
と

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
授
業
す
る
。
（
2
）
交
通
渋
滞
、
道
路
公
害
な
ど
へ
対
応
す
る
た
め
の
交
通
計
画
を
解
説
し
、
交
通
行

動
の
視
点
か
ら
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
。
以
上
、
2
つ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
授
業
す

る
。
さ
ら
に
、
現
在
、
交
通
計
画
を
立
て
る
上
で
行
わ
れ
て
い
る
交
通
行
動
調
査
も
体
験
し
て
も
ら
う
予
定
。

4
3
建
物
を
造
っ
て
い
る
材
料
の
話

環
境
都
市
工
学
科
／
遠
藤
典
男

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

相
談
に
よ
る

身
の
回
り
の
建
物
は
木
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
金
属
な
ど
で
作
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
性
質
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
材
料

の
性
質
を
利
用
し
た
設
計
に
つ
い
て
も
概
説
す
る
。
ま
た
、
最
新
の
建
設
で
用
い
ら
れ
る
材
料
に
つ
い
て
も
話
題
を
広
げ
る
。

さ
ら
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
中
心
と
し
た
循
環
型
社
会
へ
の
転
換
を
計
る
た
め
に
、
廃
棄
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
製
品
を
作
る

過
程
で
発
生
す
る
残
り
も
の
を
建
設
材
料
と
し
て
利
用
し
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

4
4
バ
イ
オ
の
不
思
議

環
境
都
市
工
学
科
／
畠
　
俊
郎

小
学
校
高
学
年
～
中
学
生

4
0
～
6
0

微
生
物
や
植
物
が
環
境
保
全
の
分
野
で
積
極
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
バ
イ
オ
テ
ク
ニ
ロ
ジ
ー
と

呼
ば
れ
る
分
野
で
は
、
従
来
の
寒
天
培
地
を
用
い
た
方
法
に
加
え
て
遺
伝
子
解
析
が
一
般
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
、
微
生
物
や
植
物
が
持
つ
不
思
議
な
能
力
や
遺
伝
子
の
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

4
5
水
素
を
呼
吸
す
る
金
属
の
不
思
議

一
般
科
／
藤
原
勝
幸

中
学
生

相
談
に
よ
る

石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料
の
埋
蔵
量
が
少
な
く
な
っ
た
現
在
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
最
も
注
目
さ

れ
て
い
る
の
が
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
ま
た
、
水
素
の
貯
蔵
・
運
搬
の
観
点
で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
が
、
金
属
水
素
化
物

と
い
う
形
で
金
属
に
水
素
を
貯
蔵
す
る
方
法
で
す
。
金
属
水
素
化
物
と
は
何
か
。
つ
ま
り
、
な
ぜ
金
属
が
水
素
を
吸
収
・
放
出

す
る
か
、
ま
た
、
な
ぜ
高
い
密
度
で
貯
蔵
で
き
る
の
か
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
金
属
水
素
化
物
に
は
貯
蔵

の
ほ
か
に
、
機
能
材
料
と
し
て
も
多
く
の
潜
在
能
力
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

4
6
図
形
の
話
１

一
般
科
／
前
田
善
文

小
学
校
5
年
生
以
上

5
0

日
常
生
活
の
中
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
図
形
の
話
を
す
る
。
円
柱
を
4
5
ﾟ
の
平
面
で
切
断
し
た
と
き
の
展
開
図
は
？
上
と
横
か
ら

見
た
と
き
円
で
正
面
か
ら
見
て
正
方
形
に
見
え
る
立
体
は
？
・
・
・
こ
ん
な
立
体
は
ど
ん
な
も
の
か
。
上
、
横
、
正
面
の
3
方

向
か
ら
見
て
円
に
見
え
る
立
体
？
・
・
・
こ
の
立
体
は
球
だ
け
な
の
か
？
　
実
際
に
こ
の
よ
う
な
立
体
を
作
っ
て
み
よ
う
。
ま

た
、
こ
れ
以
外
の
図
形
に
つ
い
て
も
扱
う
こ
と
に
す
る
。

1
2
2

4
7
図
形
の
話
２

一
般
科
／
前
田
善
文

中
学
生

5
0

数
学
に
お
い
て
は
、
最
大
や
最
小
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
が
多
い
。
2
点
を
通
る
曲
線
の
内
で
曲

線
の
長
さ
を
最
小
に
す
る
の
は
直
線
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
3
点
か
ら
の
距
離
の
和
を
最
小
に
す
る
点
は
（
作

図
も
含
め
て
）
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
か
。
ま
た
、
な
ぜ
シ
ャ
ボ
ン
玉
は
球
形
な
の
か
（
話
だ
け
）
。
こ
れ
よ
り
簡
単
な

例
と
し
て
周
の
長
さ
が
一
定
の
と
き
、
面
積
を
最
大
に
す
る
図
形
が
円
で
あ
る
こ
と
を
微
分
積
分
を
用
い
ず
中
学
生
が
常
識
と

思
っ
て
い
る
範
囲
内
で
説
明
し
ま
す
。

4
8
無
限
の
話

一
般
科
／
前
田
善
文

小
学
校
5
年
生
以
上

5
0
～
9
0

数
を
か
ぞ
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
（
多
数
の
羊
の
数
を
正
確
に
か
ぞ
え
る
な
ど
）
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
、
数
の
概
念
、

無
限
と
は
何
か
、
数
学
的
な
無
限
に
は
種
類
が
あ
る
の
か
な
ど
、
ま
た
、
数
を
無
限
に
た
す
と
ど
う
な
る
か
な
ど
簡
単
な
例
を

挙
げ
な
が
ら
説
明
を
し
ま
す
。
無
限
和
（
簡
単
な
級
数
）
に
関
連
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
か
ら
問
題
と
さ
れ
て
い
る
ア
キ
レ
ス

と
亀
の
話
（
ゼ
ノ
ン
の
逆
理
）
や
ボ
ー
ル
の
バ
ウ
ン
ド
（
理
論
的
に
永
遠
に
振
動
す
る
･
･
･
答
　
永
遠
に
振
動
し
な
い
）
に
つ

い
て
も
簡
単
に
触
れ
て
話
を
し
ま
す
。

4
9
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
暴
く
，
現
代
日
本
語
コ
ト
バ
の
秘
密
！

 
一
般
科
／
堀
内
泰
輔

中
学
生

5
0
～
9
0

世
は
日
本
語
ブ
ー
ム
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
1
5
年
以
上
が
経
過
し
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
簡

単
に
入
手
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
W
e
b
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
て
い
る
の
で
、
日
本
語
の
使

わ
れ
方
を
調
査
す
る
こ
と
も
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
本
授
業
で
は
、
皆
さ
ん
が
興
味
あ
る
コ
ト
バ
の
調
査
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
実
地
で
行
い
な
が
ら
、
現
代
日
本
語
の
使
わ
れ
方
の
秘
密
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
は
，
文
学
作
品
に
見
ら
れ
る
コ

ト
バ
の
使
い
方
に
も
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

5
0
　
パ
ソ
コ
ン
キ
ー
ボ
ー
ド
の
秘
密
を
探
る
！

 
一
般
科
／
堀
内
泰
輔

中
学
生

9
0
以
上
、
分
割
可

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
は
、
最
近
で
は
マ
ウ
ス
で
ほ
と
ん
ど
の
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
で
も
わ
か

る
よ
う
に
、
文
字
を
入
力
す
る
機
能
を
持
つ
キ
ー
ボ
ー
ド
は
今
で
も
大
切
な
入
力
機
器
で
す
。
本
講
座
で
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の

歴
史
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
配
列
に
関
す
る
秘
密
に
迫
り
ま
す
。
ま
た
、
音
声
認
識
を
用
い
た
入
力
装
置
や
新
し
い
入
力
機
器
の

デ
モ
も
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
タ
ッ
チ
タ
イ
プ
の
重
要
性
を
説
き
、
タ
ッ
チ
タ
イ
プ
の
学
習
方
法
に
つ
い
て
も
触
れ
ま
す
。

6
6
0

5
1
　
星
の
光
を
虹
に
分
け
る

 
一
般
科
／
大
西
浩
次

中
学
生

9
0

C
D
板
を
利
用
し
た
反
射
型
分
光
器
を
製
作
し
、
身
の
回
り
の
い
ろ
ん
な
光
源
の
光
を
分
解
し
ま
す
。
こ
の
あ
と
、
原
子
か
ら
放

出
さ
れ
る
輝
線
や
、
吸
収
線
、
お
よ
び
連
続
ス
ペ
ク
ト
ル
を
観
察
し
、
星
の
色
と
温
度
、
太
陽
の
吸
収
線
を
観
察
し
て
、
太
陽

を
作
っ
て
い
る
物
質
が
何
な
の
か
学
び
ま
す
。
生
徒
の
興
味
に
応
じ
て
、
分
光
器
の
工
作
を
中
心
に
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
天

文
学
の
内
容
を
中
心
に
し
た
り
し
ま
す
｡

5
2
　
道
徳
に
つ
い
て

 
一
般
科
／
中
村
博
雄

中
学
生
～
高
校
生

5
0

「
道
徳
」
と
い
う
言
葉
は
た
い
へ
ん
難
し
い
印
象
を
与
え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
言
葉
の
も
と
も
と
の
意
味
を
理
解
す
れ
ば
、

も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
、
そ
の
教
育
（
道
徳
教
育
）
も
楽
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
生
徒
諸
君
の
身
近
な
出
来
事
を
と

お
し
て
、
「
道
徳
」
の
大
切
さ
を
教
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
2
0
年
度
新
規
開
講

長
期
休
業
中
に
お
け
る
実
施
。

5
3
　
人
生
と
は
何
か
？

 
一
般
科
／
中
村
博
雄

中
学
生
、
高
校
生
2
～
3
年
生

5
0

進
学
や
就
職
を
前
に
し
た
中
学
・
高
校
の
3
年
生
（
あ
る
い
は
2
年
生
）
に
は
、
自
分
の
将
来
を
ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
く
か
悩

ん
で
い
る
諸
君
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
「
人
生
と
は
何
か
？
」
と
い
う
哲
学
的
問
い
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
諸
君
が

自
分
自
身
を
根
元
か
ら
見
つ
め
な
お
す
ヒ
ン
ト
を
つ
か
め
れ
ば
幸
い
で
す
。

平
成
2
0
年
度
新
規
開
講

長
期
休
業
中
に
お
け
る
実
施
。

5
4
　
≪
ひ
ら
が
な
≫

 
一
般
科
／
戸
谷
精
三

小
学
校
3
・
4
年
生

そ
の
他
個
別
応
談
可

5
0

日
本
固
有
の
文
字
と
い
わ
れ
、
平
安
時
代
よ
り
日
本
文
学
作
品
の
中
で
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
《
ひ
ら
が
な
》
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。
一
文
字
ご
と
に
、
関
連
性
の
高
い
漢
字
を
紹
介
し
な
が
ら
、
現
在
の
《
ひ
ら
が
な
》
が
、
ど
の
よ
う
な
漢

字
か
ら
で
き
あ
が
っ
た
の
か
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
学
習
を
進
め
ま
す
。
学
習
時
間
の
中
で
、
《
ひ
ら
が
な
》
の
書
き
取
り
を

繰
り
返
す
こ
と
を
通
し
て
、
筆
圧
を
か
け
な
が
ら
丁
寧
に
書
写
す
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
、
習
熟
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

2
5
2

5
5
　
チ
ベ
ッ
ト
史

 
一
般
科
／
久
保
田
和
男

高
校
2
年
生
以
上
、
大
学
生

（
中
国
史
を
一
通
り
学
ん
だ
者
）

5
0
あ
る
い
は
9
0

吐
蕃
王
国
か
ら
、
現
在
の
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
に
い
た
る
チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
を
単
な
る
民
族
の
伝
統
の
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら
だ

け
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
・
モ
ン
ゴ
ル
・
マ
ン
チ
ュ
リ
ア
・
チ
ャ
イ
ナ
＝
プ
ロ
パ
ー
の
関
係
性
と
し
て
捉
え
、
今
日
の
チ
ベ
ッ
ト

問
題
を
考
え
ま
す
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
ま
た
、
中
国
に
お
け
る
民
族
問
題
は
い
か
な
る
も
の
な
の

か
、
時
間
が
許
せ
ば
触
れ
て
み
た
い
で
す
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
使
用
。

平
成
2
0
年
度
新
規
開
講

5
6
　
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
日
本
史

 
一
般
科
／
中
澤
克
昭

中
学
校
2
年
生
以
上

5
0
～
9
0

今
で
は
あ
ま
り
見
聞
す
る
こ
と
も
な
く
、
歴
史
の
教
科
書
に
も
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
狩
猟
文
化
。
し
か
し
、
狩
猟
は
ま
ち
が

い
な
く
日
本
文
化
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
か
つ
て
諏
訪
大
社
で
最
も
盛
大
だ
っ
た
祭
は
、
狩
猟
神
事
で
し
た
し
、
『
曽
我
物
語
』

で
知
ら
れ
る
富
士
の
巻
狩
は
源
頼
朝
の
政
権
が
確
立
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
し
た
。
日
本
の
狩
猟
文
化
を
具
体
的
に
た
ど
り

な
が
ら
、
人
と
動
物
と
の
つ
き
あ
い
方
や
、
日
本
人
の
動
物
観
・
生
命
観
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

5
7
　
城
か
ら
み
る
日
本
の
歴
史

 
一
般
科
／
中
澤
克
昭

中
学
校
2
年
生
以
上

5
0
～
9
0

姫
路
城
や
松
本
城
の
よ
う
な
近
世
の
城
郭
は
、
平
和
な
時
代
に
そ
び
え
立
っ
た
権
力
の
象
徴
で
す
。
日
本
史
上
、
最
も
多
数
の

城
が
造
ら
れ
、
使
わ
れ
た
の
は
、
戦
国
時
代
で
し
た
。
城
や
館
の
成
り
立
ち
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
そ
こ
か
ら
戦
争
と
平

和
、
武
家
政
権
と
そ
の
文
化
の
性
格
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。
ま
た
、
今
も
各
地
に
城
や
館
の
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
ら
の
調
べ
方
に
つ
い
て
も
解
説
し
ま
す
。
も
し
、
学
校
の
近
く
に
城
館
跡
が
あ
れ
ば
、
現
地
で
の
授
業
も
お
も
し
ろ

い
で
し
ょ
う
（
ご
相
談
く
だ
さ
い
）
。

2
2
1
0

5
8
　
肖
像
画
は
何
を
語
る
か
？
　
―
肖
像
画
の
日
本
史
―

 
一
般
科
／
中
澤
克
昭

中
学
校
2
年
生
以
上

9
0
～
1
2
0

神
護
寺
所
蔵
の
伝
源
頼
朝
像
は
、
頼
朝
で
は
な
く
、
別
の
人
物
を
描
い
た
も
の
で
し
た
。
高
野
山
成
慶
院
所
蔵
の
伝
武
田
信
玄

像
も
、
信
玄
で
は
な
く
、
別
の
人
物
を
描
い
た
も
の
で
し
た
。
本
当
は
誰
を
描
い
た
も
の
な
の
か
。
な
ぜ
、
そ
う
考
え
ら
れ
る

の
か
。
そ
れ
が
、
歴
史
的
に
ど
ん
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
か
。
近
年
の
研
究
成
果
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
謎
解
き

の
楽
し
さ
の
な
か
に
、
中
世
文
化
史
の
奥
深
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
授
業
に
な
る
で
し
ょ
う
。

5
9
　
足
を
速
く
す
る
！
－
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
科
学
－

 
一
般
科
／
内
山
了
治

小
学
校
4
年
生
～
中
学
生

4
5
～
8
0

速
く
走
る
た
め
の
技
術
説
明
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
で
は
「
脚
の
回
転
(
ピ
ッ
チ
)
で
走
る
」
、
短
距

離
走
は
「
爪
先
だ
け
で
走
る
」
、
「
後
へ
し
っ
か
り
キ
ッ
ク
す
る
」
、
あ
る
い
は
「
キ
ッ
ク
で
は
膝
を
し
っ
か
り
伸
ば
す
」
な

ど
と
い
う
今
ま
で
の
常
識
の
間
違
い
、
最
近
話
題
の
「
な
ん
ば
走
法
」
、
「
運
動
会
で
速
く
走
る
」
、
や
「
最
新
の
短
距
離
走

の
技
術
」
を
も
と
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
科
学
し
ま
す
。
同
時
に
技
術
的
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
行
い
ま
す
。

（
財
）
日
本
陸
連

競
技
力
向
上
上
級
公
認
コ
ー
チ

4
1
5
8
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  №
授
業
テ
ー
マ
名

学
科
・
教
員
名

対
象
学
年

所
要
時
間
（
分
）

授
業
の
概
要

備
考

実
施
回
数

参
加
者
数

（
概
数
）

6
0
　
ナ
ン
バ
走
り
・
ナ
ン
バ
歩
き

 
一
般
科
／
児
玉
英
樹

小
学
生
、
中
学
生

相
談
に
よ
る

江
戸
時
代
の
飛
脚
の
走
法
と
い
わ
れ
る
「
ナ
ン
バ
走
り
」
を
体
験
・
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
　
並
み
居
る
飛
脚
の
中
で
も

「
ス
ー
パ
ー
飛
脚
」
と
呼
ば
れ
る
走
り
の
プ
ロ
は
、
1
日
に
な
ん
と
5
0
里
（
2
0
0
㎞
）
走
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
人
に

は
信
じ
が
た
い
こ
と
で
す
が
、
そ
の
走
り
の
秘
密
に
迫
り
ま
す
。
基
本
の
授
業
形
態
は
、
講
義
5
0
％
・
実
技
5
0
％
で
す
が
、
ご

要
望
に
よ
り
、
そ
の
割
合
を
変
更
（
対
応
）
い
た
し
ま
す
。

6
1
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
生
か
す
古
武
術
の
技

 
一
般
科
／
児
玉
英
樹

中
学
生
以
上

相
談
に
よ
る

W
J
B
L
2
0
0
7
-
2
0
0
8
の
得
点
王
、
さ
ら
に
は
ベ
ス
ト
5
に
も
選
ば
れ
て
、
北
京
五
輪
に
向
け
、
日
本
代
表
チ
ー
ム
で
活
躍
し
て
い
る

浜
口
典
子
選
手
（
ア
イ
シ
ン
A
W
）
も
自
身
の
プ
レ
ー
に
取
り
入
れ
て
い
る
「
古
武
術
」
、
そ
の
活
用
法
を
紹
介
し
ま
す
。
例
え

ば
、
省
エ
ネ
走
法
の
ナ
ン
バ
走
り
を
応
用
す
れ
ば
、
コ
ー
ト
狭
し
と
相
手
を
追
い
か
け
る
（
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
）
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
肩
甲
骨
を
自
在
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
シ
ュ
ー
ト
の
飛
距
離
や
正
確
性
が
向
上
し
ま

す
。
コ
ン
ビ
ニ
感
覚
で
手
軽
に
手
に
入
る
技
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

平
成
2
0年

度
新
規
開
講

合
　
　
計

2
5

7
3
6
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№ 講　　座　　名 担当学科 担当代表者 期日・日程 受講対象者 募集人員 受講者数 備考

1 小中学生のためのCAD超入門 環境都市工学科 永藤壽宮 7/26(土) 10:00-15:00 小学4-6年生、中学生 10人 3人

2 USBメモリ１本で何でもできる！「フリーソフト＆USBメモリ 活用入門」 情報教育センター 宮嵜　敬 8/1(金) 10:00-16:00
中学生以上の生徒、学
生、一般社会人

20人 12人

3 金属，木材を自分で加工して作品作りを体験しよう 技術教育センター 森山　実
8/6(水) 9:30-16:00
8/7(木) 9:30-16:00

小学5-6年生、中学生 両日10人
6日4人
7日8人

4 からくり人形ロボットをつくろう体験実習 機械工学科 長坂明彦 8/9(土) 10:30-15:00 小学5-6年生、中学生 5人 6人

5 レーザ加工体験実習 機械工学科 長坂明彦 8/10(日) 10:00-12:00 小学5-6年生、中学生 5人 7人

6 三次元測定機による測定体験実習 機械工学科 長坂明彦 8/10(日) 13:00-16:00 高校生 5人 6人

7
CAD/CAMを活用した「ものづくり」体験学習－最先端技術でオリジナルなネーム
プレートを作ろうー

地域共同テクノセンター 中澤達夫 8/11(月) 9:00-16:00 中学生 6人 4人

8 楽しく体験ー理科実験 一般科 奥村紀浩 9/6(土) 9:00-12:00 小学5-6年生、中学生 20人 11人

9
小中学生のための電子制御入門体験学習「マイコンブロックでロボットを作っ
てみよう」

電子制御工学科 江角直道 10/11(土) 9:30-15:30 小学5年生-中学生 20人 19人

№ 講　　座　　名 担当学科 担当代表者 期日・日程 受講対象者 募集人員 受講者数 備考

1 USBメモリ1本で何でもできる！「フリーソフト＆USBメモリ 活用入門」 情報教育センター 堀内泰輔 7/31(金) 9:30-16:00
中学生以上の生徒・学
生、一般社会人

20人 34人

2 たのしい実験や工作をしてみよう！ 電気電子工学科 秋山正弘 8/1(土) 9:00-15:30 中学1-3年生 10人 8人

3 小中学生のための「パソコンの中身を知ってからその後CADの超入門」 環境都市工学科 永藤壽宮 8/1(土) 10:00-15:00 小学4-6年生、中学生 10人 9人

4 三次元測定機による測定体験実習 機械工学科 長坂明彦 8/5(水) 13:00-16:00 中学生、高校生 6人 3人

5 金属，木材を自分で加工して作品作りを体験しよう 技術教育センター 技術教育センター
8/5(水) 9:30-16:00
8/6(木) 9:30-16:00

小学5-6年生、中学生 各日10名 8人

6 レーザ加工による体験実習 機械工学科 長坂明彦 8/8(土) 13:00-16:00 小学5-6年生、中学生 6人 7人

7 コインの話とＸ線体験実習 機械工学科 長坂明彦 8/9(日) 13:00-16:00 小学5-6年生、中学生 6人 0人

8 歯車をつくろう体験実習 機械工学科 長坂明彦 8/10(月) 13:00-15:00 小学5-6年生、中学生 6人 14人

9
パソコンを活用した「ものづくり」体験学習－最先端技術でオリジナルなプ
レートを作ろう－

地域共同テクノセンター 地域共同テクノセンター 8/11(火) 9:00-16:00 中学生 5人 6人

10 楽しく体験－理科実験 一般科 奥村紀浩 9/5(土) 9:00-12:00 小学5-6年生、中学生 20人 7人

11 小中学生のための電子制御入門体験学習「メカニマルロボットをつくろう」 電子制御工学科 堀内富雄 10/10(土) 10:00-14:30 小学5-6年生、中学生 10人 12人

公　開　講　座　一　覧
平成20年度

平成21年度

№ 講　　座　　名 担当学科 担当代表者 期日・日程 受講対象者 募集人員 受講者数 備考

1 小中学生のための「パソコンの中身を知ってからその後CADの超入門」 環境都市工学科 永藤壽宮 7/17(土) 10:00-15:00 小学校4-6年生、中学生 10人 9人

2 たのしい実験や工作をしてみよう！ 電気電子工学科 秋山正弘 8/8(日) 9:00-15:30 中学生 10人 10人

3 金属，木材を削り，自分だけのオリジナル作品を完成させよう 技術教育センター
8/9(月) 9:30-16:00
8/10(火) 9:30-16:00

小学5-6年生、中学生 1日10人 13人

4 USBメモリ1本で何でもできる！「フリーソフト＆USBメモリ 活用入門」 情報教育センター 堀内泰輔 8/10(火) 9:30-16:00 中学生-一般社会人 20人 34人

5
CAD/CAMを活用した「ものづくり」体験学習－最先端技術でオリジナルなキーホ
ルダーなどを作ろう－

地域共同テクノセンター 8/11(水) 9:00-16:00 中学生 5人 11人

6 こども探検団NEXT 電子情報工学科 楡井雅巳 7/24(土) 中学生 15人

7 マイコンで自走車を動かそう 電子制御工学科 佐野安一 8/28(土) 9:30-11:30 小学校高学年、中学生 10人 11人

8 楽しく体験－理科実験 一般科 奥村紀浩 9/11(土) 9:30-12:20 小学校5-6年生、中学生 20人程度 5人

№ 講　　座　　名 担当学科 担当代表者 期日・日程 受講対象者 募集人員 受講者数 備考

1 小中学生のための「パソコンの中身を知ってからその後CADの超入門」 環境都市工学科 永藤壽宮 7/16(土) 10:00-15:00 小学校高学年から中学生 10人 11人

2 金属，木材を削り，自分だけのオリジナル作品を完成させよう 技術教育センター 三尾　敦
8/2(火) 9:30-16:00
8/3(水) 9:30-16:00

小学５～６年生
中学生

1日10人
8/2　3人
8/3　0人

3 たのしい実験や工作をしてみよう！ 電気電子工学科 秋山正弘 8/7(日) 9:00-15:45 中学生 10人 8人

4
CAD/CAMを活用した「ものづくり」体験学習－最先端技術でオリジナルな名前入
りキーホルダーなどを作ろう－

地域共同テクノセンター 深井郁夫 8/9(火) 9:00-16:00 中学生 6人 3人

5 USBメモリ1本で何でもできる！「フリーソフト＆USBメモリ 活用入門」 情報教育センター 堀内泰輔 8/10(水) 9:30-16:00 中学生～一般社会人 30人 22人

6 小中学生のための電子制御入門講座「マイコンで自走車を動かそう」 電子制御工学科 中島隆行 8/20(土) 9:30-12:00
小学校高学年
中学生

10人 7人

7 科学探検団NEXT「赤外線で操作するlr進ちゃん」 電子情報工学科 楡井雅巳 8/4(木) 中学生 18人

平成22年度

平成23年度
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実行委員会

部
門
・
長

記念事業 対象者 開催日・会場 部門員 実務担当者 備考

記念式典
特別講演会

教職員
後援会
同窓会
技術振興会
学生(学生会)
来賓
　文部科学省
　高専機構
　長野県
　長野市
　連携協定締結機関
　参与
　名誉教授
　教職員OB/OG
　長野県中学校長会
　長野県教育委員会
　長野市教育委員会
　寄付者　等

平成25年10月11日(金)
メルパルク長野

(イベントホール)

祝賀会 同上のうち参加希望者

平成25年10月11日(金)
メルパルク長野

(宴会場「白鳳」)

【同窓会主催】
シンポジウム
祝賀会

同窓会
教職員等招待者

平成25年10月18日(金)
メルパルク長野

(イベントホール
・宴会場「白鳳」)

同窓会長

【学生会主催】
記念工嶺祭

学生
平成25年10月
19日(土)・20日(日)

学生主事 寄附金から経費を支出

創立５０周年記念事業実行計画【総務部門】

顧問：校長
委員長：岸

副委員長：後援会長
同窓会長

技術振興会会長
委員：教務主事

学生主事
寮務主事
総務主事
専攻科長
事務部長
総務課長
学生課長

同窓会財務担当
技術振興会財務担当
信越放送(SBC)社長

総
務
部
門
・
教
務
主
事

学生主事
寮務主事
専攻科長

振興会(押田)
事務部長
総務課長
学生課長

総務課課長補佐
(総務担当)

実行委員会

部
門
・
長

記念事業 対象者 作成日・部数等 部門員 実務担当者 備考

記念誌

学生
教職員
卒業生
関係機関

H25.10月上旬完成、発行部数　7,000
記録形式、詳細は今後検討

寮務主事
(編集委員長)

岸副校長
総務課長
学生課長

図書係長

記念映像

学生
教職員
卒業生
関係機関

SBCと共同製作
2013年5月頃30分枠テレビ放映
DVD製作2,000枚

ロゴマーク
H24年度中に作成、夏頃公募
公募方法は今後検討

記念品
一般記念品、特別記念品等今後検討
記念グッズの作成

新聞広告
信濃毎日新聞　全県版見開き２面
内容を検討し、効果的な日程の設定

TV広告 SBCの企画による、スポット的な広告を検討

ホームページ
専用ページを作成、随時更新
24年夏頃作成

記念碑、植樹等 環境整備、記念植樹等を予定

記念テーマ 今後検討

学校カラー
緑を基本に色ナンバーを制定し記念品等に反映
H24年夏までには決める

その他（目玉事業等） 実施を含め検討

卒業生名簿 卒業生・教職員 同窓会において作成の方針 同窓会長

創立５０周年記念事業実行計画【広報部門】

顧問：校長
委員長：岸

副委員長：後援会長
同窓会長

技術振興会会長
委員：教務主事

学生主事
寮務主事
総務主事
専攻科長
事務部長
総務課長
学生課長

同窓会財務担当
技術振興会財務担当
信越放送(SBC)社長

広
報
部
門
・
総
務
主
事

大澤
(公開企画部門長)

中村
(刊行物部門長)

事務部長
総務課長
学生課長

学生課課長補佐
総務係長

実行委員会

部
門
・
長

記念事業 対象者 開催日・会場 部門員 実務担当者 備考

長野工業高等専門学校創立50
周年記念事業に賛同する全国
の個人及び法人
【個人】：一口 　5,000円
【法人】：一口　10,000円

総務課長
学生課長

総務課課長補佐
(財務担当)
財務係長
出納係長

後援会 後援会長

同窓会 同窓会財務担当

協会
財団
技術振興会会員
一般企業

専攻科長
振興会財務担当

寄付募金

協会
財団
技術振興会会員
一般企業

専攻科長
振興会財務担当

顧問：校長
委員長：岸

副委員長：後援会長
同窓会長

技術振興会会長
委員：教務主事

学生主事
寮務主事
総務主事
専攻科長
事務部長
総務課長
学生課長

同窓会財務担当
技術振興会財務担当
信越放送(SBC)社長

創立５０周年記念事業実行計画【財務部門】

財
務
部
門
・
事
務
部
長

寄付募金
平成24年6月から
平成25年7月まで

振込用紙による振り込み，総務課出納
係への直接払込み

＜税法上の減免措置＞
所得税法上の寄附金控除の対象となる
特定寄附金（所得税法第78条第2項第2
号）及び法人税法上の全額損金算入が
認められる指定寄附金（法人税法第37
条第3項第2号）

依頼文，募金趣意書の送付
礼状，領収書等の発行，送付
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支援会議

県経営者協会
財テクノ財団
県商工会議所連合会
県商工会連合会
県中小企業団体中央会
連携包括協定締結諸団体

創立５０周年記念事業実行計画【支援会議】
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長野工業高等専門学校における教育理念等 
 

■教育理念 

「優れた技術者は、優れた人間でなければならない。」 

 

■教育・運営方針 

・本校創設以来の教育理念に基づき、知・徳・体にバランスの取れた、全人的な教育を行います。 

・豊かな人間性と独創力、創造力を身に付けた実践的技術者養成の高等教育機関としての教育体

制を維持し、科学技術の高度化ならびに国際化に対応し得る技術者を育成します。 

・地域と連携し、かつ、地域と密着した学校運営を行います。また、地域から期待され、地域か

ら愛される学生の育成を通して、社会から要請されている高等教育機関としての使命を果たし

ます。 

 

■目標とする人材像 

・工学の基礎知識を備え、的確な技術的知識・技能を駆使して、確固たる倫理観を持ちながら自

ら問題を発見し解決していくことができる実践的で創造的・開発型の技術者。 

・幅広い教養を備え、社会、環境等の諸問題に自ら関心を示し、リーダーシップを発揮して積極

的に「ものづくり」に取り組める人材。 

・文化の多様性を認識し、自ら諸外国との交わりに関心を抱き、国際社会に貢献できる人材。 

 

■各学科における教育上の目的 

学 科 名 教育上の目的 

機械工学科 

自動車やロボット等の各種機械の開発・設計ができ、それらを造り出す

ために必要な製造・生産技術を駆使できる能力を身につけさせ、機械工学

を社会との関連の中で捉えながら、技術革新に対応できる実践的・創造的

な技術者を養成します。 

電気電子工学科 

電気および電子工学の進歩をふまえて、将来の進歩に対応して活躍でき

るよう、電力工学、電子工学、情報工学に関する基礎理論をしっかりと身

につけ、環境との共生に配慮しつつ、電力・電子・情報を包括したシステ

ムを構築できる実践的・創造的な技術者を養成します。 

電子制御工学科 

各種機械装置の自動化に対応できるメカトロニクス技術者の養成を目的と

し、その基盤となる機械、電気・電子、コンピュータや制御に関する基礎

的な工学技術や、これらを有機的に結びつけて一つのシステムを構築でき

る総合力を身に付け、製品開発や設計、生産技術の場で活躍できる実践的・

創造的な技術者を養成します。 

電子情報工学科 

電子工学に関するハードウエア技術及び情報工学に関するソフトウエア

技術に加え、コンピュータ科学に関する総合的技術を有し、今日の高度情

報社会で必要とされる幅広い技術分野に対応できる実践的•創造的な技術

者を養成します。 

環境都市工学科 

環境にやさしい理想のまちづくりやかけがえのない生活環境を次世代に引

き継ぐことを目指し、自然環境や社会環境に配慮し、かつ安全にして文化

的な生活が営まれるような社会基盤の整備に当たる実践的・創造的な技術

者を養成します。 
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■身につける学力・資質・能力（学習・教育目標）【本科】 

(A) 世界の政治、経済、産業や文化を理解し、その中で自分自身が社会に貢献できる役割が何か

を討論し、多面的に物事を考え、行動できる素養を持つ。 

(A-1) 社会科学および人文科学に興味を持ち、関連知識を理解し身につけられる。また、自分

自身と他人との関わりや価値観の相違について理解できる。 

(A-2) 健全な心身の発達について理解して行動でき、考えを述べることができる。 

(B) 自然環境や社会の問題に関心を持ち、技術者としての役割と責任について考えを述べる素養

を持つ。（技術者倫理） 

(B-1) 自然や社会の問題に関心を持ち、技術が果たしてきた役割を理解し論述できる。 

(B-2) 環境や社会における課題を理解し論述できる。 

(C) 機械、電気電子、情報または土木の工学分野（以下「基礎となる工学分野」という。）に必要

な数学、自然科学の知識を有し、情報技術に関する基礎知識を習得して活用できる。 

(C-1) 数学、自然科学において、事象を理解するとともに、技術士第一次試験相当の学力を身

につける。 

(C-2) 工学に必要な情報技術に関するリテラシーを身につけ、利用できる。 

(D) 基盤となる工学分野およびその基礎となる科学、技術の知識と技能を習得して必要とされる

技術上の問題に活用できる。 

(D-1) 基盤となる工学分野において、事象を理解するとともに、技術士第一次試験相当の学力

を身につける。 

(D-2) 基盤となる工学分野において、論理展開に必要な基礎問題を解くことができる。 

(D-3) 基盤となる工学分野以外の工学分野の基礎的な知識を身につける。 

(E) 科学、技術および情報の知識、基盤となる工学分野で習得した知識、さらに技術者としての

実践的な知識や技能を活用して、自ら問題を発見し解決する能力を養う。 

(E-1) 科学、技術、工学に関する情報を収集し、その適否を判断してまとめることができる。 

(E-2) 習得した知識や技能を課題に対して利用できる。 

(F) 具体的なテーマについて論理的な記述と説明および討論できる能力を身につける。 

(F-1) 学習成果を適切な文章、図等により表現できる。 

(F-2) 基盤となる工学分野において、必要な英語の基礎力を身につける。 

(G) 習得した工学分野の知識を基に、課題の達成に向けて自ら問題を発見し、それに対処するた

めの業務を自主的・継続的かつ組織的に遂行する能力を身につける。 

(G-1) 自己の能力を把握し、その向上のために自主的に学習を遂行できる。 

(G-2) 実務訓練等を通じて基盤となる工学分野に関連した業務の概要を理解できる。 

 

■学習・教育目標【専攻科】 

(A) 世界の政治、経済、産業や文化を理解し、その中で自分自身が社会に貢献できる役割が何か

を討論し、多面的に物事を考え、行動できる素養を持つ。 

(A-1) 社会科学および人文科学における興味ある事例について、また自分自身と他人との関わ

りや価値観の相違について、理解し論述することができる。 

(A-2) 健全な心身の発達について理解し考えを述べることができる。 

(B) 自然環境や社会の問題に関心を持ち、技術者としての役割と責任について考えを述べる素養

を持つ。（技術者倫理） 
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(B-1) 技術が自然や社会に果たしてきた役割を理解し、技術が環境や社会に及ぼす効果と影響

について論述できる。 

(B-2) 環境や社会における課題に対して技術者に求められる役割や責任について論述できる。 

(C) 機械、電気電子、情報または土木の工学分野（以下「基盤となる工学分野」という。）に必要

な数学、自然科学の知識を有し、情報技術に関する基礎知識を習得して活用できる。 

(C-1) 数学、自然科学において、技術士第一次試験相当の学力を身につけ、それを基盤となる

工学分野で利用できる。 

(C-2) 基盤となる工学分野に必要な基礎的情報技術を習得し、学習成果の表現に利用できる。 

(D) 基盤となる工学分野およびその基礎となる科学、技術の知識と技能を習得して必要とされる

技術上の問題に活用できる。 

(D-1) 基盤となる工学分野において、技術士第一次試験水準の問題に対して解答までのプロセ

スを示すことができる。 

(D-2) 基盤となる工学分野において、習得した知識を問題解決のために応用できる。 

(D-3) 基盤となる工学分野の知識や技能に加え、他の工学分野の知識を身につけ、これらの知

識や技能を効果的に活用して、分野横断的な技術上の問題が解決できる。 

(E) 科学、技術および情報の知識、基盤となる工学分野で習得した知識、さらに技術者としての

実践的な知識や技能を活用して、自ら問題を発見し解決する能力を養う。 

(E-1) 科学、技術、工学および知的財産に関する情報を収集し、課題の解決に利用できる。 

(E-2) 習得した知識や技能を活用して課題に対して自ら適切に対処し、得られた成果を評価す

ることができる。 

(F) 具体的なテーマについて論理的な記述と説明および討論できる能力を身につける。 

(F-1) 学習成果を文章、図等を用いて表現し、口頭で発表、討論ができる。 

(F-2) 基盤となる工学分野において、学習の内容を英語で簡単に説明し、コミュニケーション

を図ることができる。 

(G) 習得した工学分野の知識を基に、課題の達成に向けて自ら問題を発見し、それに対処するた

めの業務を自主的・継続的かつ組織的に遂行する能力を身につける。 

(G-1) 自己能力向上のために自主的・継続的に学習し、その成果を提示できる。 

(G-2) 学外の実習等を通じて習得した工学分野の知識や技能を活用して実践的業務を積極的に

遂行できる。 

 

******************************************************************************** 

≪第 9回長野工業高等専門学校参与会における意見交換≫ 

１．本校の教育理念等に関する意見、提言、要望について 

２．本校の卒業（修了）生が習得した学力や資質・能力の卒業（修了）後の成果等に関する意見、

提言、要望について 
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第 10 回参与会配付資料(2013年 2 月 4 日) 

 

・長野工業高等専門学校参与会設置要項（添付省略） 

・第 10回長野工業高等専門学校参与会 ≪次第≫ 

・第 10回長野工業高等専門学校参与会 ≪出席者名簿≫（添付省略） 

・第 10回長野工業高等専門学校参与会 ≪座席表≫（添付省略） 

 

◆ 高専の国際交流の現状と今後期待される国際支援関係 

・ 説明資料 

 

◆ 長野高専における国際化の現状と課題 関係 

・ 説明資料 【資料№5】 

・ 平成 21年度タイ・オーストリアン テクニカルカレッジ 交流訪問・研修報告書 

（添付省略） 

◆ その他 

・2012 学校要覧（添付省略） 

・2013 入学案内（添付省略） 

・学園だより（№151～№153）（添付省略） 

・「50年の歴史を礎に一層の進化へ向けて」 

独立行政法人国立高等専門学校機構理事長 小畑秀文 

（文教速報・平成 25年 1月 7日） 
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第 10回長野工業高等専門学校参与会 

≪次 第≫ 

 

日 時  平成 25年 2月 4日（月） 13:30～16:00 

 

会 場  長野工業高等専門学校 第一会議室 

 

次 第 

1．開会 

2．校長あいさつ 

3．会長・副会長指名 

4．自己紹介（各参与・長野高専出席者） 

5．配付資料確認 

6．会長あいさつ 

7．参与会 テーマ：長野高専の国際化について 

① 高専の国際交流の現状と今後期待される国際支援 

② 長野高専における国際化の現状と課題 

③ 意見交換 

8．閉会 

  



- 145 - 

Nagano National College of Technology 1

高専の国際交流の現状と
今後期待される国際支援

長野高専校長 黒田 孝春

Present and Expected Future 
Of International Exchange of NCT

1  Nagano National College of Technology 2

海外へ出ていく留学生の比較

世界的に少なく
減少傾向

Nagano National College of Technology

国際的に活躍できる技術者の育成への期待

 社会・産業界からの要請
2010.4.23 経産省・文科省の「産学人材育成パートナーシップ人材育成委員会」

「報告書～産学官でグローバル人材の育成を～」
2011.4.28 文科省の「産学連携によるグローバル人材育成推進会議」

「産官学によるグローバル人材の育成のための戦略」
2011.6.22 政府の「グローバル人材育成推進会議」(議長:官房長官)の中間まとめ

育成すべきグローバル人材の三要素
要素Ⅰ: 語学力・コミュニケーション能力
要素Ⅱ: 主体性・積極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、責任感・使命感
要素Ⅲ: 異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティー

2011.9.16 経団連の「経済成長戦略２０１１」
「グローバル人材の育成・確保は、企業の発展のみならず、経済成長の要である。」

 高専卒業生に対する企業の評価・卒業生からの要請
企業の人事担当者からの英語力・コミュニケーション能力不足の指摘
高専卒業生自らの英語コンプレックス

 海外からの要請
アジア諸国等からのものづくり立国のための人材育成への協力要請

By 木谷理事01  Nagano National College of Technology 4

＜企業と卒業生のアンケート結果＞

Nagano National College of Technology 5

政府の対応！
答申＋補助金

 Nagano National College of Technology

高専と国際交流の略史
1962 第一期校12高専を創設

(1963 長野高専を含め12校が第二期校として創設)

1983 3年次留学生受入(1期生11名が6高専へ)

1983~1987  JICAプロジェクト(ﾌｨﾘｯﾋﾟﾝ)への協力開始

教員による新興国の教育研究レベルアップ

国際交流協定( 2004:27校48件 2010:44校 129件)

学生・教職員の相互交流(短期留学・研修)

海外インターンシップの実施(企業との連携)

国際会議の実施

ISATE1997~2012：教職員 ISTS2011,2012：学生(専攻科)

在外研究員(区分A、B)の派遣

6

Nagano National College of Technology

留学生の受入

7  Nagano National College of Technology

国立高専機構の組織

8
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Nagano National College of Technology

長期留学生の受入れ
1981(昭56) 国立高等専門学校協会（国専協）の「高専の振興方策」

にて、翌年の国費留学生受入内定。
1983 中国、インドネシア、マレーシアからの11名が6高専に編入学
1984 Look East Policy マレーシア政府派遣留学生24名受入開始
2010 機構が実施する編入学試験の私費留学生受入を開始
2012 世界30カ国から約470名の留学生を受入

0
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人数

年度

国費 マレーシア政府 私費 合計
特徴

・約90％は東南アジア
・マレーシア派遣の比率大
・学生寮に滞在
・日本語能力が高い
・勉学意欲が高い(ハングリー)

・大学編入学の比率大
・日系企業への就職率大

9

留学生、日本人学生、地域社会の三者にプラス
さらに、現地従業員とのパイプ役！

 Nagano National College of Technology

本科・専攻科の受入れ比較

年度
本科

専攻科
国費 マレーシア政府 私費 小計

H16 243 168 1 412 7

H17 235 206 3 444 8

H18 233 211 4 448 5

H19 240 212 4 456 4

H20 239 207 10 456 7

H21 235 224 8 467 7

H22 234 224 4 462 4

H23 232 218 18 468 2

10
専攻科の留学生が少ない

Nagano National College of Technology 11

留学生OBとの連携

長期留学生は毎年150人以上が卒業し、約4,000人が自国に戻り活躍している

(1) マレーシア「東方政策留学生同窓会(ALEPS:Alumni Look East Policy 
Society)」 http://aleps.org/

日本の様々な教育機関での留学経験者で構成されたネットワーク組織
活動：KARAOKE,Golf,Bowling Taikai, Japan Malaysia Martial Arts Demonstration, etc. 

(2) 日本「全国高専ネットワーク」 http://all-kosen-net.jimdo.com/

留学生を含む全ての高専生と卒業生、現・旧教職員、およびそれらの家族

活動目的：
１．職業、技術、生活等の会員間の情報交換や、協力し合えるネットワークを機能させる
２．被災時に相互に助け合うネットワークを機能させる
３．会員相互の親睦、呼びかけ、活動のできる場を設定する
４．高専卒業海外留学生を含む国際的ネットワークを機能させる
５．高専現役生への支援

 Nagano National College of Technology 12

Nagano National College of Technology 13  Nagano National College of Technology

マレーシア政府派遣留学生予備教育機関との連携強化

・2010年度からマラ工科大学国際教育センター(INTEC)における
高専経験教員の採用に協力

H25採用予定分野: 
数学１名（応用数学を含）, 物理２名（電気情報又は電気電子工学分野１名，機械工学分野１名）, 化学１名（物質工学分野）

・INTECの学生に対する高専説明会（８月末）への高専教員派遣
・予備教育カリキュラム改革の検討への協力
・2011年11月に、八戸高専においてINTECの学長を招いてマレーシア

との今後の交流の在り方に関するシンポジウムを実施
・2012年１月に、情報処理に関する集中講義のために沖縄高専の

教員を派遣

国費留学生予備教育機関との連携強化

国費留学生の予備教育を担当するJASSO日本語教育センターの学生に対し、
高専教育への導入のための実験実習を中心とした留学生実践講座を東京
高専が実施（2012/3/13、41名参加予定）

長期留学生受け入れの推進(国費・政府派遣留学生）

14By 木谷理事02

Nagano National College of Technology

一関高専の独自な特別選抜

Ⅲ 出 願 資 格
○ 日本国籍を有しない者で，次に該当する者とします。

外国において，学校教育における１４年の課程（工業系）を卒業(修了)した者
または，平成 ２５年３月３１日までに卒業見込み(修了見込み)の者

その他、舞鶴高専では、専攻科への外国人留学生特別選抜を実施

15  Nagano National College of Technology

「短期留学生の受入れ」と
学生の海外派遣の促進

・海外の大学等との交流協定

・学生支援機構などの公的経済援助

16
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Nagano National College of Technology

外国人学生対象の国立高専第３学年編入学試験の共同実施
・主として日本語学校で学習している留学希望者を対象に、全国の高専が共同して、
JASSOの日本留学試験、TOEIC/TOEFLの成績、面接等により選抜。

・2011年は、34高専が参加し、１月に願書受付、面接、２月に合格発表。
出願者57名、受験者56名、合格者19名、入学者10名

（入学者国別） ベトナム 7名、マレーシア・中国・インドネシア 各１名
（高専別）津山 ３名、東京２名、茨城・長岡・鈴鹿・木更津・広島商船 各１名

・2012年は、全51高専が参加し、出願者は42名、受験者40名、合格者20名
（合格者国別） ベトナム11名、中国6名、マレーシア3名

奨学金の確保（JASSOの学習奨励費以外の私費留学生対象奨学金の開拓）
・昨年度から(財)ウシオ育英文化財団奨学金に専攻科留学生枠４人を確保
・今年度から日本国際教育支援協会(JEES)奨学金に高専留学生枠設定
・マレーシア政府派遣留学生がJABEE認定専攻科に進学した場合の奨学金延
長を調整中(2011年9月にマレーシア技術士会が来日、東京高専を視察）

高専機構留学生受入れの推進(私費留学生)

アジアの学生の高専体験プログラム
・理工系進学予定のアジアの20才以下の学生に１週間程度高専での学習・交流を体験させ
る事業。

・2010年は沖縄高専・熊本高専で実施。
・2011年は明石高専で、9/13-16に実施。アジアの10か国・地域から41名の学生が参加。
・2012年は富山高専で実施予定。

17By 木谷理事03  Nagano National College of Technology

高専機構としての包括交流協定の締結

シンガポールのポリテクとの包括交流協定
・2009年9月、シンガポール、テマセク、リパブリックの３ポリテクとの間で協定締結。
2011年９月、ナンヤン、ニーアンも参加。

・機構本部において、シンガポールからの学生のShort VisitやInternshipの派遣要請に
対して、受け入れ高専を紹介・調整。

・一方、テマセクポリテクにおいて、本年９月に、高専生のための２週間のTechnical 
English Courseを開催。

タイ・キングモンクット工科大学ラカバン校との包括交流協定
・2011年1月、包括交流協定を締結。2012年11月サテライトオフィス開設。
・学生の相互交流を拡充するとともに、学生の国際シンポジウム(ISTS)を共同開催。
・2012度から在外研究員制度（区分B）を活用して高専教員を派遣。

香港・VTC(9ｷｬﾝﾊﾟｽを持つ高等職業教育機関(IVE)を設置)との包括交流協定
・2012年1月、包括交流協定を締結。・ 今後、学生の相互交流を拡充。

アジアを中心とする諸外国への展開
・2012年5月、台湾の聯合大学、台北科技大学等の５大学と包括協定締結。
・2012年11月、インドネシアのEEPISと包括協定締結。
・今後、さらにベマレーシア、ベトナムなどアジア地域を中心に交流拠点を拡充し、
教職員・学生の相互交流を含む技術者教育国際ネットワークの構築を目指す。

・高専機構としても、これらの拠点への高専教員の戦略的な派遣を推進する。

18By 木谷理事04

Nagano National College of Technology

 海外の教育機関との交流協定締結数

(２００４) ２７校 ４８件 (２０１０) 44校 129件

 複数高専のコンソーシアムによる交流協定

・東北地区６高専とフランス・リールA技術短期大学との協定（2010.5締結）

・５商船高専とハワイ大学との協定(2010.11締結）

・東北地区６高専とフィンランドのメトロポリア及びトゥルクの両応用科学技術大学との協定

(2012.3締結予定)

 海外派遣者数

(2004)          (2009) (2010)

学生 941名 1,537名 1,877名

教員 625名 790名 1,249名

 海外からの受入者数

(2009)        (2010)

学生 240名 591名

教員 136名 231名

高専の協定締結と学生・教職員の交流状況

19By 木谷理事05  Nagano National College of Technology

海外派遣および受入れ者数

20

海外への派遣者数 海外からの受入者数

平成23年度の学生の海外渡航状況 ・渡航学生は在籍者の3~4%
・教員の渡航者は増加傾向

（2011年は約３割）
・受入れ留学生は増加傾向

（2011年は在籍者の1%）
・受入れ教員は渡航教員の1割

Nagano National College of Technology

短期留学生の受入れの例

21  Nagano National College of Technology

学生派遣の例

22

Nagano National College of Technology 23

派遣学生 受け入れ企業
平成２０年度(春季) １１人（１１高専） ３社

２１年度(春季) １６人（１６高専） ６社
２２年度(春季) ２1人（１９高専） ８社
２３年度(夏季)      7人（ ７高専） ３社

(春季) １４人(１２高専) ６社

（受け入れ企業:１３社内訳）
○平２０ 三井化学（シンガポール）、東洋エンジニアリング（マレーシア）、ツネイシ

ホールディング（フィリピン）
○平２１ 東洋エンジニアリング、ツネイシホールディング、東亞合成（シンガポー

ル）、トヨタ自動車（タイ）、森精機（スイス）、ヤマハ発動機（タイ）
○平２２ 東洋エンジニアリング、ツネイシホールディング、トヨタ自動車、

森精機、ヤマハ発動機、小松製作所（インドネシア）、大成建設（トルコ）、
新日鉄エンジニアリング(タイ)

○平２３ 東洋エンジニアリング、ツネイシホールディング、小松製作所、大成建設、
新日鉄エンジニアリング、荏原製作所（アメリカ）、カネカ（マレーシア）､
TANAKAホールディングス(シンガポール)、ヤマハ発動機（ベトナム）

学生の海外派遣(インターンシップ)

By 木谷理事06  Nagano National College of Technology

SS/SV支援制度採択状況

高専：22プログラム

24
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Nagano National College of Technology 25  Nagano National College of Technology 26

仙台高専の事例紹介

Nagano National College of Technology

La Sierra University:
USA

Summary of the international academic exchange 
cooperation universities

Waikato Institute of  
Technology: 

New Zealand

East Gippsland Institute of TAFE
Central Gippsland Institute of TAFE:

Australia

27  Nagano National College of Technology

国際協力機構（JICA）への協力

インドネシアスラバヤ電子工学ポリテクニック(EEPIS)プロジェクト(1987~1994)

関川先生
1988～1992 PJリーダー

28

Nagano National College of Technology

高専が協力したJICAプロジェクト一覧

実施年 援助国 プロジェクト名 備考

1983～
1987年

フィリッピン フィリッピン工科大学総合技術訓練センター

1987～
1994年

インドネシア スラバヤ電子工学ポリテクニック（EEPIS）

1988～
1992年

ルワンダ ルワンダ中等技術学校建設計画 政情により一時中断

1989年 フィリピン フィリピン産業大学

1993～
1998年

タイ パトムワン工業高等専門学校拡充（PTC）

1990～
2002年

インドネシア インドネシア高等教育開発計画(HEDS) 豊橋技科大へ協力

1997～
2001年

サウジアラビア リアド技術短期大学電子工学技術教育改善計画

１999～
2003年

タイ キングモンクット工科大学 東北大への協力

2001～
2006年

トルコ トルコ自動制御技術改善計画 研修員の受入のみ

2007～
2010年

トルコ 自動制御技術教育普及計画強化

29  Nagano National College of Technology

フィリッピン工科大学総合技術訓練センター

1979 Technological University of the Philippines(TUP)が新設

工業界を担う人材要請の基幹施設となる学内のIntegrated Research and Training Center:IRTC)
の教授、施設充実のために専門家の派遣、機材の供与、C/Pの日本研修を実施した。

30

プロジェクト期間：1982(昭57)～1987(昭和62) ５年間

専門家派遣：機械工学科と電気・電子工学科は高専、

土木工学科は日本大学

Nagano National College of Technology 31  Nagano National College of Technology

EEPISプロジェクト(インドネシア)

1987~1994スラバヤ電子工学ポリテクニク（EEPIS）へ教員を派遣

EEPISの概要
・無償資金協力及び技術協力により、実践的技術教育を

特徴とする日本の高等専門学校（高専）をモデルとし
て、1988年に設立。学科は、電子工学、電気工学、通信工学、
情報工学の4学科

・1991年の高専ロボコンに出場、2002年からはABUロボコン
・当時のC/PのPh.D Dadetが現在の学長、当時の副学長の Dr.Nuh

が、文部・文化大臣
・2012年9月、ポリテクニクで唯一大学院が設置
・2012.11.15 高専機構と包括協定締結

32
現在のポリテクニク数は、約150校(EEPISを含む国立32校）
政府のポリテクニックの新設目標も現在では2025 年までに400校の新設にまで引き上げられている！

1980 年代に無償資金協力により建設された
EEPIS 校舎（D3 棟）

国専協の国内委員会が取りまとめ、全国高専から適切な専門家を
派遣、C/Pの日本研修する連携システム機能発揮
8年間のPJ終了後も、教員養成計画や第三国研修などのJICAプロ
ジェクトに継続
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Nagano National College of Technology 33

JICAの長期技術協力のモデルケース
http://www.jica.go.jp/activities/evaluation/tech_ga/after/pdf/2008/JR0910.pdf

 Nagano National College of Technology 34

Nagano National College of Technology

包括的学術交流協定の調印

2012.11.15(Thu)：EEPISと国立高等専門学校機構との包括的学術交流協定の調印

Dr.Nuh大臣(Ministry of Education and Culture Republic)を囲んで

参照 -> 機構HP！ 35
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 Nagano National College of Technology

技術者養成に係る国際協力要請への対応

 トルコ「中央アジア・中東向け自動制御技術普及プロジェクト」

2008-2010にトルコの職業高校の教員養成等を支援するJICAプロジェク

トに協力した実績をもとに、周辺国に対する第三国研修プロジェクトへの

参画をJICAから要請

 ベトナム・ホーチミン工科大学タインホア分校への協力

JICAから製油産業人材の養成のための協力要請

 インドネシア・スラバヤ・ポリテクへの協力

スラバヤ・ポリテクの大学院設置に豊橋技科大が協力するのに併せ、高

専としての協力可能性も検討中

 多くの国からの高専教育への関心の高まり

モンゴル、上海、ヨルダン、エルサルバドルなどからの調査団受け入れ

ワシントンポストWEB版の記事
“With workplace training, Japan’s Kosen colleges bridge skills gap”

http://www.washingtonpost.com/local/education/with-workplace-training-japans-kosen-colleges-bridge-skills-

gap/2011/10/03/gIQAF0gmjL_story.html

36

Nagano National College of Technology

今後取り組むべき国際化

37  Nagano National College of Technology 38

Nagano National College of Technology

 英語力・コミュニケーション能力の向上
TOEIC等の積極的活用、英語多読多聴指導等の導入

英語プレゼンテーション・コンテストの開催

英語科教員と他教科教員の連携協力

 高専学生・教職員の国際的な場での活動機会の積極的提供
学生の海外インターンシップ、海外研修、海外留学等の推進

学生・教職員の参加する国際シンポジウムの開催

教職員の海外派遣の推進

 高専キャンパスの国際化
長期・短期の留学生の積極的受け入れ

外国人の常勤・非常勤教員の活用

 海外の技術者教育機関とのネットワーク構築
アジア諸国等の技術者教育機関との協定締結と交流活動の活発化

アジア諸国等の技術者教育機関の高度化のための技術協力

国際的に活躍できる技術者育成のための高専の戦略

By 木谷理事02

産学官協同！

 Nagano National College of Technology 40

高専の育成すべき人材像「実践的で創造的な人材
育成」＋国際化の推進 と一致する！

2012.6 文部科学省「大学改革実行プラン」

高専を含め高等教育機関は「グローバル化に対応した人材育成」を推進

具体的には、産学協同による「グローバル人材・イノベーション人材の育成」

・生涯学び続け、主体的に考え、行動できる人材

・グローバル社会で活躍する人材、イノベーションを創出する人材

・異なる言語、世代、立場を超えてコミュニケーションできる人材

2011.6.22 「グローバル人材育成推進会議」(議長:官房長官)

育成すべきグローバル人材の三要素

要素Ⅰ: 語学力・コミュニケーション能力

要素Ⅱ: 主体性・積極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、責任感・使命感

要素Ⅲ: 異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティー
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Nagano National College of Technology

国際化の推進（体験、国際感覚、地域力）
・語学＆コミュニケーション力の育成： 語学・プレゼン教育の充実（ネイティブスピーカの常勤教員の配置、

模擬国際会議など）、自学自習用コンテンツの整備、日本語プレゼン教育、日本文化教育、高専間交流の推

進（国内留学） など

・学内ソースや地域力の活用： 同好会や在籍留学生、地域社会（市や在留外国人）との連携の活性化 など

・海外交流機会の支援： 協定締結校との交流の活性化、経済的支援、公的経費の獲得、国際会議、海外イ

ンターンシップや在外研究への積極的参加 など

海外支援（実践力、国際貢献とリーダーシップ）
実践的な技術者を養成し，経済・産業の発展を図ろうとしている諸外国からは，実践的･創造的技術者を養成する
高等教育機関として，高等専門学校やその教員による協力への期待がある

・東南アジアを中心とした支援の充実：企業の海外進出先などものづくりや経済のパートナー、教育・研究

面のレベルアップや人材交流活性化への期待に応えるためにもJICAプロジェクト(外部資金獲得)に協力 など

・ネットワークシステムの構築・充実： 海外経験者や留学生OBなどとのネットワークを活用

41

グローバル化への今後の取り組み

三者が連携し、グローバルマインドを持った
学生および教職員が、外に踏み出す！

地域 海外

高専

 Nagano National College of Technology

Thank you very much for your attention !

42  
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第10回参与会

長野高専における国際化の現状と課題

平成25年2月4日

長野工業高等専門学校

教務主事・国際化支援委員長
戸谷順信

 

概要

１．長野高専における国際化の考え方

２．国際化のための教育

３．留学生の受入れ

４．海外教育機関との連携

５．教員の国際活動

６．学生の国際活動

７．今後の活動方針

８．今後の課題

長野高専の教育・運営方針

・本校創設以来の教育理念に基づき、知・徳・体にバランス

の取れた、全人的な教育を行います。

・豊かな人間性と独創力、想像力を身に付けた実践的技

術者育成の高等教育機関としての教育体制を維持し、科

学技術の高度化ならびに国際化に対応し得る技術者を

育成します。

・地域と連携し、かつ、地域と密着した学校運営を行います。

また、地域から期待され、地域から愛される学生の育成を通し

て、社会から要請されている高等教育機関としての使命を果た

します。

 

目標とする人材像

・工学の基礎知識を備え、的確な技術的知識・技能を駆使

して、確固たる倫理観を持ちながら自ら問題を発見し解決

していくことができる実践的で創造的・開発型の技術者。

・幅広い教養を備え、社会、環境等の諸問題に自ら関心を

示し、リーダーシップを発揮して積極的に「ものづくり」に取

り組める人材。

・文化の多様性を認識し、自ら諸外国との交わりに関心を

抱き、国際社会に貢献できる人材。

国際化のための活動計画（国際化支援委員会）

【教育活動】
（１）校内英語弁論大会開催および地区大会、全国英語プレゼンテーション大会出

場に対する支援
（２）学生の国際的学術活動（教育、研究、国際会議等への出席）の推進

①学生の教育・研究に関する短期留学または国際会議への出席を推進する。
②短期留学や国際会議のアナウンスを行う。

（３）海外インターンシップの支援
①高専機構を中心としたインターンシップの実施を通じて国際的技術者として

の知識を深めることを推進する。
②海外インターンシップを推進する。

【研究活動】
（１）外国機関との交流・提携（教育・研究・文化等）の推進

①外国の教育・研究機関との交流・連携・提携を検討する。
②教育・研究に関する在外研究または国際会議への出席を推進する。
③ワークショップ、研究会への出席を推進する。

（２）国際会議への出席の推進
①国際会議へ出席する教員へ支援を検討する。

 

国際化のための活動計画（国際化支援委員会）

【国際交流活動】
（１）国際的視野の広がりと国際的コミュニケーション力の向上の育成

①東京日本語教育センター在籍の国費留学生との交流会を実施する。
②城東小学校と留学生との交流活動を実施する。

（２）外国機関等に所属する外国人との交流事業の実施
①タイ王国 テクニカル・カレッジとの交流を企画・実施する。
②ワークショップ、ものづくりコンテスト、研究等を検討する。

（３）海外留学・語学研修等への啓蒙
①国際交流支援事業（ショートステイ、ショートビジット）プログラムを検討する。
②文化・語学研修を希望する学生に対する支援を行う。

【留学生支援活動】
（１）留学生交流会を企画実施する。

①関東信越地区国立高専外国人留学生交流会を当番校として実施する。
②留学生実地研修を実施する。
③留学生との意見懇談会を実施する。
④留学生と外部団体との意見交換会を実施する。

（２）留学生の学生生活を支援する。

国際化のための教育（１）

（１）語学教育（4年生および5年生で選択必修科目）

英語、ドイツ語、中国語、ハングル、

数理工学基礎（専門科目を英語で実施：自由選択科目）

（２）文化論（4年生で選択必修科目；全員が受講ではない）

ドイツ文化論、日本社会史、日本文化史

（３）校内英語弁論大会（7月に実施）

レシテーション（暗唱）の部（3分以内）

スピーチの部（5分以内）

1年生～5年生まで参加可能

3人（1名日本人、2名ネイティブスピーカー）の審査員

（４）英語資格試験受験の奨励

TOEICテスト、実用英語検定  

平成24年度英語弁論大会
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国際化のための教育（２）

（４）海外インターンシップ

派遣会社 派遣国 派遣期間 学科・専攻 学年

2008 H20 東洋エンジニアリング マレーシア 3月10日～3月17日 生産環境システム専攻 2年

2009 H21 ヤマハ発動機 タイ王国 3月6日～3月26日 電気情報システム専攻 １年

2010 H22 トヨタ自動車 タイ王国 3月7日～3月25日 電気情報システム専攻 １年

2012 H24
LY CHHUONG Cornstruction &
Import Export Co. LTD.

カンボジア王国 8月6日～8月13日 環境都市工学科 4年

2012 H24
LY CHHUONG Cornstruction &
Import Export Co. LTD.

カンボジア王国 8月6日～8月13日 環境都市工学科 4年

年度

 

カンボジアでのインターンシップ（4年環境都市工学科）

留学生の受入れ
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留学生の進路
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海外教育機関との連携

平成8年 1月18日

大韓民国天安工業専門大学と学術交流協定締結

教員・学生相互の交流を毎年交互に計7回行う。

平成17年度に相手校の都合により中止

平成24年 8月22日

台湾国立科技大学と学術交流協定を締結

平成24年 11月23日

タイ王国教育省傘下のテクニカル カレッジ8校と学術交流協定を締結

 

台湾国立科技大学長との調印式 8月22日 タイ教育省職業教育局長 11月23日

外国教育機関との交流協定締結

教員の国際活動（在外研究）

年度 派遣先／派遣機関 派遣期間 学科

1983
中華人民共和国／北京、インドネシア共和国／ジャカルタ、

マレーシア／クアラルンプール
1983年12月12日～1983年12月25日 機械工学科

1987 フランス共和国／オート＝ノルマンディー大学 1987年10月1日～1988年3月31日 一般科

1992 フランス共和国／ルイス・ネール研究所 1992年7月1日～1992年9月30日 一般科

1993 アメリカ合衆国／ロサンゼルスシティカレッジ 1993年8月1日～1994年1月30日 一般科

1996 連合王国／レディング大学 1996年5月1日～1997年2月28日 一般科

1997 フランス共和国／国立科学研究センター 1997年5月4日～1998年3月3日 電子情報工学科

1999 連合王国／マンチェスター大学 1999年5月4日～2000年3月3日 機械工学科

2000 中華人民共和国／江南大学 2000年5月4日～2001年3月3日 一般科

2002 オーストラリア／シドニー大学 2002年7月20日～2003年5月5日 電子情報工学科

2002 ドイツ連邦共和国／マックスプランクプラズマ物理研究所 2002年5月1日～2003年4月30日 電子制御工学科

2006 ニュージーランド／オークランド大学 2007年1月15日～2007年7月13日 環境都市工学科

2007
アメリカ合衆国／

カリフォルニア大学ロサンゼルス校マイクロ波エレクトロニクス研究所
2008年3月10日～2008年9月11日 電子制御工学科

2009 フランス共和国／グルノーブル大学Ⅰ 2009年8月4日～2010年3月25日 環境都市工学科

2010 イタリア／カラブリア大学 2010年9月29日～2011年2月26日 一般科

2011 カンボジア王国／政府環境省 2012年3月20日～2013年2月1日 環境都市工学科

 

教員の国際活動（研究・教育等）

年度 海外渡航者人数（延べ数）

内容

学会等 調査・打合せ 学生指導 その他

2009 H21 19 9 4 3 3

2010 H22 26 14 9 0 3

2011 H23 33 13 13 3 4
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学生の国際活動（タイ王国テクニカルカレッジとの交流）

平成21年度

タイ王国Ｔｈａi-Austrian Technical College へ訪問：学生6名、教員2名

（１）高専学校紹介

（２）テクニカル カレッジ見学

（３）ワークショップ（タグチメソッドの紹介と実践）

（４）アマタ・ナコーン工業団地（ダイキン工業、日野自動車見学）

平成23年度

タイ王国Ｔｈａi-Austrian Technical College  へ訪問：学生6名、教員2名

（１）学校紹介

（２）テクニカル カレッジ見学

（３）アマタ・ナコーン工業団地（ダイキン工業、デンソー見学）

平成24年度

タイ王国教育省主催国際会議に参加：学生10名（本校3名、他高専7名）、教員2名

（１）革新的プロジェクトの成果発表

（２）タイ、インドネシア、マレーシア、シンガポールの学生と交流

 

長野高専の紹介 タイの学生と

タグチメソッドのワークショップ タグチメソッドの実践（紙飛行機での実験）

日野自動車にて ダイキン工業での説明

エメラルド寺院 象へ餌やり  

東京日本語教育センター留学生との交流

平成20年度～24年度

8月：本校学生約6名、教員2名がセンターを訪問

センター留学生約80名（23年度～約40名）

高専の紹介、ワークショップ、ディスカッション（高専について質疑応答）で交流

10月：本校学校祭にセンター留学生約40名を招待

留学生から各国の紹介、工嶺祭の案内（茶道、邦楽等を見学）

東京日本語教育センターで質疑応答 工嶺祭でセンター学生を案内

学生の国際会議等参加

年度 会議名等 派遣国 派遣期間 学科・専攻 学年

2011 第11回アジア可視化シンポジウム 日本 6月5日～6月9日 生産環境システム専攻 1年

2011 第11回アジア可視化シンポジウム 日本 6月5日～6月9日 生産環境システム専攻 １年

2011 テマセクポリテック技術英語研修 シンガポール 9月12日～9月23日 電気情報システム専攻 1年

2011
技能五輪国際大会ロンドン大会高
校生派遣

イギリス 10月3日～10月11日 機械工学科 3年

2011
第9回東西アジア水環境国際シンポ
ジウム

タイ王国 11月30日～12月4日 環境都市工学科 3年

2011
第9回東西アジア水環境国際シンポ
ジウム

タイ王国 11月30日～12月4日 生産環境システム専攻 1年

2011
第１回持続可能な技術に関する国
際会議

タイ王国 1月26日～1月29日 生産環境システム専攻 1年

2012 テマセクポリテック技術英語研修 シンガポール 9月8日～9月23日 電気情報システム専攻 2年

2012
第2回持続可能な技術に関する国
際会議

タイ王国 11月21日～11月24日 電気情報システム専攻 2年

2012 日台湾iGOシンポジウム2012 台湾 12月9日～12月12日 生産環境システム専攻 1年

2012 日台湾iGOシンポジウム2012 台湾 12月9日～12月12日 電気情報システム専攻 2年

 

学生の留学渡航先

学年 学科 開始 終了 渡航先 留学先

2002 Ｈ14 4 電子制御工学科 H14.4.1 H16.3.31 オーストラリア

2003 Ｈ15 2 機械工学科 H15.4.1 H16.3.31 カナダ Ashcroft International College

2003 Ｈ15 2 環境都市工学科 H15.8.22 H16.7.31 ベルギー Heilig-Grafinstituut（AFS年間派遣プログラム）

2003 Ｈ15 5 環境都市工学科 H15.4.1 H16.3.31 カナダ Western Town College

2005 Ｈ17 4 電子情報工学科 H18.1.1 H18.12.31 ニュージーランド

2006 Ｈ18 2 電子情報工学科 H18.9.1 H19.8.31 ノルウェー Hadeland vgs avd. Brandbu（AFS年間派遣プログラム）

2006 Ｈ18 3 電気電子工学科 H18.9.1 H19.8.31 イギリス Queen Elizabeth Sixth Form College

2006 Ｈ18 4 環境都市工学科 H18.4.1 H19.3.31 アイルランド

2007 Ｈ19 3 環境都市工学科 H19.4.1 H20.3.31 カナダ

2007 Ｈ19 4 電子制御工学科 H19.4.1 H20.3.31 カナダ

2008 Ｈ20 4 機械工学科 H20.4.1 H21.3.31 オーストラリア Curtin University of Technology

2012 Ｈ24 4 環境都市工学科 H24.4.1 H25.3.31 オーストラリア Technical and Further Education New South Wales

2012 Ｈ24 5 電子制御工学科 H24.4.1 H25.3.31 カナダ

年度

本校留学生の国際活動

長野市立城東小学校での国際交流（毎年10月下旬）

本校の留学生が城東小学校を訪問、各国の紹介、給食を一緒に

とるなどで交流を図る。

 

今後の活動方針

１．専門的知識・技能を英語で発信できる能力の向上

英語による専門授業の開設

２．英語を使用した国際コミュニケーション能力の向上

英語を使用しなければならない環境の提供

３．留学生の受入れの検討

適正な人数の受入れ体制を検討する

４．本校主催による国際会議（IWIP2013）の開催（平成25年8月）

５．高専機構主催の国際会議（ISTS2013）へ学生の参加推進

６．高専機構主催の国際会議（ISTS2014）の日本側担当

７．教員・学生の国際会議への参加推進

８．教員の海外派遣および相互派遣

９．台湾国立科技大学との交流推進（海外インターンシップ、学術交流）

10．タイ王国テクニカルカレッジとの交流推進（教育・文化交流）

11．その他の外国教育機関（タイ王国ＫＭＩＴＬ、本校ＩＶＥ）との交流推進
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今後の課題（１）

１．国際情勢に関心が向く学生の増加対策

（１）国際化に関心が強い学生がいる一方で、全く関心がない学生が

多い。

（２）自分の身近な楽しみに満足している姿勢が目立つ。

（３）コミュニケーションのための語学力の向上が急務である。

２．教員の相互派遣における受入れ体制（居住、研究居室）の不備

（１）海外からの研究員を受け入れるための居住施設がない。よって、

奨学金がないと日本への渡航が難しい。

３．海外からの学生の受入れ体制（居住）の不備

（１）寮は満室状態であり、海外からの短期受入れ体制が整わない。

（２）英語によるマニュアルなど、受入れ体制の不備がある。

 

今後の課題（２）

４．海外交流のための予算

（１）学生を海外に派遣するための自己負担と支援とのバランスが必要

である。

５．国際化推進のための体制強化

（１）国際化支援委員会と他の組織の連携が必要である。

（２）海外の教育機関との連携を進める必要がある。
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